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序

福岡県教育委貝会は、日本道路公団の委託を受けて、 1979(昭和54)年

度から九州横断自動車道の建設に先立って発掘調査を実施してまいりま

した。

本書は、 1981(昭和56)~ 1983 (昭和58)年に調査を行った甘木市所在

の宮原遺跡についての 2冊目のものであります。今回も、古墳時代から奈
どば けん

良時代にかけての集落が中心で、多数の土器以外にも土馬や権、青銅製品

等の遺物を報告しております。

報告書として十分に満足のいくものではありませんが、地域史研究や

文化財愛護思想普及の一助ともなれば幸甚に存じます。

発掘調査および整理報告にあたって、御協力、御援助いただいた方々に

深甚の謝意を表します。

平成 2年 3月31日

福岡県教育委員会

教育長 街P手洗康



例 言

1. 本書は、九州横断自動車道建設路線内に位置する遺跡について、福岡県教育
あまぎ みやばる

委員会が日本道路公団から委託されて発掘調査を行った甘木市宮原遺跡の二

冊目の報告書である。

2. 本書は、九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告の17冊目にあたる。
みやばる

3. この報告は、宮原遺跡の A地区東半部 (AI区）を対象とする。

4. 遺構の写真撮影、実測図作成は調査担当者と調査補助員とで行った。

5. 出土遺物の整理は、岩瀬正信氏の指導のもとに、九州歴史資料館と福岡県文

化課甘木発掘調査事務所にて行った。

6. 鉄器類の保存処理については、九州歴史資料館・横田義章氏にお願いした。

7. 遺物の写真撮影は、九州歴史資料館・石丸洋氏と、須原悦子・矢野明美両氏

が行った。

8. 遺物実測は、松嶋邦子・原田和枝・高瀬照美・渡辺輝子の各氏と武田光正・

児玉真一・伊崎俊秋が行った。

9. 遺構・遺物の製図は、塩足里美・豊福弥生・鶴田佳子の各氏と報告者が行な

い、関久江・ 森山シズ子氏の援助を受けた。

10. 本文中及び表中で示す面積値はプラニメーターによって測定したものであ

る。

11. 本文中での方位はすべて国土調査法第II座標系での座標北を示す。 ＼ 

12. 本文中に示した土器実測図のうち、断面に示した◆印のものは縮尺1/6であ

る。

13. 本書の執筆は、武田光正・児玉真一・伊崎俊秋が分担し、目次と各文末に名

を記した。

14. 本書の編集は伊崎が担当した。
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図版 H 次

図版 1 第11地点（立野・宮原遺跡）周辺航空写真

2 第11地点（立野・宮原遺跡）周辺航空写真

3 第11地点（立野・宮原遺跡）周辺航空写真

4 第11地点（立野• 宮原遺跡）航空写真

5 宮原遺跡航空写真

6 上．立野•宮原遺跡航空写真

下．宮原遺跡航空写真

7上．宮原遺跡航空写真

下．宮原遺跡航空写真

8 宮原遺跡航空写真

， 宮原遺跡航空写真

10上．宮原遺跡航空写真

下．宮原遺跡航空写真

11上．宮原遣跡AI地区全景（東から）

下．宮原遺跡AI地区全景（西から）

12上．宮原遺跡AI地区気球写真

下．宮原遺跡AI地区気球写真

13上．宮原遺跡AI地区気球写真

下．宮原遺跡AI地区気球写真

14上. 31-34号住居跡（西から）

下. 31-34号住居跡（西から）

15上. 35-44号住居跡（南東から）

下. 35-44号住居跡（西から）

16上. 35-37号住居跡（東南から）

下. 40・41号住居跡、 7号土壊（南から）

17上. 35号住居跡カマド

下. 37号住居跡カマド

18上. 42-44号住居跡（南から）

下. 42号住居跡カマド（南から）

19上・中 45-51号住居跡

.. 
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下. 46-48、51号住居跡

20上. 45号住居跡カマド

下. 46・47号住居跡カマド

21上. 49号住居跡カマド

下. 50号住居跡カマド

22上. 52・53号住居跡（北東から）

下. 54-61号住居跡（南東から）

23上. 54-56号住居跡（南東から）

下. 57号住居跡（南東から）

24上. 58-61号住居跡（南東から）

下. 62-64号住居跡、 10号土横（東から）

25上. 62号住居跡（南から）

下. 63号住居跡（東から）

26上. 64号住居跡（東から）

下. 64号住居跡壁小溝内杭状痕

27上. 65号住居跡（東から）

下. 66号住居跡（南東から）

28上. 67号住居跡（南東から）

下. 68号住居跡（南東から）

29上. 68-70号住居跡（南東から）

下. 70号住居跡（南東から）

30上. 69号住居跡（南東から）

下. 71号住居跡（南東から）

31上. 74-76号住居跡（南東から）

下. 77号住居跡（南東から）

32上. 77-80号住居跡（南東から）

下. 80号住居跡（南東から）

33上. 78号住居跡カマド

下. 79号住居跡カマド

34上. 81号住居跡（東から）

下. 81号住居跡カマド

35上. 82・83号住居跡（南東から）

下. 82・83号住居跡床下層（北東から）
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36上. 82号住居跡カマド

下.82・83号住居跡、杭状痕

37上. 83号住居跡杭状痕

下. 82号住居跡杭状痕

38上. 84・85号住居跡（南から）

下. 86-94号住居跡（南から）

39上. 89号住居跡カマド

下. 92号住居跡カマド

40上. 95・96号住居跡（束から）

下. 95号住居跡床下層（北から）

41上. 95号住居跡カマド

42上. 97-100号住居跡（南から）

下. 97・99号住居跡下層（南から）

43上. 103号住居跡下層（南から）

下. 105号住居跡（東から）

44上. 108-110号住居跡（南東から）

下. 111号住居跡（南束から）

45上. 36号掘立柱建物跡（束から）

下. 40・41号掘立柱建物跡（北東から）

46上. 46号掘立柱建物跡（南東から）

下. 49号掘立柱建物跡（西から）

47上. 50号掘立柱建物跡（北から）

下. 51号掘立柱建物跡（北から）

48上. 6号土猥（南東から）

下. 7号土猥（西から）

49上. 10号土城（北から）

下. 13号土堀（北から）

50上. 14号土猥（北から）

下. 19号土壊（北から）

51上. 20号土壊（西から）

下.22号土城（南東から）

52 宮原遺跡出土土器① (31・37・39・40・41・42・43号住居跡）

53 宮原遺跡出土土器② (46·49·53·57·59• 62号住居跡）
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54 宮原遺跡出土土器③ (62·63• 64• 65・67・68号住居跡）

55 宮原遺跡出土土器④ (68・69号住居跡）

56 宮原遺跡出土土器⑤ (69・70・73・74・78・80・81・82号住居跡）

57 宮原遺跡出土土器⑥ (82・84・85・92・95号住居跡）

58 宮原遺跡出土土器⑦ (95·96·97• 99・102・104・105号住居跡）

59 宮原遺跡出土土器⑧ (105・108・110号住居跡、 6号土塘）

60 宮原遺跡出土土器⑨ (7・8・10・11・12号土塘）

61 宮原遺跡出土土器⑩ (14・17・18・19号土塘）

62 宮原遺跡出土土器⑪ (19号土壊）

63 宮原遺跡出土土器⑫ (19・20号土塘）

64 宮原遺跡出土土器⑬ (20・22号土塘）

65 宮原遣跡出土土器⑭ （溝 1)

66 宮原遺跡出土土器⑮ （溝 1)

67 宮原遺跡出土土器⑯ （溝 1、ピット）

68 宮原遺跡出土土器⑰ （ピット• その他）

69 宮原遺跡出土土器⑱ （その他．接合資料）

70 宮原遺跡出土土器⑲ （接合資料・ミニチュア）

71 宮原遺跡出土土製品（ミニチュア）

72上．宮原遺跡出土土製品

下．宮原遣跡出土不明土製品①

73上．宮原遺跡出土不明土製品②

下．宮原遺跡出土不明土製品③

74上．宮原遣跡出土不明土製品④

下．宮原遺跡出土不明土製品⑤

75上．宮原遺跡出土土錘①

下．宮原遺跡出土土錘②

76上．宮原遺跡出土石器①

下．宮原遣跡出土石器②

77上．宮原遺跡出土石器③

下．宮原遺跡出土石器④

78上．宮原遺跡出土石器⑤

下．宮原遺跡出土紡錘車

79 宮原遺跡出土鉄製品①
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80 宮原遺跡出土鉄製品②

81 宮原遣跡出土土馬

82 宮原遺跡出土土馬破片

83上．宮原遣跡出土権

下．宮原遺跡出土瓦

84上．宮原遺跡出土青銅製品

下．宮原遺跡出土製塩土器

85上．宮原遺跡出土土器木葉痕

中．宮原遺跡出土土器吹きこぼれ

下．宮原遺跡出土土器文字？

86 宮原遺跡出土陶質系土器

87 宮原遺跡22号土壊出土土器の爪痕

88上．宮原遺跡出土縄文土器

下．宮原遺跡出土石鏃、玉、石器

89上．籾痕のある土器

下．須恵器と黒色土器
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第141図 20号土猥出土土器実測図 (1/4・1/6)

第142図 20・21号土壊出土土器実測図 (1/4・1/6)

第143図 22号土塘出土土器実測図 (1/4・1/6)

第144図溝1出土土器実測図① (1/4・1/6) 
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第145図 溝 1出土土器実測図② (1/4・1/6) 

第146図溝1出土土器実測図③ (1 / 6) 

第147図 ピット出土土器実測図① (1/ 4) 

第148図 ピット出土土器実測図② (1 / 4) 

第149図 ピット出土土器実測図③ (1/4・1/6) 

第150図 その他土器実測図① く10号土横周辺〉 (1/4・1/6)

第151図 その他土器実測図②く10号土塘、 62-65号住居跡周辺〉 (1/4・1/6)

第152図 その他土器実測図③ (1/4・1/6) 

第153図 その他土器実測図④ (1/4・1/6) 

第154図 接合・ 同一個体資料① (1 / 4) 

第155図 接合・ 同一個体資料② (1/4・1/6) 

第156図接合・ 同一個体資料③ (1 / 6) 
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I . はじめに

A. 宮原遺跡の調査の経過

みやばる

九州横断自動車道第11地点•宮原遺跡の調査の経過については，『九州横断自動車道関係埋蔵

文化財報告ー14-』(1988)に詳しい。ここでは本報告に関する部分のみ抽出して記しておくこ

ととしたい。

宮原遺跡は調査の便宜上，東の方から西へC・B・A・D・Eの各区に分けられ，そのうち A

地区のみ Al,AIIに細分されている。今回報告するのは AI地区の全部である。既に報告し

たB・C地区より西側になるが，宮原遺跡で最初に調査にとりかかったのはこの A I地区であ

った（だから A地区なのである）。 E地区は試掘の結果遺構がなかった。

この A I地区は1981(昭和56)年 5月18日から調査が開始され，途中の中断や他地区の優先

的調査などがあって，最終的に終了したのは1983(昭和58)年12月17日であった。

なお，立野遺跡を含めた第11地点の調査は宮原遺跡D地区が最後まで残り，全てが完了した

のは1984(昭和59)年 4月30日のことであった。

この足かけ 2年半に及ぶ期間中に発掘調査に携わった文化課の担当者は10人にのぼっている。

出土遺物等の整理については，調査終了後からやや間をおいて着手し，本格的には1987年か

らとりかかった。そしていま，宮原遺跡の 2冊めの報告書がやっと刊行の運ぴとなった次第で

ある。

今後， B・C地区， A地区に続いて， AII地区・D地区の一部と甘木市市道部分，そして D地

区の残り， というようにあと最低 2回は報告書刊行の予定である。

調査時の関係者については『横断道報告第14集』に記してあるが，昭和57(1982)年度分を

も含めて一覧にしておこう。また報告書刊行時（平成 1=1989年度）の関係者も併せて載せて

おくこととする。 （伊崎）
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日本道路公団福岡建設局 1981 1982 1983 1989 

局 長 持永竜一郎 持永竜一郎 今村浩三 臼井 信

総務部長 田代勝重 落合一彦 落合一彦 堀 義任

管理課長 布川 莞 梅田道人 梅田道人 副島紀昭

管理課長代理 村上博之 野口 利夫 野口利夫 荒木恒久

谷口浩二

日本道路公団福岡建設局 甘木工事事務所

所 長 江口正一 乗松紀三 乗松紀三 風間 徹

副所長 矢野浩司 矢野浩司 西田 功

II （技術） 中村義治 中村義治

庶務課長 森本太郎 松下幸男 松下幸男 下川節生

用地課長 溝口萩男 岩下 剛 岩下 剛 松尾伸男

工務課長 深町貞光 山口宗雄 山口宗雄 豊里英吉

小郡工事区工事長 田口 裕 田口 裕 友田義則

甘木工事区工事長 瀬戸山邦雄 瀬戸山邦雄 猪狩宗雄

朝倉工事区工事長 吉長英一 平沢 正 平沢 正 上野 満

杷木工事区工事長 前田雄一 小沢公共

福岡県教育委員会

教育長 友野 隆 友野 隆 友野 隆 竹井 宏

御手洗康

教育次長 守屋 尚 森 英俊 ．安倍 徹 大鶴英雄

渕上雄幸

管理部長 森 英俊 安倍 徹 伊藤博之

指導第二部長 光安常喜

月森清三郎

文化課長 藤井 功 藤井 功 藤井 功 葉石 煎

六本木聖久

文化課課長補佐 蓮尾謙吉 中村一世 中村一世 平 聖峰

課長技術補佐 宮小路賀宏

庶務係長 内山孝之 内山 孝之 松尾 満 池原脩二

（担当）'"" 平尾敏映 長谷川伸弘 長谷川伸弘 沢田康夫

三島洋輝
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1981 1982 1983 1989 

調査第二係長栗原和彦 栗 原和彦 栗原和彦

調査班総括 柳田康雄

ニ係 柳田康雄

および 石山 煕 石山 煎 木下 修 井上裕弘

調査班 児玉真一 浜田信也 児玉真一 木下 修

新原正典 児玉真一 新原正典 中間研志

佐々木隆彦 新原正典 中間研志 伊崎俊秋

小池史哲 中間研志 小池史哲 小田和利

池辺元明 小池史哲 伊崎俊秋 水ノ江和同

文化財専門員 木村幾多郎

臨時職員 日高正幸

調査補助貝 高田一弘 高田一弘 高田一弘 武田光正

武田光正 武田光正 武田光正

日高正幸 日高正幸 佐土原逸男

日高正幸

平嶋文博

狐塚省蔵

B. 遺跡の位置と環境

みやばる あまぎ みやばる

宮原遺跡は，福岡県甘木市大字下浦字宮原に所在する。筑後川へ注ぐ小石原川右岸に広がる

低台地の縁辺で，標高22-23mの所である。周辺に位置する遺跡については，すでに刊行され

た横断道関係の報告その他でかなり触れられているので，今回は割愛することとする。宮原遺

跡の最終報告の中で詳しく述べる予定としよう。
みやばる たての ' 

11地点（宮原遺跡・立野遺跡）についての既報告書は下のとおりである。

•福岡県教育委貝会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 2- 』 1983

•福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 5- 』 1984

•福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 8- 』 1986

•福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー14- 』 1988
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1. 干潟遺跡 6. 神蔵古墳 11. (西）立野遺跡

2. 焼ノ峠古墳 7. 小隈出口遺跡 ． （東）宮原遺跡

3. 花立南麓窯址群 8. 宮巡遺跡 12. 宮原古墳

4. 大願寺遺跡 9. 春園遺跡 13. 馬田りんりん石古墳

5. 小田道遺跡 10. 10地点 14. 上々浦遺跡

15. 下原遺跡

第 2図 宮原遺跡と周辺遺跡分布図 (1/50000) 
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II. 調査の内容

A. 概要

今回報告する宮原遺跡AI区にて検出した遺構・遺物は次のとおりである。なお，遺構番号は

先に報告した宮原 B・C地区からの続きである。

く遺構〉

．竪穴住居跡

．掘立柱建物跡

• 土猥

・溝

・ピット

・集石遺構

く遺物〉

82軒 (31-112号）

29棟 (31-59号）

17基 (6-22号）

数条（溝 1・.6と現代溝）

多数

1基

須恵器，土師器，焼塩土器，瓦，土製品（土錘・権・土馬・紡錘車・ミニチュアなど），石製

品（砥石・紡錘車），鉄製品（鎌・鏃・ 刀子など），青銅製品，玉，縄文土器，打製石鏃その他。

遺構の大半は 6世紀後半-8世紀後半という時期に営まれたものである。溝 1のみは 5世紀

初頭前後に属する。縄文土器が出土しているものの，その時期の遺構は捉えていない。

主な遺構の重複関係は次のようであった。 （伊崎）

（古→新）

● 33一 34 一32• 31 

● 38一36一35

~ ~37 

B32ー 39- 41 - 40―D7 

● 44一43

● 51一49一48一47一46一45

B33—• 50 -—--B34 

B35 
,,,.,---

● 53一52
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● 56一55

D8乙:54 

57一59一58

61こ 60

/B57 

● 63―B59 

64乙 B58

•B49-65 



● 70一68 鳳 67 ● 83• 82• 84 

¥ 66ご B42-------- / 

" 72→ 69• 71 83 ---B46 

94~ 

● 112 凰 B52 凰 D22

102一101一100

叉

"'Z;; 二三□ ~:~ 一97

81 96一86一95

B47一D16< . I mt 
94 一 93 —→ 92 一89 —ー 87

/ 88~Dl3 

D12一Dll一--91一90-----

遺構・遺物の説明のまえに

く遺構〉

遺構の主体を占める竪穴住居跡については，今次の報告でも今までと同様に第 3図に示すよ
（註!)

うな名称と計測区分を用いることとする。今回は新たに床下層での壁隅土壊の存在を加えてい

る。各住居跡の計測値については第 3表を参照されたい。

く遺物〉

出土遺物の大多数は土器であり，この報告書にて1400余個体の実測図を掲示している。土器

は須恵器と土師器が殆んどで， 6世紀後半-8世紀後半という 2世紀にわたる時間差をこえて，

ほぼ同一の整形・調整手法を見出しうるものが多い。前に試みたように各器種を網羅して各々
（註 2)

を説明すべきであるが，時間的余裕がないため概略のみ述べておくこととしたい。 須恵器に

は坪（蓋・身），高杯，聡，壺，甕，平瓶，横瓶がある。胎土は砂粒を含むものの概ね良質のも
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のが多い。稀に極めて良質のものを見る。焼成も概ね良好であるが，焼成中途にて軟質のまま

使用されたものもある。色調は通有のねずみ色を呈する。調整は， n緑部周辺はどの器種も例

外な〈回転なでを行う。体部は杯類は回転ヘラ削りかまたはなでを行う 。園転ヘラ削りは反時

計回りが多い。甕等の体部はタタキが施される。坪の天井部または底部の外面を未調整のまま

としている例も多い。

土師器には坪 ・皿 ・境 ・高杯 ・壺 ・鉢・鍋．甕 ．甑 ・移動式カマドなどがある。胎土のあり

方で籾製と粗製に大別され，その中間くらいで精製に近いものとがある。杯 ・店坪は殆ど全て

精良な胎土を用いた精製土器である。褒 ．甑の中にも精良な胎土を用いたものかわりと目につ

く。焼成はふつう 。稀に甕の胎士中心部が高熱で青っぽく変色しているものがある。よほど火

回りがよかったものとみえる。色調は赤みがかった黄色を呈する。調整は口縁周辺は例外なく

回転なでを行う 。体部は坪類が外面は手持ちヘラ削り，内面はなで，甕類は外面が刷毛目，内

面はヘラ削りとなる。

本文中での上器の説明は最小限にとどめ，法最等は巻末の第 1表を参照されたい。なお，法

ー

，
 

p
 

C
,

＠
 

カマド

2 ー
p 

DI⑤'-

.;jj--ff, . . 竺.I凹」. ◎ 

, I (I 1 -¥ P2 ¥ 

P,a 

t I , い ・● I d I 
¥ l '  

＼ 

◎ 
P,、

＇ 

⑥ P, ● 

◎ P,s 

中嶋緯

第 3図 竪穴住居跡模式図と各部の名称（赤線は下府：

- 7-



蛋の欄において，須恵器杯身の受部径とかえりのある蓋の身受け部径を④胴径の中に表示して

いる。•

次項以下の説明では，遺構の次にそこから出土した遺物について記すが，このとき，不明製

品と接合・同一個体資料については出土したことのみに触れ，詳細はC.遺物各説の中で述べる

こととする。

また，おそらく溝 1を掘削したのと同じ時期の所産と思われる土師器が住居跡埋土等から出

土したりしているが，これを 6世紀後半以降の土師器と区別するために，好適とは思わないが

古式土師器と称しておく。さらに，ほぼ同じ時期と思われる陶質土器もしくは古式須恵器も同

様に出土している。これも現時点では国産・ 舶載も含めて分離しえないため，陶質系土器と称

して凌いでおくこととしよう。 （伊崎）

註 1 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 2-』 1983
福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 8-』 1986
福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー14-』 1988

2 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 8-』 1986
福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 9-』 1987

回転ヘラケズリ

二 回転なで

ミ回転なで

回転ヘラケズリ

なで 回転ヘラケズリ

ー 、回転なで

二 転なで

~I 

目

_~ 

毛

ズ

刷~
 

で

リ

な

一

ズ

転
ケ

回

で

ラ

な

ヘ

9
/
 

回転なで

O・ 10cm 

第 4図 須恵器・土師器の調整 (1/ 4) 
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B. 遺構と遺物

1 • 竪穴住居跡

31号竪穴住居跡 （図版14, 第 5図）

A地区北東端の農道下に位置し， 31-34号住居の 4棟が重複しているのを検出した。当住居

が住居群の中で最も新しく，かつ南側に占地する。

約半分が調査区外に伸展し，農道及び農道の側溝でカマド等も撹乱されており，最大壁高も

12cmを測る残存不良な住居跡である。主柱穴は P,とPaを検出したが，柱間は1.45mとやや狭い

ことから，一辺3.7m程の隅円方形に復原出来る。

床面は平坦に造っているが，床面下層は32・34号住居の下層遺構も重複し，やや不明瞭とな

るも全体的に深く掘削している。床面下層の中央土塘は調査区内では検出していない。

カマド 北壁略中央部に焼土を検出したが，これが火床面と考えられる。壁体は側溝により破

壊され何ら残存しないが，造り付け型と考えられる。

出土遺物で，図示している 1と2がカマド火床面， 4が床面上より出土し，他の 2点は埋土

中出土品である。耳環は床面下層より出土した。図示した品の外は，須恵器が3点出土してい

るだけである。 （武田）

出土遣物 （図版52・84, 第107・97図）

1・2はカマド周辺から出土している。 1の内天井部には成形時の同心円当具痕がある。 2

はきわめて精良なつくりである。 4は円盤貼りつけ風の底部であるが，粗製のつくりとなる。

耳環（図版84, 第97図 7) もともと銅地金銅張りであったものが，鍍金部分は剥落したもの

だろう。身の断面形はやや楕円形気味となる。最大径3.1cm。重さ12.9g。欠部の幅は3.5mmを測

る。 （伊崎）

32号竪穴住居跡 （図版14, 第 5図）

31号住居に南半分が削平を受けているが， 34号住居を切っている。

残存状況は31号住居と同様に農道等で著しく削乎を受けており，最大壁高も 12cmを測る1残存

不良な住居跡である。主柱穴は p4が調査区外となるも各柱穴間は1.64mを測り，また東西辺が

約 4mとなる中型規模の隅円方形の住居に復原される。柱穴 Pふ他と略同じ深さであった。

床面は略水平に造っている。床面下層は34号住居の床面下層遺構が深く造られているので明

確に把握出来なかったが，東壁側の掘り込みは深く掘削されていた。北壁側に土城を検出して
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いるが，位置等から34号住居に付随する遺構と考えられる。

カマド 31号住居同様に火床面の焼土のみ検出したが，位置は北壁略中央に当る。右袖は農道

の側溝で壊されたと思われるが，左袖は住居破棄時に壊された可能性も有す。造り付け型であ

ろう。

出土品で，図示した 1と2が埋土中より出土した。鉄製刀子は床面下層の東側掘り込みより

出土。図示した外には，須恵器の甕が 3個体分出土している。 （武田）

出土遺物 （図版79, 第107・93図）

1の坪身はかなり厚ぼったいつくりを示す。 2は甑になるのかもしれない。把手は断面楕円

形を呈し，扁平に近い形状とはならない。 （伊崎）

鉄製品（図版79, 第93図2) 身の先端を欠失する刀子で現存長 9cmを測る。身の幅は中央部

で0.7cm程，関部で1.5cmを測る。度重なる使用に耐え，よく研ぎこまれたものであろう。茎尻

は折れ曲がり，茎の関部側に木柄が遺存する。 （児玉）

33号竪穴住居跡 （図版14, 第 6図）

31-34号住居群の西端に位置する。 31と32号住居には明らかに切られているが， 34号住居と

の関係は切り合う部位の残存状況が極めて不良なこともあり明確になしえなかった。しかし，

カマド焼土の散布範囲から判断して，当住居の方が古いと判断される。

東側の壁面と床面下層遺構は他の住居と重複して不明となるが，西辺が4.86mを測り，中型

規模でも大きめの住居に復原される。主柱穴の平面形は長方形に近い台形状を呈し， p4はp3と

略同じに深く掘削されていた。最大壁高は21cmを測る。床面は略水平である。床面下層より中

央土塘と掘り込みを検出した。中央土壊は，長軸1.9m,短軸0.85m,深さ0.2mを測り，やや不

整形な長楕円形を呈す。埋土は黄灰色粘質土と黒色土がブロック状に混じり合っている。掘り

込みは，検出分より判断すると幅0.6m-0.8m,深さ0.14m-0.2mでもって壁面と平行に全周

していたと推定され，一見溝状の平面形態を呈す。

カマド 北西壁の略中央に付設されていたと推定されるが，後世の柱穴と農道の側溝等から

撹乱を受け，火床面の焼土が僅かに旧態を止めていた。造り付け型と思われる。

図示した出土品で， 6が床面下層中央土堀より出土し，他の 1-5は埋土中出土品である。

不明土製品も埋土中より出土。鉄製品は側溝より出土したが，当住居に帰属する可能性が強い。

図示した外に，須恵器坪が 1個体，甕が 2個体，土師器の甕と杯類がそれぞれ 1個体出土して

いる。 （武田）

出土遺物 （図版80, 第107・94図）

図示しえたもののいずれも小破片である。 2の外天井部にはヘラ記号が一部見えている。 5 
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は甑になるのかもしれない。 （伊崎）

鉄製品 （図版80,第94図18) 鉄鏃の拒片と思われる。現¥fk3.8cmを測る （児玉）

34号竪穴住居跡 （図版14,第 5凶）

南束側半分肝を32号住），t,・により削平され．その他も大半以上が1則溝及び後世の柱穴等で撹乱

された残存不良な住居跡である。

.r: 柱穴は 4本検出したが．個々深度必を示しているものの,PJと凡は推定床面より 40~50cm

／
 

111l11 I 

0 2m 
I II II I I I 

第 6図 33サ~,又住居跡尖測l:.<l(1 /60: 
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の深さに掘られている。主柱穴の配置及び北壁の長さ等から類推すると，大型に近い中型規模

の住居に復原される。最も良好な壁面でもって15cmの壁高を測る。

北東側の床面は削平されているものの，略水平であったと思われる。床面下層より中央土猥

と掘り込みが検出された。中央土壊は32号住居内に位置するも当住居に付随し，平面形は三カ

月状を呈す。長軸1.9m,短軸0.8m,最深部は床面より 0.28mを測る。掘り込みは前述の切り合

い関係等で一部不明な点も存すが，カマド部を除き33号住居と同様溝状に巡っていたと推定さ

れる。

カマド 前述した 3棟の住居と同様に撹乱されていたが，右袖の基底部が僅かに残存してい

る。北辺の略中央に位置し，典型的な造り付け型となろう。右袖側の小礫は焼土面で検出した

が，後世の側溝に付随した可能性が大である。

出土品で， 1が床面下層より， 2が埋土より出土した。図示した外には，須恵器の甕が 1個

体分出土している。 （武田）

出土遣物 （第107図）

小破片 2点を図示しうるのみである。 1の口縁内面はヘラケズリによって稜を有する。（伊崎）

35号竪穴住居跡 （図版15・16, 第 7図）

35-41号住居の 7棟が切り合いをなし，弧状を呈し南北に伸展する一群の北端に位置する。

34号住居跡からは西方17mの位置に当り，カマドの先端は 1号溝まで達している。 36号住居と

1号溝を切って築造された住居である。

辺長は3:sm-4.14mを測り，若干歪つな隅円方形を呈しているが，竪穴部と主柱穴配置は略

相似形をなしている。主柱穴は P2が若干浅く，他は略同じ深さである。最大壁高10cmを測る。

床面は略水平である。カマド対面の南壁中央壁際に土塘を検出したが，床面下層の掘り下げ

を行なっていた時点で判明した遺構であり，床面上では開口していなかったと断定すべきであ

ろう。この外の床面下層遺構には，主柱穴 P2付近に中央土壊と掘り込みが存す。中央土猥は，

長軸l.Om,短軸0.9m,深さ0.2mを測り，略円形の平面形を呈す。掘り込みは36号住居床面下

層遣構と重複しているものの，東・西両壁際が深く掘削されているので溝状を呈している。

カマド （図版17, 第 8図） 左袖上を中軸線が通る北壁略中央に付設した突出型で，火床面

の約40cmが壁面より突出している。後世の柱穴で一部壊され，かつ残存状況もさほど良好では

ないが旧態を窺い知れるカマドである。突出部は，奥行き0.52m, 幅1.03mの略長方形に掘り

込んだ後，厚み0.2m--:-0.25mの壁体を積み上げている。壁体は屋内へ最長0.6m伸展し，焚ロ

部を0.52mと若干狭くした馬蹄形の平面形となる。右袖下方には壁体を補強するためであろう

が，浅い掘り込みを行なった後に粘土を積み上げていた。掘り込み北側，壁面ライン上に存す
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柱穴は当カマド以前の所産であり関連する遺構ではない。火床面は長軸1.02m.短軸0.28m-O.
42mを測り，やや不整形な長Jj形を早す。突出部側が若千深く，焚口邪へ顛次緩やかな勾配で
もって浅くなっていた カマド内出七の K師器甕はやや大型であリ，他の住居の支脚に転川し
遠とは器形を異にし支脚とは考え難い。住柑廃棄時に支脚を撤去したと考えるぺさであろう。
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図示した 1-8で， 3と

8がカマド内より， 2と4

が床面下層より出土し，他

は埋土中品である。古式土

師器（第99因） 1は埋土中

品， 2は床面下層より出土。

縄文土器も埋土中品である。

図示した外に，須恵器の坪

と甕が1個体，土師器の寝

が6個体，同坪類が 2個体，

同高杯が1個体出土してい

る。不明土製品も埋上中よ

り出土した。 （武田）

出土遺物 （第107・100・

99図）

2の坪身は床下屑の出七

で、古い時期の，例えば36

号住居跡からの混入品であ

ろう。 4の体部にはカキ目

風に見える横なでが入る。

5・6の外面は粗い刷毛目をみる。

第100図5は外面に1111線の入る土器で，多分に縄文時代の所廂であろう 。何分にも小破片ゆえ

断定は箆し控える。
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第 8図 35号竪穴住居跡カマド実測凶 (l/30) 

第99図 1・2は古手の土師器で， 2は床下層から出土している。 （伊崎）

36号竪穴住居跡 （図版15・16,第7図）

35号住居の南に位漑し，略同 じ主軸方位をなす。北側の半分程を35号住居に切られ，南壁際

は37号住居に切られているが， 38号住居の一部を切っている住居跡である。

規模は，前途の如〈削平されて不明な部分が多いけれども，西辺が3.86m,南辺が3.78mを

測り，また， 35号住居下附で検出した掘り込み等から中型の閑円方形に復原される。

主柱穴は 4本とも柱痕が確認され，図化していない P,とP2も他の 2本と略同じ深さを有す。

西照側の壁小溝は隅から北壁及び南壁にかけて若干伸展しているが，束竪側の壁小溝は中程
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で途切れていた。最大壁高は13cmを測る。

床面下層遺構には，北東・隅部に明瞭な掘り込みが存すが，それ以外の掘り込みは判然とし

なかった。主柱穴 P1-P2間に不整形な土城状の落ち込みを検出しているが， 35号住居床面下層

遺構と重複しているので中央土城と断定するまでには至っていない。

カマドは北壁側に付設していたと推定されるが， 35号住居に削平されたのであろう。

出土品は， 2と7が床面下層より，他は埋土より出土した。図示した以外に，須恵器の甕が

1個体と，土師器の甕と杯類が 2個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第107図）

1はやや厚ぼったい坪蓋である。 3は外面に化粧土がかかり，底面は平らになる。 7は甑に

なるのかもしれないが，薄手のつくりである。 （伊崎）

37号竪穴住居跡 （図版15・16・ 第9図）

36号 ・38号住居を切り， 36号住居の南側に位置する住居跡である。

東西の両辺が僅かに長い隅円方形を呈し，中型規模となる。壁高は10cm-:--14cmを測る。主柱

穴内に柱痕を検出したが，床面積に対する主柱間エリアの占有率は極端に低い。主柱穴は住居

の平面形と大きく異なり，逆台形状の平面形を呈す。

カマド対面の床面上に黄灰色粘土の高まりを検出した。平面形はカマド両袖と同じ馬蹄形を

呈すが，焼土は全く見受けられず，かつカマドは北壁に付設しており，所謂カマド対面粘土と

呼称している遣構である。粘土の高まりは 4cm-7cmを測り，中央部は埋土と同じ黒色土が充

填していた。この中央部の黒色土も当遺構に付随していたと考えるならば，壁側が1.36m,屋内

側が0.95m,長さ0.9mを測る台形状のテラスに復原される。

床面下層には明瞭な掘り込みはなく，若干凹凸をなすも略水平に掘り込まれている。

カマド （図版17, 第10図） 北壁中央に付設した突出型のカマドである。中軸線はカマド中

央を通るが，カマド主軸は主軸方位よりも更に12゚ 西偏している。突出部は，奥行き0.43m,屋

内側の幅0.88m,突出側の幅0.67mを測る台形状の掘り方となる。壁体の築造は35号住居カマ

ドとは異なり，突出部の奥壁は積み上げず，両側壁から屋内の両袖に伸展する壁体を積み上げ

ている。壁体は基底部で幅0.3m,屋内の両袖長は左が0.34m,右が0.2m残存する。火床面は長

軸0.52m,短軸0.34mの長方形を呈し，床面よりも 5cm程深い。支脚は撤去されていたが，少

し壊れて左袖外床面上に横転している13が転用されていたのであろう。

出土品は， 2・3・13・15・16と19がカマド周辺より， 7・8と14が床面下層より出土し，

他は埋土中品である。図示した外に，須恵器の甕・ 壺が 1個体，土師器の甕が14個体，同甑が

2個体，同坪と高坪が各 2個体出土している。不明土製品では，切削物がカマド内より，他の
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3点は埋土中より出土した。陶質系土器の 1は埋土中出土品。

出土遺物 （図版52,第108・100・98図）

2・3の杯身は口縁端部に打欠きを施している。 6は床下層と埋土中のものとが接合したc

（武田：

7は若T-の歪みをみる。10-12はいずれも精製品である。 13は完形に復される小型の甕で．―・

次加熱を受け，体部から底部にかけて煤が付焙している。カマド周辺の床面から出土したこと

と併考すれば，カマドの支脚に使われていたものかも知れない。14の外面はタタキと見まがう
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ような刷毛目を施す。 15・18・19の口縁直下には平行タタキの痕と思われるくぼみを見る。

第100図6は深鉢の口縁部と思われる小破片で，口唇外面下端にはヘラ先で擦過したような痕

がある。縄文土器と思しいが断定は控える。

第98図1は陶質系の土器で40・41号住居跡出土の破片と同一個体である。詳細は後述する。

（伊崎）

38号竪穴住居跡 （図版15, 第9図）

37号住居の西南に位置し， 36・37・39号住居に切られている住居跡である。残存する部位は

カマド周辺と西壁側・南壁側の一部にすぎず，最大壁高も僅か 6cmしか測りえない。

西辺が4.33mを測り，主柱穴配置も考慮に入れると中型規模の隅円方形に復原される。各主

柱穴間は1.6m-1.72mを測り，平面形は若干歪つな正方形を呈す。

床面下層遺構には中央土塘と南壁際に溝状を呈す掘り込みが存す。中央土壊も大半以上を37

号住居に削平されているが，長軸が1.5m前後で10cm以上の深さになろう。

カマド （第11図） 中軸線が右袖上を通ると考えられ，北壁に付設した突出型となるカマド

である。残存しているのは左袖の一部と火床面のみである。突出部は36号住居と後世の柱穴で

削平されているが，床面下層の掘り方から約40cm程突出している。以上から，火床面が長軸0.

7m, 短軸0.45mの長方形に復原出来よう。支脚は火床面の一部が約10cm程窪んでいたため存せ

ず，住居廃棄時に撤去したとも考えられる。

出土品は， 1が床面下層より出土し，鉄製品は埋土より出土した。不明土製品の 2点はカマ

ド周辺より出土。図示した外には，土師器の甕が 2個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版79, 第108・99・93図）

1は杯身のごく小さな破片である。第99図3は古式土師器の甜になる。 （伊崎）

鉄製品（図版79, 第93図4) 刀子の身の破片と思われる小片で，現存長 4cmを測る。厚さ

は1.5mmで極めて薄い。 （児玉）

39号竪穴住居跡 （図版15, 第12図）

38号住居を切り，西南側に位置する。 7号土横と40・41号住居に西南部を切られている。35-41

号住居群で当住居のみ主軸方位が東北をとり，他の住居と略直交している。

北東辺が3.85m, 東南辺が3.95mを測るので，床面積約15面の中型規模で隅円方形に復原出

来る。主柱穴の Psは7号土塘に削平されていたが，やや台形状に近い長方形に主柱穴を配して

いたのであろう。 P心床面よりの深さ約20cmとやや浅い掘り方であった。

床面下層には，明瞭な溝状の掘り込みが壁際に途切れて 4条存す。幅0.4m-0.6m,床面より
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第12図 39号竪穴住居跡実測図 (1/60) 

0.15mの深さを測り，一部はカマド火床面下}jまで達していた。

カマド （第13図） 中軸線がカマド中央を通り，束北壁中央に付設した造り付け型カマドで

ある。焚口側の両袖が壊われているものの，比較的残存状況は良好である。壁体は貼床面より

粘竹土を積み上げ，長さ0.5m~0.55m,幡0.25m,高さ0.15mを測る。火床面は長軸0.63m,

短軸0.42mの楕円気味の長方形を呈し，床面よりも若干深い。支脚は遺存せず，抜き跡も検出

し得なかった。

出」：品は， 1と2が埋土より， 3と5がカマド周辺より， 4が床面下府より ,'H土した。図示

した外に土師器の甕が13個体，坪が2個体出士している。 （武Iii)

出土遺物 （凶版52,第108因）

2は壺か身かよくわからないが，内面にヘラ記号を有する。

-20-



3はやや厚ぼったいつくりで

粗製の部類に入る境である。内

面は煤だらけになっている。 4

の外面口縁下には何かで押さえ

つけたような圧痕が見られる。

（伊崎）

(J 
唸

u-

， 
ーーーこ d←ニ

22.60m 

゜
1m 

第13図 39号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 
1. 暗茶灰色粘質土に褐色土少し混入 5. 1に賀茶色粘質土混入

2. 暗灰茶色粘質土 6. 灰茶色（やや）粘質土

3. 暗茶灰色粘質土 7. 灰茶色砂泥に焼土少し含む

4. 暗茶灰色砂泥 8. 黄茶色粘質土

9. 8に褐色土少し混入

10. 8と黒褐色土が混合

11. 黒褐色土

40号竪穴住居跡 （図版15・16, 第14図）

39号住居の西南側に位置し， 7号土塘にカマドと北東壁の一部を削平されているが， 39・41

号住居と32号掘立柱建物を切っている住居跡である。

辺長は2.9-3.Zmと比較的短く，床面積も約 9面に復原され，隅円方形を呈す小型住居とな

ろう。主柱穴配置も竪穴部の平面形と相似形をなし，柱穴間もl.09-l.34mと比較的狭い。

床面は 3面存したが，上部床面から下部床面下層まで約10cm程で，各貼床の厚みは 2-3cm 

程であった。上部床面上において主柱穴の柱痕を検出し，かつ各床面上において柱穴の掘り方

と抜き痕が認められなかったことから，住居内の湿気に起因してか，または土砂の流入等の理

由で順次床を貼付したと考えられる。東南隅で検出した粘土の高まりは下部床面に付随し， 3 

-5 cm程の高さを測るが性格は不明である。

床面下層には，幅0.45m-0.8mで明瞭な掘り込みが壁際を全周していた。深さは下部床面か

ら約10cm程で，南西隅部が更に深く掘り込まれていた。

カマド （第15図） 中軸線がカマド中央を通り，北西壁中央に付設した突出型カマドであ

る。大半以上が 7号土塘に削平され，左袖と火床面の半分程が残存していた。 0.35m程壁面よ
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り突出していると推定出来るが， 突出部奥壁より積み卜げたか否かは不明となる。左袖は突出

部より 0.6m残存していたが， 更に屋内側へ若丁・伸展していたであろう c 火床面は長軸0.5m,

短軸0.45m程の隅円方形と推定されるが．床面より 13cmも深くなっていたのは前述の床面の肛

題に起因している。また， 屋内側の火床面下肘に32号掘立柱建物の柱穴を検出した。

出土品は， 11・13と20がカマド内より， 7と19が上部床面埋土より 1 2・3・5・10・14・ 

15・17と18の8点が上部床面から中部床而間より， 4・9と16が下部床面埋士，

12が床面下層より出上した。鉄製品は 3点出十．している。J22はカマド周辺より，陶質系土器 l

は中部床面下府より， 41号住居の出土品と同一個体となる陶質系土器3は上部床面下層より出

1・6・8と

土した。土製品の21は中部床而 k方より出土。不明土製品の3点は上部床面下屑から中部床面i

cl
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の間より出上した。図示

した外には，須恵器の杯

が 3個体、

7個体，

同坪類が6個体出土して

いる。

出土遺物

（政Ill)

（図版52・

72・80, 

上師器の甕が

同甑が 1個体

第109・154・98・

82・94図）

2は蓋か身か定かでな

いが外面にヘラ記号を持

つ。 3の撮みは中央部分

が隆起するc 8の口唇部

は細く直立している。10

はおそらく平瓶の口緑部

だろう。11は須恵器の形

をまねた土師器で赤褐色

～灰褐色を呈する。 16の

口縁内而は煤が付着して

A
_
A
 

w
 ＇ 

u.. E
O

N
.N

N

 

二 '-------~ 、/

C D 

4 I • 2 

10 
22 40m 

4 

0 1m 
I I I I 'I  I 

第15図

B 

22.80m B w II 

I. 茶炊色J.に焼 I.少し含む

2. 褐灰色砧質 I
3. 灰色 I:
4. 淡茶灰色土

5. 淡褐灰色上に焼し少し含む

6. 淡J1i.船色 LIこ焼 I;少L含む

7. 貨茶色帖質 I:
8. 1炎灰色砂泥

9. 昭灰褐色砂i紀
IO. 5と7のill合

40・41号竪火住居跡カマド実測図 (1130;

いる。17の口緑直下はタタキ痕のように見える。18は37号住居跡出土の)3とつくりがきわめて

似ており，同一T.人の作かと思われる。20は内外 ともに煤の付済がみられる。

第154因 J22と第98凶 1・3はこの40号住居跡からも出上して他と接合もしくは同一個体とな

る行料である。

土製品 （図版72, 第821'xJ40-21) 7号土壌で出土しているのと同様の形状になるのだろう 。

しかし，全形がどのようであ ったのかはわからない。 （伊崎）

鉄製品 （図版80,第94図21・ 25・26) 21は鉄鏃の掛片で現存長5.1cmを測る。下半部は矢柄

の木質が付店している。25も鉄鏃の茎）いと思われ，現存長2.lcmを測る。26は厚さが25に比ぺて

咽く ，何らかのエ具の破片かと推測する。現存長 4cmであるc （ 児玉~）

41号竪穴住居跡 （図版15・16, 第14図）

40号住居に大半以上削平され，略同じ主軸ガ位でも って南側に位沼する。 カマドの先端部も

7号土城に切られた残,({不良な住居跡であるが，32号掘立柱建物を切っている。
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西南辺が3.7m,東南辺も3.67mを測り，小振りの中型規模に属す隅円方形に復原される。主

柱穴配置も P2が若干南偏しているも略方形を呈し，柱穴の深さも床面より 30cm-35cmで略同レ

ベルとなる。

床面下層は，床面より 10cm-15cm程掘り込まれていたが，残存状況より判断して溝状を呈し

ていた可能性を有す。

カマド （第15図） 中軸線がカマド中央を通り，北西壁略中央に付設している突出型カマド

である。 7号土横と40号住居に大半以上削平されており，突出部の約半分程が旧態を止めてい

た。突出部の掘り方は奥行きが0.45m,幅約0.7mを測る。壁体は突出部先端も粘土を積み上

げ，最大0.15mの厚みをなす。左袖も突出部壁体から伸展していたと考えられるが，後世の柱

穴と40号住居に削平されている。火床面の幅は0.45mを測る。

図示した 1-15で， 5がカマド周辺より出土したが，他は全て埋土中出土品である。不明土

製品の 2点は埋土より出土。鉄製品の 2点も埋土中出土品。接合資料の J22と陶質系土器 1・3・

4の4点は埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪類が 9個体，土師器の甕が11個

体，同甑が 2個体，同杯が 6個体出土している。 （武田）

出土遣物（図版52・79・80, 第109・98・93・94図）

3の蓋はひずみが大きい。 5は笛形に近い形状を示す。 12は鍋， 13・14は甑になるのかもし

れない。 15の肩部には浅い凹線が入るが，これは横なでの時の押えつけによって生じたもので

ある。

第154図J22, 第98図1・3・4はこの住居跡から出土し他との同一個体資料である。（伊崎）

鉄製品（図版79・80, 第93・94図9・30) 9は刀子片で両関のようである。現存長4.5cm,

身の最大幅は関部で1.1cmである。 30は鉄鏃の茎片かと思われる。現存長4.7cmで，下端部は折

れ曲がっている。 • （児玉）

42号竪穴住居跡 （図版15・18, 第16図）

41号住居の北西3.5mに位置し， 1号溝の埋没後略寵上に築造した住居跡である。

辺長は3.38m-3.5mを測り，中型でも小振りの規模に属し，隅円方形の平面形を呈す。主柱

穴配置も竪穴部と相似形をなし，床面からの深さは四本共に略同じ深さである。壁面は急勾配

の立ち上がりをなし，最大壁高0.33mを測る。壁際に柱穴を 4個検出したが，当住居に伴う可

能性を有すが断定する迄には至らない。

床面下層では掘り込みを検出したが， 1号溝と重複して一部不明となるも，西壁際は溝状を

呈し最大幅1.3mを測る。全体的にやや深く掘削し，貼床面まで10cm-15cmを測る。

カマド （図版18, 第17図）北壁中央に付設した突出型カマドで，中軸線は若干西偏するがカ
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マド内を通る。突出部は奥行き0.4m,幅0.75mの略長方形を出す掘り方である。峡体は突出部

奥壁開から両袖にかけて積み上げているが.11りは基底部で幅0.27rn~0.3m,突出部は上端で0.

llmを測る。カマド全艮は1.4mとなり，突出部から直線に両袖へと伸展している火床面は長

軸〇.95rn,短軸0.4mを測り，平頂i/f~ は隅円）i形を呈す。突出部が約 4cm程高〈なっているが

突出部側か地山面で，性内側が埋め戻した土であり，使用時に1仮や炭化物の掻き出しにより品

内側が低くなったと芍えられる。突出部床而 Kの土器は略it形の小即甕 (22)に復l泉されたが

支脚として使用していた後．廃棄時に抜き取られ逆向きに放澁されたのであろう。

因示した 1~29では. 6・11・22・24・25と29がカマドIAJ及び周辺より. 3・8・13・17・ 

21と28カ味面 F層より出上し他は埋土中出 f-.品である．掏質系七器の 4は埋 l升I/1¥土品であ

る。不明 I・.製品の切削物 2点と M4は埋十．より ,'I¥上し，他の 1点はJ米血ド層より /IIじ。図示し

た外に，須必器の坪ヽ類が2個体. ,-. 師器の甕が17個体. lnJ甑が 3個体、 lnJ杯類が3個体. In:」鉢

と高坪が各 1個体出 I:している。 （武田）

0 2m 

第16図 42り竪穴住居跡灼Iii)図 (1/60'. 
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戸= -

22 20m 

42号翌穴住居跡カマド実測因 (l/30) 第17図

出土遺物 （図版52,第110・98図：
lのヘラ記号はあまリ深みがない。 3は撮みを欠失するが，そのJlj離部分を見ると，撮みを

付ける前に接芹しやすいように沈線を入れている。 9はかなり）阜ぽったいつ〈りになる。13は

内而に化粧 1こがかかり ，口緑部には黒斑をみる。15の内底面には一部に ミガキが施される。18

の外底面は1111転ヘラケズリを行う 。20の11緑内而はケズリによ って稜を有する C また外面に煤

が付滸する。28・29の刷毛Hはかなり粗々しい。29を見ると，刷毛目の原体が木片でないもの

もあるようだ。

第98図 4の陶質系上器は41り住柑跡と31号掘立柱建物のピッ ト出上品と接合した。（伊崎）

43号竪穴住居跡 （図版15・18, 第18屈）

束南部が 1号溝埋没上に当り ，42号住居の西南15cmに位憐する。44号住居とは略1石Jj;_軸方位

となリ， 主柱穴も略同拉罰に配し， かつ喉面も北束側に15cm程移行した相似形をなしている。
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上記から44り住居の建て杵え住居跡かもしれない。ぶ,tt:;は0.2mを測り，残仔状況やや良好。

辺Kは3.68m~3.93mを測り，中籾規校に属す。平mi形は阻円方形を用し， セ柱穴も竪穴部

と木II似形に配洲している。床面 Kで主柱穴の柱痕を検出したが，掘り方も 4本共略f,i]じ深さを

有していた。

床面は略水平である。床面卜府には中央上堀と掘り込みが存した。 中央 1-)廣はやや応寄り の

主村澗エリアに位渥し，艮軸0.97m,紺軸0.72m,床面よりの最大深長0.18mを測る平面形は

不格松円形を兄す。溝状を基す掘り込みが収際を巡るが．束壁際から南収際か一段と深く掘り

込まれているので，視此的には逆「L」字状の掘り込みとなるっ

カマ ド（第19図） 中軸椋がカマト、中央を辿り，北翌中央に付波した突H',".'!カマドである。突

出部の ィ部壁体を後ii卜の柱穴で壊されてはいるが，比較的残存状況は良好である。突III部は奥

こ
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行き0.51m,幅は北壁際で 1m, 先端で0.75mを測り， 平面形が台形状を呈す掘り方となる。

壁体は突出部先端の隅より直線に歴内側両袖へと伸展し，粘質上を積み上げている。屋内の袖

が0.2m-0.3mと短いのは，焚□側が崩落したのか壊されたのであろう 。竪体の幅は，袖の基

底部で0.23m-0.34m,突出部の日一端で0.15m-0.21mを測る。火床面は長軸0.68m,最大幅0.

49mを測 り，平面形が不整楕円形を里す。床面は奥壁側が麻く ，緩やかな勾配をなし焚口測が

やや深くなる。カマド内より土師器甕が火床面直上で出土しているが． 支脚に転用されていた

品 (11)で， 廃棄時に壊されたと考えられる。

図示した 1-20で，11・16・17と19がカマド内より出上し， 3は床面下層よりの出土品で，

他は埋土中出土品である。接合接料の ]27は床面下附より出土した0 ,1遁明土製品は埋J.:.中出土品

である。闊示した外に，

上している。

出土遺物 （図版52,

土師器の甕が14個体， 同甑と坪類が各 2個体， 同甕の脚部が 1個休出

（武£II)

第111・154凶）

2は角張った感じの器形という印象をうける。 2と4の撮みは同じ様に中央が盛り上がる。

4の外天井部には 1本線のヘラ記号が入る。 5は壺になろうか。瓦質に近い焼き上りとなる。

7・8は精製品だが． 9はどちらかというと粗製に近い。13の内面はかなりの二次火熱を受け
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て胎土が赤変している。 14・15は胎土が良質であり精製に近いつくりである。 16・17の外面は

きわめて粗い刷毛目を施す。また両者ともに黒斑がある。 18の外面は擦過に近い刷毛目調整と

なる。 16-18は甑となる可能性もある。 20は内面に煤が付着している。

第154図J27は7号土塘出土の破片と接合した。 （伊崎）

44号竪穴住居跡 （図版15・18, 第18図）

43号住居に殆んど削平され，カマドの一部と西壁際が僅かに残存する住居跡である。

辺長と主柱穴配置が43号住居と略同じとなるので，規模と平面形も同様であったと考えられ

る。床面は43号住居より 5cm程上に造られ，壁高は最大15cmを測る。

床面下層遺構も全く不明である。

43号住居カマド東側に存する土猥状遺構は，横底は略平坦で，壁面も急勾配の立ち上がりを

なし，埋土も当住居と略同じであることから当住居に付随するのかもしれない。しかし，類例

が殆んどなく断定するまでには至らない。

カマド （第19図） 中軸線が右袖上を通ると思われ，北壁略中央に付設された突出型カマド

である。右側壁と屋内側壁体を43号住居に，左袖付近を後世の柱穴に削平されて残存状況極め

て不良である。突出部は奥行き0.5m,幅0.75mと推定される掘り方となり，平面形は略長方形

を呈すと思われる。壁体は43号と略同じと考えられ，壁体の幅は約10cm程が残存していた。火

床面は略水平で，長軸0.48m, 短軸0.43mが計測された。支脚も遺存していない。

出土遺物はカマド内より 1個体出土したのみである。 （武田）

出土遣物 （第111図）

図示しうるものは 1点だけである。この土器は底部を打欠いて穿孔し甑に転用したものであ

る。外面の刷毛目はきわめて粗い。 43号住居跡出土の16とつくりが類似しており，この両者は

同ーエ人の作としてよかろう。 （伊崎）

45号竪穴住居跡 （図版19, 第21図）

35-41号住居群の南 2mに位置し， 45-51号住居の 7棟が切り合いつつ住居群を構成する。

切り合い関係は一部49号住居と51号住居の切り合いが逆となるも，西側が古くなり，新しくな

るに従い順次東方に移る。当住居跡は住居群中最も新しくて東端に位置するが，大半が調査区

外に伸展し，カマド周辺部のみ調査した。

検出分で辺長4.35mを測るが，カマド中央より北東隅までが2.3mを測るので約4.6m程の辺

長に復原される。これより中型規模でも大きめの住居となろう。壁高は土層断面で40cmを測る
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が，土層図で分かる様に削平を受けているので更に高くなる。調査区内に主柱穴は遺存しない。

床面下層には掘り込みが存し，床面より 10cm-15cmの深さとなる。検出分では明瞭な溝状を呈

していない。

カマド （図版20, 第20図） 北西壁の略中央部に付設されたと考えられ，燃焼部が若干突出

した造り付け型カマドである。突出部は楕円形気味に，壁面より最大0.22m突出する。両袖の

焚口側をトレンチで削平したが，火床面は長軸O.Sm,短軸0.55mの，平面形が不整楕円形に復

原される。支脚は遣存していなかった。

図示した 1-3はカマド内及び周辺より出土したものである。古式土師器もカマド周辺より

の出土である。陶質系土器 7は埋土中より出土。移動式カマドの庇部分と思われる土製品も埋

土中に存したが，これは図示していない。図示したもの以外に，土師器の甕 2個体分が出土し

ている。 （武田）

出土遺物 （第111・99・98図）

1は鉢形になるのだろう。精製品であり，内面はミガキ風の擦過をおこなう。外面はヘラケ

ズリである。 2の外面にば煤が付着している。カマド周辺からの出土であるけれども，支脚と

して使用していたとするには小型にすぎるきらいがある。図示していないが，移動式カマド形

土器の庇部分と思われる 3cm前後の小破片が埋土中から出土している。

第99図4はカマド周辺からの出土となっているが，古式の土師器口縁部である。第98図7は

埋土中出土で， 32号掘立柱建物の 1ピット出土品と同一個体となるものである。この陶質系土

器については後述する。 （伊崎）

1. 黄茶色粘土
2. 黒茶色土に焼土混入

3. 黒色土

4. 淡黒灰色土

5. 黒灰色土
6. 2に4が混入

7. 4に3が混入

二三三阿工三ニ-
22.00m 

゜
1m 

第20図 45号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 
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46号竪穴住居跡 （図版19, 第21図）

45号住居に東南壁際を切られ，束南隅が調査区外となるも残存状況良好な住居跡で， 46-51

号住居と33・35号掘立柱建物を切る。 34号掘立柱建物に北西壁面が切られていた。

辺長が5.5m程を測り，平面形が隅円方形を呈す大型の住居である。主柱穴も竪穴部の平面形

と相似形に配置し，各柱穴間も2.65m-2.85mとやや広く， P心 P孔こ径15cm程の柱痕を検出し

た。 Pi-已間の壁寄りに土師器甕と坑が出土した柱穴 (PN1) は後世の所産と考えられる。

壁面は略垂直に立ち上がる。土層図において，幅 4cmの壁体に関連すると思われる痕跡を壁

際で検出した。しかし，床面上では何ら痕跡を止めていない。この件は後章で検討する。主柱

間エリア床面上に土器が若干散乱していた。床面下層には明瞭な掘り込みが存し，溝状を呈し

て北東，南西壁際に 2条検出した。

カマド （図版20)、北西壁略中央に付設し，燃焼部が0.4m程突出した造り付け型カマドで

ある。袖は黄灰色粘質土を積み上げ，壁より 0.7m-0.75mの長さを測る。突出部には壁体を積

み上げた痕跡は認められない。火床面は略水平に近く馬蹄形の平面となる。支脚は遺存してい

なかった。

図示した 1-15で， 5がカマド内より， 1・3・6・8と15が床面上より， 14が床面下層よ

り出土。他は埋土中出土品である。古式土師器の 2点と陶質系土器も埋土中出土品である。図

示した外に，須恵器坪類が 1個体，土師器の甕が9個体，同甑と杯類が各 1個体，同高坪が2

個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版53, 第112・99・98図）

須恵器は坪、 6点を図示するが， うち 5点にヘラ記号がある。破片で断定はしえないが， 2は

x字形となるようだ。 3・4は口唇部端面を打欠いている。 8-10は高坪であろう。 12は粗い

つくりで脚台になろうか。 15の外面はきわめて粗々しい刷毛目を施している。

第99図5・6は古式土師器，第98図5は陶質系土器で後述する。 （伊崎）

47号竪穴住居跡 （図版19, 第21図）

46号住居に大半以上削平された残存不良な住居跡である。当住居を約0.7m東方に平行移動

して建て替えたのが46号住居と思える程，平面形・ 規模や主柱穴配置などが相似している。

48-51号住居と35号掘立柱建物を切っているが， 34号掘立柱建物には切られている。

壁面も46号住居と同じ様相を呈しているが， もし当住居群が建て替えで構成されたのである

ならば，土層断面の壁体？は新住居の壁面を構築しつつ旧住居を埋め戻したため名残りを止め

たと考えられる。しかし，当住居群が建て替えで構成されたと断定する資料はないけれども，

後章で壁体に関して考察することにする。
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床下層は溝状の掘り込みが認められたが，全体としては把握できなかった。

カマド （図版20) 中軸線がカマド略中央を通り，北西壁中央に付設した造り付けカマドで

ある。後世の柱穴と46号住居に約半分程が削平されているが，右袖は0.55m残存していた。黄

灰色粘質土を積み上げていたが， 46号住居カマド壁体との差異はあまり認められなかった。支

脚は残存していない。

図示した 1と2は埋土中より出土。他に土師器の甕が2個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第112図）

1・2ともに精製品である。（伊崎）

48号竪穴住居跡 （図版19, 第21図）

47号住居に大半以上削平され，西南壁側が0.5m幅で残存する住居跡である。 46-48号住居に

切られ， 49-51住居を切っている。南東隅と主柱穴凡が調査区外となる。

主柱穴配置より 47号住居と略同規模で，大型に属すると思われる。

床面，床面下層と壁面等の有様も47号住居と略同じであった。カマドは検出していない。

図示した甕は埋土中出土品で，他に出土品はない。 （武田）

出土造物 （第112図）

図示しうるのは土師器甕が 1点あるのみである。頸部がやや締まって，口縁部が外反してい

くのは時期的な特徴としてよいだろう。 （伊崎）

49号竪穴住居跡 （図版19, 第22図）

47·48号住居に東南側の約¼程を削平されているが，比較的残存良好な住居跡である。 46-48

住居と34号掘立柱建物に切られるが， 50・51号住居と35号掘立柱建物を切っている。

辺長は約5.6m程となり，主柱穴間も2.77m-3.09mを測る大型住居である。平面形は隅円方

形を呈すと思われるが，主柱穴の平面形はやや台形状を呈す。

壁面は急勾配の立ち上がりをなし，最大壁高は15cmを測る。カマド周辺を除いて壁際を壁小

溝が巡り，不規則ではあるが壁小溝内に深さ 5-7 cmの小穴を検出した。

床面下層より中央土塘と掘り込みを検出した。中央土横はやや凡寄りに位置し，長軸2.5m,

短軸1.4m,床面から10cmの深さを測る。平面形はやや不整な楕円形を呈す。掘り込みは溝状を

呈し，北東壁側と南西壁側に 2条存す。北西隅が他より若干深くなっているのは， 50号住居の

中央土壊がこの位置に存したのであろうか。

カマド （図版21, 第23図） 北西壁の略中央に位置し，中軸線がカマド内左袖側を通る。両
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袖共0.8mを測り，壁体が煙道側にも巡る特異な造り付け型カマ ドである。火床面は長軸0.67

m, 侮軸0.51mを測り， 平面形は楕円形を呈す。埋没状況は，カマド内外に壁体に使用されて

いた黄灰色粘質上と焼土が火床面 ・床面直上に広く散乱していることから，家展廃棄時か直後

に壊れたと考えられる。支脚も同時期に撤去したのであろうか残存しない。

図示した 1-4で， 3がカマド右側より 出土し，他は埋土中出土品である。 4は遺構検出時

に北東壁際より出土し，床面より 10cm程上方に当る。手捏風土製品も埋土中出土品である。因
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第23図 49号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 

示した外には，土師器甕と高

杯が各 1個体，同坪類が 2個

体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版53, 第

112・82図）

1は坑になるのかもしれな

い。 3の甕は46・48号住居跡

出土の甕 (46-,15, 48-1) 

とも通ずる器形をなす。外面

は粗い刷毛目を施し，煤けて

いる。 4のカマド形土器は破

片からの復原実測であるが，

上端部径21.5cm, 焚口部幅25

cm程となろう。上端開口部周

辺が赤変し，焚口部周辺には

煤が付着している。内面には

化粧土がかかる。

第82図49-5はミニチュア土器の口縁部破片である。なでが著しい。 （伊崎）

50号竪穴住居跡 （図版19, 第24図）

46-51号住居群の西端に位置し，主柱穴 Ps-P1-P2を結ぶラインより東南側約％程を49号住

居に削平された住居跡である。この住居群中では古期に属する住居で，東南へ 2m移動して若

干拡張したのが49号住居と思われるほど 2棟の住居は相似形をなしている。

主柱穴間は2.6m-2.78mを測り，平面形は若干歪つな方形を呈す。辺長も 5mを越えること

から大型規模となろう。竪穴部の平面形は残存する部分より推定すると略正方形になる。

壁面はやや急勾配に立ち上がり，カマド部を除いて壁際に壁小溝が巡る。壁小溝内に深さ 4

cm-9 cmの小穴が不規則に並んでいて，総数14個を数える。

床面下層で掘り込みを検出したが，図面上では不連続となるも若干凹凸を有して壁際を巡る。

49号住居床面下の西北隅が若干深く，この所が当住居の中央土塘となるかもしれない。

カマド （図版21, 第25図） 北西壁中央に付設した造り付け型カマドで，中軸線がカマド中

央を通る。両袖共に黄灰色粘質土を積み上げているが，最大高 9cmとやや残存状況不良である。

火床面は長軸0.75m,短軸0.5mを測り，平而形は長方形を呈す。煙道側0.25mから焚口側が強
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〈火を受け焼十．化していた。カマド内より出土した甕は支脚に転用した品とは考え難く，支脚

は家屋廃棄時に撤上したものと考えるのが妥当であろう。

図示した 2がカマド焚u部より出上し， 1は埋±中出土品。接合査料 J39は南西培際より出土

の埋土中品。鉄製品も埋士より出土。図示した外には，須恵器甕が1個体，土師器の手捏ねが

1個休出土している。 （武田）
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第24図 50号竪穴住屈跡実測似I(1 /60) 
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出土遣物 （図版80, 第

113・94図）

1の土師器杯は精製品と

は言い難い。 2の甕はやや

なで肩気味の器形になる。

第155図J39は須恵器甕

で96号住居跡出土品と同一

個体である。 （伊崎）

鉄製品 （図版80,第94図

27) 鉄鏃の茎片とするに

は断面が長方形で薄く，何

かのエ具の破片と想像する。

現存長5.3cmである。

（児玉）
D
 I. 貨灰色粘質土

2. 赤褐色焼土混入土

3. 黒灰色土

4. 3に若干 1が混入
~ 

5. Iに若干3が混入 22.40m 
6. 2に1が若干混入

゜
1m 

第25図 50号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 

51号竪穴住居跡 （図版19, 第21図）

49・50号住居に大半以上削平され，西南壁側が旧態を止める残存不良な住居跡であり，東南

部が調査区外に伸展している。

主柱穴は46-48号住居床面下より Pi-凡を検出した。各柱穴間は2.59m,2.34mを測り，こ

のことから46号住居よりも若干小規模となるが大型に属すと推定される。

調査区東端の壁面で堆積状態を観察した折，壁面より 0.7m内側に黄茶色系粘質土の高まり

が認められた（図版19・下）。高まりは 6cm程であり，プランとしては検出し得なかった。類例

としては当遺跡D地区で検出しているので，その折に検討を行ないたい。カマドは検出分では

認められない。

床面下層には掘り込みを検出したが，幅0.5mで1.6m以上伸展する。

図示した 1と2及び接合資料J42・J43は埋土中出土品である。図示した外には，須恵器甕 2

個体と同壺 1個体が出土している。 （武田）
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出土遺物（第113図 ・155図）

1・2ともに須恵器甕の口縁部である。 1は内面にやや膨らみを持つ。

第155図J42・J43はともに甕の破片でピット出土品と同一個体である。

52号竪穴住居跡 （図版22, 第26図）

（伊崎）

51号住居の南西12mに位置し， 53号住居を切るも約％が調査区外に伸展する住居跡である。

調査区内にカマドは存しなかったが，南西壁側の床面上に土器が多数出土したことから，南

西壁中央部にカマドが付設されている可能性が高くなろう。上記より主柱穴を P2とp4と判断

し，計測表にも記載した次第である。主柱穴間と北西辺長等から中型規模の住居と推定される。

土層図より，北及ぴ西から土砂が流入したことが窺え，また主柱穴 P2付近の床面上に高さ 4

cmを測る地山の高まりを検出した。貼床面はこの高まりで明確に途切れているが，平面では検

出し得なかった。この種の遺構は51・53号住居にも見受けられるが，平面的には把握し得たの

はD地区の住居であり，検討はその折りにすべきと考える。床面下層にはやや不明瞭な掘り込

みが存す。この掘り込みとは別に，主柱穴已から西南方へ伸展する溝状遺構を検出した。長さ

1.9m, 最大幅0.45m,床面よりの最大深長は0.3mを測るが，他に類例もなく性格は不明である。

図示した 1-4で， 2と3が床面上から出土し，他の 2点は埋土中出土品である。図示した

外には，須恵器甕が 1個体，土師器の甕と甑も 1個体出土している。 （武田）

出土遺物（第113図）

2は甑になるのかもしれない。 3は精製品である。 4は甑としてまちがいなかろう。（伊崎）

53号竪穴住居跡 （図版22, 第26図）

52号住居に北東を切られ，主柱穴凡及び南側が調査区外に伸展する住居跡である。

北西辺が5.71mを測り，主柱穴間も2.87m, 3,42mと広いことから，大型規模で隅円方形の

住居に復原出来る。主柱穴の P心 P2で，径16cm,13cmの柱痕を検出した。壁面は急勾配の立ち

上がりをなし，土層断面で壁高23cmを測る。

52号住居と同様に土層断面で，床面より 3cm程の高まりが認められたが，平面的には把握出

来なかった。高まりの位置は，床面下層掘り込みの上端に当たる。掘り込みは，調査区内では

途切れることなく巡り，床面より最大深長0.15mで幅0.8m-1.0mを測る。中央土堀は存しない。

カマド 北西壁中央に付設した造り付け型カマドで，中軸線がカマド左袖を通ると思われる。

残存状況は不良で，後世の柱穴に大半壊され右袖が0.6m残る。火床面は良く焼けており，長軸

0.7m, 短軸0.48mの平面形が楕円形になろう。火床面略中央より土師器甕 7が散乱して出土し
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I, 及土（略灰色土）

2. 絣作土（茶灰色砂泥；l

3. 淡茶沃色,~質I.
4, 貰灰色帖質土

5. I灸茶灰色砂i尼
6. 暗灰色紗泥

7. 咽蚤灰色紗沌

8. iよりし茶色L多〈
混人

第26図 52·53号竪穴住居跡実測Iヌ~(l /60) 
9. 5に決褐灰色砂し 17. 灰茶色紗泥 プロ？加：，'吟

混入 18. 淡渇色砂陀1こ貧色れ 24. 211こ褐色上少し乱入

10. 決褐灰認砂 少し混入 25. 21よりい＆色上多〈
11. 101こ茶色土若 f枇入 19. 141こ黄色1砂いI!人 i屁入
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13. 71今褐色土少しtll}、 色砂泥1且入 成人
14, /F.l紐け 21, 16に沢色t辺汗心人 27. 3とiがプロ、ク状

15, 暗茶灰色t zz. 21よりも多〈貨色位 臣蛉

16, 頃灰茶色砂泥 競入 ぉ.14に関色代少し,u1,
23, 貧灰色・長灰色帖質

l.と7が

29, 明茶出色 I.に貧色粒

少Lill.人
JO, 31こ褐色土少し戌人

31. 噌茶褐色紗）船こ黄色

fi少し,11.入
32. 贔色粘行如こ 4が少

し乱入
33, 茶色枯質卜.に褐沃色

砂陀がプロ，ク状1・

＃入
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たが，支脚に転用した品で家屋廃棄時に壊された考えられる。右軸外の床面上に遺物がまとま

って出土した。

図示した 1-9で， 1・2・5と8がカマド外床面上より出土し， 3・4と9が埋土中品，

6が床面下層より出土した。砥石かもしれない石材もカマド右袖外床面上よりの出土品。図示

した外には，須恵器坪類と甕が 1個体，土師器の甕と高坪も 1個体出土している。 （武田）

出土遣物（図版53・77, 第113・92図）

1・2ともにきわめて粗製の須恵器である。 1の天井部ヘラ記号と 2の底部ヘラ記号とは全

く異なっている。 3の内底面には傷つけて描かれてしまったというようなヘラ記号がある。 7

はカマド内にあったので支脚として使用されていたものか。 8はやや歪みのある土器で，外面

には煤が付着している。 9の甑は把手を欠失する。

石器（図版77, 第92図22) 長さ12.1cm, 最大幅8.8cmの石英片岩と覚しき石材である。断面

台形状の四面のうち三面に使用痕跡を認めるものの砥石としての使用ではなく，なにか別のこ

とに使用されているようだ。 （伊崎）

54号竪穴住居跡 （図版22・23, 第27図）

A地区最北端に位置し， 8号土猥を切るも約半分程が調査区外に伸展する住居跡である。

辺長は4.2m程を測り，主柱穴間 P3-P4も2.08mを測ること等から中型規模に復原される。壁

高が最大10cmと残りはやや不良であるが，南東壁際中央部に屋内土塘を検出した。一部後世の

柱穴に切られているが，長軸1.25m,短軸0.5mに復原出来る。平面形は楕円形を 2つ合わせた

如く不整形を呈し，また長軸は竪穴部の下端と若干方位を異にする。城底は僅かな段差をなし

ているが略水平に近く，床面まで10cmを測る。

カマドは調査区外となるが，屋内土壊の対面に付設していた可能性が大である。

床面下層には，東南隅で土塘を検出したが，壁面に沿って掘り込まれた壁隅土塘である。長

軸1.65m,短軸は北側で0.8m,南側で1.55mを測る。瓢形の平面形を呈し，床面より 29cmの深

さを有す。掘り込みは一部図化していないが，全体としては判然としなかった。

図示した 1-9で， 1・2と5-7が床面下層より出土し， 9が屋内土塘東側の床面上から

出土したが，他は埋土中出土品である。図示した外には，須恵器が2個体，土師器の甕が2個

体，同杯類が 4個体出土している。 （武田）

出土遣物（第113図）

1は内面が黒く煤け，さらに底部付近の破片はその割れた断面も煤けたところがある。割れ

てのち火の傍にあったものだろう。 3は器肉の厚みからして壺になるのかもしれない。 5の裾

部上端はきわめてシャープなつくりとなる。 （伊崎）
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55号竪穴住居跡 （図版22・23,第28図）

54り住届とは切り合わず，僅か30cm束位に隣接している。 56号住届と 8り・l:.壊を切るも北西

隅付近が悦乱を受け，また最大壁高が5cm足らずの残存不良な住居跡である。

辺長が4. 15 m ~ 4 . 64 m , 床面積も18.5m'を測る中型規楳の住居である。 4本の主柱穴は略同

じ深さで，径llcm~l2cmとやや細い柱痕を検出した。平面形は若千歪つな台形状をJ.1.す。

床面杓屑で土吸を 2J阻検出したが，北束隅に位紺する峡開七猥が当住居に伴う。長軸が1.4 
m, 短軸は 1m, 床面より0.25mの深さを測る。収面に沿って掘り込まれ，平面形は楕円形を

呈す。主柱間エリア内に存する土痰を，2り初は当住居の中央土壊と考えていた。しかし，近辺

の54・59号住居と71・75サ住居にも壁陪上墟が＃し．住居に 2基の iこ壊を保打する例はないこ

と等から， 56号住居の壁閑土漿となる可能性が大である。カマドは西南墜の略中央に付設し，

火床面のみ検出した。艮軸は0.7m,短軸が0.45mを測る。支脚も残存していなかった。

臨J~ した 1~ 8で， 8がカマド火床而より出上し、 1・ 2と6が床面下IMから出 I:した。他
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第27図 54号翌穴住居跡、 8・9号土墟尖測図 (I/60) 
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は埋土中出上品である。接合資料のJ3は埋土中出土品で， Jllは床而下府より出土した。砥石

は北束壁際中央の床面上より出土。図示した外には，須息器の坪類が3個体，同甕が 1個体，

上師器の甕が 5個体，liiJ杯類が3個体，同鉢が1個体出土している。 （武11;;

出土遺物 （凶版77,第114・92図）

1の杯は底部に比して体部はかなり薄手である。 4はやや大ぶりの坪になり，口緑端部は丸

くなる。 8は甑になるだろう 。

◎ ◎` 

'~ 、

゜霙

0 2m 
斤 rrャ I I I 

第28図 55・56り竪穴住居跡実測I:メI(l /60) 
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第154図J3は8号土横と， Jllは89号住居跡出土品と接合している。

石器（図版77, 第92図18) 砥石である。四面ともに使用している。基部の方は熱を受け，油煙のよ

うな煤が付着している。カマド支脚への転用など，火に関する所で利用されたことはまちがいないとこ

ろである。また基部中央にには打突痕が多数ある。硬砂岩で中砥。現存長9.7cm,幅13.4cm。 （伊崎）

56号竪穴住居跡 （図版22・23, 第28図）

55号住居に大半以上削平され，貼床面の範囲のみ検出した極めて残存不良な住居跡である。

主柱穴は 4本と考えられるが， Pitま浅い掘り方であったのか， 55号住居の掘り込みで喪失し

たのであろうか，該当する位置では検出し得なかった。他の主柱穴間は1.81mとl.7mを，残存

する辺長も3.85mを測ることより中型規模の住居と推定出来る。

床面下層には，前述した55号住居の中央部で検出した土壊が当住居の壁隅土壊と考えられる。

土渡の位置は北東隅に当たると推定され，近隣の住居と同じ様相を呈す。長軸が2.4m,短軸は

1.5m, 推定床面より 35cmの深さを測り，平面形は北東側が壁面に沿った如く直線となる楕円形

に似た形状を呈す。

カマドは西南壁中央に付設されていたが，両袖も残存せず，火床面も後世の柱穴 3個に切ら

れていた。火床面は壁面より 25cm程突出しており，若干突出するタイプのカマドとなろう。

須恵器坪類の小片が 1個体出土しているが図示しえない。 （武田）

57号竪穴住居跡 （図版22・23, 第29図）

56号住居の西方 2mに位置する。 58・59号住居に西南壁際を切られ，北西壁側の壁高が無く

なるやや残存不良な住居跡である。

大型に近い中型規模に属し，平面形はやや横長の隅円方形を呈す。主柱穴の 4本に径13cm-16

cmの柱痕を検出し，略同じ深さの掘り方である。主柱間エリアが床面積の27%を占有し，竪穴

部と略相似形に主柱穴を配置している。

壁小溝は南東隅より北西隅まで途切れることなく巡るが，北西壁際では検出していない。

床面下層で中央土塘を検出したが，近隣の住居と有様を異にし主柱間に位置する。長軸2,07

m, 短軸1.32m, 床面より 0.29mの深さを測り，平面形は楕円形を呈す。

カマドは北西壁略中央に付設し，両袖共に残存していなかったが造り付け型となろう。焼土

はやや広範囲に拡がり，火床面もやや不明瞭であった。支脚は存しなかった。

図示した出土遺物 1-10で， 10がカマド内から出土し， 8は床面下層より出土。他は埋土中

出土品である。接合資料 ]29も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の甕と壺が各 1個
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体， I: 師器の疫が4個体， lnJJ{-が 3個体出 I:している。

出土遺物 （閃版53,第114・154似!)

2はLI緑立い）が邸い。大井部外1[riは未調整のままである。 6は内底lfliには小さく 9幼の人っ

たまとよりかい〈つかある それは割れLIの断面部分にも及んでいる。ネズミが上器に門歯の

（武Ill)

痕を付けたものと思われる。

第154以IJ29は89号住居跡出七品と[uj一個体である。 （伊的）

58号竪穴住居跡 （図版22・24, 第30似I)

57サ住居の西側に位il'i.し，57・ 59・61号住），Jrを切る。収窃も蚊人:3 cmしか測リ得ず， また束
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壁は59サ住居と輝して砂1となる極めて残存イ浪な住m跡である。北阻は曲在区外となる。

規桟は中型に属すと推定され，平面形は若干fつな阻円方形をりけす。主柱穴の平面形も竪穴

部と同じ〈歪つな）j形を且し，全体に束伽していた。P2の西隣の柱火を主柱穴と考えるなら

ば，竪穴部と略相似する主柱穴配府になる。しかし, P,, pより30C'IIIも浅〈， P2でさえ20cmも

浅〈なるので，平lfii形よりも深度を爪悦して」：杜穴とは判断しなかった。両穴共貼床ドで検出

したが，判断基準となる床面上における柱痕は検出し得なかったので絶対的とは占い難い。

壁小淋は南壁側で検出したが，西南阻で途切れ，南束閏付近より先は不明となる。

床面下）影の掘り込みも， 598-住居と ii(複していにので判然としなかっ た。 上J~は存しない。

カマトは存したはずだが，火床面が赤化しなかったのであろうか，検出し得なかった。南西

57 

＼ 

2

2
.0
0
m
 

＇ 

◎
 

◎
 

ー
・い
)
I

。

'<C,/C:〕

◎ 

◎ 

゜I I II II 

＠ 
16  

二言冒二三二J -=- ====—-----— 
第30図 58・59サ腎穴O:l,1:・跡実測[')(I(I /60) 

-4.f 



隅付近で黄灰色粘土を検出したがカマド跡ではなく，カマド壁体であった可能性を僅少残して

いる。

図示した 1-4は床面下層より出土した。図示した外には，須恵器の坪類が 1個体，土師器

の甕・甑・ 坪がそれぞれ 1個体出土している。 （武田）

出土遣物（第114図）

1は小さな擬宝珠形の撮みが付いていたのだろう。壺の蓋になろうか。 2の体部の屈曲は特

徴的である。 3は胴下半部に最大径を持つ器形となろう。 （伊崎）

59号竪穴住居跡 （図版22・24, 第30図）

58号住居の東側に位置し，西部の約半分程を58号住居に切られるが， 57号住居を切っている。

残りの良い東側の壁面でも 5cm-8cmの壁高を測り，残存不良な住居跡である。

中型でも小さめの規模と推定され，竪穴部の平面形は台形状になろう。主柱穴は竪穴部とは

逆の辺が長い台形状に配置され，竪穴部と主柱間エリアの平面形は不似合いな有様を呈す。径

13cm程の柱痕を p4以外検出したが， P2とp4は他の 2本と比べて浅い掘り方であった。

床面下層で掘り込みと土壊を検出した。掘り込みは，調査が 2度に及んだことや58号住居と

重複している等から不明瞭であった。土横は近隣の 5例と同様隅に位置する。長軸が1.2m,短

軸が0.7mを測り，平面形は壁側が寵線となる楕円状を呈す。塘底は二段掘りとなり，床面より

上段が20cm, 下段が32cmの深さとなる。

カマド 北東壁中央に付設した造り付け型カマドであろう。両袖は残存せず，土師器の甕を転

用した支脚と良く焼けた火床面を検出した。支脚は上部を喪失しているが，支脚の傍より手捏

ね土器が出土していることを鑑みると，支脚破壊行為の祭祀がなされたとも推測される。

図示した 1-18で， 13は支脚に転用した品。 14と18がカマド周辺より出土し， 10・11・12・

17が床面下層より出土し， 3も床面下層土壊から出土した。他は埋土中出土品である。接合資

料の J41と不明土製品も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪類が 5個体，土師器

の甕が 3個体，同甑が 2個体，同杯が 3個体出土している。 （武田）

出土遣物（図版53, 第114・115・82・155図）

2の口唇端部には打欠きが施されている。 4はあるいは身とすべきか。 12は体部が円筒状を

呈して特異な器形となる。 15はわりと精製に近い胎土である。甑かもしれない。 17も精製品で

ある。

第155図J41は96号住居跡出土品と接合している。

第82図59-19はカマド内より出土したミニチュアの土器で口径3.3cm, 器高2.3cmを測る。や

や雑なつくりである。 （伊崎）
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60号竪穴住居跡

58号住居の四方0.5mに位誼し，大半が閻企

区外に伸展する不詳な住屈となる。

辺長は3.5mを測ることから小型規校に屈

すと思われる。堅向・は最大23cmを測る。

東南隅の床而下層で」喝対状の落ち込みを検

出したが，壁阻土城に相当すると思われる。

床面より最大15cmの深さを測る。掘り込みは

存したが判然としなかった。

凶示した 1-9で，

より出土し，他は埋上中出土品である。飼示

した外には，

（図版22・24,

須恵器の甕が 1個体，

甕とt{-が各2個体出上している。

出土遺物 （第115図）

JIilとした方が妥当かもしれない。

台付の甕である"

第31図）

6と7が床面下府七凝

土師器の

（武Ill)

1・ 2はよく似た器形のようである。 4は

6はもと脚

（伊崎）

2m 

第31図 60・61号幣穴住）心跡実祖1Jl"xl (1 / 60) 61号竪穴住居跡 （図版22・24, 第3]図）

60号住柑の少し東に位四する。大半が調査

区外に伸展し，大部分を60号住居に削平されていると考えられ，

れる不詳な住居跡である。

かつ北束限も58号住居に切ら

辺長が4.lm前後となる中型規校に推定される。急勾配に立ち上がる埜直iで，壁高は14cm。60

号住居内で検出 した柱穴が，主柱穴となる可能性を有すも断定する迄には至らない。

床面下府に掘り込みがなされていたが不詳である。カマ ドも検出していない。

図ぷした上器と砥石は埋上中出土品。他には何ら出上していない。 （武田）

出土遺物 （闊版76.第115・91屈）

実ifll)にたえうるのは図ぷした 1.'、,.［のみであった。小邸の褒で特殊なものだろう。

石器 （図版76,第91凶3) 砥石である。現存長 9cm, 最大幅6.1cmを測る。凝灰岩らしい。仕

J・. 砥として四面ともに使［りされている。石材そのものの節埋が縞模様に入っていて 見た目に
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は芙し〈さえある， （伊給）

（図版24・25, 第32凶）

A地区の略中央部に当たり， 61号住居の束南18mに位四する。当住居と63-65号住肘は，今

62号竪穴住居跡

報告分において他の住居と切り合わない数少ない事例であり .A地区では特異な形態を呈す。

しかし，当住居が10号上猥を， 10号上横か64号住居を切ることから，当住居が64号仕｝舌より後

出する関係となる。 また，今報告分の殆どの住居で後Ill:の柱穴が多数掘り込まれているが， 当

住居も例に漏れず床面上には柱穴Iふらけの様相を星していたc

辺長は3.8lm-3.9lmを測り 、中型に近い小型の規模となる。この翌穴部に比較して， 七杜

間エリアは更に狭いおもむきを受け，｝米面精に対し15%弱の占イi率となる。壁面はやや急勾配

の立ち上がりで 最人17cmの壁高を測る。墜小溝は存しなかった。>
f
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床下層には掘り込みが存したが，図化していないが不明瞭であった。中央土堀は存しない。

カマド 北壁中央に付設した造り付けカマドである。後世の柱穴に一部壊されているも，残存

状況は比較的良好であった。両袖は長さ55cm, 幅20cm, 8 cm程の高さで残存し，焚口側が壊れ

た程度と考えられる。火床面は良く焼けており，長軸53cm, 短軸38cmの楕円形を呈す。支脚は

遺存してなかった。カマド内より手捏ね風の土器が出土した。

図示した 1-17の土器で， 17が南壁際の床直上で出土したが，他は埋土中出土品である。前

述の手捏ね風土器の外に，埋土中よりもう 1点出土している。接合資料の J40も埋土中出土品。

J28はP2-P4間の中央に位置する後世の柱穴内より出土し，当住居に伴う可能性は少ない。臼玉

も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器甕が2個体，同壺が 1個体，土師器甕が 6個

体，同杯類が 7個体出土している。 （武田）

出土遣物（図版53・54・85, 第115・154・155・82・97図）

4は器形・調整は須恵器と同じだが，胎土・焼成については土師器とかわらない。器形につ

いても口縁のつくり，厚み等を見れば通常の須恵器とは趣を異にしている。 5-7はよく似た

器形の杯である。 11は外面も口縁直下まで削りを施していて珍しい例といえる。 13・14は鍋の

器形になるのかもしれない。 14は煤が付着している。 15は精良な土器である。 17は長胴の甕と

なる。口縁部には黒斑を見る。

第154・155図J28とJ40はピットや溝 1出土の破片と同一個体となる資料である。

第82図62-18·62-19は手捏ねの小型の土器である。 18は約¼の破片でカマド内から， 19は

½程の破片で埋土中から出土した。ともに平底風となる。胎土も良質である。

玉（図版88, 第97図5) 滑石製の臼玉で最大径1.12cm, 厚さ0.46cm, 孔径0.27cm, 重さ950

mgをはかる。全体に白っぽい。 （伊崎）

63号竪穴住居跡 （図版24・25, 第33図）

62号住居の西 Smに位置する。住居や土壊との切り合いはなく，後世の57・59号掘立柱建物

や多くの柱穴に切られていた。単独に存する住居でもあり，残存状況は良好な部類に属す。

中型規模に属し，竪穴部の平面形は隅円方形を呈す。主柱穴は P3-P4間が狭く，平面形は台

形状を呈す。壁面は急勾配に立ち上がる。壁際を壁小溝がカマド部から西南隅を除き，途切れ

つつ巡っていた。壁小溝内には数多くの小穴を検出したが，深さは 3-8 cmと不規則である。

南壁中央の壁小溝内から土師器の坪が溝底の若干上方より出土した。

南壁側の床面がテラス状に高くなっているのは，一部の床面を掘り過ぎたためと考えられる。

このテラス部が住居の拡張を示しているかもしれないが，不明な点が多々あって断定し難い。

カマド 西壁中央に付設した造り付け型カマドである。中軸線はカマド内右袖寄りを通るが，
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カマドの軸線は若干北偏する。袖は黄褐色粘質土を積み上げ，長さ0.6m,幅0.2m-0.3m最大

高0.18mを測る。火床面は楕円形となろう。支脚は残存していない。

図示した 1-16で， 7が壁小溝内より出土したが，他は埋土中出土品である。土錘も埋土中

出土品。鉄鏃は凡南に 3個連なる柱穴の真中より出土したが，当住居に伴うかもしれないが断

定出来ない。不明土製品の 3点も埋土中出土品。図示した外に，須恵器の甕が4個体，同高杯

が1個体，土師器の甕が24個体，同甑が3個体，同杯類が15個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版54・75・80, 第116・90・94図）

1の蓋はかなり分厚いつくりをなす。 2は長頸壺も胴部より上の破片である。胴部は算盤玉

状に屈折すると思われる。口縁は鋤先状に折れる。頸部高は12.3cm。 3は内面口縁下の回転な

でがカキ目風となる。 5は平底になり，外面は化粧土がかかる。 9の裾部にはねじりの痕跡を

見る。 10は手捏ね風のつくりで成形・調整ともに雑である。 13は甑になるかもしれない，外面
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第33図 63号竪穴住居跡実測図 (1/60) 
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に煤が付着する。

土錘（図版75, 第90図 1) 長さも径も約半分の破片になってしまっている土錘である。現存

長5.1cm, 最大径2.45cm, 重さ12.4g。焼成はふつうである。 （伊崎）

鉄製品（図版80, 第90図17) 茎の下半部を欠失する鉄鏃で現存長9.6cmを測る。銹のため，

身の平面は推定図であるが，片刃で平造りである。 （児玉）

64号竪穴住居跡 （図版24・26, 第34図）

63号住居の東南0.3mに位置する。 10号土壊と58・59号掘立柱建物に切られ，切り合い関係よ

り62号住居に先行する住居跡となる。多数の柱穴が掘られてカマドも旧態を止めていない。

川
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第34図 64号竪穴住居跡実測図 (1/60) 
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辺長は4.5m程を測り，規模は中型に属す。竪穴部の平面形は隅円方形に復原され，主柱穴も

竪穴部と略相似形に配置されている。壁高は最大15cmを測り，壁面下に深さ 4-lOcmの壁小溝

が存す。壁小溝はカマド周辺を除いて巡り，溝内には深さ 3-8cmの小穴がやや整然と並ぶ。

南側略中央の壁小溝内に，溝底より少し浮いて完形の土師器坪が出土している。

床面下層は不詳である。カマドも完璧に壊れ，焼土は北西壁中央部に散乱していた。

図示した 1-14で， 6が南側壁小溝内より出土したが，他は埋土中出土品である。接合資料

のJ35は，住居内柱穴よりの出土品が接合し，埋土中出土品は同一個体となる。鉄鏃も埋土中出

土品である。図示した外に，須恵器の杯と壺が 1個体，同甕が 8個体，土師器の甕が10個体，

同甑が 2個体，同坪類が 5個体出土している。 （武田）

出土遺物（図版54・80, 第116・154・94図）

2の口縁外面には擦過痕を見る。 4の内面は回転横なでの結果として沈線ふうの凹凸ができ

ている。 5は一応高坪としておくが，立ち上がりの細く高い点が気にはなる。外面屈折部に繊

維質のモノで擦過した痕がる。 6は細身のつくりで外底面に黒斑がある。 9は脚台部と体部の

接合部分に指押さえの痕跡が著しい。 10-14の甕の口縁部のうち12のみやや特異である。

第154図J35はこの住居跡とその周辺から出土した破片とが接合している。 （伊崎）

鉄製品（図版80, 第94図32)鉄鏃の茎片で矢柄の木質が銹着している。現存長9.2cmである。

（児玉）

65号竪穴住居跡 （図版27, 第35図）

64号住居の南 Imに位置するが，近隣の62-64号住居と主軸方位が極端に異なる。 A地区に

は派手に切り合う住居が多い中にあって，単独に存す62-65号住居が逆に際立つけれども，そ

の中でも一際異彩を放つ住居跡がある。 49号掘立柱建物を切っている。

床面積は10m'を測る小型の住居で，平面形は若干歪つな長方形を呈す。壁面はやや緩やかな

勾配で立ち上がり，壁高は最大12cmを測る。壁小溝は検出していない。

当住居において若干問題となるのは主柱穴である。当遺跡では A案が一般的な柱配置となる

が，突出型カマドを有し床面積10面以下の小型住居は末だ主柱穴配置が確立していないので，

問題提起をしつつ今後の課題として B案を図示した。 A案では， P1とP2と妥当な位置に存し，

かつ床面上で柱痕を検出したので間違いはなかろう。しかし，凡は他の 3本より極端に浅<'

かつ主柱穴配置は竪穴部の平面形と大いに異なり北偏し，平面形もやや菱形状を呈して視覚的

にも違和感が生じる。一方の B案は，南北の両壁面と平行に位置して， P/もP/と略同じ深さ

であり，主柱穴の深さとしては充分である。しかし，上記の理由だけでは決定的な断定基準に

達しない。特異な小型住居が解明される過程で決定されると思われ，現時点において A案が妥

当とせずばなるまい。
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床面下府では，北西部悶に土城状の落ち込みが{S:し，壁阻J.:.横に当たるかもしれない。

カマド 西壁中央に付設した突出型カマドである。突出部の掘り方は，奥行き0.5mで，煙道

側の幅0.43m, 焚口側の幅0.7mを測る。両袖及び照体は崩落して何ら ID態を止めていなかっ

た。火床而が 4cm程高くなっているが．何に起因したのかイS明である。支脚は残存していなか

った．

カマド対面土墳 (Fig.l) 東壁略中央の壁際で検出し．床面卜．で開nしていたか否かは不明。

長軸0.5m,短軸0.37m,床而より 0.18mの深さを測り．楕円形の形状を坐す。城内に土師器の

杯身と佃らかに使用された石材が，床面延長上よりもド方から出土した。

飼示した 1~22で， 6がカマド対面土J廣内より， 7・15・21が床面上より出 I:した。 8はカ
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66号竪穴住居跡 （図版27, 第36図）

60号住居の西南で3mで， A地区の北西隅に位罹する。 67号住居に南東側が削平されるも，

比較的残存状況が良好であり住居の旧態は復原可能となる。

辺長は3.8m前後で，床面積が約14面に復原出来，中型に近い小型規模の住居になろう。平面

形も隅円方形になろう。主柱穴は P2とP4tこ径13cm・10cmの柱痕を検出した。平面形は台形状を

呈す。壁高は最大 7cmを測り，南北の両壁面下に壁小溝を 2条検出した。最大深長は 3cmと浅

く，溝内に小穴は全んど存しないが，南西隅に深さ 3cmの小穴が存した。

床面下層の掘り込みが存したが，あまり明瞭ではない。中央土城は存しなかった。

カマド 西壁中央に付設し，煙道部が壁面より O.lm突出した造り付け型カマドである。中軸

線はカマド内右袖寄りを通るが，カマド軸線は若干北偏する。袖長0.45m,基底部幅0.3mの右

袖しか残存せず，焚口側と左袖は崩落していた。また，主柱穴 Pi-凡間まで焼土が散乱してい

たが，カマドを人偽的に壊したと推定出来る。支脚も残存していなかった。

図示した 1-6は埋土中出土品である。輔の羽口はカマド周辺より出土した。図示した外に

は，土師器の甕が 7個体，同甑が 1個体出土している。 （武田）

出土遺物（第117・94図）

2は坪蓋とも考えたが，沈線が2条はいることと口縁周辺が少し細身になるこから高台の付

＜坪であろうとする。きわめて精良な土器である。 4は皿状の器形になろう。 （伊崎）

第94図34は輔の羽口片である。内面の下半は赤変している。胎土は精選されているようで砂

粒は目立たず，淡黄茶色を呈し， もろくなっている。 （児玉）

67号竪穴住居跡 （図版28, 第36図）

66号住居の南に位置し，主軸方位も同住居より僅かに北偏する。 66・68号住居を切る。

規模と形状も66号住居と略同じとなるが，主柱穴は P1~P2間が若干広くなり逆台形状の平面

形となる。壁高は最大12cmを測り，壁小溝は存しなかった。

床面下層で壁隅土塘を検出した。北西隅に位置し，壁面に沿って掘り込まれている。南北が

1.-lm, 東西は lmを測り，平面形は少し歪つな方形を呈す。床面より最大17cmの深さとなる。

カマド 北西壁中央に付設した造り付け型カマドで，ほぼ旧態を止めていた。左袖長は0.8

m, 同基底部幅は0.25mを測り，右袖は焚口側が崩壊していた。火床面は略水平で，支脚は存

しない。

図示した 1~15で， 7・8・15がカマド内より出土した。 10はP2南の床面上より， 5と14が

北東壁際の床面上より出土した。他は埋土中出土品。輔の羽口は P2内より出土。不明土製品の

4点も埋土中出土品。図示した外には，須恵器の甕が 1個体，土師器の甕が 6個体，同坪が 4
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個体，

出土遣物（図版54, 第117・118・94図）

4は鉄鉢になろうか。薄手のつくりで，

同高坪が2個体出土している。 （武田）

ややひずみがある。 5の底部は異状に分厚い。 7は

精製とするにはやや難がある。熱を受けたように見受けられる。 10の底部は脚台風になる。そ

の底部中央は押さえつけてくぼみにしたようである。外面には煤が付着する。 12は精製に近い。

口縁の一部に煤が付着する。 15は甑となるか。 （伊崎）

第94図35は輔の羽口片である。先端に近い部分にあたり，外面下半は灰色～青灰色に変色し，

内面は赤変している。胎土は精選されているようで砂粒は目立たず，淡鉄滓の小片が付着し，

黄茶色を基調とする。

68号竪穴住居跡

（児玉）

（図版28・29, 第38図）

67号住居に北壁側を， 69号住居に南壁側を切られているが，

ので壁面は全て巡る。一方， 70号住居を切っている。

当住居がより深く築造していた

南北の両辺が 3m-3.2m, 東西両辺が3.5m程測り，平面形は横長の隅円方形を呈す。主柱

穴も竪穴部と略相似形に配置していた。最大壁高24cmを測る。壁面下に壁小溝を検出したが，

カマド部と南東隅で途切れていた。溝内に深さ 3-10cmの小穴が多数存したが，南壁側は40-50

cm間隔でもってやや整然と並んでいた。

床面下層の掘り込みは明瞭ではなく，

（第37図）カマド

中央土横は存しない。

北西壁略中央に付設

した造り付け型カマ

ドである。両袖共残

りは悪く，良い左袖

でも高さは10cm足ら

ずで，右袖は殆ど残

存していない。火床

面は，長軸0.6m,短

軸0.47mを測り，平

面形が長方形を呈す。

火床面の中央に支脚

が存し， 土師器甕を

逆向きで転用してい

~ 

22.60m 

゜
1m 

第37図

E
 oo
・
z
z
 

I. 灰褐色土に黒色土混入

68号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 
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る。

図示した 1-14で， 3・9・10が悴j壁側床面ヒより， 8・11・13が主柱穴エリア床面上より ，

14が北西阻床面上より出士した。12は支脚に転用されていた品である。他は埋土中出土品。接

合資料 J32も埋土中出十．品。図示した外には，須恵器の坪ヽ が 1個体， 土師器の甕が6個休，同甑

と杯が各3個体出十．している。 （武LU)
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出土造物（図版54・55, 第llS図）

1-4の蓋はそれぞれが器形の特徴を有しているし， 5も含めて同じヘラ記号はない。 3は

土師器に似せており，黒くいぶした如き黒色土器風の態をなす。しかし須恵器である。 5は壺

になるのかもしれない。底部はかなり厚い。 6の内面は煤ける。 8はやや歪んだ壺で，底部の

分厚さは異状な程である。 9は二次火熱を受けている。 10-13はほぼ相似た器形となるが， 10

の外面は化粧土がかかり， 13の外面には煤が付着する。 12は支脚としていたものか。 14の頸部

内面は刷毛目を施す原体を用いて，横方向に粘土を削りとる擦過を行っているために，この部

分に平坦面ができている。幅2.5cm前後になっているのは，刷毛目原体の幅もそれくらいという

ことだろう。

第155図J32は70号住居跡のものと接合した。 （伊崎）

69号竪穴住居跡 （図版29・30, 第40図）

68号住居の西側に位置し，南西隅が調査区外に伸展する住居跡である。 68・70・72号住居の

3棟を切る。南東部隅を71号住居に切られているが，床面下層から旧態の復原は可能となる。

辺長は 5-5.lmと，床面積か25面以上の大型住居に復原され，竪穴部の平面形は南東辺が僅

かに広い隅円方形になろう。主柱穴も竪穴部と略相似形に配置している。壁面はやや緩やかな

立ち上がりをなし，最大壁高12cmを測る。壁小溝は存しない。床面上で多数の土器が出土した

が， まとまりはなく広範囲に散乱していた。

床面下層に掘り込みを認めたが， トレンチによる確認であった。

カマド （第39図） 北東壁中央に付設した造り付

けカマドである。中軸線はカマド内を通るが，カマ

ドの軸線は若干北偏している。カマドの残存状況は

両袖共焚口側が崩壊している。火床面は略水平で長

軸0.73m, 短軸0.5mを測り，平面形は楕円形を呈

す。奥壁より 0.25mの位置に赤化した粘土を検出し

たが，これは支脚の甕内に埋納されていたものであ

ろう。カマド内より多数の土器が出土したが，支脚 22.60m 

に転用した品はなく撤去したのであろう。

カマド対面粘土 南東壁中央部の壁際に，幅 1mに

渡って灰白色粘土が散乱していた。一応まとまりは

認められるが，何らかの遺構と推測されるほど広範
1,11,11 

囲に及ばす，また土量も多くない。

二~-n予芯町~

゜
1m 

第39図 69号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 
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図示した 1-59で， 5・39・41・4 2・4 7・50・53の 7点がカマド内よりの出上品。12がカマ

ド対rfii粘上内よりの出 t-.品。カマド北側から 7・18~ 22・24・26・27・30 ~ 32・34・36・37・ 

40・43~45・51・55・56と多祉に,'IIf-. し，投栞された品も混人していよう 17はカマド北側 P,

付近の床面 I・.より出土している。 1と48が北束閑床而 1-.よりの出上品。46・54は I:柱11-lJエリア

の床lfiiLより， 4 と 6 は 1勺俎側のI和川上から 1L廿tした• 他はJ:'11I: 中出土品である。f捏ね風 I'.

器もカマド横北側からの出上品 ィi材も床lfli1: より出 I:した。 I・., 記の如</~ 面上よりの出上品

はあまりにも多祉であり，全てが1史用していに品とは芍えられない。逆に人・半以上が投棄され

た品と思われるが，個々に判断するまでには至らなかった。図ポした外には， 須恵悩の杯が5

個体， 同甕が2個体， K師器の甕か 2個体, lnJ甑が5個体， 同Mヽカ、 3個体， luJ鉢と高Mヽが各 2
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個体出土している。不明土製品は全て埋土中出土品である。 （武田）

出土遺物 （図版55・56・76・77, 第119・120・82・91・92図）

1-17は須恵器， 18-59が土師器である。かなり多くの遺物が出土した。 1と2は同じ蓋で

もつくりが異なる。 2には内天井部にヘラ記号の一部が見える。 3の口唇部は打ち欠きが著し

い。 6~11については蓋となる可能性もあるが，ここでは全て身としておく。 11は受部に沈線

が入る。また体部にも回転なでの時の砂粒の動きによって沈線が生じている。 13は高台が高く

薄手のつくりである。 15・16は器形が定かでないが， ともに平瓶の破片かもしれない。 17は良

質の胎土でつくられた平瓶で，底部はやや上げ底になっている。そこには落書きみたいなヘラ

記号が見られる。胴部高10.2cm, 頸部径は5.7cm。

20は高坪の口縁部か。 23は指おさえの痕が著しい。 26~29はあるいは甑になるかもしれない。

34はかなり下膨れの器形となる。 35からは口径が15cm以上とやや大きめになってくる。 43は34

と同じく下膨れになる。 46・49は甕としては精良な土を用いている。 53~55はおそらく甑にな

るのだろう。 59はかなり分厚いのでカマド形土器の破片かもしれない。

第82図69-60はよくわからない土製品である。粘土をこねただけのようにもみえるし，ある

いはカマドを意図したミニチュアかもしれない。

石器（図版76・77, 第91・92図8・11・21) 8は砂岩の砥石である。現存長9.7cm, 表裏二面

を使用し，破損した側面も一部を使っている。中砥。 11は凝灰岩と思われる三角錐体の石であ

るが，石器としてよいものかどうか判断に苦しむ。器表が風化していることもあわせて使用痕，

加工痕は今のところわからない。一辺長が4.6~4.8cmで高さは3.8cm。21は花尚岩礫で先端部に

明確な敲打痕は見えないものの叩石として使ったものと思われる。現存長8.3cm。中央付近断面

はほぼ円形に近く，直径6.5-7.2cm。 （伊崎）

70号竪穴住居跡 （図版29, 第38図）

68号住居の東側に位置し，北西部を68・69号住居に切られている。しかし， 69号住居と略同

じ高さで築造しており，壁小溝と床面下層の掘り込みを69号住居内においても検出出来た。上

記より床面積が約18.5面に推定出来，中型規模の住居となろう。主柱穴は P1-P2間がやや広

く，逆台形状の平面形を呈す。壁面は急勾配に立ち上がり，壁面下には途切れることなく壁小

溝が巡る。溝内で深さ 2-6cmの小穴を若干検出した。

床面下層には掘り込みが存し，幅が0.5-1 m, 床面より最大14cmの深さでもって溝状に巡

る。中央土塘は存しない。カマドは検出していないが， 68号住居に削平された北西壁に存した

と思われる。

図示した 1-3と接合資料の J32は埋土中出土品である。図示した外には土師器の甕が 3個
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体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版56, 第120・155図）

1は須恵器のつくりに近い土師器である。底部は回転ヘラケズリを施す。 2・3はともに精

良な胎土を用いており，同一個体かもしれない。

第155図J32は68号住居跡のものと接合した。 （伊崎）

71号竪穴住居跡 （図版30, 第41図）

69号住居の南に位置し， 69・72・73号住居を切っている。カマド周辺を18号土塘に切られ，

カマドは全く不明となる。辺長が4.lrn前後を，床面積が約17面を測り，中型規模の住居跡であ

る。竪穴部の平面形は隅円方形を呈すが，主柱穴は Paとp4が若干北偏して平面形も少し歪つと

なる。南東辺の壁面が最も残存良好で，最大14cmの壁高を測る。

床面下層の掘り込みは不明瞭であるが，南東隅において土壊を検出した。壁隅土壊と呼称して

いる遺構で，平面形は不整形となる。壁面に沿って掘り込まれ，床面より最大30cmの深さを測

る。 18号土塘の北側に焼土が認められ，この土塘の位置にカマドが存したと思われる。

図示した品は埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の杯と壺が 1個体，土師器の甕

と甑も 1個体，同杯類が6個体出土している。 （武田）

出土遣物（第120図）

1の須恵器高杯は器形として珍しい。杯部の深さは2.9cm。2は外面に僅かに黒斑がある。成

形時の粘土帯の幅は2.5cmであることが接ぎ目からわかる。 （伊崎）

72号竪穴住居跡 （第40図）

69号住居の西に隣接し，大半以上が調査区外に伸展し， 69・71号住居にも削平されている。

全く不詳な住居跡で，検出したのは床面下層の掘り込みのみである。掘り込みから判断して，

69号住居の方に伸展する住居が考えられる。掘り込みは溝状を呈し，検出面より 13cm深さを測

る。

図示した品は床面下層より出土した。図示した以外には，土師器の甑が 1個体のみ出土して

いる。 （武田）

出土遺物 （第121図）

1の坪身はわりと深みがある。 2は精良な土器であるが，内面には煤が付着している。 3は

内面に粘土の接ぎ目がはっきりみえる。 （伊崎）
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73号竪穴住居跡 （第41図）

71サ住居の南に隣接する。四側の大半以ヒが撹乱を受け，北束辺も71号住居に切られた不詳

な住居跡である。南束壁のみ検出したが，最大咽高も 6cmであった。。上記より規模・形状は+

明となる。多分化に相当すると思われる上柱穴を 1個検出したのみである。

床面下肘には， p4の西南方で中央十．猥が存す。約半分程が撹乱されているが，約1.1 rn程の規模

と推定される。床面より 12cmの深さで，凝底は略水平である。

図示した品は埋上中出土品である。凶示した外には，須恵器の坪が 1個体．十．師器の甕か2

個体.)ii]甑と杯が1個体出土している。 （武m)

出土遺物 （図版56, 第121図）

2は利製上器である。かなり n径が大きい。 （伊崎）
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74号竪穴住居跡 （図版31, 第42図）

73号住居の南 lmに位置する。全んどが調壺区外に伸展し，かつ撹乱を受け北東隅部を調査

しただけの住居跡である。 73・75・76号との切り合いも撹乱されて不明となる。規模・ 形状は

不詳。床面下層より柱穴を検出したが，主柱穴の P2か已に相当しよう。

図示した品は埋土中出土品であり，それ以外には，土師器の甑が 2個体出土している。（武田）

出土遣物 （図版56, 第121図）

2は皿としてよいかもしれない。 4の高坪は器形として珍しい。脚部を欠くが，その坪部と

脚部の接合部には溝を入れて接着しやすいようにしている。坪部の深さが3.2cm。5は高台部分

の破片であるが，本体が壺か墳かよくわからない。 7も器形がよくわからない。 6・8・9は

器形が相似している。 9の外面にある刷毛目はその終点がよくわかる。 10は精良な胎土を用い

ている。 （伊崎）

75号竪穴住居跡 （図版31, 第42図）

74号住居の南に位置し，西側の半分以上が撹乱を受けた残存不良な住居跡である。 74号住居

との切り合いは不明となるが， 76号住居を切っている。東西辺は4.3m以上を測り，中型規模に

なろう。主柱穴も p4のみ床面下より検出した。

東南辺の略中央で焼土が堆積した浅い窪みを検出したが，カマド対面土壊に当たるのかもし

れないが，竪穴部より突出した例はなく断定し難い。逆に突出型カマドとも考えられるが，残

存不良でかつ，東南壁に付設した例も稀であり，現時点では可能性が有るに止めておく。北東

隅の床面下より壁隅土壊を検出したが，両側壁に沿って掘り込まれていた。平面形は長方形を

呈し，長軸は1.25m, 短軸が0.6m, 床面より O.lmの深さを測る。主柱間エリアに位置する土

壊状の遺構は，検出面が床面となる残存不良な所であり，当住居に伴うか否か判断し難い。カマ

ドは不明である。

図示した 1-6で， 1が中央の土壊より出土し，当住居に伴うのかもしれない。他は埋土中

出土品。砥石類も埋土中出土品である。図示した外には，土師器甕が 2個体，同甑が 1個体，

同杯が3個体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版76・77, 第121)

1はたぶん蓋でよかろう。焼き膨れがある。 3・4は器形としてはよく似ている。 6は甑に

なるだろう。

石器（図版76・77, 第91図2・10・14) 2は硬砂岩製の仕上砥で破損が著しいが四面とも使用

している。現存長6.4cm。10は砂岩の中砥で，これも四面とも使用している。現存長8.4cm。14はや

はり砂岩だが砥石とすることはできない。使用痕は不明だが表面を使っているらしい。（伊崎）
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76号竪穴住居跡 （図版31, 第42図）

75号住居に南壁側を切られ，北東隅部も77号住居に切られ，かつ西南部が撹乱を受けた残存

やや不良な住居跡である。南東側も検出時には床面は喪失し，床下層の掘り込みが露呈してい

た。しかし，辺長が5.7m程に，床面積も約27面と推定され，大型規模に属すと思われる。主柱

穴も広めに配置され，平面形は長方形を呈す。北東側の壁面が比較的に残りが良く，最大 8cm 

の壁高を測る。

床面下層で掘り込みを検出したが，大半は不明瞭であった。主柱穴 p4の北側に溝状を呈す落ち

込みが存するが，この部分のみ掘り込みが深く掘られていたのか，壁隅土壊に当たるのか不明

である。長軸が1.7m以上，短軸は 1m, 床面より 0.2mの深さを測り，平面形が長楕円形とな

ろう。カマドは北西壁に付設していたと想定されるが。撹乱を受け不明である。

図示した 7点は埋土中出土品でる。図示した外には，土師器の甕が2個体，同坪が 1個体出

土している。不明土製品の 2点も埋土中出土品。 （武田）

出土遣物（第121図）

. 1は蓋になるのかもしれない。 2の内面には煤が付着している。 3は特異な鉢形をなす。外

面底部に黒斑がある。 4と5, 6と7は各々同一個体のように思われる。 （伊崎）

77号竪穴住居跡 （図版31・32, 第43図）

76号住居の南に位置し， 78号住居に南半分を切られているが， 76号住居と 17号土横を切って

いる。床面下層の掘り込みが78号住居内にも巡っており，辺長が 6m前後に，床面積も約36m'

に推定され，今報告中最も大型の住居跡となる。平面形は南東壁が広くなる台形状を呈す。主

柱穴も竪穴部と相似形に配置されていた。

床面下層の掘り込みは明瞭な溝状を呈し，幅0.6m-1 m, 床面より O.llm-0.15mの深さで一

周する。主柱穴 P2-P4間で検出した土塘は，北東壁外に存する17号土壊と同一となり，床面下

層土塘ではない。

カマド 北西壁中央に付設した造り付け型カマドである。両袖も旧態を止めず，粘土と焼土が

散乱していた。火床面の形状も不明であり，支脚も残存していなかった。

図示した土器は埋土中から出土した。接合資料の J45'.J46と鉄製刀子も埋土より出土。図示

した外には，須恵器の甕が3個体，土師器の甕が9個体，同坪が 1個体出土している。（武田）

出土遣物 （図版79, 第121・122・156・93図）

2は底面を回転ヘラケズリにて調整する。 5もつくりはシャープである。 7・8は甑になる

のかもしれない。

-65-



第156図 ]45・J46は78・80・96号住柑跡出土品と接合している。 （伊的）

鉄製品 （図版79、第93凶10) 刀子の坐部分であろう 。現存長 4cm。 （兄玉）
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78号竪穴住居跡 （図版32,第44図）

77・78・80号住居は各住居の約半分程を切り新し〈なるに従い順次南下する。当住居が真中

に位附し，79・80号住居に南半分程を切られる。77号住居と同様に床面下層の掘り込みで，住

居の規校と形状が判断出来た。北西辺長が5.lm,南束辺長が約6.Smを測り，平面形は台形を

坐す。床面積も約32m'以上を測る大型住居になろう 。峡高は最大 8cmを測りやや浅い。七柱穴

も登穴部と全く相似形に配四していたが，主柱聞エリアは床面積の約32%を占め広い。床面下

府の掘り込みはやや不明瞭であり，下）汁土壊は存しない。
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第44図 78号竪穴住居跡実測図 (1/60) 
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カマド （図版33) 北西壁中央に付設した造り付け型カマドである。図では馬蹄形を呈して

いるが，崩落した壁体と基底部に殆ど差異が認められないので，破線で図示した形態になるの

かもしれない。奥壁より 30cm内方で，火床面中央に支脚が残存していた。土師器の甕を逆向き

にして転用している。

図示した 1-9で， 6は支脚に転用した品。 3がカマド左壁際の埋土中より出土。 7は床面

下層より出土したが，他は埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪と甕が各 1個体，

土師器の甑が 1個体，同坪が 6個体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版56, 第122図）

1の坪蓋はきわめて精良な土器である。 3は外底部にX字形のヘラ記号がある。拓本をとろ

うとしてできなかった。 4の内面はヘラ先で横方向に擦過している。 6の外底部には 5mm間隔

で刻みを入れた平行タタキの痕跡が伺えるけれども，その上に刷毛目を施しているので明瞭に

は見えない。 （伊崎）

79号竪穴住居跡 （図版32, 第45図）

78号住居の東に位置するが，近辺の76-78・80号住居とは規模と主軸方位を大いに異にする。

78・80・103号住居と51号掘立柱建物より後出する住居となる。

辺長が3.6m前後，床面積が約12.5面を測り，小型の規模に属す。平面形は隅円方形を呈す。

主柱穴は P1-P2間が若干狭くなり，台形状の平面形を呈す。壁高は最大10cmを測るが，壁面下

に壁小溝は存しなかった。

床面下層にはやや不明瞭な掘り込みが存し，下層土横は見受けられなかった。

カマド （図版33) 西壁の略中央に付設した造り付け型カマドである。袖は0.63mと0.48m

の長さが残存し，基底部の幅は0.25m-o.3mを測る。火床面は僅かに窪み，長軸が0.75m,短

軸は0.4mとなり，平面形はやや不整な楕円形となる。支脚は残存していない。

図示した 3はカマド内より， 2は床面上より出土し， 1は埋土中より出土。接合資料J36も

埋土中出土品。鉄鏃も埋土中出土品。図示した外には，須恵器坪が 1個体，同甕が 4個体，土

師器の甕が 2個体，同甑・坪が 1個体出土している。鉄滓も埋土中より出土している。 （武田）

出土遺物 （図版80, 第122・155・94図）

1の内面当具痕はきわめて粗々しい。外面は平行タタキの上にカキ目を施している。 3はロ

頸部の屈曲に特徴がある。

第115図J36は108号住居跡やピットの出土品と同一個体と思われるものがある。 （伊崎）

鉄製品（図版80, 第94図28) さびて剥離しているが，鉄鏃の茎片であろうと思われる。現存

長5.8cmである。 （児玉）
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80号竪穴住居跡 （図版32, 第46固）

略同規模の76~78・80号住居が直線的に並ぶが， その内で最も新し〈． 南端に位罹する住居

跡である。 79号住居に北西隅を切られている。辺長は5.2m-s . smで，床面積は約29m•を測り，

大型の規模に屈す。竪穴部の平面形は阻円方形を呈す。主柱穴は竪穴部と相似形に配沼し， 主

柱間エ リアが床面積の約灼と広く占地する。最大壁高が7cmと残存状況はやや悪く，

存しなかった。

壁小溝も

床面下層には，溝状を呈す掘り込みが存したが，南東限と北束壁中央部で不明瞭となる。床

面より最大13cmの深さとなる。

カマド 北西壁中央に付設した造り付け型のカマドである。残存状況は不良であり，崩落した

壁体と袖との判別が難解であった。上記より火床面の幅は若干広〈なろう。支脚は存しなかった。

図示した品は全てが埋土中出土昴である。図示した外には，

個体， 同裔杯が 1個体， 土師器の甕が10個体， 同坪が6個体，

須恵器の杯が3個体， 同甕が2

同高坪が 1個体出土している。

（武田）
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出土遺物 （図版56, 第122図）

1と2とはセットと考えられな〈もないが，ヘラ記号が異なることもあり，否定的に捉えて

おいた方がいいだろう。 1は歪みがある。 2のn唇部には打欠きを認める。 3は2に比してつ

〈りがスマー トではない。 6は焼き膨れがあり，また灰被りにて焼成されている。胎上は小豆

色をなし， きわめて精良な十．器である。 8は粕製の十．器だがつくりがやや分｝単い。 9と1.0はよ

く似た口縁形態を示している。 （伊飴）
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81号竪穴住居跡 （図版34,第47閑）

79号住居の束方 4mに位罰する。16号十檄と47・48号掘立柱建物を切っているが，住居とは

切り合いを有しない。辺長が3.2m前後を，床面積も10m'以下を測る小型規模となる。翌穴部の

平面形は隅円方形を呈す。キ．柱穴も翌穴部と相似形に配囲していた。壁面は急勾配に立ち上が

り，最大27cmの壁高を測り，残存状況良好な住居跡である。壁小溝は，北壁下と東壁下に 2条

存し．溝内にはやや大きめの小穴を検出した。

床面下層には不明瞭だが掘り込みが存し，下府土城は存しない。

カマ ド （図版34, 第48凶） 西壁中央部に付設し，燃焼部が若干墜外に突出したタイプのカ

マ ドである。突出部は0.78mの幅で，奥行き0.17mの掘り方となる。突出部隅より黄褐色粘質

七を積み上げて袖となし，袖の長さは0.65ITIと0.68mを，基底部幅が0.24m-0.28m,裔さ0.
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24mを測る。火床面は，左袖付近に後世の柱穴が掘られているも，長楕円形の平面で略水平と

なる。奥壁より 0.3mで右袖寄りの火床面上で，完形の土師器甕を埋納したピットを検出した。

このピットは後世の柱穴ではなく，住居廃棄時に掘られたものと考えられる。土器17は著しく

二次加熱が認められるので，支脚に転用した品であろう。上記より，支脚を撤去した後にピッ

トを掘り，再びピット内に支脚を埋納したと考えられる。これらは連続した祭祀行為と判断さ

れよう。

図示した 1-23で， 7と11がカマド内より， 8が壁小溝内より， 5・13・20・22と23は床面

上より出土した。 4はp4と切り合う南側の柱穴内と埋土中より出土。 19もP2内と床面上及び埋

土より出土している。他は埋土中出土品。土錘・砥石と紡錘車も埋土中出土品。 J19も埋土よ

りの出土品。不明土製品も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪と甕が各 3個体，

土師器の甕が64個体，同甑が 7個体，同坪が3個体，同壺が 7個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版56・75・76・78, 第123・154・90・91・96図）

2の撮みは擬宝珠に近い形状をなす。またヘラ記号はT字形を呈する。 4はやや膨らみのあ

る蓋となる。 5の高台と身の接着部分には貼り付けが容易にできるように二条の沈線を刻みこ

んでいる。 15の口縁部には押えつけてくぼみにした部分がある。 17はカマド内からの出土なの

で支脚としていたものだろう。底部は平底になる。体部に黒斑と，口縁部外側の一部に煤が付

着している。 18の口縁下には回転横なでによって段が生じている。 19の体部は丸味をもった長

胴形で樽形と称してよい形状をな

す。外面は粗い刷毛目を施す。 21

の甑は径7mm程の孔を穿っている。

23は19と似た形態となろう。

第154図J19は16号土壊出土品

その他と接合している。

土錘（図版75, 第90図4) 長さ

も径も半分以下となっている。現

存長は 3cm, 重さ6.14g。

石器（図版76, 第91図5) 現存

22.6'0m 

- - - - 1 

1. 赤褐色焼土

2. 茶褐色土・黒褐色土がプロック状に混合

3. 2に 1が混入

゜

＼ 

1m 

第48図 81号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 

長8.8cmで断面が変形六面体とな

る仕上砥石である。破損した面に

も二本の条線が入っているのでこ

こも使用している。東側周壁溝内

から出土した。

紡錘車（図版78, 第96図3)滑石
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製で断面台形の裁頭円錐形をなす。上辺径2.5cm,下辺径3.3cm, 高さ1.1cm, 重さ21gとなる。

（伊崎）

82号竪穴住居跡 （図版35・36・37, 第50図）

81号住居の東方nm,62号住居の南 4mで， A地区の略中央部に位置する。 84号住居に切ら

れるが， 83号住居と42号掘立柱建物を切っている。辺長が3.Zm前後を，床面積も 10面以下を測

る小規模の住居跡である。竪穴部の平面形は隅円方形を呈す。主柱穴も竪穴部と相似形に配さ

れているが，主柱間エリアは床面積の12.7%しか占有せず，極めて狭い空間となる。北東隅付

近が床面より一段高くテラス状を呈しているのは， 83号住居まで掘りすぎたのかもしれない。

床面下層で掘り込みを検出した。若干凹凸をなしてはいるが，溝状を呈して一周していた。

北西隅が更に一段と深くなり，壁隅土壊かもしれない。長軸1.om,短軸0.85m程を測り，平面

形は不整な長方形を呈す。床面より最大0.16mの深さとなる。

カマド （図版36, 第49図） 北西壁中央に付設した造り付け型カマドである。右袖の一部を

柱穴に切られるも，比較的残存状況は良好

である。袖長が0.6mとO.7m, 基底部幅は

0.28mを測る。火床面は長方形を呈し，略

水平である。カマド内より数多くの土器が

出土し，支脚は残存していなかった。

図示した 1-15で， 1・7・9・10と14

がカマド内及び周辺より出土し， 3と13が

南東壁際の床面上より， 2が北東壁際の床

面上より出土した。他は埋土中出土品であ

る。不明土製品も埋土中出土品。図示した

外には，須恵器の坪と甕が 2個体，土師器

の甕と甑も各 2個体出土している。（武田）

出土遺物 （図版56・57, 第123・124図）

2は撮み周辺を低くしているため全体と

してかなり低平な形状となる。 7は9のよ

うな底部がつくだろう。 8は手捏ねである C

12は脚台の付く器形だがかなり細身になる，

全体は予想しにくい。 14は甑になるかもし
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1m 

れないが精製品である。 （伊崎）

-73-



83号竪穴住居跡 （図版35・36・37,第50図）

82号住居に北西側の約半分程を削平された住居跡である。辺長が3.5111前後に，床面積も12m'

程に復原出米，小振りな中型規模となろう 。竪穴部の平配形は開円方形を呈すが，主柱火は P,

-P2間かやや広〈なる逆台形状に配沢していた。壁面はやや緩やかな勾配で立ち卜．がり｀壁面

ドに壁小溝は存しなかった。 しかし図示した如 く小火を壁面下において検II¥したが，深さも
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定でなくかつ，間隔も規則的に配列していない。この小穴を検出するに当り，床面上を精査す

ると賂しい小穴が万遍なく存した。順次断ち割りを行ない，木の根等を除外するための確認を

行なった結果，西南壁に 7個，北東壁で 5個，東南壁で 1個の計13個が杭痕と判断出来た。こ

れについては後章で再検討を行なう。

カマド位置は削平された北西壁に存したと考えられ，調査した床面上には粘土や焼土は全く

検出していない。床面下層は僅かな窪みをなしてはいたが，万遍なく掘り込まれていた。

図示した 1は埋土中より出土。他に小片が僅かに出土した。 （武田）

出土遣物 （第124図）

図示しうる 1点は土師器の坪か境の破片である。内面はミガキに近いナデを施す。 （伊崎）

84号竪穴住居跡 （図版38, 第51図）

隣接する82-85号住居の中で最も新しい住居跡となる。 42号掘立柱建物を切るも， 46号掘立

柱建物よりは後出する。辺長は3.6m-4.0mを，床面積は約14面を測り，中型に近い小型規模

に属す。竪穴部の平面形は東壁側が広い台形状を呈す。主柱穴は竪穴部と相似形ではなく， P1

-P2間が広い逆台形状に配している。壁面はやや急勾配に立ち上がり，最大0.15IDの壁高を測

る。壁小溝は存しない。床面下層の掘り込みはやや不明瞭であった。東南隅で検出した土城は

壁隅土壊であろうか。長軸が1.om, 短軸は0.9mを測り，壁面に略沿って掘り込まれていた。

平面形は不整な方形を呈す。

カマド 北壁略中央に付設し，燃焼部が0.15m突出したカマドで， 81号住居カマドと略同じ形

態である。袖は0.3mと0.4mが残存する。火床面は，長軸が0.85m,短軸は0.4mを測り，床面

より僅かに深くなるも略水平である。平面形は長方形を呈す。支脚は存しなかった。

図示した 1-11で， 8が床面上より出土し， 7は床面下層より出土した。他は埋土中出土品。

接合資料も埋土中品である。土錘の 3点，不明土製品も埋土中出土品。鉄鎌は西壁際の床面上

より出土した。固示した外には，須恵器の坪が 2個体，同甕が 1個体，土師器の甕が 3個体，

同甑と鉢が各 1個体，同坪が 2個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版57・75・79, 第124・154・90・93図）

1はスマートなつくりの坪で深みがある。口縁に一部ひずみがあり，また外面は灰被りの所

がある。 2は胴部に突帯を有する壺だろう。 5は黒色土器である。 6はかなり厚ぼったいつく

りをなす。 8の口唇部には刻み目があるも意識しての所作か否かわからない。 9の口縁部内外

には黒いウルシ状のものが付着している。 10は甑になるか。口縁部に煤が付済する。

第154図J10。J13・J 15は65・92・89号住居跡等との出土品と接合している。

土錘（図版75, 第90図5-7) いずれも破片となっている。 5が現存長6.1cm, 13.41 g。 6 
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は13.09g。 （伊鯰）

鉄製品 （因版79,第93~113) わずかにrllJ刃する鎌で，全長14.6cm, 最大幅3.2cmを測る。木

柄と身の装着角度はほばれ角である。 （児玉）

85号竪穴住居跡 （図版38.第51図）

84サ住居に東側を削・V-され.46掘立柱建物にカマド等を切られている。辺長が4m程に，｝未

面積も約16面に復原され， 中型規模の住屈跡となろう 。主柱穴は店千北束側に偏るけれども，
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平面形は長方形を呈す。壁面はやや緩やかな立ち上がりとなり，壁小溝は存しない。最大0.12

mの壁高を測る。床面下層は万遍なく掘られ，掘り込みは不明瞭となる。土壊は存しない。カ

マドは北西壁中央に付設され，造り付け型のカマドである。掘立柱建物と84号住居に削平され，

旧態は全く不明である。

図示した 1-9で， 4・5・7-9が北西壁側の床面上より出土し， 1と3は床面下層より

出土した。他は埋土中出土品である。鉄鏃も床面上より出土した。．土錘と不明土製品も埋土中

出土品。図示した外には，須恵器の杯が 1個体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版57・75・80, 第124・82・90・94図）

1は身として図示したが蓋でないとも言い切れない。外面は灰被りである。 3は黒色の内面

にミガキがなされているので黒色磨研風の土器となる。いわゆる黒色土器と称されるものであ

る。全体にはやや粗雑なつくりである。 4のヘラ記号は彫りが深い。 5は手捏ねである。 7 . 

8ともにやや粗いつくりである。

第82図85-9は手捏ねの小型品である。径1.9cmの小さな平底を有する。

土錘（図版75, 第90図8) 小破片である。現存長2.4cm。 （伊崎）

鉄製品（図版80, 第94図15) 茎尻を欠失し，現存長16.7cmを測る鉄鏃である。両丸造りの身

は薄く，厚さは 2mm程である。 （児玉）

86号竪穴住居跡 （図版38, 第52図）

86-111号住居の26棟が，切り合いかつ重複して連綿と東西30mに渡る。狭い面積の中に彩し

い住居が密集していたので，切り合い関係は難解であった。また調査が二度に渡ったことで，

更に混迷の度を増す結果となった。最終的には報告する様な切り合い関係となる。

当住居は，北側の住居群では95号住居の次に新しくなる。当住居の調査は 2度にわたり，略

中央で東西に分かれて発掘したのと，他の住居との差異が極めて不詳であったことから，床面

下層より復原して一部破線で図示せざるを得ない住居となった。カマドも89号住居カマドと近

接していたこと等から，北壁中央に付設した突出型カマドと推定されるが旧態は不明となる。

南北が3.15m前後，東西が3.Sm-4 m程の辺長となり，床面積が12面程を測る小型規模の住居

であろう。竪穴部の平面形も，東南隅が15号土壊に切られているが，台形状に近い長方形とな

ろう。主柱穴は竪穴部と略相似形に配置していた。

床面下層で4基の土猥と掘り込みを検出した。掘り込みは若干凹凸をなして溝状に巡る。土

塘については，北東隅は89号住居に， P2の北側が90号住居に帰属するのは略間違いなかろう。

主柱間エリア付近の土壊で切り合いが認められ，東側が新しい土城となる。このことより，東

側の土塘が当住居に伴うと思われるが，位置的に87号住居の主柱間エリアに相当し， 87号住居

-77-



の中央土堀となる可能性も有す。西側の土墟は92号住居の壁隅土堀に当るかもしれない。しか

し，貼床下の遺構であり，判断は差し控えたい。

図示した 1-33で， 14・30と32が床面より出土し， 1・3・6・12・20・21・23・24と29が

床面下層より出土した。 22と26が東側の土塘より出土し， 87号住居に伴う可能性もある。 2. 

25・27と31が西側の土塘より出土し， 94号住居に伴うかもしれない。他は埋土中出土品。砥石

は南東隅の床面上より出土。古式土師器の 3,鉄刀子，土玉は埋土中出土品。土製品の34・35

は床面下層より出土。不明土製品は，床面下層と土壊及び埋土より出土している。図示した外

には，須恵器の坪類と甕が各 4個体，土師器の甕が55個体，同甑が4個体，同杯がL3個体，同

鉢が 2個体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版76・79, 第125・82・91・93図）

2の撮みは釦状のもので大きめである。 5・6は7・8に比すと細身のつくりとなる。 12は

やや大きめだが平瓶の口緑部になろうか。 13は口縁部として図示したがどのような器形になる

のかわからない。 23・24は壺のような器形になるのだろう。 25・29は精製の土器である。 30は

やや特異な器形としてよい。

第82図86-33は手捏ねの凹凸が著しい土器である。高台風になった底部は径2.3cm。

第82図86-34は最低 3本の粘土紐または粘土帯をくっつけ，押しつぶした結果として何が何

だかわからない土製品となっている。何を意図したのかも皆目検討がつかない。胎土は精選さ

れていてきわめて良質である。長さ4.3cm。同35は粘土をまるめて偏球体とした玉である。胎土

はきわめて良質で堅く焼成されている。長軸2.7cm, 短軸2.2cm, 重さ10.05 g。

石器（図版76, 第91図6) 砂岩製の中砥である。現存長10.3cm。 （伊崎）

鉄製品（図版79, 第93図7) 現存長5.5cmを測る刀子片である。使用滅りのためか身の先端

に向かって幅が細くなる。 （児玉）

87号竪穴住居跡 （図版38, 第52闊）

86号住居の東に位置し， 15号土塘と86・95号住居に大半以上削平される。 88-91号住居を切

るが， 96号住居との先後関係は不明となる。東辺が3.6m以上を測り，主柱穴配置等から小型規

模の住居跡となろう。形状は不詳。主柱穴は P1-P3間が狭い台形状に配されていた。最大0.18

mの壁高を測るが，壁小溝は存しなかった。

床面下層には，溝状を呈す掘り込みを検出した。 O.45m-o .85mの幅で，底は若干凹凸をな

し最大0.23mの深さを測る。土城は86号住居で説明した通り不詳である。カマドは検出してい

ない。

図示した 1-15で， 2・3・7・10と14が床面下層より出土し，他は埋土中出土品。不明土
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製品もMlが床面下層より出土し，他は埋土中出土品。図示した外には，須恵器の坪類が 2個

体，同甕が 1個体，土師器の甕が11個体，同甑が 2個体，同杯が 1個体出土している。（武田）

出土造物 （第125図）

小破片ばかりが目立つ。 4の撮みは直径2.8cm。7はシャープなつくりであるが焼き膨れがみ

られる。 11・12は器壁が分厚い。 12の底部外面には木葉圧痕がある。 14は精製のつくりである。

15は甑になるか。 （伊崎）

88号竪穴住居跡 （図版38, 第52図）

87・90号住居に殆ど削平され，僅かに東壁付近のみ検出した残存不良な住居跡である。 95号

住居と 13号土横にも切られている。壁高も 4cmを測るのみである。主柱穴とカマドも削平され

検出していない。

出土遺物は皆無である。 （武田）

89号竪穴住居跡 （図版38, 第52図）

86号住居の北側に位置し，同住居に約半分程削平されている。 90-94号住居を切っている。

北辺が3.4mを測り，小型規模の住居に復原される。若干歪つな形状を呈しているが不詳であ

る。主柱穴はP2とp4を検出したが，あまりにも北壁に近い所に配置している。しかし，南壁と

は略直交をなし異和感を覚えない。壁面はやや急勾配に立ち上がり，最大 8cmの壁高を測る。

床面下層の掘り込みは，他の住居の掘り込みと切り合い不明な点が多々存した。前述した土

壊が当住居に伴うと考えられ，長軸が1.15m, 短軸は0.65m, 床面より 0.42mの深さを測る，

長楕円形の平面形を呈す。

カマド （図版39) 西壁に付設し，燃焼部が0.25m突出したカマドである。突出部隅より粘

土を積み上げ壁体を築いているが，袖長は0.55mと0.7mを測る。火床面は床面より僅かに浅く

なり，長軸が0.65m,短軸は0.5mを測る。火床面中央で支脚内に充填されていたと考えられる

焼土塊を検出した。家屋廃棄時に支脚に転用した甕を壊したと想定される。

図示した 1-12で， 4・7-9と12がカマド内より出土し，他は埋土中出土品である。接合

資料の 4点も埋土中出土品。図示した外には，須恵器の坪類が 2個体，同甕が 3個体，土師器

の甕が17個体，同甑が 2個体，同杯が 4個体，同高杯が 1個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第126・154図）

1-6の坪蓋はその口縁形態で三類に分けられそうだ。しかし時期差はあまりないだろう。

10は口縁端から 2cm程内側の所に籾圧痕が 1個ある。またそこより下位には黒いコゲが付着し
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ている。 11は精製された土器である。

第154図J11・J 15・J 23・J 29はこの住居跡と55・84・99・57号住居跡等との出土品が接合

したものである。 （伊崎）

90号竪穴住居跡 （図版38, 第52図）

87・89号住居に殆ど削平され，南東隅も 13号土壊に切られている。北東側が若干残存する不

良な住居であるが， 88・91号住居を切っている。辺長が約3.7m程と推定され，小型の規模とな

ろう。壁高も 6cm程しか測りえない。主柱穴とカマドは検出していない。

床面下層で掘り込みを検出し，溝状を呈して巡っているが， 89号住居カマド付近では不明と

なる。 87号住居で述べた如く， P2横の土塘が当住居の壁隅土壊に当たると考えられる。長軸が

0.7m, 短軸が0.6m,床面より 0.52mの深さを測り，平面形は楕円形を呈す。

図示した 2点は埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪が 1個体，土師器の甕が

4個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第126図）

1は須恵器坪の器形をまねた土師器である。まねてはいるが須恵器のそれとの違いは体部の

外上方への開き具合にある。 2は外面頸部にタタキの痕跡を認める。 （伊崎）

91号竪穴住居跡 （図版38, 第52図）

住居群の北西端に位置し， 90号住居と 13号土塘に殆ど削平され，北西隅部のみ残存する不良

な住居跡である。 11号土壊を切っている。規模と形状は不詳であるが，主柱穴配置より小振り

な住居と考えられる。主柱穴は図示した 4本が想定されるが， Paが他より 20cm程深く掘り込ま

れている。平面形は長方形を呈す。壁高は最大7cmしか測りえない。北壁際の床面上にまとま

った粘土を検出したことより， 90号住居北西隅付近にカマドが位置していたと推定される。

床面下層の掘り込みは，検出分では溝状を呈し，床面より最大10cmの深さを測る。主柱間工

リアに中央土城が存したと思われるが，他の遺構と切り合い形状は不明となる。床面より最大

18cmの深さを測る。

図示した 1-6で， 2・3と5が粘土付近の床面直上より出土し，他は埋土中出土品である。

図示した外には，須恵器の甕が 1個体，土師器の甕と坪も各 1個体出土している。接合資料J

12も埋土中出土品である。 （武田）

出土遺物 （第126・154図）

1の坪は体部の湾曲の仕方に特徴がある。 4は手捏ね風のつくりで器壁が厚い。粘土帯の積
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上げとは思えない。

第154図J12は11号土塘出土品と接合している。 （伊崎）

92号竪穴住居跡 （図版38・39, 第53図）

86・89号住居に東側の半分程を削平された住居跡で， 93・94号住居を切っている。辺長が3.

5m前後を測り，床面積が約12.5面に復原される。小型の部類に属し，平面形は隅円方形となろ

う。主柱穴は P2とPsを検出したが，他は住居と切り合っているため不明となる。壁面は急勾配

に立ち上がり，壁小溝は存しない。壁高は22cmを測る。

床面下層で溝状を呈する掘り込みを検出したが，高低差をなしたり，幅広くなる部位が存す

るのは，切り合った住居の掘り込み等と重複したためであろう。本来の幅は0.65m-0.8m程と

なり，床面より 10cmの深さと思われる。前述した様に， 86号住居の主柱間エリアに存する土横

が，当住居の壁隅土横に相当するのかもしれない。長軸が 1m, 短軸は0.85m, 床面より 0.52

mの深さを測り，平面形は楕円形を呈す。

カマド （図版39) 北壁中央に付設し，壁面より 20cm突出するカマドである。 81号住居のカ

マドと略同形態となり，突出隅より粘土を積み上げた壁体である。袖長は0.8mと0.9mを測る。

火床面は床面より僅かに浅く，略水平である。長軸0.8m, 短軸0.4mを測り，平面形は楕円形

を呈す。火床面の略中央に焼土化した高さ17cmの土柱を検出した。支脚に転用した甕内に充填

した粘土塊と解され，支脚の甕はカマド内外より出土した13と考えられる。家屋廃棄時に支脚

を破壊するだけに止めた祭祀行為の名残りであろうか。

図示した 1-13で， 4が床面上より出土し， 13はカマド周辺より出土。 7と12が床面下層よ

り出土し，他は埋土中出土品である。土錘の 3点も埋土中出土品である。接合資料の 2点と縄

文土器及び不明土製品も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪が 1個体，同甕が

3個体，土師器の甕が 9個体，同甑・坪・高坪が各 1個体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版57・75, 第126・154・90・100図）

4はスマートな器形である。 6はどのような器形になるのかわからない。 10は粗製である。

13は同一個体と思われる破片を図上で復原した。底部はかなり厚い。

第154図J10・J 16は65・84号住居跡等の出土品と接合したものである。

土錘（図版75, 第90図9-11) 9が現存長6.1cm,最大径1.8cm, 重さ17.54 g。10はやや膨

らみをもち，現存長5.4cm, 最大径2.1cm, 重さ19g。11は破損している。

第100図3は埋土中出土の縄文土器（手向山式）である。 （伊崎）

-82-



93号竪穴住居跡 （凶版38,第53図）

92号住居の束側の％程が削平された住居跡で，94号住居と48号掘立柱建物及ぴ16号土城を切

っている。西辺は3.7mを測り，主柱穴配四等からも小振りな住居と考えられる。主柱穴はP,が

第53図 92-94号翌穴住居跡実測図 (1/60) 
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16号土堀と重複する位置に想定されたが検出し得なかった。壁面は急勾配に立ち上がり，最大

20cmの壁高を測る。壁小溝は存しなかった。カマドは92号住居のカマドと略同位置に存したと

推定されたが，削平されていて不明である。西壁際の床面下で掘り込みを検出したが，他の部

位については不明となる。

図示した 1-10で， 5と6が西壁際の床面上より出土し，他は埋土中出土品である。接合資

料のJ34も埋土中出土品。不明土製品も埋土より出土。図示した外には，須恵器の坪が 1個体，

土師器の甕と坪が各 3個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第126・127・155図）

1はかなり大ぶりな蓋になろうか。 4の鉢はあまり精良とはいえない。 5と6の甕ではつく

りが全然違っている。 5の刷毛目は細かく， 6のそれは粗い。また内面ヘラケズリの方向まで

も異なる。作者は全く別人と考えるべきだろう。 7の肩部には回転横なでによって僅かな段が

できている。 9の把手はやや扁平なつくりで，きわめて精良である。

第155図J34は93号住居跡出土品と接合したものである。 （伊綺）

94号竪穴住居跡 （図版38, 第53図）

89・92・93号住居に南壁側が削平されてはいるが，この付近では比較的残存良好な住居跡と

なる。北東隅が46号掘立柱建物に切られている。北辺は3.6mを測り，床面積も 12m'前後に推定

される小振りな住居になろう。竪穴部の平面形も隅円方形に復原される。主柱穴は竪穴部と略

相似形に配置し，若干広めの主柱間エリアとなる。壁面は緩やかに立ち上がり，最大 7cmの壁

高を測る。壁小溝は存しない。

床面下層には掘り込みと中央土城を検出した。掘り込みは溝状を呈して巡る。中央土塘は p4

寄りに存し， 92号住居に約半分程が削平されている。長軸が1.2m前後に，短軸は0.95m前後に

復原され，床面より 0.2mの深さを測り，平面形も楕円形と推定される。

カマド 北壁中央に付設し，約0.4m程壁面より突出したカマドである。カマド中央が後世の

柱穴に切られ，崩落した壁体と袖との判別が難解でもあり，旧態は不明と言わずばなるまい。

屋内の袖は0.4m程を測る。支脚は存しない。

図示した 3点は埋土中出土品。土錘は床面下層より出土した。図示した外には，土師器の甕

が 2個体，同甑と坪が各 1個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版75, 第127・90図）

2は甑に， 3は鍋になるかもしれない。

土錘（図版75, 第90図12)現存長4.3cm。床下層より出土した。 （伊崎）
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95号竪穴住居跡 （図版40・41, 第54図）

連綿と続く住居群の北半分では最も新しくなる住居跡となる。 1号溝が完全に埋没した後築

造され， 14号土壊と45号掘立柱建物も切っている。辺長は3.2-4 m を，床面積も約12.6面を測

り小振りな住居となる。竪穴部の平面形は若干歪つな隅円長方形を呈す。主柱穴も竪穴部と相

似形に配置して，主柱間エリアも一般的な広さとなる。壁面は急勾配な立ち上がりとなり，最

大32cmの壁高を測る。壁小溝は存しない。堆積状況は南側から埋没し始め，順次中央部，東壁

側と北壁側へ埋没した様相を呈すが，投棄した様相でもある。カマド対面側の床面上で粘土を

検出したが，量的には少なく性格は不明である。

床面下層には土壊と掘り込みが存した。掘り込みは北壁側と東壁側が明瞭で溝状を呈す。土

堀は主柱穴 P1-P2間のカマド前面に位置し，中央土塘や壁隅土壊と呼称し得ない位置で検出し

た。長軸が0.9m,短軸は0.75m,床面より 0.18mの深さを測り，平面形は楕円形を呈す。主柱

穴 Pa付近に土壊状と呈す遺構は，当住居か45号掘立柱建物に伴なう遺構か，独立した遺構なの

かは不明である。長軸が0.85m,短軸は0.7m,床面より 0.13mの深さを測り，平面形は楕円形

を呈す。

カマド （図版41, 第55図） 西壁中央に付設した突出型カマドである。残存状況が極めて良

好で，突出型カマドの旧態を窺い知る資料の一つとなる。検出面では粘土と焼土が広く散布し

ていたが，破線で図示している所は粘土と焼土を殆ど含まず円形を呈す。土層断面と支脚の位

置等より掛口に当ると判断された。突出部は奥行き0.65m,幅0.6mの掘り方となる。掘り方の

下端より粘土を貼付する様に積み上げて壁体となすが，突出部奥壁にも薄いが壁体は認められ

た。壁体は最大0.15mの厚みを測り，補強材として土器片も混入していた。壁体は両袖として

竪穴部内にも若干伸展しているが，大半が崩落して基底部のみ残存し，また右袖は後世の柱穴

に切られていたが「ハ」の字状に開口していた。火床面は奥壁側が僅かに高く，緩やかな勾配

をなし床面に続く。奥壁から0.57mまでが強く火を受けて赤化し，灰も若干認められた。

支脚は奥壁より 0.2mの火床面やや左寄りに存し，底部を欠損するが土師器の甕を逆位でも

って転用していた。甕内には褐色土混じりの茶灰色粘質土が充填し，火床面を少し掘り窪めて

設置している。縦断した土層図で崩落した天井部と考えられる厚み0.13m-0.15mに達する粘

土層は，この支脚位置と掛口より判断して， O.lm奥壁側に向って崩れ落ちたと推定される。住

居の堆積状況とカマドの残存状況だけでは，祭祀行為が存したか否かは判断し難い。

図示した 1-21では， 4と19がカマド内より， 12と13がカマド右側床面上より出土。 16は主

柱間エリア床面上より出土し， 6・7と15は埋土と床下層より出土。 11と21は床面下層より出

土した。他は埋土中出土品。接合資料の J44も埋土中出土品。 J47はカマド付近と南壁側の床面

上より出土した。 J1は床面上と床面下層より出土。耳環，鉄鏃，砥石と瓦も埋土中出土品。土

錘は床面下層より出土し，他の 4点は埋土中出土品。手捏ねは床面下層より出土した。不明土
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製品はカマド内より出土し，他の 7点は埋十．中出土品。図示した外には，須恵器の杯が2個体，

同甕が3個体，土師器の甕が16個体， lnJ甑が6個体，l司坪が12個体出七している。
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鉄鏃は整理中に所在不明となってしまった。後日再発見と相なったら宮原 D地区の報告の折

に紹介することとする。
（武田）

出土遺物 （図版57・58・75・77・83・84, 第127・154-156・82・90・92・97図）

3の撮みは中央が形よく盛り上がっている。 4は僅かにひずみがある。 5の高台は細く，端

部は外側へ跳ねたような形状となる。 8はどっしりとして均整のとれた形態といえよう。 11は

長頸壺の口縁部であるが，上端部は外返しつつ面を持っている。 きわめて精良な土器である。

13は内底面に籾圧痕がひとつある。 15は二次火熱を受けて少し赤く変色している。 19はカマド

支脚として使われていた甕である。 20の外面刷毛目は下（底部側）から上（口縁部側）へ施さ

れたことが， その終点によってよくわかる。 21はわりと精良なつくりで， ロ縁内面に繊維質の

もので押えつけてついた圧痕が見られる。

第154-156図の J1・}44・}47は13号土墟， 99・97号住居跡等の出土品と接合している。
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I. 茶褐色土 16. 暗茶褐色土

2、灰茶色土 17. 灰褐色土に焼土混入

3. 茶灰色土に褐色土混入、焼土少し混入 18. 2に焼土・炭少し混入

4. Iに焼土多く混入、下面に炭少し混入 19. 淡茶灰色土に黄色土少し含む

5. 暗灰色土に焼土少し含む 20. 暗茶褐色砂泥

6. 赤褐色焼土 21. 13よりも灰色土多く混入

7. 茶色味ある淡黄灰色粘質土 22. 褐灰色土に小さな粘土粒若干含む

8. 7に灰褐色土混入 23. 21に褐色土少し混入

9. 濁茶褐色土 24. 黄味ある茶灰色粘質土

10. 灰茶色土に褐色土やや多く、焼土少し混入 ・25.褐灰色土

II. 7に灰白色粘質土混入 26. 20に褐色土混入

12. 暗灰褐色土 27. 24に灰色土を含む

13. 茶灰色粘質土に灰色土若干混入 28. 灰褐色土に 6が混入

14. 茶灰色粘質土に褐色土焼土混入 29. 20に30が若干混入

15. 褐灰色土に茶灰色粘質土混入 30. 茶灰色粘質土

第55図 95号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 
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第82図95-22は頗る小さな土器で，外径2-2.3cm, 高さ1.4cm, 内径はl.2-l.4cmに深さが

0.4cmを測る。丸めた粘土塊を指先で押しくぼめただけでもつくりうる。やや粗雑なつくりであ

る。床下層からの出土。

土錘（図版75, 第90図13-17) ともに土錘の破片である。なぜか全て破片である。

石器（図版77, 第92図16) 砂岩の中砥で現存長13.8cm。四面ともに使用し，破損面も一部使

っている。

瓦（図版83, 第97図3) 平瓦の破片である。幅8.2cm, 長さ6.4cmのごく一部が残るにすぎな

い。表面は粗い格子目タタキ，裏面は 1cmあたり 10本を数える布目圧痕がある。焼成はややあ

まい。

耳環（図版84, 第97図8) 青銅製で全体に小さめで外径1.8cm, 内径1.1cmを測る。錆が著し

し、

゜
（伊崎）

96号竪穴住居跡 （図版40, 第54図）

95号住居の西側に位置し， 86・95・97-99号住居に切られ，検出面が床面となる残存不良な

住居跡である。辺長が3.7m程に，床面積も14面に復原され，小型の規模になろう。主柱穴には

径10cmの柱痕を検出し，略長方形に配置していた。 86号住居に切られた北壁側で焼土を検出し，

この付近にカマドを付設していたと考えられる。

床面下層より掘り込みと中央土壊を検出した。掘り込みは，若干高低差をなして溝状に巡っ

ている。床面より最大で12cmの深さとなる。中央土壊は，東端が95号住居に削平されているが，

長軸が1.lm,短軸は0.9m,床面より最大0.21mの深さを測る。平面形は少し歪つな楕円形とな

ろう。

図示した 1-28で， 6が床面下層より出土し，他は床直土の埋土中出土品である。接合資料

のJ34が床面下層より出土し，他の 3点は埋土中出土品。土錘が床面下層より出土し， 18は埋土

中出土品。不明土製品も埋土中出土品。図示した外には，須恵器の杯が2個体，同甕が 6個体，

同器種不明が2個体，同高坪が 1個体，土師器の甕が 9個体，同甑が 3個体，同坪が 6個体出

土している。 （武田）

出土遣物 （図版58・75, 第128・155・156・90図）

1の撮み径2.1cm。4の口縁端部はもう殆んど立上りを待たず丸くなっている。 11は坪でよい

のかもしれないが器壁の厚さなどからみて壺としておく。 12は大甕の胴部破片である。底部に

近い部分であるのだが，図幅の関係上傾きを無視している。外面は縄目のついた擬格子タタキ

とカキ目，内面は同心円当具痕がのこる。 13は胎土がきわめて精良である。 14と15は接合はし

ないけれども同一個体のようにあるので図上で復原した。図示した復原高は42.8cm。24は成形
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時の粘土紐の幅が 1cm前後であったことを断面にて示している。内面はケズリを行ってはいる

が殆んど未調整に近い。外面に煤が付着している。 27の刷毛目はタタキと見まがうほどに粗々

しい。

第155・156図J34・J39・J41・J46は93・50・59号住居跡出土品と接合したものである。

土錘（図版75, 第90図18・19) 18が現存長5.2cm,最大径1.8cm, 重さ14.09gである。 19は

小破片にて説明するにたえない。 （伊崎）

97号竪穴住居跡 （図版42, 第56図）

延々と切り合いをなして連らなる住居群の中程に位置し， 96・98-102号住居を切っている。

当住居も調査が二度に及び，カマドを付設した東壁際が境となり，結果的にカマドの一部と壁

が不明となる。

辺長は約3.8m-4.lmを，床面積は約15面を測り，中型規模でも小振りとなる。平面形は縦

長の隅円長方形を呈す。主柱穴は P1-P2が若干広い台形状に配置されている。壁面は急勾配に

立ち上がり，最大13cmの壁高となる。壁小溝は存しない。

床面下層より多数の柱穴，土壊が 2基，掘り込み等を検出した。掘り込みは明瞭な溝状を呈し

て巡る。幅が0.35m-1.0mで，床面より 0.2mの深さを測る。東南隅の壁隅土塘が当住居に伴

なう。壁面に略沿って掘り込まれており，長軸が1.0m,短軸は0.85m,床面より最大0.37mの深

さを測る。平面形は不整な長方形を呈す。主柱間エリアで検出した土猥は， 98号住居の中央土塘

か， 100号住居の壁隅土壊に相当する位置である。上記より当住居に伴なわない可能性が強い。

カマド 東壁のやや北寄りに付設したカマドである。前述した理由等で旧態は不明となり，焼

土を検出しただけであった。火床面が床面よりやや深くなり，土器とともに焼土が充填してい

た。支脚は存しない。

図示した 1-14で， 4が床面上より出土し， 8と11がカマド内より出土した。 11は支脚に転

用された痕跡が認められなかった。他は埋土中出土品。接合資料の J44,手捏ね土器， 2点の土

錘，砥石，不明土製品も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪が 3個体，同甕が

2個体，土師器の甕が 7個体，同坪が 1個体出土している。 （武田）

出土遺物 （図版58・75・76, 第129・155・82・90・91図）

4は撮みを欠失している。 5は胎土が小豆色をなす精良な土器で， 口縁周辺には回転なでの

時にできた突線ふうの粘土の盛り上がりがいくつかある。 8は内面黒色の黒色土器である。 11

はカマド内の出土だが二次火熱を受けてはいない。成形時の粘土紐の幅はl.2-l.3cmである。

11-14は精製の土器である。

第155図J44は95号住居跡との接合資料である。
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第82図97-15はミニチュア土器で口径2.8cm, 高さ1.8cmと頗る小さい。

土錘（図版75, 第90図20・21) 2点ともになぜか小さく半分以下に割れている。 20の現存長

4 cm。

石器（図版76, 第91図9) 硬砂岩の中砥で，現存長9.7cmをはかる。やや茶色がかった石材

である。 （伊崎）

98号竪穴住居跡 （図版42, 第56図）

97号住居に殆ど削平を受け，東西の両壁際が残存した不良な住居跡で， 99・100・106号住居

を切っている。当初は小型住居が 2軒存すると考えたが， 97号住居床面下の柱穴配置と東西の

床面高が略同じとなり，長方形の住居と判断した。東西が4.5m程で，南北が3.2m程に復原さ

れる。主柱穴は P,-P2間が広い台形状に配置していた。壁面は急勾配に立ち上がり，最大21cm

の壁高を測る。壁小溝は存しない。カマドは検出しなかったことにより，北壁に付設していた

と思われる。

床面下層は， 97号床面下層で検出した土城が，当住居の中央土塘に当るかもしれない。長軸

が1.2m, 短軸は1.0mを，床面より 20cmの深さを測り，平面形は不整方形を呈す。

図示した 6点は埋土中出土品である。接合資料の J33も埋土中出土品。図示した外には，須恵

器の甕が 1個体，土師器の甕が 2個体，同坪が 1個体出土している。 （武田）

出土遺物 （第129・155図）

1はやや丸みをもった天井部に 2本の平行線のヘラ記号を入れている。 4の外面はミガキ風

のケズリを行っている。 5は精製の土器であり，内面は黒色，胎土までもが黒化している。黒

色土器である。

第155図J33はピット出土品と接合したものである。 （伊崎）

99号竪穴住居跡 （図版42, 第56図）

97・98号住居に南側の大半を削平された住居跡であるが， 96号住居を切っている。北壁で4.

25mを測り，主柱穴の配置等から判断して中型規模に復原される。竪穴部の平面形も隅円方形

になろう。主柱穴の p4が97号住居主柱間エリア内の土壊付近と考えられるが，削平されたので

あろうか検出し得なかった。他の柱穴は竪穴部と略相似形の方形に配置していたと想定される。

壁面はやや緩勾配に立ち上がり，最大12cmの壁高を測る。壁小溝は存しない。床面下層の掘り

込みは明瞭でなく，土塘は検出してない。

カマド 北壁略中央に付設し，燃焼部が0.3m突出するカマドである。突出部にも壁体が僅か
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に残存していたが，屋内側へ袖として長く伸展していた。袖長は0.6mを，高さO.lmを測る。

火床面は，長軸が0.65m, 短軸は0.46mを測り，平面形は長方形を呈す。床面は奥壁が若干高

くなるも，略水平である。支脚と考えられる土師器の甕 6は壊されて出土した。

図示した 1-9で， 6と7がカマド内より出土し， 6は支脚に転用された品であろう。他は

埋土中出土品である。接合資料の ]47はカマド内出土品， J23は埋土中出土品である。手捏ね土

器・土錘と不明土製品も埋土中出土品。図示した外には，土師器の甕が 7個体，同坪が 1個体

出土している。 （武田）

出土遺物 （図版58・75, 第129・154・156・82・90図）

3は天井部付近がかなり分厚い。 4は外底面をヘラ削りしているが，その時生じた凹凸が平

行タタキを施しているように見えている。また内底面に布目らしき圧痕があるものの断定はし

えない。 5の内底面にも 4と同じく布目痕らしきものがあるけれどもよくわからない。 6はカ

マド内出土で二次火熱を受けているので支脚としていたものだろう。 7は胴部が樽形に近い形

状となり，底部はしっかりした平底をなす。 8の内面には黒い吹きこぼれまたはこげが付着し

ている。

第154・156図J23・J47は89・95住居跡等との出土品と接合したものである。

第82図99-10は把手付のミニチュア土器で，口径は外径で3.4-4.0cm, 内径で2.5cmを測る。

把手は片方を欠失する。

土錘（図版75, 第90図22) 半分以下に割れている。現存長3.3cm, 重さ9.86g。 （伊崎）

100号竪穴住居跡 （図版42, 第56図）

97・98号住居に北側が大半以上削平された残存不良の住居跡であり， 106号住居にも切られる

が101・102号住居を切っている。検出面で床面が露呈し，壁面は殆ど存しなかった。規模と形

状は不詳となるが，主柱穴配置より中型規模に属すと推定される。主柱穴は若干歪つな方形に

配置していた。カマドも検出していない。床面下層に掘り込みを検出したが，溝状を呈すが全

容は不詳となる。 97号住居床面下層より検出した土塘が当住居の壁隅土横に相当するかもしれ

ない。規模と形状は98号住居で説明している。

遺物は土器片が僅少出土したものの，図化にたえるものはない。 （武田）

101号竪穴住居跡 （第56図）

100号住居の南に位置している。北側の殆どが100号住居に削平され，かつ最大壁高が4cmし

か測り得ない残存不良な住居跡である。東壁側は 1号溝を切ってはいるが，殆ど残存せず住居
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プランも検出し得なかった。 102号住居も切っている。竪穴部の規模と形状も不詳である。主柱

穴も 2本検出したが，他は後世の柱穴や後出する住居に削平されたのであろう。カマドも検出

していない。床面下層の掘り込みは浅く，床面より 3-4 cm程の深さである。土塘も検出して

いない。

図示した 1-6で， 1-3と5が床面下層より出土し，他の 2点は埋土中出土品である。土

馬の頭部も床面下層より出土した。図示した外には，土師器の甕が 2個体，同坪が 1個体出土

しているだけである。 （武田）

出土遺物 （図版82, 第130・95図）

小破片が殆んどである。 5は甕ながら精製の土器である。 6は甑か。 （伊崎）

土製品（図版82, 第95図2) 土師質の土馬で口，鼻から喉にかけての破片である。 1と比べ

て大型で現存長4.8cmを測る。口や鼻の表現は粗く，喉には指圧痕が残る。部分的にハケ目やナ

デ調整が見える。胎土に微砂粒を含み，焼成良好で茶灰色を呈している。欠損後に二次火熱を

受け，喉から欠損面が赤化する。 （児玉）

102号竪穴住居跡 （第56図）

検出時に床面の一部を喪失する残存不良な住居跡で， 101号住居に北側の大半が削平され，

105・106号住居にも南西側が切られている。図示したラインは床面下層の掘り込みで，南東側

で土器がライン外にも散布することから，規模は図示した線より若干広くなる。規模・形状及

びカマドは不詳。主柱穴は 3本検出したが，残りの 1本は97号住居の p4と重複する位置が想定

される。床面下層遣構も殆ど不明となる。

図示した 2点は床面上より出土した。それ以外は小さな破片しか出土しなかった。 （武田）

出土遣物 （図版58, 第130図）

1は精製に近い土器である。内面には赤茶色の化粧土がかかる。 （伊崎）

103号竪穴住居跡 （図版43, 第57図）

102号住居の北西 5mに位置し， 79号住居に北西隅を， 104号住居に南側を， 51号掘立柱建物

にカマドと北西壁を切られた住居跡であるが， 48号掘立柱建物を切る。辺長が4.05m-4.52m

を，床面積も約19面を測り，一般的な中型規模に復原出来る。竪穴部の平面形は，南西辺が若

干狭くなるも略隅円方形となろう。主柱穴は長方形に配置し，床面積における主柱間エリアの

占有率は高い。壁面はやや急勾配に立ち上がり，最大0.13mの壁高を測る。壁小溝は南東壁に

1.35mの長さだけ存したが，壁面下で多数の小穴を検出した。大半以上は整然と並んでいる
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が、屋内側にもイfし，かつ断面観察も行なわなかったので，全てが伴うとは断定し難い。後単

で若干考えるのでここでは省略する。深さはO.llm-0.28mを測る。床面下層の掘り込みは万

遍なく掘られて，壁際が若T深〈なる。土城は存しない。

カマド 北西壁中央に付設した造り付け籾カマ ドである。左tillの大半が51号掘立柱建物に切

られて疫失している。右袖は，長さが0.9m,:J店部最大幅が0.28m,最大高は0.12mを測る。火

床面は良〈焼けてお り． 長楕p~形を呈し，煙道側が僅かに高くなるが略水平である。支脚は原

位府を保っていなかったが， 焚n部より出土した上師器の甕 5を転用していたのであろう 。家

屋廃棄時に壊したと想定される。

図示した l-13で， 5と13がカマド内より出土し｀ 5は支脚に転用した品か， 6と7が床而

より出土し， lと12は床面下J晋より出上した。 他は埋上中出土品。掏質糸土器 ・手捏ね上器も

埋土中出七品である。鉄製刀 fは主柱間エリア床而ヒより出上した。完形の不明土製品はカマ
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ド内より出土し，他は埋土中出土品。図示した外には，須恵器の甕が 5個体，土師器の甕が 2

個体，同坪が 1個体出土している。 （武田）

出土造物 （図版80, 第130・82・98・94図）

1は蓋か身かよくわからない。 3は精製土器ではあるけれども少し粗い。 4は二次火熱を受

ける。 5はカマド内出土で二次火熱を受けているので支脚としていたものだろう。 6は平底風

になる。 8の内面は縦ヘラ削りのあと横方向へのヘラ削りを行っている。 10と13は同一個体と

思われるが接合はしていない。

第82図103-14はミニチュア土器で口径2.4cm, 器高1.8cmを測る。

第98図8は陶質系土器の甕の頸部破片である。 （伊崎）

鉄製品（図版80, 第94図18) 身の先端と茎の大半を欠失する細身の刀子である。銹のため関

の形状は不明瞭だが両関であろう。現存長8.2cm, 身の最大幅1.9cmである。 （児玉）

104号竪穴住居跡 （第58図）

103号住居の南に位置し，東南側の半分程を106・108号住居に削乎され，カマドの位置が不詳

となる住居跡である。一方では103号住居を切っている。北西辺は約4.5mを測り，主柱穴配置

等から中型規模になろう。主柱穴は壁面と平行な長方形に配置し， P2は他より若干深い掘り方

となる。壁面はやや緩やかに立ち上がり，最大壁高 8cmを測る。壁小溝は存しない。床面下層

は若干凹凸をなすが万遍なく掘り込まれている。 106号住居床面下層で検出した土壊は，当住居

の壁隅土壊とも考えられる。長軸が1.5m,短軸はl.lm,床面より最大0.4mの深さを測る。平

面形は不整な楕円形を呈す。

図示した 9点は全て埋土中より出土した品である。図示した外には，須恵器の坪が 2個体，

同甕と器種不明が各 1個体，土師器の甕が 7個体，同甑と坪が各4個体出土している。（武田）

出土遺物 （図版58, 第130図）

1・2はともに蓋としておく。細身のつくりである。 6はかなり小さいが器壁は厚い土器で

ある。 7-9はよく似た器形をなし，口径もほとんどかわらない。 （伊崎）

105号竪穴住居跡 （図版43, 第60図）

97号住居の西方 lmに位罹し，幣しい住居群の中では最も新しい部類の住居となろう。辺長

は3.7m-3.9mを，床面積が約14面を測り，中型規模となる。竪穴部の平面形は若干歪つな隅

円方形を呈すが，主柱穴は縦長の長方形に配置する。壁面は緩やかに立ち上がり，最大壁高は

16cmを測る。壁小溝は存しない。床面下層の掘り込みはやや不明瞭であり，土塘は存しない。

-95-



ヽ
c
 

103 

＇ "
|
 -c5 

◎ 
106 

op 1
ー

，

一◎

p
 

）
 ̀

~ 
ヽ

◎ ;ZJ()DO⑤ :08 

カマド （第59図） 西壁中央に付，没し，燃焼部が0.2m突出するカマドである。住居の巾軸

線は支脚上を通る。突出部限より茶褐色枯質十．を積み」：げて収体となる袖は長さが0.7mと0.
55mとなり，枯底部の輻は最大0.25mを測る。火床而は略水平で，平而形は比方形を用す。煙

近側より0.25mの位四に支脚を設滋し，上師器の甕を逆位に川いている。壊れる所なく完形で
検出したが，僅かに右方に傾斜しているだけである。カマド1i1f而で多くの十．器が/HIこしたが，

大半以上は埋土中と名えられる品。

凶示した 1~23で， 15はカマドの支脚に転川されていた品である 1は床血下附より出上し

た。カマド前面より一括して出tした品は 9~)2・14・16~18・20・22・23と多いが殆どが埋

呻出上品に帰駈する。他も埋十．中出上品である。接合資料の J8は埋上中出七品で， J20は床

面下眉より ,'I',土した。鉄製品2点はカマド前面の埋十．中出上品である。不明七製品も全て埋土
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中出土品である。

図示した外には，須恵器の坪が 5個体，同甕が 4個体，土師器の甕が 7個体，同甑が 5個体，

同坪が 1個体出土している。

出土遣物 （図版58・59・79・80, 第131・154・82・93・94図）

2は蓋にしてよいものかわからない。 7の高台にあるヘラ記号はワラのような植物繊維質の

もので施している。 10の外底部ヘラ削りは凹凸ができて99-4と同様にタタキ痕のように見え

（武田）

ている。 11はわりと精製の土器であるのにつくりは雑である。 15は支脚としていたものであろ

う。下膨れの器形になる。 16は精製に近い土器である。 18の口縁下にある僅かな段（線）は回

転ナデによってできたものである。 20の把手は断面図でわかるように横に幅広い形態をなす。

21・22は鍋になろうかと思われるが， 22は精製に近いつくりである。

第154図J8・J20は溝 1・108号住居跡・ 19号土塘と接合した土器である。

第82図は105-23は手捏ね土器である。ごく僅かに平底部分がある。 （伊崎）

鉄製品（図版79・80, 第93・94図8・31) 8は身の先端側と茎尻側を欠失する両関の刀子で

ある。現存長8.1cm, 身の最大幅1.1cmで使用減りのためか，身幅は関部が最大で先端側に向か

って細くなる。 31は鉄鏃の茎片かと思われる。現存長5.7cmである。 （児玉）

106号竪穴住居跡 （第59図）

105号住居が当住居の略中央に位置して，大半以上削平された住居跡である。他の住居との切

り合い関係は， 100-102・104・107号住居を切るが， 98・108号住居に切られている。残存状況

は不良であるが，規模と形状については略旧態が窺い知れる。辺長は4.6m-5.lmを測り，床

三

22.50m 

~ 
1. 淡黒灰色土に焼土若干混入

2. 灰褐色土に黒色土混入

゜
1m 

第59図 105号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30) 
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面積は約23.5m'となる。大振りな中型規模に属し，竪穴部の平面形は若干歪つとなるも隅円方

形に復原される。主柱穴は P2-P4間が広い台形状に配置され，竪穴部とは相似しない平面形と

なる。壁面がやや急勾配に立ち上がり，最大壁高は15cmを測る。壁小溝は存しない。北壁略中

央に焼土を検出したが，この付近にカマドを付設していたと思われるも， 105号住居に削平され

たのであろう。床面下層の掘り込みは判然としなかった。北西隅で検出した土壊は，当住居と

104号住居のどちらかの壁隅土擁となるが断定出来なかった。

図示した 1-6で， 4が床面下層により出土し，他は埋土中出土品となる。図示した外には，

土師器の甕が4個体，同甑が2個体，同高坪が 1個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第131図）

4は脚台の付く甕になるものと思うが， とすれば天地逆の図示にすべきかもしれない。しか

しそうであっても違和感があるので図のようにしておく。＜びれ部径5.9cm。6はもう少し傾き

があるかもしれない。 （伊崎）

107号竪穴住居跡 （第60図）

106号住居の南に位置する。 104-106・108号住居に殆ど削平され，僅かに南壁側の床面と主

柱穴を検出した不詳な住居跡である。主柱穴は略方形に配置され，主柱間エリアは約2.8面で平

均的な面積である。床面下層の掘り込みは溝状を呈している。幅が0.45m-0.7mで，床面より

12cmの深さである。

図示した土器は床面直上で埋土中出土品となる。不明土製品は床面下層より出土した。図示

した外には，土師器の坪と高坪が各 1個体出土している。 （武田）

出土遣物 （第131図）

図示しうるのは 1点のみである。口縁部の形態は106号住居跡出土品等に類似する。 （伊崎）

108号竪穴住居跡 （図版44, 第61図）

105号住居の西方 lmに位置する。南西側を110号住居に削平されているが， 104・106・107号

住居を切っている。 110号住居を調査した後， 1軒の住居と考えて掘り下げた。床面は煩雑であ

る。やや硬化した床と思しき面は黄色砂質粘性土であり，堆積土も略同じで識別するのは難解

であった。結果として床面を掘り過ぎてしまったが，下層の柱穴と掘り込みより 2軒の住居が

存したと考えられた。検出面において，切り合い関係が存しなかったことで，当住居は図示し

た様になる。また， 109号住居の南壁と東壁は当住居の壁面と略同じと考えられる。上記より床

面は破線で復原せざるを得なかった。また出土遺物では，埋土中出土品が当住居に帰属するも，
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下層の遺物は当住居に属す可能性は高いが，断定する迄には至らない。上記から，辺長は4.8m

-5.lmを測り，床面積も約24面に復原される。竪穴部の平面形は東壁側が長くなる台形状にな

ろう。主柱穴も竪穴部と略相似形に配置している。壁面はやや緩やかに立ち上がり，推定床面

より最天18cmの壁高となる。壁小溝は存しなかったと思われる。床面下層で掘り込みを検出し

たが，南壁側の掘り込みは109号住居に伴うと考えられるので，壁側が若干深くなるタイプと想

定される。中央土塘は主柱穴配置より 109号に帰属すると思われる。

カマド 北壁に付設した造り付けカマドである。中軸線が右袖上を通り，西偏した位置とな

る。袖と崩落した壁体の判別は難解であり，詳細は不明となる。支脚は存しなかった。

図示した 1-14は全て埋土中出土品である。接合資料の J36はカマド内より出土し， J4と

J20は埋土中出土品。 J9は検出時に出土し， 110号住居に帰属するかもしれない。鉄製品の 3点

と銅製品，不明土製品も埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の坪が 4個体，同高坪

が 1個体，土師器の甕が 3個体，同甑が2個体，同杯が5個体，同高杯が 1個体出土している。

床面下層より土錘が出土したが，整理中に紛失した。再発見の節は次回の報告に掲図したい。

鉄滓も埋土中より出土している。 （武田）

出土造物 （図版59・84・79・80・.82, 第132・154・155・97・93・94・95図）

3の外天井部は手持ちヘラ削りを行っている。 8・9は精製とは言い難い。 9は手捏ね風で，

外面に粘土のヒビが多数見られる。 12・13はおそらく同一個体であろう。 14の把手は横広のも

のである。

第154・155図J4・J 9・J20・J36は19号土塘・110・105・79号住居跡等との接合資料である。

青銅製品 （図版84, 第97図6) 青銅製の薄板状の金具である。残存状態がよろしくないた

め，ィキている所と破損している所の区別さえはっきりしないのが実情である。まず図面左側

の2つの突起がこれで終わりなのか続くのかわからない。続くとすれば破線で図示したように

ここに長方形の透し孔が入ることとなる。また 1個だけ鋲が遺存しているので，孔と鋲の存在

から何かの留金具としての可能性もでてくる。飾り金具と考えられないこともない。ともあれ，

今は用途・形状不明の金具とせねばなるまい。埋土中からの出土である。現存長3.3cm, 最大幅

2.1cm, 平坦部での厚さ1.88mm, 重さ 3g。 （伊崎）

鉄製品 （図版79・80, 第93・94図 5・29・33) 5は刀子の身の破片である。現存長4.3

cm, 幅1.1cm, 背部の厚さ0.3cmである。 29・33は接合しないが同一個体の可能性がある。断面

は矩形を呈し， 33は湾曲し，下に向かって細くなる。現存長は， 29が4.8cm,33が10.7cmである。

土製品 （図版82, 第95図5) 土師質の土馬の足かと思われる。現存長4.8cmを測る。器面

には指圧痕やナデの他，ハケ目調整痕が残る。胎土は微砂粒を若干含み，焼成良好でくすんだ

淡茶褐色を呈する。 （児玉）
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109号竪穴住居跡 （固版44,第61図）

108号住居内にすぺて納まり，床面下層の遺構から想定された住居跡である。K柱穴の 4本は

略方形に配四され，西側の掘り込みは108号住居の壁面より0.6m内側に位誼して，更に深 〈掘

り込まれていた。南嵯側には溝状を里した掘り込みが西収より続〈 。この状況より判断して，

南壁と束味は108号住）片と略同じ位沼と方位を打していたと思われる。北壁は108サ住居のカマ

A
 

8
 

I; II ~ ~ 
Jェロ＝三戸三三戸こ戸戸
0 2m 
h千 III I I I 

第61図 108-110号竪穴住居跡実測凶 (l/60] 
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ド前面付近に相当しよう。上記より辺長が約4.2m程の住居が想定され，中型規模となろう。主

柱間エリア内に存す土壊が，当住居の中央土壊に相当する。北側が柱穴と切り合い不明となる

も，長軸が約1.3mで，短軸は0.9mを測り， 0.25m以上の深さとなろう。平面形は少し歪つな

楕円形を呈す。その他の事項は不祥である。

出土遺物は， 108号住居の床面下層より出土した品が，この住居に帰属する可能性を僅かに有

すが，断定できないので図示していない。 （武田）

11 D号竪穴住居跡 （図版44, 第61図）

108号住居の南に位置して，南西隅を111号住居に切られているが， 108号住居と 19号土壊を切

っている。辺長は3.3m-3.5mを，床面積が約11面を測り，小型規模となる。竪穴部の平面形

は隅円方形となる。主柱穴は縦長の長方形に配置していたが，凡は他の柱穴と重複していた。

壁面は緩やかに立ち上がり，最大壁高10cmを測る。壁小溝は存しない。床面下層の掘り込みは

やや不明瞭で，土城は存しなかった。

カマド 北壁中央に付設した造り付け型カマドであろう。壁体は何ら残存せず，焼土と粘土が

散乱しているのを検出した。周辺部に土器が若干散らばっていた。

カマド対面土壊やや東寄りの南壁際に位置する。平面形は半円形を呈し，径は0.6mを測

る。壊底は略水平となり，深さは床面より 0.13mとやや浅い。猥内より土師器の皿，手捏ね風

土器片，紡錘車と砥石が出土し，各遣物の上端面は床面より下方となる。貼床面は確認してい

ない。

図示した 1-24で， 5と15がカマド対面土横より出土し， 18もカマド対面土横周辺の床面上

で出土した。他は埋土中出土品である。接合資料の J31は埋土中出土品で， J9は108-110号住

居検出時に出土した品であり，当住居か108号住居のどちらに帰属するかは不明となる。鉄器と

鉄滓は主柱間エリアの床面上より出土。小さい砥石は北西隅の床面上より，大きい砥石と紡錘

車はカマド対面土塘内より出土した。図示した外には，須恵器の杯が5個体，同甕が 2個体，

土師器の甕が11個体，同坪が 2個体出土している。 （武田）

出土遣物 （図版59・76・78・79, 第132・154・155・91・96・93図）

4の高杯の杯と脚の接合部径は2.8cm。5の内底面はなでにて調整するが，これはミガキ風の

丁寧なものである。 6の内底面は煤けている。 15・16はかなり分厚い底部をしており， 15には

粘土紐を丸めて成形した痕跡がある。 16の外底部木葉痕は小さな葉脈までもわかる。 21は23と

同一個体である。

第154・155図J9とJ31は， 108号住居跡， 15号土猥と接合した資料である。

石器（図版76, 第91図1) 砂岩の仕上砥で 6面全てを使用している。全長 6cm, 最大幅2.1
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cm。床面から出上している。19は柑内上壊より出土の中砥で破損面以外は使用している。現イi-

此22.2cm.

紡錘車 （図版78, 第96罰 3) 滑石製で直径4.l-4.5cm, 厚さは片面破損のため不明だが，現状

で0.85cm,1し径0.6cmをはかる。1<1面には111+.合のスポークのように11本の条線が放射されてい

る。
（伊崎）

鉄製品 （図版79, 第93図 3) 身の過半と坐尻を欠失する両閾の刀 fで現イf長9.1cmを測る。

（児:F.>

111号竪穴住居跡 （凶版44.第62図）

110号住居の北西閑を僅かに切り、西方に伸展する住居跡である。略中程の北側と南側に分か

れてて度にわたる潤査となり ，一部不明な111,1所が存する結呆となった。辺長は3.2m~3.79111 

を，床面柏が約12而を測り，小型規桟の住柑となる 竪穴部の平面形は隅円仕方形を ？す。上

柱穴は台形状に配凶され， J,¼(面校に おけるす：柱間エリアの占有率はやや嵩くなる 。 壁而は緩や

◎
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第62図 Ill号竪穴住居跡実測図 (I/60) 
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かに立ち上がり，最大壁高 6cmを測る。壁小溝は存しない。カマドは前述の状況と残存やや不

良な住居であったこと等が重複して不明となる。床面下層の掘り込みは不明瞭であった。中央

土横は凡寄りに位置し，長軸が1.3mを，短軸は0.9mを，床面より 0.18mの深さを測る。平面

形は少し歪つな長方形を呈す。

図示した 7点は全て埋土中出土品である。図示した外には，須恵器の杯が 1個体，土師器の

甕と甑が各 1個体，同杯が3個体出土している。 （武田）

出土遺物 （第133図）

2は口縁端部の打欠きが著しい。 4の内底面には 2条の平行条線を刻んだヘラ記号がある。
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第63図 112号竪穴住居跡実測図 (1/60) 
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2 . 掘立柱建物跡

31号掘立柱建物跡 （第64図）

39号住居の東方 lmに位置する。 2X 2間の倉庫棟と考えられ， 8本柱となる。規模は平均

値で梁行3.14mX桁行3.5mを，面積は11.0m'を測る。桁行方位は N-6T-Eをとる。 Psの最深

部は標高20.44mである。四隅の柱穴はやや台形状に配置していた。柱穴の Psと凡より陶質系

土器 3が出土した。 3はPはりの出土品と41・42号住居よりの出土品が接合し，また凡よりの

出土品と46号住居， 54号掘立柱建物よりの出土品が同一個体となる。 （武田）

32号掘立柱建物跡 （第64図）

31号掘立柱建物の西方 1mに位置し， 39-41号住居と 7号土塘に切られる。 2X 2間の倉庫

棟で， 9本柱である。規模は平均値で梁行3.63mX桁行3.94mを，面積は14.04面を測る。桁行

方位は N-68°-Wをとる。 Pは Psの最深部はそれぞれ標高22.18mと22.25mである。当建物

は建て替えられた可能性を有すが，断定するまでには至らない。整然とした柱配置である。柱

穴の PGより陶質系土器 7が出土したが， 45号住居よりの出土品と同一個体となる。 （武田）

33号掘立柱建物跡 （第64図）

31・32号掘立柱建物と切り合わず，西南方へ僅かの距離に位置して， 41・45・46と48号住居

に切られている。 3X 4間となり， 20本の柱で構築される。当遺跡では唯一の例で判断に苦し

むが，現時点では倉庫棟と紹介しておくが，その他の建物であるかもしれない。規模は平均値

で梁行5.03mX桁行5.18mを，面積は25.95m'を測る。桁行方位は N-42"-Wをとる。

P泣~ ら4が， P,2から 1-3が出土した。 （武田）

出土遺物（第133図）

1の撮みは径3.1cm, 高さ0.4cm。 4の高杯は古手の土師器である。 6世紀以降のものではな

い。屈折部から外反する部分の長さ5.4cm。 （伊崎）

34号掘立柱建物跡 （第65図）

33号掘立柱建物の西方 1mに位置し， 46・47・49号住居と35号掘立柱建物を切っている。し

かし， 35号掘立柱建物と略重複する位置関係にあり，若干疑問をおぼえるが事実通り報告して

おく。 1X 2間の倉庫棟で， 6本柱で構築する。規模は梁行2.2mX桁行3.0mを，面積は6.6m'

を測る。桁行方位は N-21°30'-Wをとる。 （武田）
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35号掘立柱建物 （第65図）

34号掘立柱建物と略重複する。当建物は46・47と49号住居の床面下で検出し，住居より古く

なる。 1 X 2間の倉庫棟と考えられ， 6本柱で構築する。規模は梁行1.78m X桁行2.98mを，

面積は5.23m'を測る。桁行方位は N-19°30'-Wをとる。 （武田）

36号掘立柱建物跡 （図版45, 第65図）

A地区の北端中央部で方位を異にする 3棟の掘立柱建物を検出したが，当建物が最も東側に

位置する。 3棟の切り合いで，当建物が最も新し<,37号掘立柱建物が古いと考えられた。 2X

2間の倉庫棟と考えられ， 9本柱で構築する。規模は平均値で梁行3.23mX桁行3.41mを，面

積は 11.02面を測る。桁行方位は N-36"-Eをとる。四隅の柱穴はやや台形状に配置してい

る。 （武田）

37号掘立柱建物跡 （第66図）

36号掘立柱建物に切られて，西側に位置する。 38号掘立柱建物とは略同位置に存するが，桁

行方位が70゚ 以上の振れをなす。 3棟中最も古い建物と考えられる。 2X 2間の倉庫棟で， 9本

柱で構築されていると考えられる。 Eが調査区外となり検出していない。規模の平均値は梁行

3.09m X桁行3.67mを，推定面積は11.44m'を測る。桁行方位は N-64°-Eをとる。 P2の最深部

は標高22.55mとなる。整然とした柱穴配置である。 （武田）

38号掘立柱建物跡 （第66図）

37号掘立柱建物と略同位置に存す。 2X 2間の倉庫棟と考えられ， 9本柱で構築していたと

想定出来るが，北西の柱穴は調査区外となる。規模は平均値で梁行3.35mX桁行3.94mを，推

定面積13.14面を測る。桁行方位は N-53゚30'-Wをとる。 P2の最深部は標高22.52mとなる。

36・38号掘立柱建物に比べても若干歪つな形状を呈すが，柱穴の切り合い関係から図化した建

物となる。柱穴凡より 1が出土している。四隅の柱穴は台形状の配置となる。 （武田）

出土遺物（第133図）

土師器の高坪になろうかという破片で精製の土器である。 （伊崎）

39号掘立柱建物跡 （第66図）

36号掘立柱建物の南12m,44号住居の西 2mに位置する。 2X 2間の倉庫棟で， 9本柱で構

築する。規模は平均値で梁行2.93mX桁行3.47mを，面積は10.17m'を測る。桁行方位は N-
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50°-wをとる。柱穴配置は整然としている。 （武田）

40号掘立柱建物跡 （図版45, 第66図）

39号掘立柱建物の南12m,51号住居の西4.5mに位置する。 41・55号掘立柱建物と切り合う。

新旧関係は不明であるが， 55号掘立柱建物が最も新しいかもしれない。 1 X 2間の倉庫棟で，

6本柱で構築する。規模は平均値で梁行1.93mX桁行3.52mを，面積は6.72m'を測る。桁行方

位は N-32°-Eをとる。四隅の柱穴は少し歪つな長方形に配されていた。 （武田）

41号掘立柱建物跡 （図版45, 第67図）

40号掘立柱建物と略同位置となるが，桁行方位は約50゚東に振れる。 1X 2間の倉庫棟と考え

られ， 6本柱で構築する。規模は平均値で梁行1.85mX桁行2.87mを，面積は5.25面を測る。

桁行方位は N-80°-Eをとる。四隅の柱穴は少し歪んだ平行四辺形に配置している。 （武田）
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42号掘立柱建物跡 （第67図）

41号掘立柱建物の北10mに位置し， 82・84号住居に切られている。 2X 2間の倉庫棟と考え

られ， 8本ないし 9本柱で構築されたと想定される。柱痕を確認したが，深さと太さ及び柱間

隔も均ーとはならない。 82号住居床下層で検出した柱穴状遺構は伴う可能性大である。規模は

梁行3.lmX桁行3.21mと，面積も9.82面程に復原される。桁行方位は N-52°-Wとなろう。

（武田）
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43号掘立柱建物跡 （第67図）

42号掘立柱建物の南 2mに位置し， 44号掘立柱建物とは位置・規模と方位を略同じとする。

中央を 1号溝が横断しているが，建物が後出する。 83号住居も切っている。 2X 2間の倉庫棟

であろう。 44号掘立柱建物の柱穴と重複しているが， 8本ないし 9本柱で構築していたと考え

られる。規模は平均値で梁行3.47mX桁行3.5mを，面積は12.15m'を測る。桁行方位は N-51°― 
Eをとる。図化していない柱穴の最深部は， p4が標高21.87m,P5は標高22.08mとなる。柱穴

凡内より図示した 1が出土した。四隅の柱穴は若干歪つに配置されている。 （武田）

出土造物（第133図）

須恵器蓋の破片であるが，外天井部には別個体の高台付杯身が融着している。また，身受け

部分のくぼみの所にも別個体の須恵器破片が融着している。どうしてこのような土器が集落へ

持ち込まれてきたのかわからない。 （伊崎）

44号掘立柱建物跡 （第67図）

43号掘立柱建物と略同位置で，若干小振りの規模となる。 1X 2間を検出したが， 43号掘立

柱建物の柱穴と重複していると考えるのが妥当である。 2X 2間の倉庫棟となり， 8本ないし

9本柱で構築したのであろう。規模は，平均値で梁行2.72m X桁行3.26mを，面積8.87m'を測

る。桁行方位は N-52゚30'-Eをとる。 （武田）

45号掘立柱建物跡 （第68図）

44号掘立柱建物の南5mに位置し， 95号住居に切られている。 1 X 2間の倉庫棟と考えられ，

6本柱で構築する。規模は平均値で梁行1.98mX桁行2.89mを，面積は5.7面を測る。桁行方位

はN-22'-Wをとる。柱痕は10cm~l7cmを測り，やや細い。柱穴配置は整然としている。

（武田）

46号掘立柱建物跡 （図版46, 第68図）

45号掘立柱建物の北 9mに位置し， 84・85・94号住居を切る。 2X 2間の倉庫棟と考えられ，

9本柱で構築する。規模は平均値で梁行3.19mX桁行3.82mを，面積は12.05面を測る。桁行方

位は N-53°-Eをとる。四隅の柱穴は台形状に配置している。 （武田）

47号掘立柱建物跡 （第68図）

46号掘立柱建物の南 5mに位置し， 81号住居， 16号土塘と48号掘立柱建物に切られる。北東

の柱穴は削平されて存しなかったが， 1 X 2間の倉庫棟と考えられ， 6本柱で構築していたと
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想定される。規模は検出分で梁行2.32mX桁行3.47mを測り，面積は7.94m'と推定される。桁

行方位は N-52°30'-Wをとる。 （武田）

48号掘立柱建物跡 （第68図）

47号掘立柱建物と一部重複し， 81・93・103号住居に切られるが， 16号土猥と47号掘立柱建物

を切っている。 1 X 2間の倉庫棟と考えられ， 6本柱で構築する。南西隅の柱穴は柱痕を検出

するに止まり完掘していない。規模は平均値で梁行2.56mX桁行2.98mを，面積は7.49面を測

る。桁行方位は N-72°-Wをとる。四隅の柱穴は若干歪つな配置となる。 （武田）

49号掘立柱建物跡 （図版46, 第69図）

48号掘立柱建物の北7.5mに位置し， 65号住居に切られている。 2X 2間の倉庫棟と考えら

れ， 9本柱で構築している。規模は平均値で梁行2.53mX桁行3.55mを，面積は9.37面を測る。

桁行方位は N-4T-Eをとる。整然とした柱穴配置である。 （武田）

50号掘立柱建物跡 （図版47, 第69図）

49号掘立柱建物の西方 5mに位置し， 51号掘立柱建物と一部重複するが，切り合い関係は不

明である。 2X 2間の倉庫棟で， 9本柱で構築する。規模は平均値で梁行3.18mX桁行3.29m

を，面積は10.39m'を測る。桁行方位は N-44"-Wをとる。四隅の柱穴は整然とした方形に配

置している。 （武田）

51号掘立柱建物跡 （図版47, 第69図）

50号掘立柱建物の南に位置し，一部重複しているが略同じ方位である。79号住居に切られる

が， 103号住居を切っている。 2X 2間の倉庫棟で， 9本柱で構築する。規模は平均値で梁行3.

62m X桁行3.99mを，面積は10.39面を測る。桁行方位は N-49°-Wをとる。四隅の柱穴は若

干台形状に配置している。 （武田）

52号掘立柱建物跡 （第69図）

調査区の西南端で， 51号掘立柱建物の西方15mに位置する。 112号住居を切っているが， 22号

土塘に北西側の柱穴 2個が切られている。 1 X 2間の倉庫棟と想定され， 6本柱で構築してい

たと考えられる。規模は梁行2.72m X桁行3.0mを測り，面積は8.08面に復原される。桁行方位
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はN-73゚30'-Eをとる。整然とした柱穴配置と思われる。柱穴 Pはり 1と2の土器が出土して

いる。 （武田）

出土遺物（第133図）

1は甕口縁部， 2は同胴部片である。 2の方は胴がかなり球形に近く膨らむ。 （伊崎）

53号掘立柱建物跡 （第70図）

A地区北東端に位置し， 6号土壊の東2mに当たる。北東側の調査区外に伸展すると考えら

れ， 1 X 2間以上となる建物である。しかし柱間隔が不規則で広いことから，再考が必要な建

物かもしれない。桁行方位は N-58°-Eをとる。 1X 1間の性格不詳な建物かもしれない。

（武田）
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56号掘立柱建物跡 （第73図）

55号住居の南東 imに位置する。 3X 3間の住居棟と考えられ，整然とした柱穴配置の12本

柱で構築している。規模は梁行3.79m X桁行5.44mを，面積は20.75面を測る。桁行方位は N-

64゚30'-Eをとる。
（武田）

57号掘立柱建物跡 （第73図）

56号掘立柱建物の南西方5.5mに位置し， 63号住居を切っている。 2X 3間の住居棟と考えら

れ，略整然と並ぶ10本柱で構築している。規模は平均値で梁行3.14mX桁行4.92mを，面積は

15.68m'を測る。桁行方位は N-66°-Eをとり， 56号掘立柱建物と略同じである。 （武田）
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58号掘立柱建物跡

57号掘立柱建物の僅か南に位置し， 64号住居と 10号士猥を切っている。

（第74図）

3 X 3間の住居棟と

考えられ，若干不揃いとなる12本柱で構築している。規模は平均値で梁行4.63mX桁行5.25m

を，面積は23.92面を測る。桁行方位は N-38゚30'-Eをとる。 （武田）

59号掘立柱建物跡

58号掘立柱建物の西方2.5mに位置し， 63・64号住居を切っている。

（第75図）

3 X 3間の住居棟と考え

られ，若干不揃いとなるが11本柱で構築している。規模は平均値で梁行4.63mX桁行5.25m

を， 面積は23.97m'を測る。桁行方位は N-77゚30'-Eをとる。 （武田）
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6号土壊 （図版48, 第76図）

A地区の東寄りで北端に位置し，約半分程が調査区外に伸展する。形状より複数が切り合う

と思われたが，堆積状況は大きく 2つにしか区分出来ず，深い処より順次埋もれていったと解

釈された。 1号溝とは僅かに切り合いが存し，当土城が溝を切っていた。長さは3.3m以上に，

幅は4.4mを測り，平面形は不整形を呈す。塘底は， 4-5基が切り合った様相を呈して起伏に

富み，最深部は0.75mを測る。埋土は上層が黒褐色土が主体となり，下層は黄褐色土が混入す

る暗褐色土が主体となるが，遺物の取り上げも上記を目安とした。

図示した 1-13で， 3と7が下層より出土し，他は上層より出土した。しかし， 6は上層と

下層より出土し接合する。図示した外の器種構成は，須恵器坪が 2個体，同甕が8個体，同壺

が 1個体，同器種不明が 3個体，土師器甕が 6個体，同甑と鉢が各 1個体出土している。不明

土製品の 2点が切削物である。 （武田）

出土遺物（図版59・71, 第134・82図）

2の坪は器壁が薄く華奢なつくりをしている。 4・5は器壁がかなり厚い。 6-12の甕のう

ち， 8と9, 11と12の口縁形態はよく似ている。 8・9は長胴のプロポーションとなろう。

第82図D6 -13は手捏ねのミニチュアである。全体として凹凸の著しい器形をしている。ロ

径5.5cm,器高3.6cm。 （伊崎）

1号土壊 （図版48, 第76図）

40号住居の北側に位置し， 39-41号住居と32号掘立柱建物を切る。長軸は3.4mを，短軸が2.

18mを，最深部が0.55mを測る。平面形は少し歪つな楕円形を呈す。壁面は急勾配に立ち上が

る。堆積状況は，上層は茶灰色土が主体で，下層は灰褐色土が主体となる。遺物の取り上げも

上記を目安とした。焼土や炭化物等の特記すべき事項は検出していない。

図示した 1-21では， 3・4・11と19が下層より出土し， 9は上・下層より出土し接合する。

他は上層より出土した。接合資料の J22も上・下層より出土。 J21と27は上層より出土した。陶

質系土器は下層より出土。権と土製品は上層よりの出土品である。図示した外には，須恵器の

甕が 2個体，土師器の甕が 3個体，同坪が 2個体，同鉢が 1個体出土している。 （武田）

出土造物（図版60・72・83, 第134・135・154・82・97・98図）

2の蓋には撮みがあったのか否か定かでない。 3は撮みを欠失している。 9は高台を欠失す

るが，体部のプロボーションは整美である。 10は算盤玉形の胴部をもつ長頸壺の破片であろう。

12は口縁直下に穿孔を有する。現状では口縁端部とつながっており，単独の孔とはならない。
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どういう意味あいの穿孔かわからない。外面には煤が付済している。 15の外面にも煤の付着を

見る。 17は内面に煤が付着する。 17・18は口縁端部のつくりが似ている。

第154図J21・J22・J27はピットや43・40・41号住居跡等との接合資料である。

土製品（図版72, 第82図D7-22) 棒状のもので何かにとりついての脚部か把手のような

部分だろうと思うがはっきりしえない。現在長6.5cm。

権（図版83, 第97図2) 土製である。孔の部分より上と，本体側面の一部を欠失するも，お

よそ全形は知れる。底面は2.5X2.8cmの長方形でごくわずかに上げ底気味となっている。孔の

方（上方）へややすぼまるようになってゆき，孔付近での平面形は1.8 X 2. lcm程となる。高さ

は現状で3.0cm,復原すると3.7cm程になろう。重さ24.5g。外表面はミガキに近いナデ調整を施

している。

第98図2は陶質系土器で高杯の脚部になる。 （伊崎）

8号土壊 （図版23, 第27図）

A地区北西端に位置し， 54・55号住居に切られている。長軸は2.75mを，短軸が1.95mを，

最深部は0.35mを測る。北東隅が調査区外となるも平面形は隔円長方形となろう。壁面はやや

急勾配な立ち上がりとなる。南西隅で焼土を検出したが，塘底に存したが量は少ない。

図示した 1-9で， 5が下層より出土し，他は上層よりの出土品。接合資料J3も上層より

出土し，砥石は塘底より出土した。不明土製品中に切削物が 1点存す。図示した外には，須恵

器の杯が 2個体，土師器の甕が5個体出土している。 （武田）

出土遣物（図版60・76, 第135・154・91図）

1の撮みは冑形と称しうる形状で特徴的である。 3・4の口縁端部は打欠きがあり，特に 4

のそれは甚しいもので，本来の端部面は全く残っていない。 9は穿孔による多孔式の甑である。

現存の破片で17個の孔がある。

第154図J3は55号住居跡との接合資料である。

石器（図版76, 第91図4) 仕上砥である。 61号住居跡出土の砥石と同一の石材で凝灰岩のよ

うである。所々に欠損部があるものの砥石としては完結した個体である。長さ12.6cm, 最大幅

4.7cm。器表面に石材そのものの節理が弧状に現れている。 （伊崎）

9号土壊 （固版23, 第27図）

8号土壊の西3.5inに位置し，西側が調査区外に伸展する。長軸が1.5m以上を，短軸がl.lm

を，最深部は0.37mを測る。平面形は少し歪つな長方形となろう。壁面はやや急勾配に立ち上

がり，塘底は略水平である。
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第76図 6・ ・7・11・12号土横実測図 (1/60) 
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図示した外には，土師器の甕が5個体，同坪が 1個体出土している。

出土遣物（第135図）

1は身となる可能性もある。 3は器壁がかなり分厚い。

10号土塘 （図版49, 第77図）

（武田）

（伊崎）

A地区の略中央部に位置し， 62号住居と58号掘立柱建物に切られ， 64号住居を切っている。

長軸が4.5m以上を，短軸は3.35mを，最深部は0.64mを測る。平面形は一部不整となる長楕円

形を呈す。城底は南側の突出部が二段掘りを呈すが，他は略水平となる。北側の底面で粘土を

検出したが，量は少盤である。埋土は黒褐色土が大半以上を占め，焼土もブロック状に混入し

ていた。相対的に壁面は緩やかな立ち上がりとなるが，一部オーバハングする所も存す。

図示した品では， 3と6が底面より出土した。接合資料J26, 鉄鏃，砥石も埋土中品である。

図示した外には，須恵器の杯が12個体，同壺が 2個体，土師器の甕が 8個体，同杯が2個体出

土している。 （武田）

出土遺物（図版60・76・80, 第135・154・91・94図）

1は厚みのあるつくりをなす。外天井部は未調整のままである。 5の内底面にはヘラ記号が

あり，いまは一本の線しか残らないがもとは十字形をなしていたものか。 6はかなり堅く焼成

されている。外面には煤が付着する。 7は完全な平底ではないものの，それに近い底部となっ

ている。

第154図J26は13号土塘との接合資料である。

石器（図版76, 第91凶 7) 砂岩製の砥石で中砥である。赤みがかった石材である。四面とも

研面としている。現存長5.5cm。

鉄製品（図版80, 第94図19)

箆被があるようである。

11号土壊 （第76図）

（伊崎）

現存長7.6cmを測る鏃の茎片である。銹ではっきりしないが，

（児玉）

10号土横の南12mに位置し， 91号住居に切られている。当初12号土堀と同一と考えられた

が，掘り下げ中に形状と堆積状況の違いが判明し，当土堀が新しくなることも分かった。長軸

が1.Smを，短軸は1.4mを，最深部は0.9mを測る。平面形はやや不整な楕円形を呈す。摺鉢状

の断面となり，堀底は略水平で，壁面は一部オーバハング気味になるも急勾配に立ち上がる。

堆積状況は，上層は黒褐色土が主体となる。中程には略完形に復原された土師器の甕が存し，

また焼土が多く混入した層も存した。

図示した 1-13では， 4・10・11と13が下層より出土。他は上層よりの出土品。接合資料
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J12, 土錘，砥石も上層より出土。図示した外には，須恵器の杯が 3個体，同甕が 1個体，土師

器の甕が 3個体，同甑が 1個体，同坪が 2個体出土している。 （武田）

出土遺物（図版60・75・77, 第135・136・154・90・91図）

4の土師器は器表而の起伏が著しい。 6の小甕は精製品である。 7の甕は口径の割に器高が

ないためかずんぐりした印象を受ける。 9は細身の長胴形をなしている。胴上半の刷毛目は 1

cmあたり 9-10本の単位となる。胴下半にはタタキ痕と思しき痕跡がある。外面には煤が付着

している。 10は胴下半部外面に煤が付着する。鍋として使われたものだろう。口緑には一部歪

みがある。 11の裾部周辺は回転なでを強く行ったようで，外面には段ができている。 13は器形

全体に丸みがある。指頭圧痕の目立つ把手は扁平なもので，口縁下10cm程の所にとりつく。把

手より下方には煤が付着している。

第154図J12は91号住居跡との接合資料である。

土錘（図版75, 第90図23) 破片でごく一部しか残っていない。現存長4.2cm。

石器（図版77, 第91図15) 石質は片岩らしいが，砥石とするよりも，何かの作業用に使った

石とする方が妥当なようである。現存長11.8cm。 （伊崎）

12号土壊 （第76図）

11号土横に約半分程が削平され，東側に位置する。規模と形状は略同じとなるが，最深部が

0.57mとなりやや浅くなる。横底は中央部が円形状に深く掘り込まれ，北側は一段高くテラス

状を呈してしる。 11号土堀より僅かに古い時期に存したと想定される。

図示した 8点と接合資料J6は上層として取り上げた品である。図示した外には，須恵器の

杯と壺が各 1個体，同甕が 4個体，土師器の甕が 2個体，同甑が 1個体出土している。（武田）

出土遣物（図版60, 第136・154図）

3・4の体部はともに薄手のつくりをなす。 8は上半部と下半部が接合しえないのを，図上

にて復原したものである。把手の付く所はかなりの胴張りとしている。また底部は平底にはな

らないもののそれに近い形状となる。

第154図J6は溝 1出土品と接合した資料である。 （伊崎）

13号土塘 （図版49, 第77図）

11号土塘の南 1mに位置し， 88・90・91号住居と 1号溝を切るが， 43・44号掘立柱建物との

切り合いは不明である。長軸は3.. 5mを，短軸が2.lmを，最深部は0.95mを測る。平面形は北

東側が少しすぼまり気味の楕円形を呈す。壊底は略水平となるが，北側にやや不整な長方形の

掘り込みが存す。壁面は急勾配な立ち上がりとなる。堆積状況は，上層は褐色土が大半を占め，
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中程に地山の粘質土が流入し厚い層をなしていた。下層は地山の粘質土が混入した褐色土が主

体となる。この堆積状況より，若干長い期間開塘していたと考えられる。

図示した 1-26で， 1・3・7・9-11, 18-20と23が下層よりの出土品。他は上層より出土

した。接合資料の ]26は下層より出土し， J1の出自は不明である。土錘の 2点，輔の羽口，鉄

器の小片も下層より出土した。図示した外には，須恵器の坪が 7個体，同甕が 2個体，土師器

の甕が33個体，同甑が4個体出土している。 （武田）

出土造物（図版75, 第137・154・90図）

1-4はよく似た形状の蓋だが，仔細に見れば各々特徴がある。 4点ともに本来は撮みが付

くのだろう。 10の外天井部にはヘラ記号の一部がみえる。 13の高台は細くて高い。 14の胴部は

稜がついて屈折する。 15は長頸壺の口頸部になる。 16は甕の胴部破片であるが，外面は擬格子

目タタキのあとに回転なで，内面は同心円当具痕を見る。その同心円当具痕は弧線に直交する

線が入っている。 17-20の杯・塊は器壁が厚く精製とはいえない。 21の外面は熱を受けている。

26は外面に煤が付着する。

第154図J1・J26は， 95号住居跡等の出土品と同一個体である。

土錘（図版75, 第90図24・25) ともに破片である。 24の現存長は5.4cm。 （伊崎）

14号土壊 （図版50, 第78図）

13号土城の南 2mに位置し， 1号溝上に造られているが，南側を95号住居に削平されてい

る。当初の検出面では，底部を穿孔して 2個の甕を連なっているのが露呈した。遺物実測後の

土層確認において，甕の口縁部方に土横が存することが判明した；土層断面図でも分かる様に，

甕の掘り方と土壊との関連は微妙となる。一応関連する可能性も僅かに有すと考えて，複合し

た図化を試みた次第である。

連結した甕は，上面を欠損していたが，底部を穿孔して甕を一方の口縁内に挿入している。

接合部には粘土等の目張りを施してはいない。挿入する甕を深く据えて，水平より約10゚ の勾配

をなしていた。また，挿入している甕の外面に煤が付着しているので，転用された品であった。

連結した甕の南西10cmより土塘が開口し，主軸方位は33゚東偏する。 95号住居に南西側の約半分

程を削平されたと考えられる。長軸は0.85m以上を，短軸が0.7m程を，最深部は0.62mを測

り，平面形は楕円形と推定される。壊底は 2段のテラスが存し，上段テラス部とオーバハング

した部位に焼土が認められた。壁面は略垂直に立ち上がり，東壁側は大きくオーバハングして

いた。東端の小穴は地質調査のボーリング痕であろう。

上記が事実経過であるが，以後若干補足しておきたい。連結した甕はカマドの煙道とも考え

られるが， 95号住居は深く掘削しているも，西壁にカマドを付設していた。これより， 95号住
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居に全く削平された住居を想定しない限り，周辺の住居に伴うカマド煙道とはなり得ない。周

辺の遣構配置と95号床面下における柱穴等を考慮すると， この連結した甕を煙道と考えるのは

極めて可能性は薄くなる。甕棺墓とも考えられる。当遺跡において，該当する時期の甕棺墓は

全く存しないという事実から首肯くには一抹の疑問を抱く。土塘に付随する遺構と考えるのも，

主軸方位を大きく異にするので断定し難い。上記の様に種々な考えが想起されたので，個別に

図示するよりも一つに図化した次第である。 この遺構も後章において若干検討してみたい。

図示した 1-3が土堀内より出土した。 4と5が連結した甕であり，

ある。図示した外には土堀内より土師器の甕が 2個体出土している。

5の方が挿入した品で

（武田）

出土遣物（図版61, 第137図）

1の坪は立上りが中膨みするなどあまりスマートとはいえない。 3-5の甕は口縁の外反度

がそっくりである。 5は外面肩部より下位に煤が付着する。

特別のつくりであるかといえばそうでもない。

また内面に黒斑がある。 4・5が

（伊崎）

15号土壌 （第52図）

14号土城の北西1.5mに位罹し，

j
 

86・87号住居を切っている。密集する住居群の真中で検出
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8. 灰褐色砂泥に茶色粘質土混入
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第78図 14号土横実測図 (1/30) 
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し，北西側が掘り過ぎて不明となる。一見土塘墓状を呈す。住居群中に位置することより土壊

墓とは考え難いが、住居より若干後出する時期ならば土塘墓の可能性も有す。長軸が1.7m程

を，短軸は0.55m以上となり，最深部は0.14mを測る。性格は不詳である。

図示した外には，土師器の甕．甑と杯がそれぞれ 2個体出土している。

出土遣物（第138・155図）

3は手捏ねの土器で体部はかなり分厚い。外面に黒斑がある。

第155図J31は110号住居跡出土品と接合した資料である。

16号土壌 （図版38, 第77図）

（武田）

（伊崎）

15号土塘の西方 Smに位置し， 81・93号住居と48号掘立柱建物に切られるが， 47号掘立柱建

物を切っている。長軸が4mを，短軸は1.25mを，最深部は0.9mを測る。平面形は細長い長

方形を呈す。猥底は東端から中程まで順次緩やかに下る。中程で約20cm段状をなして深くなる。

中程から西端は中央部が深く，両端が僅かに高まり舟底状を呈す。壁面は塘底より略垂直に立

ち上がる。規模と形状から不整形な土塘とは明確に区分出来るが，性格については不詳と言わ

ずばなるまい。後章において若干考えてみたい。

図示した14点と接合資料の ]19も埋土中品である。図示した外には，須恵器の坪が 1個体，土

師器の甕が 7個体，同甑と坪が各2個体出土している。 （武田）

出土遺物（第138・154図）

1は須恵器の中でも精良な土器としてよい。 4は高台が高く，体部の厚みをみても坪でなく

壺になろうかと考える。 7は深みのある坪で，体部には回転なでによる小さな起伏がたくさん

ある。 10は口唇部を丸くつくる。

第154悩]19は81号住居跡等の出土品と接合した資料である。 （伊崎）

17号土壊 （図版32, 第43図）

77号住居の床面下層で検出した土塘であり，住居の東壁外で検出した土壊とは同じと考えら

れる。形状は不整形を呈す。墟底は住居内の方が深くなり，二段掘りの様相を呈す。住居側は，

長軸が2.6mを，短軸は1.3mを測り，楕円形の平面形となる。壊底の最深部より O.lm上方で略

水平な底となり，北方に伸展して住居壁外へ続く。最深部は検出面より 0.28mの深さとなる。

図示した 1-12で， 7-10が住居床面下層から出土した。接合資料Jl7は住居壁外よりの出土

品。図示した外には，土師器の甕が 9個体，同杯が 1個体出土している。 （武田）

出土遣物（図版61, 第138・154図）

1はかなり細身のつくりをなす。 6は口径が小さいので鉢になるかもしれない。 8は二次火
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熱を受けている。 9の破損面は成形時の粘土接合面が剥離してできたもので，その面には刷毛

目エ具による刻み目が入っている。つまり接合する時にくっつきやすいように刻みを入れたも

のであろう。成形工程の一段階をそこに見ることができる。

第154図J17はピットとの接合資料である。 （伊崎）

18号土塘 （第41図）

71号住居のカマド部を殆ど削平している。長軸が1.2mを，短軸は0.9mを測る。平面形はや

や不整な楕円形を呈す。下端の図化と標高の注記を忘れていたので，更に性格は不明となる。

図示した外には，土師器の甕が 6個体，同甑が 1個体出土している。

出土遺物（図版61, 第138図）

（武田）

2の外面下半は粘土のヒビ割れが多く目につく。 4もつくりは粗い。 7は大型の甕になるが，

器壁も薄く精製に近い胎土をもつ。 （伊崎）

19号土壌 （図版50, 第79図）

110号住居に東端を切られ，西側に伸展する土横である。長軸は4.5m以上を，短軸が2.3m

を，最深部で0.25mを測り，浅くて細長い。城底は中央部が深くて，順次緩やかな勾配でもっ

て高くなる。壁面もやや緩やかな勾配で立ち上がる。堀内より数多くの土器類が広範囲に散乱

して，ゴミ棄て場的様相を呈している。

図示した 1-40は床面上及び床寵上より出土した。接合資料の J4・20も同じである。図示

した外には，須恵器の杯が 1個体，同甕が 2個体，土師器の甕が11個体，同甑が2個体，同杯

が4個体，同高坪が 1個体出土している。 （武田）

出土造物（図版61-63・70, 第139・140・154・82図）

2は焼成が悪く，土師器と見まがう程である。 3はあるいは蓋でよいのかもしれない。 4の

外天井部にはヘラ記号の一部が見える。 6の外底部にあるヘラ記号は見ようによっては＇＇刀”

という字にも見える。 7の体部には幅 2Illlllくらいの浅い沈線が入る。また口縁に若干のひずみ

がある。 9は平瓶の口縁とするが妥当だろう。 10は脚の付く長頸壺になろう。肩部にはカキ目

のあとに刻み風の押圧文が三段に入る。 12の坪は口径がかなり大きくなる。 15は珍しいタイプ

の高坪である。赤褐色粒子をかなり多く含んでいる。杯部の深さは4.5cm。16-18はいずれも粗

製品である。 17の外底部には木葉圧痕がある。 20・22は肩部に張りがなく下膨らみの器形とな

る。 30の口縁内側には黒色の吹きこぼれと思われるものが付着している。 32の外面には煤が付

着する。 33はまんまるの殆んど球形と言ってよい器形をなしている。 38は両把手間の相対する

2ケ所に黒斑がある。口径の割には器高が低いように感じる。 38は接合しない 2点を図上にて
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復原した。かなりどっしりした感じの把手付甕である。外面に煤が付着している。

第154図J4・J20は108・105号住居跡出土品との接合資料である。

第82図Dl9-40はミニチュア土器である。口径2.4cm, 器高1.5cmと小さい。 （伊崎）

20号土壊 （図版51, 第80図）

19号土城と隣接し，僅か20cm西方に位置する。検出当初は 3基の土塘が重複する態をなして

いた。しかし，出土品に大差なく，接合関係も存したことから単独の土塘と考えられる。検出

したラインは堆積状況の相違で生じたのであろうか。当土猥はやや幅広な楕円形に，西側の細

長い小土壊が付属した形状を呈す。長軸は 6m以上を，短軸は3.lmを測る。塘底は東南側が

最も高くなり，北西方に向って順次深くなる。西南部は中央部と略同じ深さとなり，最深部で

0.26mを測る。埋土は黒褐色土が主体となる。

以上が大略な説明で，当土壊で問題となるのは，北西端の壁面が著しく焼土と化し，その外

方に煙道と想定される遣構が伴うことである。-第80図の上図には検出した状況を図示した。下

・図の方は掘り上げた図である。上図を説明すると，土壊より北西30cmに甕の胴部を出土したピ

•. , ットが存し，ピットと土墟間は浅い窪み状となる。当初は，窪みの底が地山と同じ黄褐色粘質

土であったので，ピットと窪みは独立した遺構と考えられた。ピット内の土器を取り上げた時

に，ピット内に焼土を確認し，焼土が土横方へ伸展することが判明した。一方，土堀を掘り進

めて行くと土壊埋土と異なる土質となるのは，下図における煙道側の突出部に相当する位置で

ある。下方には焼土と炭化物が多量に混入し、上方は焼土が多く認められた。更に掘り進める

と，塘内方の幅は0.67m,煙道側の幅が0.41mで0.2m程突出する。上面で検出し得なかったの

は，浅い窪みと同じ陥没した天井部が続いていたからである。最終的に下図のごとくなり，突

出した壁面は焼土化し，ピットと窪みは煙道部になることが判明した。煙道は上端で，長さ0.

6m, 幅は0.32mを測る。煙道の高さは天井部が崩れているので不明である。

上記より窯跡と考えられるが，詳細な検討を後章で行ないたい。また，土堀本体と，窯跡と

考えられる突出部は同じ遺構と考えるのが妥当であろう。

図示した 1-39のうち， 1・2・7・11・13・18・20・21・23-26・29-31と36が北西部よ

り出土した。 32・34と37-39が南西部より， 5 ; ・8・10・17・22・27・28と33が南東部より出

土した。 35は煙道よりの出土品である。鉄鏃(20)と砥石は北西部より， もう 1点の鉄鏃(22)と

鉄鎌が南西部より，棒状土製品が南東部より出土した。不明土製品も多く出土したが，切削物

が4点含まれている。図示した以外には，須恵器の坪が 8個体，同甕と壺が各 1個体，土師器

の甕が45個体，同甑が9個体，同杯が 5個体，同鉢が4個体，同高杯が 1個体出土している。

（武田）
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出土遺物（図版63・64・77・79・80・82, 第141・142・92・93・94・95図）

2の外天井部は手持ちヘラ削りを施す。 10の蓋はかなり扁平な形状を呈する。口縁身受けの

外端部は何かに押しつけたあと平坦に面をとっている。 13は須恵器の生焼けで土師器と見まが

うほどである。 17は鉢になろうか。 23は手捏ねである。 24は蛸壺のような器形をなす。 25の外

面には煤が付着している。 26は二次火熱を受けている。 29の肩部には回転なでによってできた

僅かな段が見られる。 30・31はよく似た器形である。 31の外面には煤が付着している。 34の胴

部は丸く張っており球形に近い。 37は把手間の距離は39.3cm。把手はソケット式で本体に差し

込んでいるのがわかる。 38もよく似た器形である。 39は外面上半部に化粧土がかかる。大型の

甕とかにも精製に近い良品が多い。

石器（図版77, 第92図17) 砂岩製の中砥である。現存長15.7cm。四面ともに使用しており，

短辺部も一部使用痕がある。 （伊崎）

鉄製品（図版79・80, 第93・94図14・20・22) 14は身の中央を欠失するが全長13.5cm程に復

原される曲刃の鎌である。身幅は2.7cm程である。木柄の装着部の刃部側に袂りがある。 20は現

存長5.8cmを測る鏃の破片である。銹で明瞭ではないが箆棘があるようである。 22は現存長4.3

cmの鏃の茎片である。

土製品（図版82, 第95図3) 土師質の土馬の足である。現存長 9cmの大型品である。器面に

指圧痕や指紋が残る。胎土は精良で，焼成良好で，明るい茶灰色を呈する。 （児玉）

21号土壊 （第79図）

20号土塘の僅か南に位置する。長軸が1.9mを，短軸は1.5mを，最深部は0.45mを測り，平

面形はやや不整な楕円形を呈す。塘底は西側が深い二段掘りである。西端が若干凹凸をなすも

略水平となり，中程で 5cm程の段をなす。段上より東端には順次緩やかな勾配でもって高くな

る。壁は略垂直な立ち上がりである。床面上と床直上に少量の焼土を検出したが，壁面には何

ら認められなかった。

図示した外には，須恵器・ 土師器の甕が各 1個体，土師器の坪が 2個体出土した。 （武田）

出土遣物（第142図）

1は厚みのある蓋である。 5は精良な胎土を用いているが， 6はそれほどでもない。（伊崎）

22号土塘 （図版51, 第79図）

調査区の西南端に位置し，北側が調査区外に伸展する。 112号住居と52号掘立柱建物を切って

いる。両側壁に突出部が取り付く態をなし，長軸が 5m以上を，短軸は約2.2mを測り，平面

形は不整な楕円形を呈す。西南の突出部が最も深く 0.35mを測る。堀底は略水平となり，壁面
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4 . 溝

溝 1 (図版12・13・15・16・18・40,付図 2)

報告済みの B・C地区の溝 1の続きである。若干蛇行しつつ当遺跡の東縁辺部を南北に走って

いると考えられ，更に南に位置する D地区でも検出している。 B・C地区と同じく今報告分で

は，溝が完全に埋没した後に， 42-44・95号住居と 13・14号土横が営まれている。出土遺物は

多岐に渡るが，大半以上の品は前述の遺構より前出すると言える。 （武田）

出土遺物 （図版65-67・72, 第144-146・154・156・82・100図）

先の報告で 1-8の土器が図示されているので，ここでは 9から始める。

M 1-9-M 1-31はこの溝 1に本来伴っている土器で，古式土師器である。

9は胴部に僅かながら稜が入る。 10-15は口縁部が外湾しつつ外反している C 15の胴部穿孔

は外からなされている。また底面には煤が付着する。 16は口縁部と底部とが接合しえないけれ

ども同一の個体である。この個体は他に比べてやや大ぶりとなろう。頸部外面と底部～胴部に

へら先による刻みが入っている。どのような意味の施文かわからない。 18-20は口縁が内湾し

つつ外反してゆく類である。 21は大きな高杯になる。 23は二重口縁の退化した形状を示す。肩

部より下位の外面には化粧土がかかる。 24は直口になる壺で肩部の張りが大きい。 25は下膨れ

の形態となり，外面の刷毛目は粗い。また外面に煤が付浩している。 26-31の口縁はやや外湾

気味かまたはほぼ直に外反している。 30の口縁外側は僅かに膨らみを持つ。

M 1-32-M 1-67は溝 1から出土したものの，溝が掘削されてすぐの本来の機能を果たし

ていた時期を示すものではない。

33は口緑と体部の境に沈線が入り，古いくせをとどめている。 34の口縁は打欠きが著しい。

36は撮みを欠失するが， 37には撮みはつかない。 43の蓋は口縁の身受けも殆どわからないくら

い退化している。 48の土器は通常の須恵器とやや異なり，胎土・焼成ともきわめて良好で，白

っぼく焼成されている。金属的な感じを強く受ける。あるいは陶質系の土器かもしれない。 49

の横瓶はごく一部しか残存しないが，胴部の短い方の径は25.5cmを測り，長い方は推定で34-35

cmくらいとなろう。 51は整美な土器で，体部外面には化粧土がかかる。 57は胴の張りが著しい。

61は下膨れの器形になる。 67は把手のとり付く位置が，他例よりかなり下位にある。 61・62は

外面に煤が付着する。

第154・156図J6・JS・J28・J47は12号土塘， 105・62・95号住居跡等との接合資料である。

第82図MI-68は棒状の土製品である。三角柱状になっているが，粘土をこねて偶々そうなっ

たのかもしれないし，別に意図するところがあるのか否かこれもわからない。全長6.8cm。

第100図7は溝 1から出土した鏃であるが，時期が全く違うので別項にて述べる。 （伊崎）
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溝 6 （図版14・48,付図 2)

A地区北端で検出した。溝 1より始まり，東南方に10.5m流れてゆく。最大幅0.6mで，浅

い。埋土は黒色土であった。溝 1との切り合いは不明で，分流とも考えられる。遺物は皆無で

ある。 （武田）

現代溝 （図版12-14,付図 2)

AI地区の東端と南端で検出した。調査前に存した農道の下に当り，平行に 2条走ることか

ら，旧農道の側溝と考えられる。 1日農道の幅は約1.5mを測る。遺物は若干出土し，時期差が認

められる。そのうちの石器については Cの項で触れる。 （武田）

5 . その他の遺構・ピット

ここでは，集石遣構とピット， そしてどの遺構に伴うかわからない遺物について述べる。

a. 1号集石遺構 （図版13, 第81図）

A・D地区の境付近で，最も近い107号住居の南 6mに位置する。後世の柱穴 7本に切られて

一部不明となるが，拳大より 23cm大の石がま

とまった状態を検出した。掘り方は明瞭でな

いが，径が約 lmを測る円形状になると思わ

れる。石材は大半が角礫であり， 略水平に並

べていたが，焼成を受けた痕跡は認められな

かった。一方， 中央部の石の下方には，厚さ

3 cm -5 cm, 30cm -40cmの幅で， 多羅に炭化

物が混入する層が認められた。更に約10cm下

方まで炭化物が若干含まれる。一応この層ま

でが掘り方と考えられた。上記より，炉址と

は考え難い要素が認められた。性格は全く不

詳となる。遺物も何ら出土していない。

（武田）
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b. ピット
無数にある， と言ってよいほど多数にあるピットからそこそこの土器が出土している。ピッ

ト内に特別に埋納したと思われるような出土状態を示すものはなかった。以下，出土遺物をま

ず須恵器と土師器とから説明してゆこう。

須恵器 （図版67・68, 第147・148図 1-61) 1・7はきわめて精良な土器である。 12の立

上りは細く端部が丸みを持つ点，他と異なる。 14は口縁の打欠きが著しい。 27の口縁部はごく

僅かに屈折するのみである。 28のヘラ記号は10のそれとほぼ同じものであるが，これは土器が

乾いてから施している。 31は外底部に粘土がこびりついているように見えるが，これは貼り付

けた高台がつぶれて形をなさなくなってしまったものである。 51は外底部に板目圧痕がある。

53はカキ目が著しい。 56の胴部は算盤玉状の屈折はないものの稜はきれいに入る。 59は平瓶か

長頸壺の口頸部であろう。 60は鉄鉢形になるのであろうか。

土師器 （図版68, 第148・149図62-100) 62は内外ともに化粧土をかける。 65は須恵器を

まねた土師器である。内底面はミガキを施している。 67・68ともに器形としては須恵器のそれ

に近い。 67の外底部は一度ケズりに近い擦過を行っている。 72は黒色土器である。 74は特異な

器形である。 96の器表面はかなり起状がある。 98の口縁内側には等間隔で縦長の刻みが入って

いる。

第154・155図の J5・]14・]17・JlS・J21・J24・J25・J30・J33・J37・J38・J40・J42・]43は

ピット出土品同士あるいは他の住居跡や土塘の出土品と接合した資料になる。

第82図の Pll84はミニチュア土器である。口径3.0cm, 高さ2.5cm。約1/4の破片。

土錘（図版75, 第90図26・27) 26はPll83から27はP2182から出土した。ともに破片となっ

ている。

石器（図版77, 第91図13) 緑簾片岩と思われる石材で，一面のみ擦れているようにみえる。

ただ砥石とするにはやや躊躇がある。全長9.4cm。'p746から出土した。 （伊崎）

鉄製品（図版79, 第93図11) P311より出土した。扁平で幅広な身に，断面が円形の茎状のも

のがつくものである。図の上端で完結するか否か，銹のため判然としない。用途についても不

明である。 （児玉）

焼塩土器（図版84, 第97図10) 小破片で二次火熱を受けている。 65号住居跡の中に存するピ

ット (Pl4)から出土した。

紡錘車（図版78, 第96図 1) 土製である。半分を欠するが，現存の最大径5.0cm, 厚さ1.55

cm, 重さ18.lgをはかる。 P478から出土した。

第99図7はPl226より出土の古式の高坪である。

第100図2はP68出土の押型文土器片である。 （伊崎）
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C. その他

ここでは遺構検出時に採集された土器，包含層に含まれていた土器，表採の土器等々を取り

上げる。本来どの遺構かに含まれていた土器もあると思われるが，今となっては何如ともしが

たい。注記のとおりに掲示する。

● 10号土瞭周辺の土器 （図版68, 第150・151図0-1 -63) 

1-20は10号土堀の西側で出土した土器である。

4の蓋はかなり小さい。 6は丸みをもった底部に高台を付けただけの成形である。 14は細い

円筒形で特殊な用途の土器か。 18は他に比してかなり薄手のつくりとなる。

21-29は10号土壊東側からの出土である。

25と27はそっくりである。 26は胴の張りが大きい。 28の口縁の折返しも特徴的である。 29の

外面刷毛目には木片ではない別のもので施されたのがあるようだ。

30-45は62・64号住居跡の間やその周辺で出土した土器である。

31-34の高台は外方へ踏ん張っているのが多い。 34の体部中位から口縁へ外反するラインは

器形全体から見て流麗な感を受ける。 37は先の25・27とよく似た土器である。 38の口縁端部は

粘土がへしゃげた所を指で押さえている。また外面に煤が付着している。 42-44はよく似た外

反度を示している。

46-63は62-65号住居跡の周辺で出土した土器である。

46は甲高な器形になるが，撮みの有無はわからない。 55は粗製の塊である。

●その他 （図版68・69, 第152・153図0-64-134)

以下は， 71・73号住居跡や， 84・92・95・97号住居跡等の周辺で出土した土器，および表採

の土器をとりあげる。

66のヘラ記号は土器がある程度乾いてから施している。 73の内天井部は黒ずんでいる。 79の

外底部を見ると，粘土紐を巻いて成形したのがよくわかる。 86の土器は薄手できわめて金属的

な感じがする。口縁端部のつくりも他とちがう。

91は土馬といっしょに取り上げられた土器であるが，壺の頸部であろう。瓦質に近い焼成と

なっている。 95は内面に黒ウルシの痕跡がある。 101は内面にヘラ記号を持つ点が珍しい。 116

の外底部ヘラ記号はヘラ先によるのでなく，繊維質のもの，例えばカヤのようなもので施して

いる。 117は高台を欠くが，その剥がれた所を見ると，貼り付けの際に接着しやすいように二条

の沈線を掘り込んである。 128の外底部は回転ヘラ削りを施し，その上に｀木"とも読めるヘラ

記号がある。これが文字を意図したものか，未だ断定はできないが可能性は高いと考えている。

130の木葉圧痕はきれいに現れている。

以下は特殊な器物について説明する。
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土製品（図版71, 第82図0-135・1.36・137) 135・136はミニチュア土器である。 135は口径 3

cm, 高さ2.3cmで，やや角張った感じのつくりとなる。 136は小破片で口縁が少し波打つらしい。

137は小さい棒状のもので用途不明としか言いようがない。粘土をまるめただけという感じであ

る。現存長3.5cm。

土錘（図版75,第90図28-34) 28は97号住居跡， 29・30は81号住居跡， 31が62号住居跡の各々

の近辺から出土している。 32-34は表採で場所もわからない。 28が全長6.2cm。最も残存度の良

好である32で全長5.8cm,直径1.9cm,重さ20.65gをはかる。表採品の方が残存度が良好なのは

どうしてであろうか。

石器（図版77, 第91・92図12・20) 71・73号住居跡上面から出土したもので，片岩の自然石

であるが，打欠いて扶りを入れた所があるので錘として用いたものかもしれない。直径8.7-9.

6cmのほぼ円形で，厚さは最大1.2cm。重さ135g。12は場所のわからない表採資料である。長径

6.6cm, 短径6.3cm,厚さ2.9cm,重さ160gの花岡岩礫であって，器表面が風化していて使用痕な

ど皆目わからないことも加えて石器としてよいものかどうか判断に苦しむ。石器とすれば叩石

であろう。

鉄製品（図版79・80, 第93・94図 1・12・16)

（伊崎）

1と12は70号住居跡の東側から出土。 1は刀

子で全長12.4cm,身幅1.7cmを測る完形品である。通常の刀子とは異なり，身の平面形は包丁形
のみ

を呈する。身は極めて薄く，背で厚さ1.5mm程である。 12は竪であろう。現存長4.3cm, 身幅1.

2cmを測る。厚さは銹のため推定図である。 16は20号土堀の南側からの出土。現存長13.3cmを測

る鏃である。銹のため不明瞭な部分を残すが，身は平造りで片刃である。

土馬（図版81・82, 第95医 1・4) ともに50・51号掘立柱建物の周辺で採集されたものであ

る。 1は須恵質の土馬で，馬具をほぼ完全に表現した飾馬である。右前脚と左耳を欠損し，体

部の表面が剥落しているが，ほぼ全容のわかる資料である。全長13cm,高さ9.4cmでユーモラス

な表情をし，体部に比べて脚を太くしっかりとつくっている。粘土と沈線を併用して顔や乗馬

用の装備を表現している。すなわち，目．耳は粘土を貼り，ヘラ状器具で耳穴や目玉を，ロ・

鼻はヘラ状器具で写実的に表現している。体部が剥落しているが，粘土で鞍を表現していたと

考えられる。手綱等の革帯はヘラ状器具を用いて沈線で表わしている。器面はヘラケズリ，ナ

デにより調整され，指圧痕や指紋が残る。胎土に砂粒を含み，焼成良好で暗灰色を呈する。 4

は土師質の土馬の脚で，現存長 5cmを測る。器面にわずかに指圧痕が残り，ナデ調整されてい

る。胎土は精選され，焼成良好で淡茶灰色を呈する。 （児玉）

権（図版83, 第97図 1) 土製で完形である。底面は2.3X2.9cmほどの偏円形を呈し，中央が

ほんの少しだけくは‘む。これは意識的にくぼめたのでなく整作時の偶然の所産であろう。胴部

の最大径は3.3cm。穿孔のある撮み状の部分は裁頭方錐形に近い形態となる。体部は側面から見

ればやや膨らみのある形状を示す。全体の形状としては円筒状に近いと言ってよいだろう。器
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表面はミガキに近い丁寧なケズリで多くの面をとる。体部から底面にかけて黒いウルシ状のも

のが一部に付着しているが，これの意味するところはわからない。長石粒をやや多めに含み，

赤褐色粒子をごく僅かながら含んでいる。焼成は良好。全体にやや黒ずんだ茶褐色を呈してい

る。高さ3.7cmで33.75gをはかる。排土中との注記があるも，詳細な出土部位が不明なのは残念

である。

瓦（第97図4) 10号土猥西部から出土した平瓦の破片である。内面の布目痕の部分のみ本来

の面が残る。布目は 1cmあたり 10本の単位である。 95号住居跡出土の平瓦片と接合はしないけ

れども同一の固体と思われる。

製塩土器（図版84, 第97図11) 土師器の肩部あたりの小破片である。製塩に関与する土器で

あろうと考えるが，表題に反するけれども断定するのはいま少し控えたい気もする。外面は木

目直交の横平行タタキで，内面は平行刻みの当具痕のようでもあるし条痕風でもある。砂粒が

かなり多くて胎土は粗々しい。焼成はふつうだが，特に内面は二次火熱を受けて器肉の厚さ 2

-3 mm程が赤変している。全体に赤茶色を呈する。表採資料であり，どの付近からの出土なの

かもわからない。 （伊崎）

6 . 遺物各説

この項では， a.接合・同一個体資料は各遺構を越えての資料としてまずとりあげ，そのあと

は土製品，石製品，鉄製品として本文中でも触れたものを再度まとめておきたい。

a. 接合・同一個体資料 （図版69・70, 第154-156図）

遺構をこえて接合したり，明らかに同一個体であるとしうる資料をここに呈示する。土器へ

の注記のとおりに記す。特記しない限り接合した資料である。

J 1 

・95号住居跡床面・床下層 ・13号土横土堤内

・溝 1

J 2―坪身で口縁端部は打欠きを行う。これは接合はしていない。

・77・78・80号住居跡 ・108号住居跡

J 3-—わりと深みのある杯になる。

・55号住居跡 . 8号土堀
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J 4 

・108号住居跡

J5-―これの口縁端部も打欠きがある。

・P242 

J 6 

・12号土堀上層

J 7 

・105号住居跡

J 8 

・105号住居跡

J 9 

・71・73号住居跡

・50号掘立柱建物近辺

JlO 

・65号住居跡

・92号住居跡

Jll 

・55号住居跡床下層

]12 

・91号住居跡

. 11号土壊南半上層

]13 

・62号住居跡東側拡張区第 2層黒色土

]14 撮みを欠失しているのだろう。

・P1198 

J15―これも撮みを欠失している。

・89号住居跡

・83-98号住居跡上層

]16 

・92号住居跡

J17 

・17号土堀

]18 

・19号土城

・P555 

・溝 1上層

・108号住居跡

・溝 1上層

・108・llO号住居跡

・84号住居跡

・89号住居跡

・98号住居跡周辺

・84号住居跡拡張区第 2層黒色土

・P1199 

・84号住居跡拡張区東第 2層

・64-65号住居跡問東側第 2層

・P744 
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Jl9 

・64号住居跡西第 2層

・P76 

・81号住居跡

・86号住居跡周辺黒色土

・P72 

・16号土壊

J2~ 部に沈線が一条入る。生焼けである。

・108号住居跡

, 19号土塘

J21 

. 7号土壊

・P2035 

J22 

・40号住居跡カマド

• 7号土横上層，下層

J23 

・89号住居跡

・105号住居跡床下屑

・P1132 

・41号住居跡

・99号住居跡

J24ー一高台を貼り付けていたのが重みでへしゃげてしまっている。

・P126 

J25 

・P2025 

J26 

. 10号土猥束部

J27 

・43号住居跡床下層

J28 

・62号住居跡内 P25 

・溝 1上層

J29 

・P142 

・P2031 

・13号土横下層

. 7号土横上層

・62号住居跡東側

・57号住居跡 ・89号住居跡

J30 口頸部と体部とは接合しない。図上での復原である。口頸部は表採。

・PSO 

・表採

J31 

・Pl057 
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・110号住居跡

J32 

・68号住居跡

J33 きわめて精良な土器である。

・98号住居跡

J34 

・82号住居跡床面，埋土

・89号住居跡埋土

・64-65号住居跡間東第 2層

・86号住居跡内土城

・70号住居跡

・P399 

・84号住居跡

・64号住居跡西第 2層

以上の 5点と下記 2点は接合しないが同一個体と思われる。

・93号住居跡埋土 ・96号住居跡床下層

J35―下記の破片が接合するが，基本的には64号住居跡の埋土中にあったものが動いていると

考えられよう。

・64号住居跡埋土

・64号住居跡西側第 2層

・表採

・64号住居跡内 p3 

・64-65号住居跡間第 2層

]36―これは接合したものはなく全て同一個体と思われる資料である。

・79号住居跡

・溝1

]37-—以下 3 点は同一個体資料である。

・P2025 

・P2036 

J38 

・P2025 

J39 

・50号住居跡南西壁

J40 同一個体としての資料である。

・62号住居跡

・P130 

・表採

]41 

・59号住居跡

]42―同一個体資料である。

・108号住居跡カマド内

・P2180 

・P2026 

・P2026 

・96号住居跡

・64号住居跡西第 2層

・P147 

・96号住居跡
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b. 土製品

i • ミニチュア土器 （図版70・71, 第82図）

ロ径が3cm以下の本当に小さなミニチュアの土器は 8点出土している (59・95・97・99・103

号住居跡， 19号土猥， Pll84, その他）。それ以外はやや大ぶりの手捏ね土器であって，一般の

土師器と区分しにくいものもなかにはあるが，一部主観的に掲図した。 （伊崎）

ii • 不明土製品 （図版72-74, 第83-89図）

今報告分も大略には立野遣跡と同じとなる。総じての特徴は，胎土と色調及び焼成が土器と
（註 I}

差異を全く認めないことである。また形状と器面に付した痕跡や祖形及び素因等も特徴となる。

上記から判断して細分化したが，立野遺跡の一部も若干修正を余像無くされた。

A類有溝円板及び類似する円板状品や楕円形品を総称する。今報告分には存しない。

B類全体の 7割を占める。大半以上に植物繊維痕が認められるが，意図的に付けたと考え

られる品は数少ない。また植物繊維痕にも押し潰れた痕跡と，断面「0」字状または「U」字状

を呈す痕跡の二つに大別された。前者が稲藁の痕跡で，後者が麦藁ないし竹の痕跡と推定され

るが確証を得ない。また，土器製作時に生じる切削物を膀上に押し当てると出来るかもしれな

い。しかし，その品を焼成する，または焼成を受けること自体が問題となろう。一部c,も含む

かもしれない。

(B瓢） 上記の植物繊維痕が付着した品も含めたが，ナデまたは指オサエ等で調整が認めら

れる。形状は円形ないし楕円形を呈し，やや丁寧さが窺える。穿孔品も含めた。

(B瀕） 大半が不整形な形状を呈す。植物繊維痕が付着した後に調整を施さない品。焼成は

良好な品が多い。 2点に布目痕が認められた。

c類今報告分においては，土器の切削物が36点を数えたので，単独の範疇を設けて c,類と

した。この Cr類を付加したことが修正した点である。 C類は A・B以外の品を総称した。

(C瓢） 切削物が焼成されている。切削物は，片面が削り面となり，他面は反り返える。ま

た削りの方位と直交して収縮していた。この切削物を重ね合わせたり，折り曲げたり，また，

3個以上を丸めた例も存す。

図示した141点は一覧表を付したので参照されたい。判断出来ない品が多いこともあり，図示

していない品も若干存す。最後に形態別に個数をまとめると，凡類が18点，比類が82点， C1類

が36点， C類が5点となる。 （武田）

iii • 土錘 （図版75, 第90図）

35個体が出土している (108号住居跡出土品は紛失中である）。 34個体を通観して，まず破損
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品の多いことに驚かされる。それも縦に割れたものが多い。孔が孔として見られるもの，つま

り一部なりとも断面が丸く捉えられるのは僅かに 8個しかないのである。殆んどが半分以下，

否， 1/4以下に割られているようだ。いま割られてと記したが，自然に破損したものが多くの住

居跡や土壊に遺存したとはどうも考えにくいように思う。破損の度合いが激しいからである。

これら土錘は最低でも大小 2種類の大きさがあるようだが，復原すれば長さは 7-Scm,最

大径1.8-2.5cmくらいの中に納まりそうである。

住居跡から出土したのは 1=63, 2・3 =65, 4 =81, 5 -7 =84, 8 =85, 9 -11=92, 

12=94, 13-17=95, 18・19=96, 20・21=97, 22=99の22点である。土城からは23=11,24・ 

25=13の2基 3点しかない。 26・27はピットからで， 28-34は明確な遣構に伴っていない。

（伊崎）

c. 石製品 （図版76-78, 第91・92図）

ここでは砥石とそれに近い石器のみを取りあげる。紡錘車は別項にて触れる。

砥石ははっきりそれと言える14点 (1-10, 16-19)のうち，仕上砥が5点 (1-5)で，

他は全て中砥としてよいだろう。荒砥に近いのもないではないが，中砥としておく。 3・4は

石材そのものの節理が表面に縞模様となって見えている。

11-15, 20-23の9点については， どれも石器と断じうるものはないし，かつまたそうでな

いと断じうるものもない。住居跡等からの出土ということからすれば，何かに使われていたで

あろう可能性が高いことは確かである。

住居跡から出土したのは 1・19=110, 2・10・14=75, 3 =61, 5 =81, 6 =86, 8・11・ 

21=69, 9 =97, 16=95, 18=55, 22=53, 23=65の16点にのぼる。土猥が 4=8, 7=10, 

15=11, 17=20の4点である。 13はP746からで， 12・20は明確に遺構に伴わない。 （伊崎）

d. 鉄製品 （図79・80, 第93・94図）

鉄器は確実でないものも含めて，刀子10, 竪 1,鎌 2'鏃20,不明 1があり，種類としては

多くない。遺構別に列記すれば下記のようになる。 (95号住居跡の鏃は紛失中）

・32号住居跡ー一刀子 1

・33号住居跡一＿ー鏃 1 

・38号住居跡ー一刀子 1

・40号住居跡__. 3 

・41号住居跡ー一刀子 1,鏃 1

・50号住居跡---- 1 

・63号住居跡---- 1 

・64号住居跡---- 1 

・77号住居跡ー一刃子 1

·79号住居跡―-—鏃 1 
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・84号住居跡------ 1 

・85号住居跡------ 1 

. 8~ 号住居跡―刀子 1

・103号住居跡一一刀子 1

・105号住居跡一一刀子 1, 鏃 1

・108号住居跡 刀子 1,鏃 2

・110号住居跡 刀子 1

・70号住居跡東側 刀子 1, 堅 1

. 10号土壊~l

・20号土堀 ｀鏃 2' 鎌 1

·22号土横~2

·20号土猥南側~1

・P311―不明 1

・P753→片少量（不明）

(·95号住居跡~I)

鞘の羽口を出土した遺構を下記に列記する。

・66号住居跡カマド付近

・67号住居跡カマド付近

・112号住居跡カマド付近

・13号土塘 図示不可能

スラッグを出土した遺構もいくつかある。

・79号住居跡 2 Xl.3cmほど

・108号住居跡 3 X2.5cmほど，あまり重くない

・110号住居跡

・20号土横

・P336 

6.5X3.5cmほど，あまり重量感はない床面出土

6.5X 5cmほど

3 X 2 cmほど，スカスカで軽い

・P379 4.5X 3 cmほど

・溝 1下層 2.5X 1.5cmほど，重量感がある

・31-33号掘立柱建物跡付近 6.5X5.5cmほど，あまり重量感はない （伊崎）

e. 特殊遺物

特殊遺物と言えば特別視されがちであるが，ここでは土馬，権，瓦，玉，青銅製品，製塩土

器，紡錘車についてまとめておく。

i • 土馬 （図版81・82, 第95図）

土馬本体としては50・51号掘立柱建物の周辺で遺構検出中に採集された須恵質のもの一体が

ある (1)。 4本足のうち 1本を欠く以外はほぼ完形としてよい。

上記のもの以外に，土馬の一部とみられる土師質の破片がいくつか出土している。

・101号住居跡床下層 (2) 顔面部分の破片と思われる。

・108号住居跡 (5) 脚の一部らしい。
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・20号土城 (3) 脚の一部

・50・51号掘立柱建物周辺(4) やや小さめながらも脚の一部か。

これらが全て土馬の破片であるとすれば， 2と5は同一個体の可能性もあるので，最低でも

(1)以外に 3体分の土馬があったということになろう。

けん

ii. 権 （図版83, 第97図 1・2)

土製のもの 2点が出土している。 1の完形品は調査中に排土の中から発見されたもので，出

土地点をおさえられないのが悔やまれる。孔の部分を見る限り，おもりとして頻繁に懸垂に供

されたという感じは伺えない。 33.75gはやや軽い印象を受ける。

2は破損しているものの，完形であったとしても 1の重さには及ぶまい。 7号土壊上層から

の出土。

iii • 瓦 （図版83, 第97図3・4)

2点の破片が出土しているが，おそらく同一個体の破片であるから，実質は 1点としてよい。

3は95号住居跡から， 4は10号土猥西部からの出土である。平瓦で，奈良時代頃に比定できる

という。

このあとに報告予定の宮原遺跡D地区でも瓦の破片が数点出土している。

iv. 玉 （図版88, 第97図5)

62号住居跡から 1点が出土している。装飾品なのか祭祀用品なのか出土状態からではわから

ないが，滑石製であることを鑑みれば後者の可能性が高いといえよう。しかし，土玉等の出土

はみない。-

V• 青銅製品 （図版84, 第97図6-8) 

用途不明の製品と耳環 2個がある。

108号住居跡出土の青銅製品は，原形については今のところ全く想定しえない。当初は帯金具

の一つではないかとも思ったが，かような類品のあることを知らない。留金具か飾金具といっ

たものであろうことは間違いなかろう。なお，宮原遣跡D地区では青銅製の鈍尾が出土してい

ることを付け加えておこう。

耳環は 2点があり， 31号住居跡と95号住居跡から出土している。 31号のものは大きく最大径

3.1cm, 95号のものは逆にかなり小さくて最大径1.8cmしかない。 2軒ともに，その周辺の住居

群の中では最も新しく，規模もそれほど大きくないものである。
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vi. 製塩土器 （図版84, 第97図9-11) 

焼塩用の土器とされるもの 2点 (9, 10) と，煎黙用の玄界灘式に似た 1点 (11)がある。

焼塩用の 9は65号住居跡の埋土中からの出土。尖底に近い長胴形態になろうかと思うが， 図

示したようになるかどうかははっきりしない。内面は布目痕でなく，条痕風の圧痕もしくは擦

過痕が見られる。 10は65号住居跡の壁際にあるピットからの出土で，

かつて分類した IbかIIbのいずれかだろう。
（註2)

11は表採資料であるが， 玄界灘式と呼ばれる製塩（煎熟）用の土器に類似している。

いまひとつ気がかりな点もあるが，今後の類例増に期待しよう。

さて，

これも布目痕等は見ない。

9は加熱の様子はよくわからないが， 10・11は強い二次火熱を受けている。

vii. 紡錘車 （図版78, 第96図 1-3) 

3点が出土している。

1点は土製で， P478からの出土。約半分に割れている。

石製の 2点はいずれも滑石製で，

ている。

2が110号住居跡屋内土城から， 3が81号住居跡から出土し

なお， 図版中のもう 1点は次回報告分のものである。今回手ちがいによりいっしょに撮影し

てしまったものである。 （伊崎）

註

1. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー8一』

2. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー9一』
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7 . 陶質系土器と古式土師器

陶質系土器 （図版86, 第98図）

住居跡や土城の埋土中またはピットから出土した土器片で，この遺跡の主体を占める 6世紀

後半-8世紀代の須恵器とは明らかに異なるものがいくつか存した。それらは古式の須恵器と

見てとれるものと，舶載の陶質土器ではないかと考えうるものとの双方がある。いまこれらの

判別が容易になしえないこともあるので，適当な呼称とは思わないが，表題を陶質系土器とし

ておいて，将来の分別を待ちたい。

1-8を通観して，まず 3と8を除いて他の六点は胎土が殆んど同じという共通性が挙げら

れる。この胎土は水漉ししたような精良なもので， しかも小豆色をなしている。これは焼成不

十分で発色不良となっているのではない。さらにはこの六点は，器表面が特有の色合いをなし

ていることも共通している。 6のみが外面灰被りでわからないけれども内面は全てほぼ似てい

る。それはやや黒ずんだ青灰色と言ってよい。

1は高杯の杯部で五点の破片がある。全体で1/6程となろうか。内湾気味の体部から屈折した

あとは外反して口縁端部に至る。口縁内側はごく僅かだがくぼみ状の平坦部をつくる。口縁内

外は回転なで，体部は内外ともになでを行っている。口縁外面はなでの前に刷毛目を施してい

るらしい。また体部外面はミガキもあるように見える。復原口径17cm。37・40・41号住居跡の

埋土中から出土している。

2は高坪の脚部と思しいが， 1とは別個体であり，胎土に違いを見る。内外とも回転なでで，

内面には指で押えたあとがみえる。外面はカキ目風の条線が入るがカキ目ではない。裾部の突

帯は丸みがありシャープではない。約1/6程の破片だが透しの部分は見当らない。復原裾径11

cm。 7号土猥下層からの出土。

3は壺形土器の胴部片で3点の破片がある。把手が付くのかどうかはわからない。これは通

有の灰色をした胎土で砂粒も少し混じっている。小さな突帯が肩部に 2条，胴部に 1条，胴下

半に 1条の都合4条が見えるが，いずれも削り出しての突帯と思われる。肩部のそれは断面三

角形で，他の 2条は台形となる。内外ともに回転なでの調整のみ伺い知れる。肩部外面と胴下

半部の内面に緑黄色の自然釉がかかっており，きれいな発色となっている。約1/6の破片で復原

胴径11cm。40・41号住居跡から出土し， 40号は床下層からである。

4は壺胴部の破片で6点のうち 3点は接合した。 41・42号住居跡と P2013(31号掘立柱建物の

ピットの 1つ）出土の破片が接合し， 46号住居跡下層， PlllO(54号掘立柱建物）， P2012(31号

掘立柱建物）と31-33号掘立柱建物付近出土の 4点は同一個体と思われる。外面は主になでに

て調整し，所々に擦過を行う。内面は一部にタタキの当具痕が見えるもののほとんどなでにて

消されている。 1/6程の破片となって復原胴径17.2cm。
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5は甕か壺の破片で，これのみではどこの破片かもわからない。外面は細みの平行タタキ，

内面は当具痕の上をなでている。 46号住居跡の埋土中から出土した。

6も壺か甕かわからない。外面は灰被りで灰褐色を呈す。平行タタキの上に横なでが施され

る。内面も回転なでである。おそらく同心円の当具痕であるのだろうがほとんどなで消されて

いる。表採品である。
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7は壺の口頸部片である。内外ともに回転なでの調整がなされ，口縁内面にはなでによる稜

の形成もある。外面の 2条の突帯はともになで引き出しのものであり，シャープさはない。突

帯の間に文様はない。口縁外端部は少し中くぼみしつつ下端部が上端部より内側にある。下端

部はわりとシャープさがある。内外ともに殆んど灰被りとなる。接合しない 2片は45号住居跡

とP2272(32号掘立柱建物）からの出土で， 1/8ほどの破片である。復原口径は22cm。

8は甕の口縁部片で約1/10の破片である。これで復原するのはやや危なくもあるが，突帯径

は34cm程となろう。口縁端部は恐らくこのまま伸びて終わるだけのコ字形断面となるのだろう。

突帯はなで引き出しでありシャープである。胎土は精選され，やや淡い紫色ががった灰色をな

す。 103号住居跡からの出土である。

現時点では， 1と3は陶質土器として可なる感じを強く持っているが，それとて胎土分析等々

の判別後に再検討しなければならない。

以上の土器は，おそらく溝 1の掘削された時期，あるいは先に報告している B・C地区の 1-3 

号住居跡の営まれた時期とほぼ同じ頃のものと考えられよう。 8を除く 7点は AI区でも東端

部に近い37-47号住居跡の近辺から出土している。

ii. 古式土師器 （第99図）

もともと溝 1と同じ時期の土師器のはずであるが，なぜか新しい時期の住居跡等から出土し

ているものがある。混入とするしかないが，それをここで説明する。

1・2は35号住居跡から出土した。 2の方は床下層からである。 1は小型丸底地の， 2は甕

の破片である。 3は38号住居跡から出土した。胴径 9cm。 4は45号住居跡のカマド周辺から出
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土している。 5・6は46号住居跡の埋土中から出土した。 7はPl226からの出土で 5とよく似て

いる。 8は52・53号住居跡上面から出土した。胴部径 7cm。かなりの小型である。 9は出土地

不明。口径14.2cm。

以上の土師器も調査区の東端に近く，陶質系土器と同じく 37-47号住居跡のあたりで出土し

たものが多い。 （伊崎）

C. 縄文時代の遺物

明確に縄文時代とわかる遺構はないが，若干の土器と石器が出土している。すでに報告した

立野遺跡の A・B・C地区や，このあと報告していく宮原遺跡D地区に落し穴とされる土城が

いくつか存するので，それに関連しての遺物かもしれない。また，この時代の住居跡等が調査

区域外に占地している可能性もおおいにある。

1. 土器（図版88, 第100図）

1・2は押型文土器である。 1は縦方向に走る山形文を持つもので，角閃石を多く含んでい

る。内面はなでらしい。 31-34号住居跡を切って南北に走る現代の溝から出土した。 2は長径

3 mmほどの楕円形を表出させた押型文である。 57号掘立柱建物のすぐ東にある P68から出土し

ている。

3・4は手向山式士器である。 3は一見して晩期の夜臼式土器に似た風情があるがそうでは

ない。口唇部と口縁下突帯に刻み風の押圧痕があるも各々原体が異なるようだ。角閃石を含む。

92号住居跡埋土中から出土した。 4は胎土中にかなりの角閃石を含んでおり，器表面のあちこ

ちでキラキラしている。外表面は鋸歯風の三角形中に沈線を充てこんだ所謂折帯文と称される

文様の一部が伺える。この沈線はワラか茅のような繊維質のもので施されている。内面はなで

らしい。屈折部では粘土の継ぎ目が明瞭にわかる。出土位置不明。

5は外面に二条の凹線のみえる破片である。おそらく縄文土器であろうことは伺い知れるが，

それ以上のことがわからない。角閃石と赤褐色粒子も含んでいて粗製である。 35号住居跡埋土

中にあった。

6も粗製の土器で，土師器とは思われず，縄文土器に胎土が近いのでこの項で扱うものの，

縄文土器としてもいつの所産のものかわからない。 37号住居跡の埋土中から出土した。
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2. 石器（図版88, 第100図 7)

7は溝 1の埋土中より出土した打製石鏃である。側縁は鋸歯状になっている。現存長2.84cm,

最大幅1.97cm,重さ2.45g。漆黒でなく灰黒色のまだら風となった原材であり，姫島産のものか

もしれない。

8は用途不明のもので， 32-34号住居跡を切って略南北に走る新しい 2本の溝のうちの西側

の方から出土した。両端を切出しナイフ状に加工した＇＇石器”には間違いないが，用途はわか

らない。もともと， もう少し長かったものを再加工しているようである。罪のようなものだっ

たのかもしれない。黄茶褐色を呈して艶があり，材質はめのうのように思えるがはっきりしな

い。全長3.8cm。 （伊崎）
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III. おわりに

1 . 集落について

A. 竪穴住居のあり方

今回報告した竪穴住居は82軒であり，既に報告済みのB・C地区を加えても112軒となる。し
（註 1)

かし，宮原遺跡はこの約 2倍の竪穴住居が未報告であり，現時点では竪穴住居・掘立柱建物の

あり方や集落に関して総体的には論及出来ない。ゆえに判明した事象より若干の問題を提起す

る次第であるが，問題提起のみに終止するかもしれないが了承されたい。

i 竪穴住居の配置について

まず最初に問題とすべき事項は竪穴住居の占地が著しく偏向していることである。調査時に

はおぼろげに感じ取ってはいたが，全体図を観めると偏向した状況がより具体的に分り得た。

取分けて西南側は33軒が延々と切り合いをなして連なっている。明らかに住居が偏向して存在

していることを疑う術はなく，住居の占地に関して他律的規制が強く存した可能性があり，竪

穴住居の構築法も順次変化したと考えられる。

斯る状況から群単位を抽出するのは比較的容易であり，後述する住居の規模と主軸方位や

諸々の条件を加味して第101図上図の様な群構成が考えられた。図示した群構成には 3点の特徴

が見出される。 A・C・D・H群では，住居の配置は略直線的に新旧関係をなして略同じ住居

の規模となり，群内では同時併存は不可能となる。 B・G・I・J群は住居配置の平面形態が

円弧状を呈し，群内でも同時併存可能な新旧関係をとる。 E群も同様になるかもしれない。 F

群は不規則となり，南側が I群に吸収されるかもしれない。 K群はD地区の住居と群構成する

と考えられる。これらの群構成を基本として，順次問題点を考えて行きたい。

ii 竪穴住居の規模

大・中・小の 3つの規模で分布状況を考えたがやや不明瞭な感は否めず，従来の 5つの規模
（註 2)

(註 3)

に立ち戻り考慮すると第101図上図の様により鮮明な住居配置をとることが判明した。 C・H群

は大型規模の住居のみで構成している。 A群もやや大型規模の住居で統一されている。 B・E

群は規模にばらつきが見られるも，甚本的には小型の住居が新しくなる。 F.J群も同じ傾向

となるが，住居規模は極端な差異を示す。 I群は大半がやや小型の規模となる。問題はG群で

あり，基本的には小型の住居が新しくなるが， 69号住居と68・70号住居の新旧関係が全く逆と

なっている。規模が極端に違う住居間で，小型の住居が古くなる例はこの一例のみである。

-173-



上記は群単位を構成する住居規模について述べたが，以下 2つの事が確証される。

● A・C・H群では同規模の住居を順次築造していったことが分かる。 A・C群は 6世紀後

半-7世紀初頭の遺物が殆どとなり，他の住居群が長い時期幅を有しているのに比べ際立って

いる。 H群も略同時期の遺物が主体となるが， 77号住居に若干新しい遺物も出土している。

•B·E·I·J 群で認められた，新しい住居の方が小型化していることである。図示した

区分より 2ランク以上規模が異なり，上記の関係を逸脱した例は殆ど認められない。唯一の例

が前述したG群の68-70号住居間に認められるだけである。

iii 主軸方位について

大半の住居は北または北西に主軸方位をとり，ここでは極端な例のみ列挙する。

●東及び東北に主軸方位をとる住居一39・59・97号住居の 3軒。 98号住居も可能性を有す。

●西及び西南に主軸方位をとる住居一55・56・65・79・81・89・95・105号住居の 8軒。

上記 2つの項目に該当した住居11軒中に 7軒が I. J群に属し，更に65号住居もこの近くに

位置する。また，この 8軒は切り合い関係でも新しい部類に属し，小規模な住居となる特徴を

兼ね備えている。当遺跡では新しい時期に属すと思われるが，時期的な証左なのか集落の構成

（配置及び広場等の主体が移動することも含む）の変化であるのかは不明となる。

iv カマドの有様

突出型カマドも群単位では極端に偏向した傾向を示している。確実に突出型カマドを付設し

た住居は16軒で，その内の15軒がB・I・J群に属す。例外となるのは前項目と同じ65号住居

である。大型住居に付設した例はなく，住居内の空間が狭小化するに伴いカマドの形態が変化

したと考えられる。 iiiとivより I. J群は一際特異な住居群と見受けられる。
（註 2)

v 床面下層土塘について

今報告分には立野遺跡に見られなかった壁隅土壊を初めて確認した。一部床面下層の調査を

行なってはいないが，一応中央土壊と壁隅土塘の分布状況は第101図下図の様になる。この遺構

に関しては， E・F・G群では壁隅土堀が新しくなり， I群では逆の現象が認められる。その

中でも問題となるのはE群の57号住居である。他の住居とは規模，主軸方位が全く異なり，床

面下層土壊も他の 5軒が壁隅土堀を有すのに57号住居のみ中央土壊を保有する。 E群の中では

異彩を放つ住居であり，築造時が大きく異なるのかもしれない。

vi 接合資料について

本文中に記述したことを第102凶上図の様に図示した。この接合関係が同時併存したことを指

標しているとは断定出来ないが，何らかの関係を有していることは間違いない。特に I. J群
の住居は多くの接合関係を有しており， 89号住居は 5軒の住居と関係を有し，遠くは32mの距

離を隔てて接合している。一方，切り合う遺構での接合関係は堆積状況と深く係わるので，こ

の問題は後日に期したい。

-174-



△ -10m' 
⑩ -15m' 
"'-20m' 
■ -25m' 

• 25nr-

゜

• 中央士壊

▲ 壁隅土猥

第101図 （上）竪穴住居の群構成と規模， （下）床面下層土猥の形態
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vii 切削物について

切削物については本文中と後章で述べているので，その分布する状況第102図下図に関して述

べる次第である。図の如く略万遍なく出土しているが， A・C・H群には全く出土していない。

一方，出土した群単位において，切り合い関係より比較的新しい住居から出土している。この

2点より，切削物が多く輩出する時期が絞られよう。後章の 2で再検討する。

viii おわりに

i -viiに列挙した問題点をまとめてみる。

•A·C·H群は出土遺物，住居の規模や主軸方位等から大略 6 世紀後半-7 世紀初頭頃に比

定出来よう。 D群でも53号住居は略同時期の可能性を有す。これらの住居に共通する，一辺 5

mを超える住居は当遺跡でも古期に属すと言えるかもしれない。例外は69号住居のみである。

●小型規模に属し主軸方位が偏向する住居，突出型カマドを付設した住居等は切り合い関係で

も上記とは逆に新しくなり，今報告分の住居が終末期を大略8世紀後半頃と考えられるので，

この時期または若干朔上る時期が考えられよう。

●上記 2点に該当しない住居は， i -viiの問題点及び出土品より大雑把に時期比定が可能とな

るかもしれない。しかし，集落のあり様が充分解明されていないし，残存不良な住居も多く，

また出土遺物も幅広い時期差を示す住居も多々あり個々の時期比定は差し控えておきたい。

●列挙した問題点で，ある程度住居の流れは確認出来るが，宮原遺跡総体より考えて正確とは

言い切れない。また，集落全体を度外視して各時期の有様を述べるのにも一抹の不安を抱く。

以上が現時点の住居に関してのまとめであり， i -viiの問題点も修正を余儀無くされる事例

が現われるかもしれないことを付記して筆を置きたい。

B. 掘立柱建物のあり方

i 倉庫棟について

今報告分では22棟が倉庫棟と考えられる。多数の柱穴を検出したが，倉庫棟の柱穴は他の柱

穴よりも一回り径が大きくかつ深く掘られていた。同様の形態をなす柱穴は他にも若干検出し

ているが，柱穴の配置等で建物と認定出来なかった。しかし，幣しく遺構が重複しているので，

削平された倉庫棟が存したことも充分考えられる。上記を念頭に置き，細分化して検討する。

(a) 平面形態について

● 6本柱の建物一31・34・35・40・41・45・47・48・52号建物の 9棟。平均面積は7.llm'。

● 8本柱か 9本柱かの不明となる建物一42-44号建物の 3棟。面積の平均は10.28m'。

● 9本柱の建物一32・36-39・46・49-51号建物の 9棟。面積の平均は11.76m'o 

● 20本柱の建物一33号建物の 1棟。面積は25.95m'o

構築する柱数で上記の 3ないし 4種類に大別される。切り合い関係では， 48号建物が51号建

-176-



r
[
]、

]

＼
 

¥
1
 

/
‘
 

----一---

● 切削物が出土

した遺構

第102図 （上）接合資料，（下）切削物の分布状況

-177-



物より古く， 33号建物が34号建物より古くなる。各建物の築造年代を度外視して上記の切り合

いから形態上の新旧関係を考えてみると， 20本柱の建物が最も古く，次に 6本柱の建物が，そ

して 9本柱の建物が最も新しくなる。

一方，構築する柱数が増すにつれて規模は明らかに拡大する。このことは，形態上の相違か

構造上の問題を提起しているだけではなく，収納する穀類等の増加又は減少を提示している。

穀類等の増加及び滅少は生産性が向上または下向したのか，集落の備蓄量が増加または減少し

たことに起因する。しかし，これらは集落の全貌を解明する過程で分かり得る問題であり，ま

た社会背景も大きく関与していると思われ，今後の課題となろう。

また，形態上の相違は構造上及ぴ築造時の相違だけではなく，形態の異なる建物が同時併存

した場合は収納する穀類の性格が異なったとも考えられる。しかし，現時点においては形態の

異なる建物が同時併存したことを証明する手立は見当らないが，後で述べる事象から可能性は

少し存す。

(b) 方位に関して

●略同一方位をとる建物群 (5゚ の差異まで含める）

34・35・45号建物， 36・40号建物， 32・48号建物， 42・47・51号建物， 38・46号建物， 46・

49号建物， 43・44号建物， 50・51号建物， 33・50号建物の計 9通り存した。

●略直交する方位をとる建物群 (5゚ の差異まで含める）

31号建物と34・35・45号建物， 37号建物と34・45号建物， 52号建物と34・35号建物， 36号建

物と42・51号建物， 36号建物と39号建物， 49号建物と50号建物， 33号建物と46・49号建物の計

7通り存す。

上記の 2通り方位を桁行方位で記述したゆえ同一視すると， 36・39・40・42・47・51号建物，

31・34・35・37・45・52号建物， 32号建物， 48号建物の 4グループが形成される。

(c) 位置関係について

同時併存が不可能な建物の関係を記す。 34・35号建物， 36-38号建物， 40・41号建物， 43・

44号建物， 47・48号建物， 50・51号建物の 6組みは大半以上切り合いが不明となるも切り合う

位置に存し，同時に建つことは絶対不可能である。また，火災で延焼を避けるため間隔をとる

と想定した場合は更に同時併存不可能な組み合わせが増える。

以上(a)・(b)・(c)の共通項を拾い上げると，第103図上図となる。 2-6棟で 1グループとなる

が， 47号建物と51号建物は平面形態が異なり，間隔も 1.5mしか離れていない等から別グループ

と考えられる。 37号建物は構成する建物群が全て 6本柱の建物であり除外出来るかもしれない。

またこのグループは34・35号建物が重複していることから， 2つのグループに細分化されるが

構成は不明である。 41号建物はこのグループとの方位差が35号建物と僅か 9゚ であり，柱穴の大

きさに起因して生じる差異を考慮に入れると，上記のグループに属すかもしれない。 33号建物
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については出土品から 1号溝と伴う可能性が有り除外した。上記より第103図下図の様な建物の

構成が考えられ， 2-4棟で 1単位を構成し 5グループが存す。上記は全て机上で考えたもの

であり，・不確定要素を含んでいることは否定出来ない。また無印の建物も何れかのグループに

属すか，調査区外またはAll, D地区の建物とグループを構成するかは不明である。

最後に，．倉庫棟は住居とは大半以上が明らかに隔たりを有して建っている。しかし，住居と

の構成及ぴ平面形態が時期差を示すか等の問題は宮原遺跡総体で捉えるべきで，現時点では差

し控えたい。

ii 住居棟について

移しい柱穴が存しているので，建物は相当数建つと思われる。私案の段階においても図示し

た7棟の外に15棟程が考えられたが，略建物と思われる 7棟のみ図示した次第である。再検討

を加えて建物が建った場合は，刊行予定の宮原遺跡D地区等に図示する予定である。

上記の理由で構成等は殆ど不明となる。唯一， 56号建物と57号建物が相似している。方位の

差異は僅少であり，柱間の比率は梁行が 1: 0.9, 桁行が 1: 0.84となり略類似している。

その外の建物については特記する事項は存しない。敢て取り上げるならば， 54・55号建物は

方位を異にするが，面積が略同じとなる。

建物以外に柵列を考えてみたが，断定するまでには至らなかった。

註

1 福岡県教育委員会 「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」 -14- 1988 

2 福岡県教育委員会 「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」 -8- 1986 

3 福岡県教育委員会 「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」ー2- 1983 

2 . 土贖について
切削物を傍証資料として

はじめに

（武田）

本文中で20号土塘の北西部を何らかの窯跡と判断したが，同じ性格を有す土壊は殆ど報告さ

れていないので断を下すのに長期間苦しんだ。当報告分の整理中に，不明土製品中に数多くの

切削物が混入していることが判明して，この窯跡が土師器を焼いたのではなかろうかと考え始

めた。なぜならば，切削物が土師器と何ら変わらぬ焼成であり，出土場所が限定されているこ

とが分ったからである。以下，土師器窯の報告例が乏しいので，切削物を傍証資料として20号

土塘等の本来の性格に迫りたいと考えている。

(1) 切削物について

切削物は本文中にも記したが，再度若干述べてみる。土師器の甕．甑や鉢等の器種の内面に
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は一般的にヘラケズリが施されている。このヘラケズリ調整時に削り取られた“物”が土器と

同様の焼成をされるに至って初めて“切削物＂として取扱うこととなる。

個々様々な形状を呈しているが，共通する事象は片面にヘラケズリの痕跡が，裏面には収縮

が認められる。ヘラケズリにより削り取られた“物＂であるから，土器の内面に見られる砂粒

の流れが同様に片面で認められる。その裏面にはヘラケズリ・（砂粒の流れ）の方向と直交して

多数の収縮した線が平行して走る。また，ヘラエ具の相違であろうか，大きく渭曲した品と僅

かに濶曲した品など様々な態をなす。この切削物の大半に，片面あるいは両面に指紋が付着し

ているが，ヘラエ具より取り除く時付着したものであろう。ヘラケズリは一度ならず，二度三

度と連続して行なったのであろうか，角張った形状をなす品も僅かに認められた。これ以外に

は掌で丸めたと考えられる品も存した。また，両面がヘラケズリで，収縮した面が僅かに認め

られる様に折り合わせたか，重ね合わせた品も存した。際立つ例として柱穴ーM13が挙げられ，

丸めた後にヘラ状工具で 6ケ所刺突している。

以上切削物の形状及び特徴について記したが，切削物として報告した品は総数36点を数えた。

B・C類と報告した中にも一部含まれるかもしれないので更に増えるかもしれない。この外に

布目痕が認められた品が2点存した。 107号住居よりの出土品は，ナデ調整の副産物とも考えら

れるが根拠は乏しい。この件は今後の課題としたい。

これより本題に戻り，出土遣物としてはあまり注目されず，かつ評価の低かった“物＂が内

包する問題を考えてみたい。まず最初に，どの様な過程を経て焼成されたかを考えてみる。土

器製作時に副産物として生じ，ヘラエ具から取り離されて土器内に止まったと解釈される。な

ぜならば，土器の表面に付着していたならば剥離痕が切削物に認められるはずであり，その様

な痕跡は切削物には認められない。上記のごとく土器内に止まっていたとすると，甕（鉢は確

証を有しない）は口縁部を上に正位で乾燥させていたことになる。これは22号土壊より出土し

た甕に認められたネズミの爪痕からも判断される。この様にして乾燥させた後，土器と共に焼

成されたと考えられ焼成後に土器から遊離したと考えられる。この様な切削物の派生から焼成

までの過程が想定された。上記の過程を経た切削物が相当数出土したことは当遺跡に土師器窯

が存したということの十分な証拠とはなり得ない。けれども後に述べる切削物の分布状況（第

102図下図）から傍証資料の一つとなり得よう。

分布状況は図示した通りである。まず住居内よりの出土品について考える。「竪穴住居のあり

方」の項でも若干触れたが，切削物を出土した住居にはニ・三の傾向が認められる。

(a) 16軒より出土したが， 12軒が小型規模となり，その内の 6軒が突出型カマドを付設した

住居となる。残り 4軒も中型規模となり，大型住居からは 1点も出土していない。

(b) 住居間の切り合い関係では殆どが新しい部類に属す。

(c) 各住居の時期を比定していない以上群細な時期を述べることは差控えるが，大略 7世紀
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中頃及び後半から 8世紀代の遺物が多く出土している。 6世紀代の遺物も若干出土しているこ

とは否定出来ない。

上記の 3点から，各住居の時期比定ではなく，切削物を輩出した住居の大雑把な時期は目安

として出し得よう。大略 7世紀中頃及び後半以後と推定される。

一方の土堀では 5基より出土している。最も問題となる20号土塘より切削物は 4点出土して

いる。この20号土堀よりの出土品には 6世紀末-7世紀初頭の遺物も含まれるが， 7世紀後半

の遺物が主体となることから，当土塘はこの時期に比定されよう。 6・22号土猥も20号土横と

大差ない時期が考えられるので，切削物の出土した住居とも考え合わすと，切削物は 7世紀中

頃～後半かそれ以後に翡出したと推定される。また，切削物が多数出土したことは，前述の土

器製作過程が一般化したことを提示している。

上記の事項から複数の住居と土城は数時期に亘って有機的な関係が存したことを指標してい

る。また，窯で焼成された土器が焼成具合や使用可能であるか否か等を点検した時に切削物が

土器内より落ち零れたとも解釈される。これらを総合的に考えるならば，ある程度限定された

時期及び場所しか切削物が分布しないことより，充分とは言えないまでも切削物の土師器窯が

存したとする傍証資料となり得るし，何らかの窯跡である20号土城は土師器窯であった可能性

が更に高くなろう。

(2) 土塘の有様について

我々と相見える時の土城は終焉の姿を呈す。元来ゴミ穴として掘られた土壊以外は目的を終

了した時点でゴミ穴等に再利用されたりして， 自然堆積をなした様な状況を呈すると思われる。

20号土壊もこれに該当し，北西端が旧態を止めてはいるが，大半以上が自然堆積した状態であ

った。ここで20号土城の北西端部を土師器窯であったと仮定して論を飛躍してみる。

須恵器窯でも同一の窯での操業は数度と考えられる。土師器窯は窯自体が殆ど不明であるが，

須恵器窯と同様に同一の窯で数回使用したと考えるならば，順次窯を造り直したであろう。必

然的に略同一の場所で操業したと考えられて，壁面は堅固でなければならないことから， 20号

土壊の様な形状をなして順次前方に進展したとも考えられて，操業の終了時の有様が北西端の

形状となる。斯る推測より 3度の改修を行なったのではあるまいか。 20号土横と同様の形態を

なす 6・22号土壊も土師器窯の可能性も無くも無いが，肝心の終焉時の形態が調査区外に当る

と思われるので，可能性が存すとだけ付記しておく。また， 14号土壊に関しては本文中にも種々

の考えを述べたけれども，ここに至って土師器窯の可能性が僅かながらも存すことを付加して

おく。連結した甕を煙道と考えることも出来るが，主軸方位のズレは如何ともし難い。

上記は20号土横が土師器窯と想定して述べたが，逆接的な論法であることは否めない。

おわりに

様々な推測，想定を織り混ぜて論を進めてきたが，一つの切削物が土師器の製作過程だけで
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はなく，土師器窯の解明の手懸りとなるのは言うまでもなく事実であろう。けれども土師器窯

の窯自体が解明された訳ではなく，構造等も含めて不明な点が多々存す。現段階において， 20

号土城の性格は土師器窯以外に見当らないが，全ての疑念を払拭しきれない以上土師器窯であ

った可能性が高いに止めておく。以後類例が増えることを念し，今後の課題としたい。（武田）

3 • 竪穴住居の壁際に見られる杭状痕
ー 83号住居を主体に“壁体”について一一

83号住居で確認した杭状痕を述べる前に壁体に関して若干考えてみたい。それは本文中でも

述べた45号住居周辺で発掘区境東壁の堆積状況である。この周辺の住居群は 6世紀後半頃より

僅かの期間に営まれたと考えられ，略同じ主軸方位でもって大半以上が北東方に順次伸展して

築造されている。平面プランや位置関係から順次建て替えた状況を呈している。しかし，堆積

状況を見る限りにおいては，建て替えがなされた状況よりも，自然に堆積した状況であると強

く印象づけられた。けれども短期間において，壁面が略垂直な状態に保ち得る程竪固に自然堆

積するのであろうか。土層観察時においても上記を裏付けする様な堆積状況とは言い難い。ま

た，土層観察時に認められた幅 3-5cmで壁面に沿った垂直な堆積層は何を物語るのであろう

か。その中でも47号住居の壁面では，この堆積層は床面下層まで到達している。しかし，これ

らの住居には壁小溝を有した住居の方が少ない。上記の事項を勘案すると，この堆積層が壁体

の痕跡ではなかろうかと推定され，壁体と考えた場合，壁小溝との関係について考えねばなる

まい。

壁体について

壁小溝を有する住居が有しない住居より数量的には少なく，また，カマド部を除き壁小溝が

竪穴部を巡る住居数は更に少なくなる。まず最初に，検出した壁小溝が排水施設であったか否

かを検討する。甘木，朝倉地方において壁小溝（従来は周溝とされている遺構）が竪穴部外に

流出させる施設を付随している例は報告されていない。確かに排水施設を有する例は県内にお

いては見い出せるが，竪穴部外に排出する施設が存しない限り，屋内の壁小溝が排水施設であ

ると断定出来ない。例外として八王子遺跡の42号住居があり，周溝上に蓋石をして暗渠をなし
（註 1)

ており排水施設と認めざるを得ない。しかし，この住居は削平を受けており，全容は不明とな

る。上記は例外の事象であり，一般的には浅い溝状を呈し，特記する事項として小穴が認めら

れる程である。今報告分においても，壁小溝内に小穴を検出した例は多く存した。その内でも，

63・64号住居は良好な資料となり，若干差異が認められるもある程度等間隔に存している。こ

の小穴は後述する壁体に関連する杭状痕に当ると考えられるが，調査時に詳細な検討をしてい

ないので不明と言わずばなるまい。しかし，床面上では杭状痕と羽目板痕と考えられる遺構し
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か存せず，床面下層より溝状を呈す遺構（床面上で検出し得ないので周溝とは明確に区別すべ

きである）犬竹遺跡で検出されていることから，当遺跡で壁小溝内に検出した小穴も何らかの
（註 2)

関連を持つと思われる。以上，壁小溝内に小穴を有することで，壁小溝が排水施設とする説を

否定する資料の一つに成り得ると思い取り上げた。小穴の性格を判断した後，改めてこの問題

を整理する。

再び壁体について述べて行きたい。はじめに触れたが，壁際に何らかの遺構が存したことは

窺い知れた。そこで論を進める前に， 83号住居で検出した杭状痕について述べる。 83号住居以

外では103号住居が同じ様相を呈していた。本文中に記した如く住居内には多くの木の根痕が床

面上において認められ，杭状痕と認定したのも含めて総数は約120個にも及んだ。順次断ち割り

を行ない，歪曲したものと埋土等から木の根痕を削除した。その結果，木の根痕と判断した中

に杭状痕が含まれたかもしれないが，増えることがあっても減ることはなく，確実に13個の杭

状痕と確認した。杭状痕は一部図示した様に（第50図）先端部が尖り，殆どが検出面より 15-20

cmの深さとなる。掘り込んだ後埋めたのではなく，杭状痕の形状から判断して打ち込まれたと

判断される。これらの杭状痕は全て壁面下で検出され，大半が略垂直に打ち込まれていた。ま

た，南西壁と北東壁は規則的とは言われないがやや整然と配置している。しかし，南東壁は数

量が極端に少なくなるが，この壁面には出入口施設が存したと思われるので納得出米よう。
（註 3)

斯る杭状痕の有様と， 45号住居付近の断面で確認した幅 3-5cmの壁面に沿った垂疸な堆積

層を考え合わせてみる。壁際に杭を打ち込み，そして壁面に沿って幅 3-5 cmの厚みを有する

物となれば“壁体”が考えられ，所謂化粧壁に相当する。近来，壁際で炭化した茅類が出土し

た例は多く報告されており，当遣跡には焼失家屋が存しないので断定出来ないが，杭と茅等を

組み合わせた壁体が想定される。仮にこの様な壁体が存したとするならば，はじめに充分追求

し得なかった問題も解決出来る。その問題とは， 45号住居付近の堆積状況と住居の廃棄から築

造する期間の問題である。旧住居跡が完全にかつ堅固に埋没していなくとも，新住居の竪穴部

壁面に壁体を構築することも可能で土層図（第21図）に図示した堆積状況となり得て，略垂直

な壁面が残存することも可能となる。また，旧住居が完全に埋没した状態でなくとも新住居を

築造することは可能となる。これから判断して，壁体が朽ちた後に周辺の堆積土が混入して壁

面際に様々な堆積状態を呈したと思われる。

更に47号住居について考えてみる。この住居の壁体と思われる遺構は床面下層までも達して

いることから，杭痕もしくは部分的かもしれないが床面下より壁体が存したことを示している。

杭痕であるならば83号住居の杭痕と同じ性格と考えられる。床面下方より壁体を構築したので

あるならば， どの様な問題が派生するのであろうか。本来，貼床面は堅固に踏み固まった住居

も存するが，主柱間エリアとカマド周辺及びカマド対面等が堅く踏み固まる住居など個々様々

な様相を呈している。しかし，壁際が堅固に踏み固められている住居は皆無に等しい。このこ
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とから，壁体が床面下方より存した場合，我々と相見える時どの様な形態を呈しているのであ

ろうか。所謂周溝状を呈しているのではなかろうか。前述した犬竹遺跡においては，周溝状に

溝を掘った後杭及び羽目板を設置して再び埋め戻していた。また，当遺跡の壁小溝内に多くの

小穴が検出されているが，小穴は杭痕とも考えられる。上記を考え合わせると，壁小溝内に壁

体が存した可能性は無いとは断言出来ないであろう。では何ゆえに約10cm程の幅を有し，途切

れたりするのであろうか。前述した様に壁際は住人が殆ど行動しない場所であり，踏み固めら

れる可能性も少ない。この外に，住居廃絶後壁体を撤去することも考えられる。様々に撤去す

ることでより幅広な痕跡となり得るし，途切れた壁小溝痕ともなり得る。

以上で壁面下に杭状痕を有する住居，壁面に沿って垂直な堆積層が認められる住居と壁小溝

内に小穴を有する住居には壁体が存した可能性があるのではと考えて論及した。壁面に茅類が

付着して出土しない限り断定されないが，壁体が存した可能性があることを指摘しておきたい。

また，排水施設が竪穴部外に伸展した例が多く輩出すれば上記は否定されるが，現地点では当

地方において見受けられない。地域性及び立地条件に起因するのかは今後の課題となる。

おわりに

前項で触れなかった周溝の問題を取り上げてみる。最近の調査で竪穴部外に 1m前後の溝が
（註 4)

巡っているのが確認されている。この遺構は雨水や土砂の流入を防ぐためだけとは考えられず，

雨水を上屋から溝に流すためにも造られたと考えられる。防水に充分留意した結果， または必

然的に造られた遺構であろう。この様な防水施設が考えているのに，より不健康な素因となる

湿気を発する周溝を屋内に造るであろうか。竪穴式住居自体が現在の家よりも相当暗く湿気を

滞びた造りとなるのに，更に疾患の素因となる様な遺構を造るのであろうか。私のイメージは

上記の点より派生したものである。

以上， 83号住居等より壁体（擁壁を主とした）について考えたが，未報告分の宮原遺跡には

この問題に係わる遺構を検出しているので，その折再論しなければならないかもしれない。

（武田）

註

1 碓井町教育委員会 『八王子遺跡群II』 （碓井町文化財調査報告書 第2集） 1987 

2 三輪町教育委貝会 『犬竹遺跡』（三輪町文化財調査報告書 第4集） 1985 

3 福岡県教育委員会 『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー8-』 1986 

4 福岡県教育委員会が九州横断自動車道建設に伴い調査した大迫遺跡で検出している。同遺跡は現在整理中で

ある。
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4. 黒色土器について

内面が黒色を呈する土器が数点出土している。いわゆる黒色土器Aと称される類と考えうる
（註 I)

ので，ここでとりあげてみよう（第104図）。

1は85号住居跡床下層からの出土で，砂粒を多く含む粗製の土器である。内面は擦過風のミ

ガキを施すが，そのミガキには繊維質の条線が見える。外面はおそらく内面と同じ原体での擦

過である。断面で見ると，内面の黒化は器表面のみであって 1mmの厚さにもなっていない。復

原で口径10.5cm。

2は84号住居跡出土であるが，胎土といい焼成といい，色調も 1と全く同じである。 84・85

号住居跡は重複しているので， どちらかが混入したのだろう。それはともあれ，この 2点が同

一個体とすれば脚台の付く杯か坑ということになるが，かような器形は未知である。 1と同じ

で内面は黒色の上にミガキを施す。黒化しているのはやはり器表面から 1mm程である。

3は97号住居跡のカマド内出土である。胎土は精

良としてよいがつくりが粗く，器壁の厚さも一様で

ない。内面は底部付近にミガキの痕跡がみえるもの

゜
＼ 

. /. 1 (85-3) の，体部はよくわからない。なでが施されているこ

亡□2 (84-5) 

とは知れる。断面で見ると，器肉全部が黒化した部

分と，半分以下の器表に近い所のみの黒化とが一破

片の中で出ている。口径10.6cm。

4は98号住居跡出土品で， 3と胎土・焼成等がよ

10cm く似ている。しかし同一個体とはならないようだ。

内面はミガキを施しているが光沢のあるものではな

い。外面はケズリの痕跡が伺える。外面も黒色部分

が多い。器肉は全て黒化している。復原口径12cm。

5は57号掘立柱建物のすぐ東にある P63から出土

した。内面はおもに横方向に擦過に近いなでを行っ

ているのはわかるが， ミガキがある（あった）のか

どうかわからない。断面でみると器肉の半分以上ま

で黒化している。口径12.1cm。

6は22号土拡からの出土で， もし黒色でなくとも

I/ 
一見してすぐ他と異なる土器だとわかる。器壁は薄ヽ

6 (D22-9) (, 砂粒を殆んど含まない精良な土器である。器形

第104図 黒色土器実測固 (1/ 3) 的には口縁直下で内湾度の変化している点が特徴と
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いえよう。約1/8程の破片であるが，内面は全て黒色をなしヘラミガキの痕跡をよく留めてい

る。外面は器表の3/4程が黒色をなし，残り 1/4が黄橙色を呈する。この面もヘラミガキが丁寧

である。器胎そのものも全て黒化している。復原口径14.8cm。

以上の 6点 (1・2が同一個体として 5個体）は，黒色土器という共通項の中でも， 6だけ

は器壁の厚さ，調整，器形が他の 4点と全く異なっている。これは後述のように 6と他との時

期的な差異ではなく，製作者の相違または土器そのものの出自に起因するものであろう。 1 . 

3・4・5の4点について仔細に見ると， 3-5の胎土は粗いように見えながらも精良なもの

であって， 1の砂粒を多く含んだ粗さとは明確に異なる。その逆に内面の調整のあり方におい

ては， 1は丁寧なミガキが施されるのに対し， 3 -5はミガキの有無もわからない程度である。

1と3-5とは区別して見るべきだろう。これは 1の方が新しく位置づけうるところから時期

差に起因するとみられる。

つまるところ，この 5点の黒色土器は大きくは 1-5と6との 2つに分けられるとしてよい。

1 -5は口径10.5-12.lcmになり， 1を除いて多分に丸底であろう。 6は口径14.8cmと大きく，

高台の付くような器形が想定できる。

さて，これらの黒色土器の時期であるが，所属する遺構から出土した他の土器の特に須恵器

を見るにおいて， 1は7世紀前半代， 3・4は7世紀中葉～後半代， 6も7世紀中葉～後半代

に位置づけられよう。 3・4と6とでは， 6の方がやや古くおけるのかもしれない。
m 2) 

これまで黒色土器の九州での出現は 8世紀後半代とされているが，この宮原遺跡での例は古
（註 3)

くは 7世紀前半代から存在していることになる。さらに 7世紀中葉以降には 2形態のものを見

るようになって， 8世紀代に属する例が今のところ見当らない。宮原遺跡はまだAll地区， D

地区にかなりの数の住居群と土塘などがあり，それらの大半は 8世紀代に位置づけられる。そ

の中に黒色土器が埋もれている可能性も強いといえよう。現時点では， 7世紀代のこれらが偶

発的存在なのか，他からの移入なのかはわからない。 （伊崎）

註

1. 田中琢「古代・中世における手工業の発達一窯業一 (4)畿内」 『日本の考古学VI』 河出書房新社 1967 

P.199 

2. いま，これらの時期比定に際しての問題は，第一に土器そのものが混入品とは考えられないのかというこ

と，第二に所属遺構そのものの時期が確かであるのか， という点が挙げられるが，それを確かめる術はな

い。現時点では記述したとおりの時期と捉える。

3. 佐藤浩司「北部九州における黒色土器の生産と流通」 （『横山浩一先生退官記念論文集 I 生産と流通の

考古学』） 1989 

森隆「九州系黒色土器の器形的系譜に関する若干の覚書」 古文化談骰 第21集 1989 
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5 . ネズミ狂騒曲

宮原遺跡AI地区22号土猥出土の土師器甕にはネズミのものと思われる“爪あと”が， 57号

住居跡出土の土師器杯にはやはりネズミのものらしい“歯形”が付いていた。 これらはまだネ

ズミのものだと特定されたわけではない。 しかし，素人目にも多分にネズミのものだろうと思

われる。以下においては， これらがネズミの活動の痕跡であろうことを前提にして二題を設け

て話をすすめてゆくこととする。
（註!)

ネズミといえば人間への害獣の代表格として名高く， また悪賢いというイメージがとても強

い。“ネズミの子算用（ネズミ算）＂と言われるように繁殖力がすさまじいので， 古くは子孫繁

栄の象徴としてもみられていたらしい。 しかし，食料を掠めとったり，

原菌の媒介をするなど人へ害毒を及ぼす動物としての位置づけが強く，

田畑を荒らしたり，病

まずもってよく言われ

ることはない。悪口雑言の対象に比喩的に使われることが多い。
ね

十二支の最初にくるのは子（ネズミ）であり， これにまつわる説話が猫との確執として著名

である。 ネズミにとって猫はやはり天敵なのだろう。

ネズミが人間との関わりにおいて歴史上にその名を最も強烈に残すのは， 中世ヨーロッパを

恐怖のどん底に落とし入れた黒死病（ペスト）大流行のときであろう。特に14世紀においては

ヨーロッパの全人口の 4人に 1人が死んだとさえ言われている。ペスト菌を媒介するノミはヒ

卜ばかりでなくネズミをも宿主としていたため， そのネズミの拡散がペストを蔓延させたので

ある。 14世紀代のペストはもとは11世紀にインドで原発し， 十字軍の戦乱でクマネズミととも

にヨーロッパヘ入りこんできたものという。十字軍の真の勝利者はネズミどもだった， という

言葉は歴史のシニカルな側面を言い得ている。
げつしもく （註 2)

ふつうにいうネズミは醤歯目のネズミ亜目に属し，約1800種があるという。 この亜目にはネ

ズミ上科，ヤマネ上科，戸トビネズミ上科等があり， 日本に分布するのはネズミ上科のキヌゲネ

ズミ科（ハタネズミ亜科 Microtinae) とネズミ科（ネズミ亜科 Murinae),

その多くの属・種・ 亜種がいる中で九州に住むのは次の種類である。る。

それにヤマネであ

● ドブネズミ Rattus norvegicus 日本古来のものではなく， 17世紀頃に朝鮮半島から渡米し

てきただろうという。一説には 7世紀代にやはり朝鮮から来たともいう。

●クマネズミ Ruttus rattus 一説に， 7世紀初めの遣唐船で渡ってきたという。

●ホンドハッカネズミ

● シコクカヤネズミ

●ホンドヒメネズミ

●ホンドアカネズミ

Mus musculus molossinus 

Micromys minutus japonicus 

Apodemus argenteus geisha 

Apodemus speciosus speciosus 

●ハタネズミ Microtus montebelli 
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●スミスネズミ Eothenomys smithii 

なお，ヤマネ上科 Gliroideaのヤマネ Grirulusjaponicusは日本特産種で，これも九州にも

いる。
（註 3)

i . ネズミは土器をよじ登った―ネズミの爪痕—(Fig. 6, 第105図 D22-22) 

22号土城出土の土師器甕D22-22(第105図）は，いま残存しているのは口縁部が全周の1/12

ほど，肩部から胴部に至る破片全体では1/4ほどのものである。その22号土城に投棄されていた

甕の胴部・肩部・ロ縁内側に，小動物の足跡（爪痕）が15個ばかり印されていた。この爪痕に

ついては専門的な“鑑定”を未だ行っていないけれども，多分にネズミのものである。
（註 4)

爪は 5本あるが， 5本が全て印されているのは 1箇所しかない。他は 4本分の爪痕が台形の

四つのコーナーに 1つずつ配した格好で印されている。上段 2個は 3-4 mmの間隔，下段 2個

間は 7-8 mmをあける。上段と下段の間隔は 3-4mm程度。これはふつうよりもやや踏んばっ

て足（前脚）をかけた時の爪の位置とみてよい。勢いっぱい踏んばると，最大1.2cmの幅にまで

爪が開いている。ズルッとすべった時のひっかき傷がその幅になっている。

さて，この甕は復原すれば器高が35cmを上回る大型のものになるだろう。この甕の肩部付近

に集中して残されている爪痕を見ると，その中にひっかき傷のようになったのが 2-3回分あ

0
 

10cm 
D22-22 

ニ，，―_~-==づ'
57-6 

0 5cm 
I I I I I I 

第105図 ネズミの爪痕・ 門歯痕 (1/3・1/4)
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る。これは甕をよじ登ろうとして，足場が悪かったためか，すべり落ちそうになった時につい

たものだろう。ネズミはこの甕をよじ登ろうとしたらしいのだ。

いま，以上のことをふまえたうえで，その時の様子を脚色して以下に再現してみよう。あく

までも紙芝居ふうのフィクションである。

.... 
時は 7世紀の後半の頃。所はみやばるムラの一角。竪穴式の住居が 5-6軒の

まとまりで数ケ所に建っている。高床のクラも 2-3棟ずつ建っている。
・・・• はじのうつわもの

みやばるムラに住むタケマロは，ムラの広場でせっせと“土師器”を作ってい

る。種籾を入れるのと，カマドにかける器が壊れて少なくなってきたのだ。今回

は30個も作れば足りるだろう。

作った器は高床のクラの下の日陰で乾かすことにしていた。クラの陰には作ら

れたばかりの器が所せましとワラの上に置き並べられている。

さて，近くの田んぼを走り回っていたネズミのふ；こ太郎は， 自分のねぐらへ

帰ってきた。ムラを出てもあまり食べ物には恵まれない。きょうこそはあのクラ

に潜り込めないものか。でも，人間どもが鼠返しなるものを取り付けているので

どうしても中にまで入っていけない。

今まで走り回っていた疲れも忘れて，チュー太郎はクラの柱にとびつこうとし

た。おや， クラの下には器がいっぱいあるではないか。中には籾が入っているの

かも…•••。チュー太郎は甕のひとつに飛びついた。ズル，ズルッ。爪をたてたが

すべり落ちた。今度はもう少し勢いをつけて，それっ， と甕の肩につかまって，

ロの所にまで手（前脚）

第106図 ネズミのチュー太郎
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行橋市下稗田遺跡の貯蔵穴 (A地区51号， E地区48号，地区番号不明）から出土した大臼歯
（註 9)

18点と頭蓋骨は， ドブネズミ， ヒメネズミ （アカネズミ属）に同定されている。弥生時代前期

中葉～後葉の時期である。 ドブネズミと同定された頭蓋骨・歯が出土したことはきわめて重要

で意義あることと言わねばならない。

佐賀県三養基郡三根町本分貝塚の弥生時代中期中葉～後葉を主体とする貝層中からは，狭い
（註10)

範囲のトレンチ調査ながらも， ドブネズミ・クマネズミ・アカネズミと思われる骨が最低でも

21体分は出土している。これらは食料とされた可能性もあると指摘される。 ドブネズミ・クマ

ネズミの存在は重要であろう。

以上のほかにも多々出土しているのだろうが，寡聞にして多くを知らない。古代以降の骨や
（註11)

歯などの検出報告例をあまり見ないのは，ただ単に遺存条件が整っていないというだけのこと

と思われる。

ともかくも，ネズミは古くから，おそらく人類が発生して以来今日まで，人間のまわりにい

て動き回ってきたことだろう。

縄文時代などでは志多留貝塚での報告のように食用にも供されたであろうが，弥生時代以降

の食料生産段階になると，今度は自らが生産した物をネズミの害から守ることが重要課題とな

ってくる。とくに貯蔵された食料のまわりには必ずといっていいほど，ネズミが出没したにち

がいない。

人間たちは，ネズミの害を最小限にくいとめようといろいろ知恵をしぼった。穀物を高床の

倉庫に貯蔵するようになった弥生時代には，ネズミが柱をよじ登ってきても肝心のクラの中に

までは進めないように，大きな平たい板を柱に取り付けた。鼠返しと呼ばれるものである。静

岡県登呂遺跡での出土とその復原された倉庫とが夙に有名である。
（註12)

卑近な例では，小郡市薬師堂遺跡谷地区からも鼠返しが出土している。 600X 450mm程の隅円
（註13)

長方形をなし，中央に柱を通す100X 125mmの同形の穴を穿っている。厚さ35mmほどで針葉樹と

思われる材である。これは奈良時代のものであろう。

鼠返しはネズミの存在についての間接的資料にすぎない。その点，土器の表面に印された爪

痕は骨や歯という直接資料に次ぐ生々しい存在の証しといってよい。ただ，この爪痕のみで多

数の種類の中から特定種を割り出すのは至難のことかもしれない。

なお，このような爪痕または爪による引っかき傷は注意して見ると多くの土器に残されてい

ることがわかってきた。既に報告済みの立野遺跡C地区出土の甕にもあるし (6世紀末頃），次
（註14)

回以降に報告予定の宮原D地区の土器にも付いている。筑後市森ノ木遺跡の弥生後期前葉～中
（註15)

葉の土器に見られるものは，現時点では最も古い段階のものと捉えている。おそらく縄文土器

にも見つかってくるだろうが，やはり多くを見るようになるのは弥生時代以降の土器において

であろう。ネズミの存在は周辺に食料があることの裏返しともいえる。
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2. 村上陽一郎『ペスト大流行 ヨーロッパ中世の崩壊一』 岩波新書 225 1983 

堀越孝ー・三浦一郎『世界の歴史 5 中世ヨーロッパ』 現代教養文庫 825 社会思想社 1974 

3. 註 1のb. C • gによる。

4. 先に記したようにネズミと断定はできていない。ただ，例えネズミでなくともそれに近い小動物であるの

は間違いない。少なくとも人間にとっての益獣ではなかったようだ。

これをネズミの爪痕だと指摘したのは岩瀬正信氏である。氏の慧眼には感服する。

5. 直良信夫『古代人の生活と環境』 校倉書房 1965 P 251・252より引用

6. 直良信夫「動物遺存体」（日本考古学協会編『登呂』本編） 1954 P342より引用

7. 林田重幸「志多留貝塚の動物骨について」（坂田邦洋『対馬の考古学』 縄文文化研究会所収） 1976 

なお，遺跡での報告例等々について木村幾多郎氏より多大な御教示を得た。深謝いたします。

8. 花村肇・岡崎美彦「獣骨」＜北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室『楠橋貝塚』（北九州市埋蔵文化財

調査室報告書第69集）〉 1988

9. 花村肇「下稗田遺跡出土ネズミ類の同定」＜下稗田遺跡調査指尊貝会『下稗田遺跡』 （行橋市文化財調査

報告書第17集）〉 1985

10. 木村幾多郎「動物遺存体」＜佐賀県立博物館『本分貝塚』 （佐賀県立博物館調査研究書 第 7集）〉 1981

11. 季刊考古学・第11号の特集‘‘動物の骨が語る世界”には，各地の遺跡における動物遣存体のあり方がまと

められていて興味深い。ネズミを主題とした特論はないが，この特集の中でも 10遺跡ほどでのネズミの出土

が知られる。（雄山閣出版 1985) 

12. 日本考古学協会編『登呂』本編 1954 

13. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー10----』 1987 図版13に出土状態の写

真がある。

14. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー8-』 1986 50号住居跡出土甕の把

手の所にある。 (P87)

15. 1988年筑後市教育委員会調査。佐々木隆彦氏御教示。

16. この点も岩瀬正信氏の御教示による。これも実験等を行ったわけではないのでネズミと断言するのは早計

かもしれない。しかしこれを“歯形”とする以外の別のものを想起しえない。

17. 最大の問題点は，この門歯痕が住居等が営まれていた当時のものなのか，あるいは後世に付いたものなの

か， という点である。これについては確かめる術を持たないが，当時のものと解したい。

18. 註 1gに同じ

19. 註 1d, P49-50 

20. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー9一』 1987 

21. たとえ門歯を打ちつけても，石や須恵器は材質的に痕跡となりにくいという点がある。

22. 朝倉町大迫遺跡（横断道第37地点）出土の土師器甕底部片にも，その内面と断面とに門歯痕があるのを確

認している。
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あとがき

この報告では，各住居跡や土猥などの時期の比定はいくつかを除いて殆んど行わなかった。

ー遺構からの出土土器にかなりの時期幅があったり，遺構の重複関係と土器とが既往の編年観

からすれば逆転しているなどの例もあったりしたので，あえて言及を避けたのである。混入と

思われる土器を除外して，重複の先後関係に甑甑をきたさないように検討するという基礎作業

を丹念に行うべきなのだが，言い訳になるけれども，あまりに時間がなかった。

出土土器を見る限りは， 5世紀代の溝（溝 1) と一部の建物を除いて，遺構の殆んどは 6世

紀の終りに近い頃から 8世紀中葉～後半という時期幅の中におさまるものである。最も主体を

なすのは 7世紀代と思われる。

これから順次報告していく宮原遺跡のAII・D地区の住居群も，その大半は 6-8世紀代の

中で営まれ廃絶されていることがわかっている。その整理報告が全て終わろうとする時点にお

いては，この約 2世紀間にも及ぶ集落の変遷過程を呈示し，史的な位置づけもしなければなら

ないだろう。それまでにはこのAI地区の住居群も再検討しておきたいと念じている。

最後に，いつものことであるが，この報告書も多くの方々の援助なしには刊行しえなかった。

その多くの方々に対し，心よりお礼を申し上げます。謝々。

＜補遣＞

籾痕のある土器 （図版89)

土器の器表面に籾の圧痕を持つものがいくつか見られたので列記しておく。気づいたものだ

けであり， もっと点数があろうかと思う。

・84号住居跡一土師器杯外面埋土中出土

・89号住居跡一一土師器甕内面埋土中出土 (89-10)

・95号住居跡一一土師器坪内面 カマド西側出土 (95-3) 

須恵器坪外面埋土中出土

・表 採 土師器杯外面
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第 1表 宮原遺跡出土土器法量表 ①
 

② 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法最慮譴怠翡 備 考

住31
（第107図）

須恵器 蓋 1/5 
カマド周辺

1 旧31-2 

" 2 II 杯身 1/4 ① ④101 .3③ 3°.s カマド周辺

2 8 31-3 

II 3 ＂ 
II 1/8① 13.0④ 15.2 31-4 

// 4 土師器 塙 1 ① ③87 .05② 4.6 photo 31-1 
.0 

＂ 
5 II 甑

② 10 6 31-5 

住32 1 須恵器 杯身 32-1 

// 2 土師器 甕 32-2 

住33 1 須恵器 蓋 33-1 

II 2 II 杯 ヘラ記号 33-2 

II 3 士師器 高杯 精製 33-4 

// 4 II 杯 精製 33-3 

II 5 FF 甕 33-6 

II 6 II II 1/5 ① 19.0 下層中央土堀
33-5 

住34 1 土師器 甕 l/10 ① 14 8 床下層 34-2 

II 2 II II 1/7 ① 18.4 34-1 

住35 1 須恵器 蓋 35-2 

// 2 II 杯身 床下層 35-1 

II 3 II 杯 1/12 カマド内 35-3

II 4 土師器 杯 1/5 
北側掘り込み

35-8 

II 5 II j宛， 35-6 

＂ 6 II 甕 35-5 

FL 7 II II ① 15 2 35-9 

" 8 II II 1/10 
① 23.9④ 28.1 

カマド内 35-7 

住36 1 須恵器 蓋 36-1 

// 2 土師器 甕 1/5 ① ④ 12.2③ 10.0 床下層 36-2 
11.3 

" 3 II II ② 7. 75 36-4 

II 4 II II 36-6 

,, 5 II 

＂ 
36-7 

II 6 II II 36-5 

II 7 II FF 
① 25.6 床下層西壁

36-3 

住37
（第108図）

須恵器 蓋 37-9 
1 

II 2 II 杯身
カマド周辺、ロ
緑打欠き 37-7 

II 3 ＂ 
II 1/8 ① 11.2④ 13.2 カマド周辺、ロ

緑打欠き 37-8 

II 4 II 蓋 1/8 ① ④ 11.4③ 1.9 37-6 
13 6 

II 5 II II 1/8 ① ④ 12.4③ 1 7 37-5 
14.6 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法蓋慮翡葛昌喜 備 考

住37 6 須恵器 蓋 1/3 ① ④ 12 4 ③ 2.2 床下層、埋土

15.0 37-3 

II 7 ＂ 
II 1/2 ① 14.6③ 2.1 カマド付近床下

④ 16.4 層 37-2 

II 8 II II 床下層 37-4 

II ， II 杯 37-10 

II 10 土師器 坪 精製 37-16 

II 11 II 高坪 II 37-17 

II 12 II II ＂ 
37-18 

II 13 II 甕 2/3 ① ④ 15.4③ 13.2 カマド周辺床面

13. 7 photo 37-1 

II 14 II II l/4 ④ ① 116 6.2③ 8.3 カマド床下層

.4 37-11 

1/4 ① ④11 5.0③ 10.5 
カマド外右袖付

II 15 II II 近、 タタキで叙ワー,a5 1 

II 16 ＂ 
II 

カマド外左袖付
近、精製 37-14

II 17 II FF 
1/8 ① 19.0 37-12 

③ 10.1④ 21.0 

II 18 ＂ 
II 1/4 ① 21.2 タタキ痕 37-13

③ 9. 7 

II 19 II II 1/6 ① ④22 2.4③ 27 .25 カマド内、タタ
7 .1 キ痕 37-15 

住38 1 須恵器 杯身 床下層 38-1 

住39 1 須恵器 蓋 39-2 

II 2 II 杯 ヘラ記号 39-3 

II 3 土師器 f1 2/3① 14 75③ 5.3 やカ粗マ、ド周ph辺o,to、o_や, 

II 4 ＂ 甕 1/5 ① ④ 18.8③ 7 .65 床下層 39-4 
15.6 

II 5 II II ④① 22 1 1③ 10.35 カマド周辺

4.5 39-5 

住40
（第109図）

須恵器 蓋 床下府 40-7 
1 

II 2 II II 
II 、ヘラ記

号 40-11 

II 3 II II 
埋土上層、床下
層 40-10 

II 4 II II 1/10 ① 10 5 ④ 12.8 打欠き 40-6 

＂ 5 II II 1/4① 12.2④ 14.6 床下層 40-9 

II 6 II II 1/8① 13.6④ 16.0 II 40-5 

1/2① 15.35③ 2.4 
＂ 、坦土下

II 7 II II 尺9、photo,n_ o 

II 8 II II 1/8① 17 .8③ 1.1 床下層 40-4 

II ， II 杯 40-3 

＂ 10 II 平瓶 1/5① 4.1 床下層 40-8 

II 11 土師器 蓋 カマド内 40-12

＂ 12 II 甕 ① 14.8④ 13.0 床下附 40-18 

II 13 II II 1/6① 16 2 
カマド内下層

40-20 

If 14 II II 床下層 40-14 

II 15 II " ＂ 
40-16 
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遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法蜃慮乱喜恩喜喜 備 考

住40 16 土師器 甕 40-15 

II 17 II II 1/8 ① 22.0 タタキ痕か？
40-13 

II 18 II II 1/12 ① 23.9 40-17 

// 19 FF II 1/8 ① 28.1 40-19 

II 20 II 鍋 1/5 ① 30.0③ 14.2 カマド内、
photo 40-1 

住41 1 須應器 蓋 1/12 
① 13 0 ④ 14.9 

41-4 

II 2 II II 41-5 

// 3 II II 1/5 
① 15.3 

41-2 

II 4 II 杯
① 12.4② 9 4 

photo 41-1 
③ 3,8 

II 5 II II 
② 10 35 カマド周辺

41-3 

If 6 ＂ 
II 41-8 

II 7 II II 41-6 

II 8 II II 41-7 

＂ 
， 土師器 杯

① 12.6③ 2 8 
41-10 

II 10 II 高杯 41-15 

＂ 11 II 甕
① 13.6④ 11 9 

41-13 

II 12 II II 41-11 

// 13 II II 41-14 

II 14 II II 41-12 

II 15 II II 1/6 ① 24.8 41-9 

住42
（第110図）

須恵器 杯9 ヘラ記号 42-14
1 

＂ 2 II 蓬 1/10 ① 13.8④ 16.2 42-12 

II 3 II 

＂ 
1/4 床下層 42-11 

II 4 II 

＂ 
1/5 ① 16 0 42-5 

II 5 FF II 42-13 

II 6 II 杯 ① ③4 13.3② 8 75 photo 42-3 
.85 

II 7 II II 1/3 ① 14.25② 9 9 42-4 
③ 3.9 

II 8 II II 
② 10 4 

床下層 42-9 

II ， II II 
② 11.0 

42-10 

II 10 II II 42-8 

II 11 II II 
カマド右袖床面

42-7 

II 12 II II 42-6 

II 13 土師器 杯 1/4 ① 14.6③ 3.2 床下層、精製、
photo 42-2 

II 14 II 

＂ 
1/5 ① 13.5③ 3.5 精製 42-15 

II 15 II 

＂ 
1/4 ① 15 65③ 2 8 半精製 42-19 

③
 

④ 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法齢饂喜饂喜 備 考

住42 16 土師器 杯 1/8 ① 13.95 精製 42-17 

II 17 II II 
① 18.4③ 3.4 ”、床下層

42-16 

＂ 18 II II 1/8 ① ③ 3 133 .85② 9. 7 
” 42-18 

麻
II 19 II 埋 1/10 ① 19.4 粗製 42-20 

II 20 II 甕 1/4 ① 15.0 42-22 

＂ 21 II II 1/4 ① 15.6④ 14.0 床下層 42-27 

II 22 II II 1 ① 16 05③ 12.5 カマド突出部、
photo 42-1 

II 23 II II 42-25 

＂ 24 II 甑 カマド内 42-21

II 25 II 甕
カマド内焚口部

42-24 

II 26 II II 1/5 ① 23.4 42-23 

II 27 II II 1/6 ① 29 8 42-26 

II 28 II II 
① 27.1④ 26 2 

床下層 42-28 

II 29 ＂ 
II 

① 28 2④ 30 7 カマド右袖床面
42-29 

住43
（第111図）

須恵器 蓋 1/8 ① 12.4④ 14.4 43-7 
1 

II 2 II 

＂ 
① 15.45③ 2.45 

photo 43-2 

II 3 II II 1/6 ① 15.4 床下層 43-4 

II 4 II II 1/3 ① 15.1③ 2 3 ” 、ヘラ記
号 43-3 

II 5 II 壺 43-6 

II 6 II 杯 43-5 

II 7 土師器 坪、 精製 43-12 

” 8 II 

＂ ＂ 43-14 

II ， " 坑 半精製 43-8 

II 10 II 甕 1/5 ① 9 2 ④ 9.2 43-20 

II 11 ＂ 
II 1/4 ① 12.2④ 11 5 カマド内 43-17

II 12 II II 1/5 ① 14 45 43-11 

II 13 II 甑 43-15 

II 14 II 甕 1/8 ① 21.6 半精製 43-10 

II 15 II II 1/4 ① 22.4 

＂ 
43-9 

II 16 II II 
① 25 6④ 24.6 カマド内上層

43-13 

II 17 II 

＂ 
1/6① 27 0 ＂ 43-16 

II 18 II II 1/9 ① 28 8 43-18 

II 19 II 甑 1/5 ② 13.5 カマド内、床下
層 43-19 

＂ 20 II II 
② 15.0 

photo 43-1 

住44 1 土師器 甑 ② 10.5④ 25.2 
カマド内 44-1
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⑤
 

⑥ 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法量慮譴魯喜喜 備 考

住45 1 土師器 鉢
カマド、精製

45-2 

＂ 2 II 甕 1/8 ① 9 6 ④ 9 3 カマド周辺
45-4 

＂ 3 II 

＂ 
① 17 .8 

カマド 45-1 

住46
（第112図）

須恵器 杯身
1/2 ① 11 3 ③ 3 5 ヘラ記号、

1 ④ 13 8 photo 46-2 

II 2 II 坪、

＂ 
46-7 

坪身
① 11 1③ 3 4 ＂ 

、打欠
II 3 II き、 photo

④ 14.2 ,s-s 

II 4 II II 
① 10.2④ 12.5 

打欠き 46-4 

II 5 II 坪、
カマド、ヘラ記
号 46-6 

II 6 II II ヘラ記号 46-8 

II 7 II 高杯 46-5 

II 8 土師器 II 
① 15 8 46-16 

II ， 
” 

II 
① 16.0 

精製 46~15 

II 10 II II 

＂ 
46-9 

II 11 II II ” 46-11 

II 12 II II 粗製 46-13 

II 13 II 坑
① 14.6④ 12.5 

精製 46-14 

＂ 14 II 甕 1/8 ① 10.8④ 10.4 床下層 46-18 

＂ 15 II II ① 19.0 
46-17 

住47 1 土師器 坪、 精製 47-1 

II 2 II 高杯 ＂ 
47-2 

住48 1 士師器 甕
① 19.6 

48-1 

住49 1 須恵器 坪、
②8 49-2 

II 2 土師器 甕 49-4 

II 3 II II 1/5 ① 18.2 カマド 49-3 

II 4 II カマド photo 49-1 

住50
（第113図）

土師器 坪 半精製 50-1 
1 

II 2 II 甕
① 15.0 

カマド 50-2 

住51 1 須恵器 甕 51-I 

＂ 2 II II 51-2 

住52 I 須恵器 杯 ヘラ記号 52-1

＂ 2 土師器 甕 1/4 ① 14.4④ 14. 7 52-2 

II 3 II II 1/12 
① 24.2 

精製 52-4 

II 4 II 甑 1/10 
① 25.0 

52-3 

住53 1 須恵器 蓋
1 ① 13.8③ 4.4 ヘラ記号、

photo 53-4 

＂ 2 II 杯身
1 ① 10 9③ 4 25 II 

④ 13.8 photo 53-5 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残 法量①②底口径径③④器胴径高 備 考

住53 3 土師器 坪、 1/10 ① 16.2③ 2.9 ヘラ記号、精製
53-6 

II 4 II 高杯 精製 53-7 

＂ 5 II 甕
カマド周辺

53-9 

II 6 II II 
床下層、半精製

53-8 

II 7 II II 1/3 ① 13.2④ 13.9 カマド内、
photo 53-3 

II 8 II II 
① 14.4④ 19.1 photo 53-2 

II ， 
＂ 甑 ① ③23 9.3② 9.5 

＂ 
53-1 

2 8 

住54 1 須恵器 杯身 1/9 ① ④101 .9③ 4.5 床下層、ヘラ記
3 0 号 54-1 

II 2 II II 
① 10. 7④ 13.0 

床下層 54-2 

II 3 II 塊？ 1/3 ヘラ記号 54-5 

II 4 II 坪、 54-4 

II 5 II 高杯
② 11.0 

床下層 54-3 

II 6 土師器 婉 ＂ 、半精製
54-7 

＂ 7 II 高杯 ” 、精製
54-6 

II 8 II 甕 1/6 ① 18.0 54-8 

II ， II II 1/6 ① 22.2 54-9 

住55
（第114図）

須恵器 杯 1/9 
② 12 2 

床下層 55-1 
1 

II 2 土師器 II 

＂ 
55-3 

II 3 II II 55-4 

II 4 II II 1/7 ① 19.4 半精製 55-7 

II 5 II 燒 ＂ 
55-6 

II 6 II 甕 床下層 55-8 

II 7 ＂ 
II 

① 26.3 

” 55-2 

II 8 II II 1/6 ① 29 0 カマド 55-5 

住57 I 須恵器 杯 1/10 
① 13 0④ 15.0 photo 57-4 

II 2 II 蓋 1/10 
① 15.5 

57-3 

II 3 ＂ 
II 1/4 床下層 57-2 

II 4 土師器 杯 半精製 57-5 

II 5 II II 精製 57-6 

II 6 II II 

＂ 
57-10 

II 7 II II 1/4 ① 11 2 ④ 12.4 

＂ 
57-1 

＂ 8 II 甕 1/6 ① 13.0 床下層 57-9 

II ， // II 1/6 ① 24.3 57-8 

II 10 II 甑 1/6 
② 11.6 カマド周辺

57-7 

住58 1 須恵器 蓋 1/4 
① 7.4④ 9 0 

床下層 58-1 
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⑦
 

⑧ 

遺構 挿屈Nu 種別 器種 分類 残法量禽品喜謬喜 備 考

住58 2 須恵器 杯 1/10 
① 15.0 

床下層 58-2 

II 3 土師器 甕 ” 58-4 

II 4 II II 1/6 II 58-3 

住59 1 須恵器 蓋 1/1 ① 12.1 59-6 

II 2 II 杯
1/4 ① 11.0③ 3.3 59-3 

④ 13.1 

＂ 3 ＂ 
II 1/8 ① 124② ④81 .8 床下層 59-4 

③ 3. 4 4 

II 4 ＂ 
II ヘラ記号 59-5 

II 5 II 蓋 ① ④101 .9③ 1 9 59-2 
3.1 

II 6 II II 
1 ① 13.2③ 2.5 photo 59-1 

II 7 II 杯 59-7 

II 8 II 壺 59-8 

II ， 土師器 坪
1/6 ① 9.8 (③ 3.2) 精製 59-9 

II 10 FF 

＂ 
精製 59-12 

II 11 II 甕 床下層 59-17 

II 12 II 

＂ 
① 14.0 (③ 13.8) II 59-18 
④ 12 9 

II 
（第115図）

II FF 1/4 ① 16.6 カマド内 59-14
13 

＂ 14 II II 1/10 
① 16. 4 カマド周辺

59-13 

II 15 II II 半精製 59-10 

II 16 II 甑 59-ll 

II 17 ＂ 甕 1/6 ① 23.6 床下層、精製
59-15 

II 18 II 鍋 1/8 ① 26.2 カマド内 59-16

住60 1 須恵器 坪、 ヘラ記号 60-2 

II 2 II II 60-I 

II 3 土師器 II 精製 60-5 

II 4 II II 1/IO 
① 17 7cm 60-4 

II 5 II II 1/6 ① 17 .4 籾製 60-6 

＂ 6 II 甕 ① ④ 10. 7③ 8.6 床下層 60-9 
10.4 

II 7 II II 1/8 ① 16.8④ 15.3 60-3 

II 8 II II 1/6 ① 20.0 60-7 

II ， II II 1/10 
① 29.3 

60-8 

住61 1 土師器 甕 1/10 
① 7 9④ 8 0 61-I 

住62 1 須恵器 杯 62-4 

II 2 II 蓋 ① ④ 13. 7③ I 6 62-3 
16.0 

II 3 ＂ 杯 62-5 

II 4 土師器 蓋 ① ④ 12.8③ 2 0 ヘラ記号 62-17
14.5 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法蜃慮晶喜饂喜 備 考

住62 5 土師器 杯 1/7 ① 14 2 精製 62-9 

＂ 6 II II 
① 15 0 II 62-10 

II 7 FF II 1/8 ① 18,0 II 62-11 

＂ 8 II II 
II 、ヘラ記号

62-16 

＂ 
， II 高杯 II 62-12 

II 10 II 坑
1 ① 10.2③ 3.9 粗製、 photo

62-1 

II 11 II 甕 2/3 ① 11.6 62-2 

II 12 II 11 粗 62-15 

II 13 II II 62-8 

II 14 II II 1/6 ① 19.4 62-7 

II 15 ＂ " 
1/8 ① 18.6 精製 62-14 

II 16 II II 1/5 ① 20 4 62-13 

II 17 II II 1/4 ① 20.4④ 22.4 
床上 62-6 

住63
（第116図）

須恵器 蓋 1/5 ① 12 2 ③ 4.0 63-4 
1 

II 2 II 壺
① 12 4 (④ 19.4) 

photo 63-3 

II 3 土師器 杯
① 13,6 

籾製 63-5 

II 4 II II ” 63-11 

II 5 II II 

＂ 
63-5 

II 6 ＂ 
II 

① 13.4 II 63-15 

1/4 ① ④ 9 11.8 5③ 5.3 
”、南周墜溝

II 7 II II 内、 photo
,o 0 

＂ 8 // 高杯
② 10.4 

朽製 63-16 

.II ， II II ② 11.5 "、 pho6t3o-1 

II 10 II 壺
④ 8.1 

63-14 

II 11 II 甕 1/6 ① 8 0④ 8.2 63-8 

II 12 II II 63-10 

II 13 II II 63-7 

＂ 14 II II 63-9 

II 15 II FF 63-6 

II 16 II II 
① 28 2 

63-13 

住64 1 須恵器 蓋
① 17 6 

64-3 

II 2 II II 64-8 

II 3 II 坪 64-7 

II 4 II II 64-6 

II 5 II 高坪 1/6 ① 16 2 64-5 

II 6 土師器 杯 1 ① ④ 12.4 ③ 4.35 精製、 photo
13.6 64-1 
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⑨
 

⑩ 

遺構 挿図N~ 種別 器種 分類 残法齢饂喜恩喜喜 備 考

住64 7 土師器 杯 精製 64-16 

II 8 II 坑
① 10.4 

半精製 64-17 

II ， II 脚 1/2 ② 7 .0 64-15 

II 10 
＂ 甕 1/4 ① 15 2 64-12 

II 11 
＂ 

II 2/5 ① 17 .8 64-13 

II 12 II II 1/4 ① 19.2 64-10 

II 13 II II 
① 22.0④ 24.0 

64-14 

II 14 II 

＂ 
1/4 ① 22.8 64-11 

住65
（第!17図）

須恵器 蓋 65-7 
1 

II 2 II 坪、 ヘラ記号 65-8 

II 3 II 蓋
① 11.1③ 2.6 

65-2 
④ 13.3 

II 4 II 迎
④ 8,8 

65-5 

" 5 II 壺 65-6 

II 6 土師器 杯
② 9,8 

65-4 

II 7 II II 1/3 ① ③ 3 15 2 I② 10. 7 photo 65-1 

II 8 II 甕
① 12.2 

カマド内 65-16

＂ 9 II " 65-14 

" 10 II II 65-23 

II 11 II II 床面 65-11 

＂ 12 II II 65-22 

II 13 II II 65-20 

II 14 II 

＂ 
65-12 

II 15 II 

＂ 
床面 65-19 

II 16 • II II 65-17 

II 17 II II 65-18 

II 18 II II 65-15 

II 19 II II 65-13 

" 20 II II 1/8 ① 24 0 65-11 

II 21 II II I/3 ① 27 4 床面 65-9 

II 22 II II 1/7 ① 28 0 65-10 

住66 1 須恵器 坪、 1/10 ① 10.2 66-2 

II 2 II II 66-1 

" 3 土師器 II 精製 66-6 

II 4 II II 祖 66-5 

II 5 ＂ 甕 66-4 

遺構 挿団Nn 種別 器種 分類 残法量慮譴恩喜喜 備 考

住66 6 士師器 1/8 ① 14.8 66-3 

住67 1 須恵器 杯
② 7 0 67-5 

II 2 // II 1/2 ② 5.9 ヘラ記号 67-7 

II 3 II II ② 8.0 67-6 

II 4 II 鉢 1/10 
① 18.8④ 21.0 67-4 

II 5 土師器 杯
I ① 17 2③ 4 1 床面、半精製、

photo 67-3 

II 6 II II 1/10 
① 11.8 

精製 67-11 

" 7 II 塊 1/5 ① 11.0 II 、カマド内
67-10 

II 8 II II 1/8 ① 11 6 II 、カマド内
67-12 

II ， II 高坪 精製 67-15 

II 
（第us図）

II 甕 ① 12 6② ④6 l 5 床面、 photo
10 1 ③ 11 8 1 0 67-2 

II 11 II II 1/6 ① 17.8 67-13 

II 12 II II 1/7 ① 20 8 半粕製 67-8 

II 13 II II 1/6 ① 21.0 67-9 

II 14 II II 1/2 ① 20.3 床面、 photo
67-1 

II 15 ＂ 
II 1/8 ① 27.2 カマド内 67-14

住68 1 須恵器 蓋 1/6 ① 13.8③ 3. 7 68-9 

II 2 II II 
① 12 2 (③ 3 6) 

ヘラ記号 68-10

II 3 II II 
1 ① 11.5③ 4.0 

” 68-6 

II 4 II II 1/2 II 68-8 

II 5 II 坪、 ② 5.5④ 11.6 

＂ 
68-7 

" 6 土師器 高杯 1/5 ① 11.0 精製 68-12 

II 7 II 甕 粗 68-14 

II 8 II 壺
① 8.2③ 16.3 精製、 photo
④ 19 1 68-5 

II ， 
＂ 甕 1/4 ① 11 9 ④ 12 2 68-13 

II 10 ＂ 
II I ① ④ 13 6③ 15.3 photo 68-3 

13 8 

II 11 ＂ 
II I ④ 14 0 

＂ 
68-2 

// 12 II II 
I ① 13.4③ 16.5 カマド内、

④ 14. 7 photo 68-1 

＂ 13 II 

＂ 
1/2 ① ④ 15.5③ 17 I photo 68-4 

15.4 

＂ 14 II II 1/5 ① 21.5 68-11 

住69
（第119凶）

須恵器 蓋
① 11 1③ 3 9 

ヘラ記号 69-5 
1 

II 2 II II 1/4 ① 11.0③ 3 1 II 69-12 

II 3 II 杯
① ④ 11.2③ 3.6 69-7 

13.2 

II 4 II II 1 ① ④ 10.0③ 3.9 ヘラ記号、
12 5 photo 69-2 

II 5 II II 1/4 ① 10.1④ 12.3 カマド内 69-8 

-251-



⑪ ⑫ 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法最慮醤饂喜 備 考 遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残 法旦里①②底口径径 ③④器胴径高 備 考

住69 6 須恵器 坪、 ① ④9I . 7③ 3 0 
1 7 

号photo、ヘラ記
69-1 住69 41 土師器 甕 1/6 ① 19.8 カマド内 69-21

II 7 II II 1 ① ④81 .2③ 2.6 II ヽ II 

0.4 69-3 
II 42 II II 1/1 ① 20.0 II 69-50 

” 8 II II 
1 ① 8 4 ③ 2 2 ” II 

④ 10.6 69-4 
II 43 II II 

1/3 ① 14 0 (③ 19.6) 
④ 17. 7 

69-57 

II ， 
＂ 

II 
① ④ 10 2 (③ 2 2) 

12.2 
69-11 II 44 II II 1/6 ① 22,0 69-55 

II 10 II II 1/6 ① 9 6④ 11.8 69-9 II 45 II II 
① 21.2 69-54 

II 11 II II 
① 8.6③ 2.2 69-10 
④ 10.4 ＂ 46 II II 

① 20 3 
半精製 69-34 

II 12 II 蓋 ① ④ 12.5③ 1 9 
15.1 

粘土層中 69-13 II 47 II II 1/8 ① 20.6 カマド内 69-56

II 13 II 坪、
② 8 4 69-6 " 48 II II 1/8 ① 21 2 69-51 

II 14 II 壺 1/8 ① 9.1 69-14 II 49 II II 1/4 ① 22.6 半精製 69-17 

II 15 II II 69-15 II 50 II II カマド内 69-45

II 16 II II 69-16 

＂ 51 II 鍋
① 30.0 69-38 

II 17 II 平瓶
② 10④ 20 0 ヘラ記号、

photo 69-3 
II 52 II 甕

① 29 0 69-28 

II 18 土師器 杯 1/8 ① 13 8 精製 69-58 II 53 // II 
① 26 8 ④ 24 3 

カマド内 69-44

II 19 II II 
カマド横、半精
製 69-33 

II 54 II II 1/12 
① 32 0 

69-52 

II 20 II II 
II 、精製

69-29 
II 55 II II 1/4 ① 34.0④ 31.3 カマド外土器溜

り 69-42 

II 21 II 高杯 カマド横 69-26 II 56 ＂ 
II 69-32 

＂ 22 II 甜 1/6 ① 6.4④ 8 3 精製 69-60 II 57 II II 69-53 

II 23 II 塊
1/4 ① 9.9③ 6 4 半梢製 69-61 II 58 II II 69-40 

II 24 II 壺 1/6 ① 7 0④ 8 2 

＂ 
69-59 II 59 II 甑 69-41 

II 25 ＂ 脚台
② 6 25 69-25 住70 1 土師器 杯 ① ③3 14 2 ② 10 7 photo 70-1 

.3 

II 26 ＂ 甕 69-37 II 2 II 甕 70-2 

II 27 II II カマド横 69-30

＂ 3 II 甑 70-3 

II 28 II 

＂ 
69-3! 住71 1 須恵器 高杯 1/4 ① 15.8 71→ 1 

II 29 II 

＂ 
69-35 II 2 土師器 甕 1/4 ① 17 8 ④ 17 4 71-2 

II 30 II II 69-22 II 3 II II 1/4① 23 2 71-3 

＂ 31 II II カマド横 69-23 住72
（第121図）

須恵器 杯 1/4 ① ④ 11.0 (③ 3.6) 72-I 
1 13 1 

＂ 32 II II II 69-27 // 2 土師器 II 精製 72-3 

II 33 II II 
② 6 7 69-39 II 3 II 甕 72-2 

II 34 II II ① ④11 2.4 (③ 15.0) 
3 6 

69-43 住73 1 須恵器 杯 73-2 

（第120図）
II 35 II 1/4 ① 15.0 69-46 II 2 土師器 ＂ 

1/4 ① 21 7 ③ 2.9 精製 73-1 

＂ 36 II 1/8 ① 16.0 69-36 住74 1 須恵器 杯 74-2 

II 37 II 1/8 ① 17 .0 カマド横 69-19 " 2 土師器 ＂ 
精製 74-6 

＂ 38 II 1/3 ① 17.2 69-24 II 3 II 婉 II 74-9 

＂ 39 ” 
1/6 ① 18 8 カマド内 69-20

＂ 4 II 高杯 1/2 ① 16 3 II 、photo

74-1 

II 40 ＂ 
① 18.6 カマド横 69-18

＂ 5 II 
（② 8 6) 

II 74-10 
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⑬ ⑭ 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法最慮晶喜饂喜 備 考 遺構 挿図NQ 種別 器種 分類 残 法量①②底口径径③④器胴径高 備 考

住74 6 土師器 甕 1/5 ① 12.4④ 11.8 74-5 住78 8 土師器 甕 1/6 ① 20 6④ 22 3 78-9 

II 7 II II 
① 14.4 

74-4 II ， II II 1/4 ① 23.8 78-6 

II 8 II II 1/4 ① 17 4④ 15 6 74-8 住79 1 須恵器 甕 79-I 

II ， II II 1/6 ① 17.3④ 18.8 74-3 II 2 土師器 II 1/4 ① 13 9 床面 79-2 

II 10 II II 1/5 ① 18 2 74-11 II 3 II II 1/6 ① 20 9 カマド内 79-3 

II 11 II II 74-7 住80 1 須恵器 蓋 3/4 ① 12 9③ 3 8 ヘラ記号、
photo 80-1 

住75 1 須恵器 杯 75-1 II 2 II 坪 1/8 ① ④ 11 7 ③ 3 7 
13 7 

ヘラ記号 80-7 

II 2 土師器 甕 1/6 ① 10.6 75~ 3 II 3 II II 80-9 

II 3 II II 1/3 ① 14 2④ 14 0 75-6 II 4 II II 1/12 80-8 

II 4 II II 1/6 ① 16.0④ 14.6 75-2 II 5 II 蓋 80-6 

II 5 II II 75-5 

＂ 6 II 杯 ② 8,3 80-3 

＂ 6 II II 75-4 II 7 II 

＂ 
1/8② 10.0 80~ 4 

住76 1 須恵器 杯 ヘラ記号 76-1 II 8 土師器 II 1/8① 15.6 精製 80-12 

II 2 土師器 II 76-6 II ， II 甕 1/4① 20.6 80-10 

II 3 II 鉢
① 15 0② 10 76-7 
③ 9 7 

II 10 II II 1/10 ① 21.1 80-11 

II 4 II 甕 1/6 ① 15.6 76-2 住81
（第123図）

須恵器 蓋 1/6 ① ④ 11.2③ 2.2 81-7 
1 13.1 

II 5 ” II 76-3 II 2 II II 1/4 ① 11.3③ 3 0 ヘラ記号、
④ 13.6 photo 81-4 

II 6 II 甑 76-4 II 3 II II 1/4① 14.2④ 16.5 81-6 

II 7 ＂ 
II 76-5 II 4 II II I ① 16.4③ 3.2 photo 81-5 

住77 1 須恵器 蓋 1/5 ① 12.8④ 15.0 77-1 II 5 II 坪、 1/2② 8.4 床面 81-9 

II 2 土師器 坪 ① ③ 3 153 .8② 12 0 精良 77-6 II 6 ＂ ＂ 
② 11.2 81-8 

II 3 II II II 77-8 II 7 II II ② 10.4 カマド内 81-10

II 4 II II 1/1① 13.4 
＂ 

77-5 

＂ 8 II II 1/1① 13 1 81-11 

II 
（第122図）

II 塊 1/7 ① 16. 7 
5 ” 77-7 II ， II II 1/9① 12 0 81-12 

II 6 II 甕 77-2 " 10 II II I/II ① 12.0 81-13 

II 7 II II 77-4 II 11 II 高杯 1/4 ② 9.6 カマド内 81-14

II 8 II II 77-3 II 12 士師器 杯 1/4① 13.2. 81-16 

" 
， II II 77-9 II 13 ＂ 

II 床面 81-23 

住78 1 須恵器 蓋
① 14.4 78-3 II 14 II 埋 精製 81-15 

II 2 土師器 坪 1/8 ① ③4 12.0② 10.4 
.0 

精製 78-4 II 15 II 甕 1/5 ① 12.2④ 13.2 81-17 

II 3 ” II 
1/2 ① ④ 10 6③ 4.5 ”、ヘラ記号

12.0 78-2 
II 16 II II l/5 ① 14 8④ 12.5 81-20 

II 4 II 坑 半精製 78-7 II 17 II 

＂ 
I ① ③ 15.4② ④8 1 2 カマド内、

14.1 3.8 photo 81-2 

II 5 II 甕 78-5 II 18 II II 
① 20.4④ 18.5 

81-3 

II 6 II II 
I ① 13 3③ 15 4 カマド裾、

④ 15 6 photo 78-1 
II 19 II II 1/6 ① 21 0 ④ 25.3 床面 81-19 

II 7 II II 1/8 ① 24.0④ 23. 7 床下層 78-8 II 20 II II 1/4 ① 21 8 
” 81-18 
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⑮ ⑯ 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残 法量①②底口径径③④器胴径高 備 考 遺構 挿図N~ 種別 器種 分類 残法量虚醤饂喜 備 考

住81 21 土師器 甑 81-22 住85 7 土師器 坑
1/3 ① 14.0 (③ 5.5) photo 85-2 

II 22 II 甕 1/5 ① 36.1④ 34.4 床面、 photo
81-1 

II 8 II 甕 1/4 ① 10.0④ 10.6 やや粗 85-7 

II 23 II II II 81-21 住86
（第125図）

須恵器 蓋 1/4 ① 9.3④ 11.2 床下府 86-11 
1 

住82 1 須恵器 蓋 1/10 
① 13 4 ④ 16.0 

カマド 82-4 II 2 II II 
床下層中央土猥

南 86-13 

II 2 II II 1/2 ① 15.l③ 1.5 床面、 photo
82-2 

II 3 II II 床下層 86-15 

II 3 II 杯
② 11 1 

II 82-3 II 4 II II 86-7 

II 4 II 壺 82-5 II 5 II II 86-9 

II 5 土師器 婉 精製 82-14 II 6 II II 床下層 86-14 

II 6 II II 
① 12.5 

粗 82-10 II 7 II II 1/6 ① 16.8 86-1 

FF 7 II 鉢
カマド周辺、＇半
精製 82-15 

II 8 II II 1/10 
① 14.2 86-6 

II 
（第124図）

＂ 
II 1/4 ① 9 9 photo、半精製

8 82-1 
II ， II 杯 1/8 ① 14,0 86-3 

II ， II II 
② 4.5 カマド、精製

82-17 
II 10 II II 1/6 ① 15 0② 10.8 86-4 

II 10 II 

＂ 
② 7 .3 

カマド 82-9 II 11 II II 86-2 

II 11 II II 精製 82-13 II 12 II 瓶
① 7.2 

床下府 86-12 

II 12 II 
（② 5 2) 82-11 // 13 ＂ 

① 11,8 86-8 

II 13 II 甕 1/9 ① 18 2 床面 82-6 II 14 土師器 杯 床面 86-20 

II 14 II II 
カマド、精製

82-8 
II 15 II II 86-19 

II 15 II 把手 半精製 82-12 II 16 II II 1/8 ① 12 8 精製 86-26 

住83 1 土師器 坪 精製 83-1 II 17 II II 1/8 ① 16.2 
” 86-30 

住84 1 須恵器 杯
3/4 ① 14.8② 10.4 photo 84-1 

③ 5.9 
II 18 II II 

① 17 0 86-18 

11 2 II 壺 1/6 ④ 16 4 84-2 II 19 II 塊 1/5 ① 11.4 精製 86-22 

II 3 土師器 杯 1/6 ① 13.8 精製 84-7 II 20 II II 1/4 ① 10.4 床下層、やや粗
86-29 

” 4 II II II 84-8 II 21 II II 1/3 ① 8.0② 6.2 
③ 4.6 

粗． 86-24 

II 6 II 鉢 84-5 II 22 ＂ 
II 半精製 86-25 

＂ 7 II 甕
1/8 ① 15 7④ 15.5 床下層 84-3 II 23 II 壺 床下府 86-35 

II 8 II II 1/6 ① 22.0 床面 84-9 II 24 II II II 86-23 

II ， II II 1/6 ① 22.0 84-10 II 25 II 甕 ＂ 、精製
86-34 

II 10 II II 1/8 ① 25.1 84-6 

＂ 26 II II 86-28 

II 11 ＂ 鍋 1/6 ① 27.1 84-4 II 27 II II 床下附 86-33 

住85 1 須恵器 坪、 1/2 ① 8 7③ 3.1 
④ 10.5 

床号下、府ph、oヘラ記
to SS-S " 28 II II 86-27 

II 2 土師器 杯 85-10 II 29 II 甑
床下層、精製

86-31 

＂ 3 II II 床下層 85-9 II 30 II 甕
1/7 ① 22.0 床面 86-16 

II 4 II 坑
① 11.6③ 6.1 p号hoto、ヘラ記

85-4 
II 31 II 

＂ 
1/8 ① 24 0 床下層 86-32 

II 5 II II ① ③84 .0② 4.8 
.5 

photo 85-1 II 32 II II 1/4 ① 26.2 床面 86-17 

II 6 II II 半粕製 85-8 住87 1 須恵器 蓋 1/8 ① 12 3 ④ 14. 7 87-1 
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⑰ ⑱ 

遺構 挿図No. 種別 器種 分類 残法罷慮晶喜恩翡 備 考 遺構 挿図No 種別 器種 分類 残法最慮翡葛翡 備 考

住87 2 須恵器 蓋 床下屈 87-8 住92 2 須恵器 蓋 92-4 

II 3 II II II 87-? II 3 II 杯 92-6 

ff 4 II II 87-5 II 4 II II 1 ① ③4 13.2② 9,3 床面、 photo
.6 92-1 

II 5 II II 87-4 II 5 II " 
② 11.3 92-5 

II 6 " II 87-3 II 6 II II ① 15.6 92-3 

II 7 // 壺
① 9.2 

床下層 87-7 II 7 土師器 界 1/8 ① 13.9 床下賠、精製
92-8 

II 8 // 甕 87-6 II 8 II II 粕製 92-10 

II ， 土師器 杯 1/8 ① 13.0 精製 87-14 II ， II 燒 半精製 92-7 

II 10 // II 1/3 ① 8.4 床下層、精製
87-10 ＂ 

10 II 鉢 祖 92-13 

＂ 
11 " II 

1/5 ① 10.0 やや粗 87-12 II 11 II 甕 92-9 

＂ 
12 // 鉢 1/2 ② 6. 7 祖製、木葉痕あ

り 87-ll 
II 12 II II 1/6 ① 13.5 床下層 92-12 

II 13 // 甕 1/10 ① 13.0 87-13 II 13 II 

” 
① 17 .5③ 18.8 カマド周辺

92-11 

II 14 II II 1/8 ① 21 4 精製 87-9 住93 1 須恵器 蓋 93-2 

II 15 
＂ 

II 1/10 ① 27.2 87-+6 " 2 II 

＂ 
93-1 

住89
（第126図）

須恵器 蓋 1/6 ① 17.1 89-1 
1 ＂ 

3 土師器 坪、 1/10 ① 16 3 精製 93-5 

II 2 II II 1/12 ① 16 4 89-7 II 4 II 鉢 1/2 ② 5.5 93-8 

II 3 II II 1/4 ① 14.4③ I 95 89-3 II 5 II 甕 1/2 ① 14.1④ 13.3 床面 93-6 

II 4 // II カマド内 89-6 
（第127図）

II 6 II II 1/2 ① 15.1④ 15 2 II 93-7 

II 5 // II 89-5 II 7 II 

＂ 
l/12 ① 23 0 93-3 

II 6 II II 89-4 II 8 II II 1/10 ① 28 2 93-4 

II 7 // 杯
② 9.4 

カマド内 89-2 FF ， II 把手 93-10 

＂ 8 土師器 II 1/6 ① 14.2 カマド内、精製
89-9 

II 10 II 甑 93-9 

II ， II 坑 ＂ ヽ ＂ 89-8 住94 1 須恵器 蓋 94-1 

II 10 " 甕
1/6 ① 14,8 89-10 

＂ 
2 土師器 甕 94-3 

I/ 11 ,, II 1/7 ① 20 7 精製 89-1.2 . II 3 II II 1/6 ① 24.0 94-2 

II 12 II II 
① 23.0 

カマド内 89-11 住95 1 須恵器 蓋 95-10 

住90 I 土師器 坪、 1/1 . I① ③4 16.3② 10 6 
.3 

90-1 II 2 II II 95-12 

II 2 ,, 甕
1/6 ① 18.0 - 90-2 II 3 II II 95-11 

住91 1 須恵器 杯 ① ③4 13.0②)0.2 91-I 
.7 

II 4 II II 1/3 ① 13.8 カマド内、
photo 95-5 

II 2 // II 91-2 II 5 II 杯 ① ③ 616.o.6・ ② 9 0 95-6 

II 3 土師器 II 精製 91-6 II 6 II II ① ③ 143.9 .6② 9.0 床下層 95-8 

II 4 II 鉢
① 13.3 

粗製 91-3 II 7 II 

＂ 
② 9.4 ,, 95-7 

” 
5 // 甕 半精製 91-5 II 8 II II ① 13.3② 9.7 

photo 95-4 
③ 4.5 

II 6 " II 91-4 

＂ 
， II 

＂ 
② 8 6 95-9 

住92 1 須恵器 蓋 1/10 ① 17.6 92-2 II 10 II II 95-13 
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⑲ ⑳ 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法屈虚譴饂喜 備 考 遺構 挿因No. 種別 器種 分類 残法量虚譴葛翡 備 考

住95 11 須恵器 壺 床下層 95-14 住96 25 土師器 甕 1/6 ① 17 6④ 17 .6 96-19 

II 12 土師器 杯
① 15.2② 11 7 カマド西、

③ 3.7 photo 95-2 
II 26 II 

＂ 
l/4 ① 17.8 96-28 

II 13 II II 1 ① 15 0③ 3.3 
II II 、精9ヽ 5製-;-¥ II 27 II II 1/6 ① 22 1 96-17 

II 14 II 
＂ 

① 16.2③ 3.2 
精製 95-15 II 28 II 甑 ② 14.2 96-27 

II 15 II II 1/4 ① 13 6③ 4.0 II 、床下層
95-16 住97

（第129図）
須恵器 蓋 l/12 ① 12 7 97-7 

1 

II 16 II 坑 1/6 ① 11 8 床面 95-21 II 2 II 杯 ヘラ記号 97-8 

II 17 II 甕 95-17 
＂ 3 II 蓋 1/4 ① ④ 13.1③ 2 9 

14.8 
photo 97-2 

II 18 II FF 
1/6 ① 16.0④ 13.1 95-20 II 4 II II 2/3 ① ④11 3.8 (③ 2.0) 床上、 photo

6.0 97-3 

II 19 II II I ① 15 5③ 14.4 カマド支脚、

④ 12 7 photo 95-1 
II 5 II 杯 1/8 ① 10,8 97-5 

II 20 II II 1/8 ① 21.6④ 19 0 95-19 II 6 ＂ 
II 

② 12.0 97-4 

II 21 II 

＂ 
1/9 ① 23.2 床下附 95-18 II 7 II II 97-6 

住96
（第128函）

須恵器 蓋 96-7 
1 

II 8 土師器 杯
① 10 6③ 3.1 

カマド内 97-13

II 2 II II 96-10 II ， II 
＂ 

1/6 ① 10.5② 6.6 
③ 3.6 

97-10 

II 3 II II 96-9 II 10 II 把手 97-14 

II 4 II II 96-8 II 11 II 甕 1/3 ① 11.0④ 10 5 カマド内 97-15

II 5 FL 杯 96-15 II 12 II II 1/7 ① 18.6 精製 97-9 

II 6 II II 床下層 96-16 II 13 II II 1/10 
① 26 2 II 97-12 

II 7 II II 1/12 96-]3 

＂ 
14 II II II 97-11 

II 8 II II 1/9 ① 11.4 96-14 住98 1 須恵器 杯 2/3 ヘラ記号 98-3 

II ， II II 1/8 ① 9.4 96-11 II 2 II 蓋 1/8 ① 13 4④ 15. 7 98-1 

II 10 II II 96-12 
＂ 3 II II 1/10 

① 12.5④ 14.8 98-2 

II 11 II 壺 ヘラ記号 96-3 II 4 土師器 高坪、 籾製 98-5 

II 12 II 甕 96-4 II 5 II 坑
1/7 ① 11. 7 半精製 98-4 

＂ 13 II II 1/6 ① 16.5 96-6 II 6 II 甕 1/7 ① 14.6 98-6 

II 14 II II 1/3 ① 22 2 96-5 住99 1 須恵器 蓋 99-3 

II 15 11 II 
④ 45 2 96-1 II 2 II II 99-4 

II 16 土師器 杯 1/6 ① ③ 124 .2 4 ② 11.5 精製 96-24 II 3 II II 1/2 ① 16.4③ 2.9 photo 99-2 

II 17 II II ＂ 
96-26 II 4 土師器 坪、

1 ① 15.0③ 3.5 精製、 photo
99-1 

II 18 II II 1/4 ① 14.9 II 96-20 II 5 II II 1/3 ① 16.3③ 3 5 II 99-9 

II 19 II II 1/6 ① 15.4 II 96-25 II 6 II 甕 ① ④ 14.1③ 12.2 
12.4 

カマド内 99-8 

II 20 II II 半精製 96-21 II 7 II // ① 22.3② ④2 10 カマド内、

③ 34.4 7 .2 photo 99-5 

II 21 II II 
② 4.2 photo 96-2 II 8 ＂ 

鍋
① 29 4 半精製 99-6 

II 22 II 甕 96-22 II ， II 甑 99-10 

II 23 ＂ 
II 96-23 住IOI

（第130図）
須恵器 杯 1/6 ① 11.8③ 3.8 床下府 101-1 

1 ④ 14.0 

// 24 II II 1/4 ① 16.2④ 14.5 96-18 II 2 II II II 101-2 
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⑪ ⑫ 

遺構 挿図NQ 種別 器種 分類 残法景慮翡鱈喜 備 考 遺構 挿図No. 種別 器種 分類 残法最禽品喜饂喜 備 考

住101 3 須恵器 坪 床下層 101-3 住105 8 土師器 坪、 1/6 ① 11.8 粕製 105-16 

4 土師器 坑 精製 101-4 ， 土師器 屹 1/5 ① 13.0 半精製 105-20 

5 II 甕 //床下層 101-5 10 II 杯 1/6 ① 14.6③ 3.6 粕製、 photo
105-4 

6 II II 101-6 11 II 鉢 1/4 ① 14.3 105-14 

住102 1 土師器 杯 1/4 ① 12 8② 3 8 床面、 photo
102-1 12 II 甕 1/4 ① 10.4④ 9.4 105-15 

2 II 甕 102-2 13 ＂ 
II 

① 13.0④ 12.0 105-24 

住103 I 須恵器 杯 床下層 103-2 14 II II 
① 14.6④ 13.6 105-18 

2 II II 1/16 103-1 15 ＂ 
II 

1 ① 14.0③ 15.6 カマド内、
③ 13.3 photo 105-3 

3 土師器 II 精製 103-13 16 II FF 
1/5 ① 16.1④ 16 3 半精製 105-22 

4 II 甕 1/5 ① 12.0② 10.6 103~6 17 II II 2/3 ① 16. 7④ 17 5 photo 105-1 

5 II II 1/5 ① 10.0④ 11.5 カマド内 103-3 18 II II 1/4 ① 20.4 

＂ 
105-2 

6 II II 
② 6.1④ 13.4 

貼床 103-12 19 II 甑 1/6 ② 14.4 105-17 

7 II II 1/8 ① 12.5 貼床 103-5 20 II II 105-13 

8 II II 1/8 ① 15 3 103-4 21 II 鍋 1/10 
① 33.0 105-19 

， II II 
① 22.1 

103-11 22 II 鍋
① 37.0 

精製 105-21 

10 II II 1/8 ① 23 2④ 20.9 103-9 住106 1 土師器 杯 精製 106-5 

11 II II 103-7 2 II II 粗 106-4 

12 II " 床下層 103-8 3 II II 
① 11.4③ 4.2 106-1 

13 II 甑 1/8 ② 12.6 103-10 4 II 106-6 

住104 I 須恵器 杯 l/10 
① 13 8 104-3 5 II 甕 1/6 ① 19.6 106-2 

2 II II 1/9 ① 12.4 104-4 6 II 鍋 1/8 ① 33 2 106-3 

3 II II 104-2 住107 1 土師器 甕 1/5 ① 17.8 107-1 

4 土師器 杯 精製 104-8 住108
（第132図）

須恵器 坪、 108-6 
1 

5 土師器 杯 半精製 104-7 2 II 蓋 108-4 

6 II 坑
① 7.4(③ 4.6) 

精製 104-9 3 II 杯 ヘラ記号 108-5

7 II 甕
① 15.4④ 13. 7 104-5 4 II 蓋 1/8 ① 12.4④ 14.8 108-3 

8 II II 1/5 ① 15.6④ 13. 7 104-6 5 II 杯
① 11 8 108-2 

， II II 1/3 ① ④11 5.4③ 14.2 photo 104-1 
2. 7 6 土師器 杯 1/10 

① 14 3③ 2. 7 
精製 108-7 

住105
（第131図）

須恵器 杯
床下層、ヘラ記

1 号 105-12 7 II II 精製 108-9 

2 II II 1/4 ① 11.6③ 4.1 105-5 8 II 坑 半精製 108-8 

3 II 蓋 1/7 ① 9. 7④ 12.0 105-10 ， II 鉢 1/8 ① 12. 7② 9.0 II 108-1 

4 II II 1/7 ① 14.4④ 16 4 床下層 105-9 10 II 甕 1/6 ① 18.5 精製 108-10 

5 II 杯 1/10 
① 13.2 105-8 11 II II 1/6 ① 23 0 108-11 

6 II II 1/8 ① 12.6 105-6 12 II 甑
② 11.2 108-13 

7 II II 1/2 ② 8 9 ヘラ記号 105-7 13 II II 108-12 
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⑬ ⑳ 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法齢饂喜葛喜喜 備 考 遣構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法量慮鵡饂喜 備 考

住108 14 土師器 把手 108-14 住112 4 土師器 杯 精製 112-7 

住110 1 須恵器 蓋 110-3 5 II 112-10 

2 II II 110-4 6 II 壺
② 10.0 

精製 112-5 

3 ＂ 
坪、 1/9 ① 11.0 110-5 7 II 甕 1/4 ① 13.0 112-6 

4 II 高杯 110-2 8 II 

＂ 
1/6 ① 15,9 112-8 

5 土師器 杯 1 ① ④ 14.9③ 2 3 屋内土堀、
16.8 photo 110-1 

， 
＂ 

II 112-4 

6 II II 1/7 ① 17.1③ 2.8 精製 110-8 10 II II 1/8 ① 20 8 112-9 

7 II II 1/10 ① 17.1③ 2.2 II 110-22 

8 II II 半精製 110-15 B33 1 須恵器 蓋 P2017-l 

， 11 II 精製 110-18 2 II 坪、 P2017-2 

10 II II FF 110-16 3 II II P2017-3 

11 II II 半精製 110-14 4 土師器 高杯 P2022-l 

12 ＂ 
II 精製 110-11 B38 1 土師器 杯 1/1 ① 9.8 P1130-1 

13 II 甜 1/8 ① 10.0④ 12.5 

” 110-19 B44 1 須恵器 蓋 P2234-l 

14 ＂ 婉 1/4 ① 13 7③ 5.3. 半精製 110-7 B52 1 土師器 甕 P758-1 

15 II 鉢
② 6.0 屋内土横110-20 2 II II 

④ 20 8 
半精製 P758-2

16 II II 
② 5 4 110-23 B54 1 須恵器 杯 1/11 ?1135-2 

17 II 壺 1/6 ① 15.2 110-12 2 II II P1135-1 

18 II 甕 1/3 ① 13 6④ 11.5 床面 110-21 B55 1 須恵器 杯 ① ③3 110② 9.2 
.0 

P2025-3 

19 II II 110-10 2 ＂ 
甕 P2025-2 

20 II II 110-9 

21 ＂ 
II 110-24 D6 

（第134図）
須恵器 蓋 1/9 ① 10.9④ 13.2 上層 D6-6 

1 

22 ＂ 甑 110-17 2 II 坪
① ③ 11 2② 7. 7 
3,9 

II D6-8 

23 II II 110-25 3 II II 1/6 ② 10.6 下層 D6-7 

24 II II 1/8 ② 15.2 半精製 110-13 4 土師器 杯
I ① 12,4③ 4 1 上層、 photo

D6-5 

住lll
（第)33図）

須恵器 蓋 111-3 
1 

5 II 婉 2/5 ① 9 8③ 5.6 II、II D6-4 

2 ＂ 杯 1/10 
① 10,3④ 12 6 

111-1 6 II 甕
① 14.3④ 14.0 photo D6-2 

3 II II ② 8.6 111-2 7 II II 2/3 ① 16.2④ 18.8 下層、 photo
D6-3 

4 土師器 杯 1/3 ① 16.0③ 2.8 精製ヘラ記号
111-4 8 II II 2/3 ① 17. 7④ 22.3 上層、 photo

D6-1 

5 II II 1/6 ① 14.6 
” 111-6 ， // II 1/10 ① 21 3④ 24.0 

＂ 
D6-1 

6 II 甕 111-5 10 II II 
① 19.1 D6-10 

7 II カマド 111-7 11 ,, II 
① 22 8 D6-12 

住112 1 須恵器 杯 112-3 12 ＂ 
II 

① 23.9④ 27.4 D6-9 

2 須恵器 杯 1/5① 12.6 112-2 D7 1 須恵器 蓋 1/9 ① 12 6 上層 D7-2 

3 II II 
② 11 7 

2 // II ① ④ 10.8③ 1. 7 上岡 D7-8 
13,1 
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⑮ ⑳ 

遺構 挿因No. 種別 器種 分類 残法批虚譴魯昌喜 備 考 遺構 挿図No 種別 器種 分類 残法羅慮品肩屈麟 備 考

D7 3 須恵器 蓋 1/8 ① 15.0④ 16.4 下層 D7-10 DIO 5 土師器 杯 1/4 ① 14.9③ 3 1 精製、ヘラ記号
D10-6 

4 II II 1/10 
① 16 9 II D7-9 6 ＂ 

甕
① 20.9 床面付近D10-7

5 ＂ 
II 上府 D7-6 7 II II 1 ① ③23 1. 7② 13 

5.5④ 27.5 
photo DI0-1 

6 ＂ ＂ ” D7-3 D11 1 須恵器 蓋 上層 D11-5 

7 II 坪 1/7 ① 14.6 

＂ 
D7-5 2 II 杯

II、ヘラ記号
D11-4 

8 II II 1/4 ① 13.4 

＂ 
D7-4 3 II II 1/4 ② 10 8 上層 D11-6 

， 
＂ 

II 
① 15.2(② 9.8) 

photo D7-l 4 土師器 杯 1/10 
① 15.8② 10 2 

下附 Dll-8 
③ 4 3 

10 II 壺 上層 D7-7 5 II 鉢
② 7 5 

上層 D11-9 

11 士師器 杯
① 15.8 下層、精製

D7-15 6 ＂ 甕
① 8 4 

下層 D11-13 

12 II II 1/8 ① 13. 7(③ 5.1) 半精製 D7-17 7 II II 2/5 
① 17.4③ 16.8 上層、 photo
④ 17.6 D11-2 

13 II j宛 II、上附 D7-14 8 II II 
① 22.4 

上層 D11-12 

14 II II II、II D7-13 
（第136図）， II II 3/5 ① 17 .2④ 16.6 photo D11-3 

15 II 甕
① 11 4 

上府 D7-18 10 II 鍋 1/7 ① 27 .2④ 21.8 下層 D11-11 

16 II II 1/4 ① 14.1④ 12 6 II D7-21 11 II 甑
② 15 2 半精製、下層

D11-7 

17 II II 1/4 ① 14.2④ 14.3 

＂ 
D7-11 12 

＂ 
鍋 1/5 ① 37.0 D11-10 

18 II II 
① 16 8 

” D7-12 13 II 甕 9/10 
① 32 0③ 34.0 下層、 photo

D11-1 

（第135図）
II II 1/10 

① 22.2 
下屈 D7-19 

19 
D12 1 須恵器 蓋 1/8 

① 10.6④ 13.0 
上庖 D12-3 

20 II II 1/8 ① 22.9 上府 D7-20 2 II II 

＂ 
D12-4 

21 II 甑 1/8 ② 14. 7 II D7-16 3 II 杯 ① ③ 4 13 7 0② 8 8 II D12-5 

DB 1 須恵器 蓋 1 ① ④81 .4③ 3 4 
0.5 

photo DS-1 4 II II 1/3 ① ③4 14 2 ② 9.8 
.0 

II、photoD 
12-2 

2 " II D8-2 5 土師器 II 1/3 
① 15.4 II、半精製

photo D12-1 

3 II 杯 1/6 ① 10.8④ 12.6 D8-3 6 II 甕 1/8 ① 12.0 上府 Dl2-9 

4 ＂ ＂ 
1/4 ① 11 7④ 13.6 ヘラ記号 DS-4 7 II II 

① 21.4 

” D12-8 

5 II 蓋 DS-5 8 II II 
1/4 ① 32 2(② 14.5)③ II、半精製

32 6 Dl2-7 

6 
＂ 

杯 1/5 （② 11.8) 上層 D8-6 D13 
（第137図）

須恵器 蓋
① 12 2④ 14.8 

下層 D13-11 
1 

7 土師器 甕 1/4 ① 14 4 D8-7 2 FF 

＂ 
1/7 

① 13.3④ 15.4 
上阿 D13-15 

8 II II 
① 19.0 DB-8 3 II II 1/8 ① 14 0④ 16.4 下層 D13-3 

， II 甑 DS-9 4 II II 1/4 ① 14 8④ 17 .5 上附 D13-12 

D9 1 須恵器 坪、 D9-1 5 II 坪
II、ヘラ記号

D13-1 

2 土師器 甕 D9-2 6 ＂ 蓋 上層 D13-4 

3 II II 1/4 
① 20 6 D9-3 7 II II 下層 Dl3-9 

DIO 1 須恵器 蓋 1/4 ① ④8 l 7③ 2.1 
0.9 

D10-3 8 II 

＂ 
上層 D13-6 

2 II II 1/8 ① 16. 7 DI0-2 ， II II 下層 D13-8 

3 II 杯
1/3 ① 14.0(② 10 0) D10-4 10 II II 

II、ヘラ記号
D13-18 

4 II 甕 1/5 ① 26 2 11 II 坪
① 13 2 

下層 D13-7 
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⑰ ⑱ 

遺構 挿図N~ 種別 器種 分類 残法最鵞翡恩喜喜 備 考 遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法籠慮晶喜繍喜 備 考

D13 12 須恵器 杯
② 9.6 

D13-2 D16 13 II 甕 1/5 ① 12.0④ 10.2 D16-9 

13 II II 1/1 ② 11.0 D13-13 14 II 鍋 1/6 
① 26.4 D16-16 

14 II 壺 1/7 ① 8.6④ 10 2 上層 D13-16 Dl7 1 須恵器 坪、 1/10 ① 8 9④ 10 6 Dl7-2 

15 II II 1/6 ① 13.8 下層 D13-14 2 II 
＂ 

D17-3 

16 II 甕 上附 D13-17 3 II II D17-4 

17 土師器 坪 1/10 
① 16 2 II、半精製

D13-28 4 土師器 坑
1/7 ① 7 8④ 8,3 精製 D17-12 

18 II 椀 l/6 ① 9,3 下層、 II
D13-27 5 II 高坪

II、photo
Dl7-l 

19 fl 杯
1/4 ① 11.6③ 3 9 II、II D!3-19 6 II 甕 1/6 ① 8 8 D17-11 

20 
＂ 婉

① 13 2 II、II D13-29 7 II II 1/7 ① 13 0 D17-7 

21 
＂ 甕 1/8 ① 12 7 上府 D13-20 8 II II 1/6 ① 14.4 D17-9 

22 II II 1/6 ① 12 0 

＂ 
D13-23 ， FF II 1/8 ① 20 0 D17-6 

23 II II ① 23 2 下層、半精製
D13-26 10 FL II ① 20.6 D17-5 

24 II 甑 ② 21.0 
半精製 D13-25 11 II II 1/8 ① 19.8 Dl7-8 

25 
＂ 甕 上附、半精製

D13-24 12 FF II D17-10 

26 11 鍋 ① 36 4 
半精製 D13-22 D18 1 須恵器 蓋 1/4 ① 10.3 Dl8-2 

Dl4 1 土師器 杯
1/6 ① 9 2④ 11. 7 上層 D14-3 2 土師器 鉢 1/6 ① ③4 7.1② 5.3 

.3 
D18-5 

2 II 甕 ” D14-5 3 II 甕
② 6.0 

D18-6 

3 II II 1/6 ① 22 7 II D!4-4 4 II 坑
1/4 ① 17.0③ 6.5 photo Dl8-l 

4 
＂ 

II ① 26.4④ 27.5 
photo D14-1 5 II 甕 1/6 ① 18.6 DlB-7 

5 II 
＂ 

① 27 0④ 28.5 

＂ 
D14-2 6 II 甑 1/8 ② 14.8 DIS-3 

D15 
（第138図）

須恵器 蓋
① 14.8 

D15-l 
1 7 II 甕 1/8 ① 31 8 半精製 D18-4 

2 II II Dl5-2 D19 
（第139図）

須恵器 蓋1 Dl9-20 

3 土師器 鉢 1/3 ① 8.0③ 4 8 D15-3 2 II II Dl9-19 

D16 1 須恵器 蓋 ① 12.8 D16-7 3 II 杯
① 10.6④ 13.6 D19-28 

2 II II D16-2 4 II 蓋 1/9 
① 11.0④ 13.0 ヘラ記号

D19-21 

3 II II D16-6 5 II II 1/6 
① 14.4④ 17 2 

D19-22 

4 II 壺
② 8.8 D16-8 6 II 杯

① 12.6③ 3 6 p号hoto、ヘラ記
D19-15 

5 II 杯 ヘラ記号D16-l 7 II II 1 ① ③14 3 0② 8.8 
,4 photo Dl9-16 

6 II II D16-5 8 II II ② 8.0 
D19-24 

7 II II I/IO ① 13.2 D16-4 ， II 平瓶 1/4 
① 6.3 

D19-23 

8 II 

＂ 
1/7 ① 16.4 D16-3 10 II 亜-

④ 15 6 
photo D19-17 

， 土師器 II 1/6 ① 13.6 半精製 D16-13 11 土師器 杯 1/8 
① 17.5 

精製 D19-25 

10 II II 1/10 ① 13.1 粕製 Dl6-14 12 II II 1/2 
① 20.6 II、photo

D19-9 

11 II 椀＼ ① 10,8④ 12.0 
半精製 D16-12 13 II II 1/8 

① 12.4 
精製 Dl9-27 

12 
＂ 

脚 1/6② 9.8 D16-!l 14 II 高杯
II、photo

D19-12 
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⑳
 

⑳ 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法量虚且喜恩信喜 備 考

Dl9 15 土師器 高杯
① 23 6 

photo D19-8 

16 II 坑
1 ① 10③ 4.6 II 、ヘラ記号

D19-18 

17 II 鉢 1/3 ③ ① 4 129 .0② 6 4 

＂ 
D19-14 

18 II II 1/2 ① 10.4② 6,4 II D19-10 
③ 4.4 

19 II II l/2 ② 7 .2 
” D19-11 

20 II 甕 I ④① 1l 4 2 ③ 14.1 

＂ 
D19-4 

3.8 

21 ＂ 
II 1/4 ① 14.2 D19-26 

22 II II 1 ① ④ 13.5③ 13.6 photo Dl9-2 
13 

23 II II 
① 13 2 ④ 13.8 

＂ 
D19-3 

24 II II 1/6 ① 18 9 D19-31 

25 II // 1/3 ① 20.4 D19-34 

（第140図）
II II 1/12 

① 18.8 
D19-39 

26 

27 II 

＂ 
① 18 6 D19-32 

28 II II 1/4 ① 18.5 D19-35 

29 II II 3/5 ① 19.3 photo DI9-l 

30 II 

＂ 
① 20.5 D19-33 

31 ＂ ＂ 
1/1 ① 24.6 Dl9c36 

32 II II 
① 24.4 D19-29 

33 II II 1/5 ① ④ 228 4 3③ 23.8 photo D19-7 
.6 

34 ＂ ＂ 
① 18.9 Dl9-30 

35 II II 2/3 ① 20.8 photo D19-5 

36 II II 3/1 ① 21 0 photo D19-13 

37 ＂ 
甑

① 22 9 D19-37 

38 II II ① ③22 4.1② 9.4 photo D19-6 
1.9 

39 II 甕
① 30 7 ③ 32.6 D19-38 

D20 
（第141図）

須恵器 蓋 2/3 ① 12.5③ 4.0 D20-21 
1 

2 II II D20-17 

3 II II D20-15 

4 II 杯
上層、ヘラ記号

D20-12 

5 II II DZ0-16 

6 II 蓋 1/2 ① 10. 7③ 2.0 上層、 photo
④ 13.1 D20-11 

7 II II 1/7 ① 12.2④ 14.8 D20-19 

8 II II D20-22 

， II II 上層 D20-13 

10 II II 1/8 ① ④ 13 2③ 1 7 D20-26 
14.9 

遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法最慮譴恩誓喜 備 考

D20 11 須恵器 蓋
中展、ヘラ記号

D20-24 

12 II 杯
① 14.1 

上層 D20-23 

13 ＂ ＂ 
① 13.5 D20-36 

14 II 

＂ 
② 8.9 

上層 D20-20 

15 II II 
① 10.0 

上層 D20-14 

・16 II II 1/8 ① 10.8 D20-18 

17 II 鉢 1/9 ① 15.8 D20-25 

18 土師器 坪、 1/2 ① 11.1③ 2 5 p号hoto、ヘラ記
D20-10 

19 II II 
① 17 .6 

上層 D20-33 

20 ＂ 
II 中層 D20-37 

21 ＂ ＂ ＂ 
DZ0-39 

22 II II 
① 17 0 D20-38 

23 II 婉 1/2 ① 8.6③ 6 3 中層、 photo
D20-7 

24 II II 
I ① 8.8③ 9.5 photo D20-8 

25 II 甕
② 7 2 中層、 photo

D20-9 

26 ＂ 
II 1/4 ① 15.4④ 15.6 中層 D20-31 

27 II II 2/3 ① 22 2 ④ 25 photo D20-5 

28 II 

＂ 
1/3 ① 18.6 D20-32 

29 II II 2/3 ① 21.1 photo D20-6 

30 II 鍋 2/3 ① 31 2 ③ 14.0 中層、 photo
D20-2 

31 II II 2/3 ① 34.1② 15 7 下層、 photo
D20-1 

（第142図）
II 鉢 1/5 ① 30.9 D20-28 

32 

33 II II 1/8 ① 30.0 中層、半精製
D20-30 

34 ＂ 甕 1/5 ① 30.2④ 33.0 半精製 D20-34

35 ＂ 
II 

④ 31.0 

36 II 1/8 ① 41 7 半精製 D20-29

37 II 甕
① 30.4 (④ 30 0) 

半精製 D20-35

38 II FF ④ ① 334 1.8③ 35.6 photo D20-3 
.6 

39 II 甑
② 12.9 photo D20-4 

D21 1 須恵器 蓋 1/5 ① 12 0 D21-3 

2 II II D21-4 

3 II 杯 l/10 
① 14.4 DZl-1 

4 ＂ 
II D21-2 

5 土師器
＂ 

1/8 ① 11.2④ 11 3 精製D21-5

6 ＂ 
II 

① 11.l 半精製 D21-6 
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⑪ ⑫ 

遺構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法量虚譴恩喜喜 備 考 遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法量慮翡薗昌喜 備 考

D22 
（第143図）

須恵器 蓋 1/7 ① 11.4 D22-7 1 Ml 21 土師器 高杯 上府 Ml-46 

2 II II 1/2 ① 10 7③ 4 3 上府 D22-9 22 II II II Ml-52 

3 
＂ 

上屈ヘラ記号
D22-3 23 II 壺

① 11.8④ 19.1 下屈、 photo
MH6 

4 II 杯 D22-5 24 II II ① 15 2 photo Ml-12 

5 II 蓋 1/4 ① 10.8④ 12 5 上層 D22-4 25 II 甕 ① ④2 17 .2③ 32.9 上府、 photo
4. 7 Ml-7 

6 II II 1/12 
① 12.8④ 14.8 II D22-6 26 II II ① 14.8④ 20.9 中層、 photo

Ml-U 

7 II 杯 1/10 ① ③3 12.0② 6.6 II D22-8 
. 7 27 II II ① 13.5 

photo Ml-15 

8 土師器 坪、 ① 16.0 II、精製
D22-15 28 II II ① 14.4④ 23 2 

photo Ml-14 

， II II 1/8 ① 14.8 粕製、内瓜土器
D22-14 29 II II ① 18.8④ 26 0 

下層 Ml-59 

10 
＂ 

II 1/10 
① 16.2 

半精製 D22-13 30 If II ① 16.9④ 26 5 
photo Ml-10 

11 
＂ 

高杯 籾製 D22-IO 31 II II ① 17 .4④ 29.4 photo Ml-13 

12 II II 

＂ 
D22-!2 

（第145図）
須恵器 蓋 1/7 ① 11.4 Ml-44 

32 

13 II 坑 1/6 ① 9 4 半精製 D22-16 33 II II 1/7 ① 15 4 上層 Ml-41 

14 II 

＂ 
1/8 ① 12.4 粗 D22-11 34 " 坪、

1/4 ① ④ 11. 7③ 3 5 
13.2 photo Ml-25 

15 II 甕 1/5 ① 18.0 D22-18 35 " 蓋 Ml-43 

16 II 

＂ 
① 17.2 

D22-2 36 II /1 1/3 ① 15.2④ 17.3 下層 Ml-42 

17 
＂ 

II 1/4 ① 19.3 D22-19 37 // II 3/4 ① 11 8④ 14 3 上府、 photo
Ml-26 

18 II II 1 ① 19.6 photo D22-1 38 II II 1/6 ① 12.4④ 14. 7 上層 Ml-35 

19 II II 1/8 ① 21 8 上層 D22-20 39 II II 1/9 ① 10.5④ 12.8 
” Mlこ39

20 II FF 1/10 
① 29.8 

D22-21 40 " II 
II、ヘラ記号

Ml-28 

21 II 甑 1/12 
② 13.8 D22-17 41 II 坪 II、11 Ml-34 

22 II 甕 1/5 ① 26. 7④ 29.6 D22-22 42 // II ② 9 6 
上府 Ml-33 

43 JI 蓋 1/8 ① 13.8 
” Ml-30 

Ml 
（第144図）

土師器 甜 ④ 7 3 
下層 M!-60 ， 44 II II II Ml-32 

10 II II ① ④8 9 6③ 8.1 
.2 

photo Ml-19 45 II II ” Ml-29 

11 II II ① 8 0④ 9.2 

＂ Ml-18 46 " 杯 1/4 ② 11.0 
＂ Ml-27 

12 II II 1/6 Ml-49 47 " II 
1/8 ① 12 0 II Ml-36 

13 II II 1/6 ① 8 7④ 10.2 上層 Ml-48 48 // 坑 1/6 ① 9.6 
” Ml-40 

14 II II 1/8 ④ 9.1 
” Ml-61 49 II 横瓶

① 12.0 
Ml-46 

15 II II ① ④ 98 .06 ③ 7 6 11 photo 
Ml-20 50 土師器 杯 1/6 ① 15 0 (③ 3. 7) 上庖、精製

Ml-64 

16 
＂ 

II l/3 ① 9.6 M!-58 51 II II I ① ④11 1 4③ 4.8 
2.0 

II、11 Ml-24 

17 II II 1/6 ① 11.0 上屈 Ml-50 52 II 鉢 ① 9.8 II、半精製
Ml-63 

18 II II ④ 10.0 
Ml-47 53 II 高杯 上層 Ml-53 

19 

＂ 
II ① 7 4④ 10.3 

photo Ml-17 54 II II 2/3 
② rn.6 下陪、精製、

photo Ml-21 

20 II II 1/3 上附 Ml-51 55 II 脚台
② 8 6 

photo Ml-22 
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⑬ ⑭ 

遣構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法抵慮醤鱈喜 備 考 遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法盤慮晶喜⑱晨喜 備 考

Ml  56 土師器 甕
① 13.0③ 12.4 下府、半精製
④ 12.0 Ml-62 ピット 23 須恵器 蓋 1/7 ① 11. 7④ 14 0 P421-I 

II 57 II II 1/3 ① 11.6④ 14.0 ”、 photo
Ml-23 

II 24 II II 1/7 ① 11.5④ 14.2 Pl018-1 

II 58 II II 1/4 ① 13 8④ 14 2 上附 Ml-56 II 25 II II P370-1 

II 59 II II 
下層、半精製

Ml-65 
II 26 II II P52-l 

II 
（第146図）

II II 
② 26. 7 

photo Ml-2 
60 

II 27 II Ii 
① 14.1③ 1.6 P2133-1 

II 61 II II 
② 28.3 上附、 photo

Ml-4 
II 28 II 杯

② 8.0 P710-1 
．． 

II 62 II II 1/3 ① 16 6 下陪、 photo
Ml-9 

II 29 II II 1/5 ① ③ 132 .3 4② 8.4 P559-1 

II 63 II II 1/3 ① 20 6④ 29. 7 上層、 photo
Ml-1 

II 30 II II 1/8 ① 13.0 P732-1 

II 64 II II 1/4 ① 21.2④ 27 8 上層 Ml-57 II 31 ＂ 
II 

② 7.5 P232-l 

II 65 II 鉢 1/6 ① 27 .0 Ml-55 II 32 II II 柱16

II 66 II 甑 2/3 ① 21 6-22 4 photo Ml-8 

＂ 
33 II II P1068-1 

II 67 II II ① ③23 5 4② 9 2 上附、 photo
4. 7 Ml-6 

II 34 II II Pl47← I 

II 35 ＂ 
II 柱12

ピット
（第147図）

須恵器 蓋
① 11.7③ 3 9 ヘラ記号、

1 photo P458-1 
II 36 II II P2114-1 

II 2 II II 1/5 ① 12 6 ③ 3.5 ヘフ記号
Pl213-1 

II 37 II II 1/16 P210-1 

II 3 II II II 柱10 II 38 II II Pl41-l 

II 4 II II 
II 

Pllll-1 
II 39 II II P1190-1 

II 5 II II ” P2-1 II 40 II II 柱14

II 6 II II P2131-I II 41 II II P476-1 

＂ 
7 II II Pl060~1 II 42 II II P1046-1 

II 8 II II 
ヘラ記号

P201.c 1 

（第148図）
II 杯

② 8.5 P650-1 
" 43 

＂ 
， II II ” P315-1 

II 44 ＂ 
II 

② 7 2 P730~1 

II 10 II II ＂ Pl05-1 
II 45 II II 

② 8,8 P1149-1 

II 11 II II 
II 

P500-1 
II 46 II /) 

② 9. 7 Pll57-1 

II 12 II 坪、 1/9 ① 11.9④ 14 0 Pll93-l II 47 II II 
② 8.4 ヘラ記号

P694-1 

II 13 II II 1/6 ① I! 9④ 13 4 P1177-l II 48 ＂ 
II 1/5 ② 9.1 P1049-1 

II 14 II II 1/4 ① ④ 11.4③ 3.4 ヘラ記号
13.6 P455-1 

II 49 II II 
② 11.6 P222-1 

II 15 II II P2231-1 II 50 II II 
① 13 0 (② 7 .9) 

P744-1 

＂ 
16 II II P1106-1 II 51 II II I ① ③4 12.9② 7 .8 

.3 
photo 柱 2

II 17 II II 
ヘラ記号

P1219-1 
II 52 II II 1/4 ① ③ 3 149 .0② 8.9 P474-l 

II 18 II 蓋 P2243-1 II 53 II 塊
1/3 ① 10 0 ③ 6.2 P1188-1 

II 19 ” ＂ 
P694-2 II 54 ＂ 

高杯 1/3 ② 11.4 photo 柱 9

II 20 II II 1 ① ④81 .2③ 2.0 ヘラ記号、
0.2 photo 柱15

II 55 II 紺
④ 12.6 

柱13

II 21 II II 1/8 ① 8 3 ④ 10 4 Pllll-2 " 56 " 壺
② 13.3④ 18 2 

柱11

II 22 II II 1/6 ① 8. 7④ 10 8 P2250-1 II 57 ＂ 
平瓶 1/8 ① 9 4 Pl85-I 
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⑮ ⑯ 

遺構 挿図N~ 種別 器種 分類 残法最慮品喜鱈喜 備 考 遺構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法量慮翡饂喜 備 考

ピット 58 須恵器 平瓶 1/4 ④ 18.2 P593-1 

゜
（第150図）

須恵器 蓋 1/2 ① 16.2③ 3.4 p新hotmoo周辺ー 61 

II 59 II P1192-1 II 2 II II I p新hotD1o0周辺ー 7

// 60 II 鉄鉢 1/12 
① 24.2 

P656-1 II 3 II II ① 16.0③ 1 9 
新 DIO周辺ー12

II 61 II 甕 Pl065-1 II 4 II II 1/2 ① 10.3③ 1.5 新 DlO周辺ー11

II 62 土師器 坪 1/3 ① ③2 17.4② 14.4 
.4 photo P349-1 II 5 II 杯 1/8 ① 15 0 新 mo周辺ー10

II 63 II II ① 13 5 
精製 P496-I II 6 II II ② 10. 7 

新 D10周辺ー14

II 64 II II 1/7 ① 18.8 P7-l II 7 II 壺 1/12 
① 10 6 

新 DlO周辺ー 1

II 65 II II 1/8 ② 12.0 Pl155-I 
＂ 8 土師器 杯 1/5 ① 18.4 

半新精DI製O周辺ー17

II 66 II II ヘラ記号、精製
P1201-1 II ， II II 1/8 ① 16 0 半粕製

新 DlO周辺ー18

II 67 II II ② 7 0 ヘラ記号
P2055-1 

II 10 II II ① 13.8 半精製
新 DIO周辺ー22

＂ 68 ＂ 坑 ① 18.6 
P624-I II 11 II II 1/6 ① 12.0③ 5.5 新 DlO周辺ー33

II 69 II II P1155-2 II 12 II 境
① 9 5③ 6 4 

p新hotDolO周辺ー 5

II 70 II II P611-l II 13 II II 1/3 ① 11.0③ 8.2 祖
新 D10周辺-35

II 
（第149図）

II 坪
1/2 ① 11.5③ 4 2 精製、 photo

71 柱17
II 14 II 甕

① 10.5 粗
新 DIO周辺ー19

＂ 72 II II ① 12.1 
P63-l 

＂ 15 II 鉢
① 17 7 

新 D!O周辺ー 4

II 73 II // 
① 10.3 

精製 P743-1 II 16 II 甕 1/8 ① 17. 7 
半新精DI製O周辺ー20

II 74 II 鉢 1/5 ① 8.2 P727-I II 17 II // 
① 21 2 

新 DlO周辺-3

II 75 
＂ 

対 64-P13 II 18 II II 1/5 ① 24.0 新 DlO周辺-16

II 76 II 脚 ② 8.4 64-P23 II 19 ＂ 
II 1/5 ① 25.0 新 DlO周辺ー29

II 77 II 硲杯 柱 9 II 20 II 鍋 1/12 ① 31.2 半精製
新 DlO周辺-27

II 78 II II 精製 97-P4 II 21 須恵器 蓋
① 13 8④ 16.2 

新 DlO周辺ー 9

II 79 II 甕 64-P33 II 22 II 杯
② 6 7 

新 DlO周辺ー13

＂ 80 II II 62-P!5 II 23 土師器 杯
① 15.9 

新 DIO周辺ー40

II 88 II II 1/8 ① 13.8 64-P28 
＂ 24 II II ① 11 5 

新 mo周辺ー38

II 89 II II 1/8 ① 16 0 64-Pl3 II 25 II 甕 1/4 ① 12 1④ 12.4 新 DlO周辺ー24

II 90 II II 1/2 ① 16③ 13 8 photo 柱 1④ 14 6 
II 26 // II ① 11.6④ 12 0 

新 DIO周辺ー26

II 91 II II ① 17.0 
柱 8 ” 27 

II II ① 12 0④ 12.2 
新 DlO周辺ー39

II 92 II II 1/6 ① 16.4④ 19 1 
柱 5 II 28 II II ① 16.2④ 17.0 

新 DIO周辺ー31

II 93 
＂ 

II 1/4 ① 20 8 64-P20 II 29 ＂ 
II ① 17.2④ 15.6 

新 DlO周辺ー25

II 95 II II 1/6 ① 22 0 柱 7
（第151図）

II 30 須恵器 蓋 1/1 ① 15.9 0 -36 

II 96 II 
＂ 

1/4 ① 19.2 97-P4 II 31 II 坪、
② 10.0 

0 -94 

II 97 
＂ 

II I/IO ① 25.1 精製 97-Pl II 32 II 

＂ 
② 9.8 

〇-59

II 98 II II 1/3 ① 22 4 柱 8 II 33 II II ② 9.1 
0-9 

II 99 II II ① 23 6 
64-P31 II 34 II II ① 13 0② 8.9 

〇-73③ 4 2 

II 100 II // 1/6 ① 30 8 柱4 II 35 土師器 杯
① 15.0 

精製 〇-167
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⑰ ⑱ 

追構 挿図Nn 種別 器種 分類 残法量慮翡糧篇 備 考 遣構 挿図No 種別 器種 分類 残法紐慮譴鱈喜 備 考

゜
36 土師器 杯

① 21.4 
精製 0 -168 

゜
72 須恵器 蓋

① 12 1 
住97周辺 0-29 

II 37 II 甕
① 13.0 

〇-165 II 73 II II ① 11 6 
住95周辺 0-33 

II 38 // 

＂ 
1/3 ① 14 1④ 12.4 〇-171 II 74 II II 1/4 ① 14.9 〇-30

II 39 II II ① 16.2 0-170 
＂ 

75 II ” 
1/6 ① 13.8 0 -45 

II 40 II II 
① 20 6④ 18 5 0 ~169 II 76 II 

＂ 
1/7 ① 14 2③ 2 3 0 -24 

II 41 II II ① 22.2 0 -162 II 77 II 杯
① 14.1② 8.6 photo 〇-5
③ 4.4 

II 42 
＂ 

II 
① 22.8 0 -158 II 78 II II 1/4 ② 10.6 住92周辺 0-70 

II 43 II II ① 23 0 
〇-157 II 79 II II ② 10.2 0 -61 

II 44 II II 
① 27 8 

〇-174 II 80 II II ② 3 
住84周辺 0-10 

＂ 
45 II 鍋

① 30 0 
半精製 0 -155 II 81 II II ② 10.6 

住92周辺 0-89 

＂ 
46 須應器 蓋 ① ④ 11.3③ 2 9 0 -101 

13.8 
II 82 II II ② 11 9 

住95周辺 0-82 

II 47 II II ① 13.8 (③ 2.0) 0 -102 
④ 16.0 

II 83 ＂ 
II 1/7 ② 11.2 0 -92 

II 48 ” 
II ④① 1 14 3③ 1 7 0 -108 

6 6 
II 84 II II ② 10.0 

住95周辺 0-68 

II 49 II 
＂ 

① 11.8④ 14.0 0-8 II 85 II II l/6 ② 8.6 住112周辺 0-91 

II 50 II 
＂ 

① 16.4 0 -53 II 86 II 婉 1/6 ① 15.8 住71・730-124 

＂ 
51 II II 1/9 ① 14.4 〇-40 II 87 II 蒻杯

② 9.6 
住52・53 0-19 

II 52 II II ① 14.3 0 -51 II 88 II II 1/7 ② 10.5 住92周辺 0-15 

II 54 土師器 坑
① 9.8 

〇-191 II 89 II 琲 1/6 ① 7 0④ 10 0 住94周辺 0-17 

II 55 II II ① 10 0③ 6.4 
祖 0 -215 II 90 ＂ 

平瓶 1/6 ① 6.0 住71・73 0--16 

＂ 
56 II 脚台

② 8.0 
新住63周辺ー 1 II 93 土師器 脚台

② 5 6 0 -218 

II 57 II 甕
① 10 6 

〇-186 II 94 II 杯
① 14.5 

住71・730 -139 

II 58 II II ① ll.8④ 10.9 0 -178 II 95 II II ① 17 .4 
精製 0 -221 

II 59 II II ① 16.6 
〇-208 II 96 II 甕 1/6 ① 11.8 0 -148 

II 60 II II 
① 19.0 

半精製 0 -151 II 97 II 
＂ 

1/7 ① 12.4 住71・730-142 

II 61 II II ① 20.0 0 -205 II 98 II II 1/8 ① 16.8 II 〇-143

II 62 II " 
① 23.2 0 -204 II 99 II II 1/10 ① 20 3 ＂ 、半精製

0 -144 

II 63 II II ① 21.1 0 -212 II 100 II II 1/1 ① 24 0 新住51周辺ー］

（第152図）

” 64 須恵器 蓋 1/6 ① 10.0④ 12.6 住71・73 0-98 
（第153図）

II 101 須恵器 坪、 ヘラ記号0-128 

II 65 II II 1/10 ① 12 4④ 14.8 住95周辺 0-96 II 102 II 蓋 1/2 ① 13.3③ 4.3 II 0 -123 

II 66 II II 1/4 ① 13.0④ 15 8 " 、ヘフ
記号 0 -111 

II 103 ” 杯
1/7 ① 9 9 ④ 11.6 〇-110

II 67 II II 1/4 ① 10.4④ 13.2 住71・73、 II 
0 -97 

II 105 II 蓋
① 10 0 ④ 12.0 

ヘラ記号 0-216 

II 68 II 
＂ 

1/4 ① 9.8④ 11.5 ヘラ記号 0-106 II 106 II II 1/8 ① 9.9④ 12.3 〇-103

II 69 II II 1/7 ① 14 5 〇-34 II 107 II II 1/3 ① 10.8④ 13 4 0 -100 

II 70 ＂ 
// 1/8 ① 15 8 0 -46 

＂ 
108 II 

＂ 
1/2 ① ④ 10.8③ 2 4 

12.8 
photo 0-7 

II 71 II II 
① 13 6 

住95周辺 0-28 II 109 ＂ 
杯

① 13 6③ 3.6 
ヘラ記号 0-107 

④ 15 6 
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⑲ ⑩ 

遣構 挿図Nu 種別 器種 分類 残法最慮翡饂喜 備 考 遺構 挿団Nu 種別 器種 分類 残法最慮醤饂喜 備 考

゜
llO 須恵器 蓋 1/2 ① 15 8 0 -29 J 13 須恵器 蓋 ① ④ 13.4 (③ 2.5) 

16.0 J 2 

II lll II II 1/9 ① 14 6 0 -31 II 14 II II 
① 14.6④ 16 8 

124 

II 112 II 

＂ 
1/7 ① 13.1 〇-38 II 15 II II 

① 17.0 
148 

II 113 II II 1/5 ① 14.2 0 -44 II 16 II II 
① 17 0 

J21 

II 114 II 杯 1/4 ① 10 8② 7 .8 0 -116 
③ 3.2 ＂ 17 II 杯

② 8 6 
J25 

II 115 II II 1/5 ② 8 8 0 -72 II 18 II II ① ③ 13 9 ② 9 4 
4 4 

photo J17 

II 116 ＂ 
II 1/3 ② 9,4 ヘラ記号 0-58 II 19 II II ① ③ 14 0 ② 9 0 

3.9 Jll 

II 117 II II ① （③134 .0 (② 9 0) ヘラ記号 0-64 
.9) 

II 20 II II 
① 12 7 ② 9 4 

photo J12 ③ 4 9 

II 118 II II 
① 9.6 

0 -62 II 21 II II 
② 9.5 

J13 

II 119 II 

＂ 
1/4 ② 9 9 0 -66 II 22 II II ① ③5 14.8② 10.0 

,5 photo J14 

II 120 II II 1/4 ② 9.4 0 -88 II 23 II II 
② 9 2 

J52 

" 121 II II 1/4 ② 9.8 0 -67 II 24 II II 
① 11.5② 7.5 

photo J49 ③ 4. 7 

II 122 II II 1/6 ② 10 5 0 -90 

＂ 25 II II 
① 14.1 

photo Jl6 

II 123 // 壺 1/7 ② 10.6 0 -69 II 26 II II 1/8 ① 14.1 J50 

II 125 II II 1/2 ① 16.3④ 20.8 photo 〇-6 II 27 II 高杯 J43 

II 126 土師器 坪、 ① 19.4 
精製 〇-220 II 28 II II 

② 7 6 
photo J 5 

II 127 II 

＂ 
① 17.4③ 3.1 

II 0 -217 II 29 ＂ 恥
④ 9.6 

photo J 4 

II 128 II 

＂ 
② 9 9 II 、ヘラ記号

0 -137 
II 30 II 壺

④ 12 0 
J45 

II 129 II 坑
① 8 9④ 9.0 

精製 0 -219 II 
（第155図）

II II 
④ 18 7 

J42 31 

II 130 II 
② 7.6 

0 -138 II 32 II II J41 

II 131 II 脚
② 9 0 

photo 〇-3 II 33 II II 1/2 144 

II 132 ＂ 
鉢 ① 9.2② 5.6 紐、 photo

③ 6.9 0-4 
II 34 II II 

④ 17 .5 
photo] 9 =J33 

II 133 ＂ 甕
① 15.4 

〇-214 II 35 II 横瓶 ① ④3 12.1③ 27 2 photo ]30 
0.6 

J （第1514図） 須恵器 杯 ① ④ 12.2③ 4.1 ヘラ記号、
14. 7 photo J 1 

II 36 II 甕 J54 

” 2 II II 
① 13.0④ 15 0 

J37 II 37 ＂ 
II ]53 

II 3 II 

＂ 
1/8 ① ③3 10.8② 6 3 

9④ 13,0 
ヘラ記号 J 8 II 38 II II 1/4 ① 20.2 J59 

II 4 II II 1/4 ① 11 3 ④ 13 6 
J15 II 39 II II 

① 26.0 
J35 

II 5 II II ④ （① 180 .6) (③ 3.5) ヘラ記号、
.! photo J19 ＂ 40 II II 1/3 ① 19 9 J58 

II 6 II 蓋 ヘラ記号 J47 II 41 II II J34 

＂ 7 II II I/3 ① 10.0③ 2 5 
④ 12.4 J18 II 42 II II J55 

// 8 II II 1/3 ① ④ 810 .0 (③ 2.1) 
.4 J20 II 43 ＂ ＂ J56 

II ， 
＂ 

坪、 ① ③93 ,4② 7.1 
.I J46 II 44 II II J32=J36 

＂ 10 ＂ 
II 

① 9.3② 5 0 
ヘラ記号 J!O 

③ 3.1 ＂ 45 II 

＂ J31 

II 11 II 蓋 J23 II 46 II II 127 

II 12 II 

＂ 
① ④ 14 4③ 2.6 

J 3 16 6 
II 

（第156図） ① 59 (④ 100) 
J28=J29=J39 47 
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第 2表 宮原遺跡出土不明土製品計測一院表

番 万ロ 出土地点 型式 特 徴 法量（長x幅x厚） cm 

33-M 1 埋土 B, 完形品。 2.6Xl.4Xl.2 

35-M 1 埋土 B, (3.2+a) X (1.9+a) X0.5 

37-M 1 埋土 B, 精良。 2.lX (l.5+a) X0.45 

37-M 2 埋土 B2 完形品。 2 .25 X 1.5 X 0. 9 

37-M 3 埋土 B2 B,? 2.7X (l.6+a) X0.8 

37-M 4 カマド内下層 C, 切削物を重ね合わせる。 3.0X3.3Xl.0 

38-M 1 カマド付近 B2 略完形品。 3.8X3.8X 1.15 

38-M 2 カマド付近 B2 完形品。 2.85 X 2. 7 X 0.65 

40-M 1 (B)埋土 B, 完形品。 1. 95 X 1. 5 X 1. 05 

40-M 2 (B)埋土 c, 削り面と収縮面が認められる。 1.7X (2.6+a) XQ.7 

40-M 3 (A)床面下層 c,? 切削後、端部を成形したのであろうか？ (4.3+a) Xl.25X0.55 

41-M 1 埋土 B, 穿孔後ナデ調整。指紋あり。 2. 7X2.15X 1.1 

41-M 2 埋土 c, 切削物を重ね合わせる。 2.5X2.5Xl.0 

42-M 1 埋土 Ci 切削後、端部を丸める。 3. 35 X 2. 8 XO. 8 

42-M 2 床面下層 B, 完形品、指紋付着。 2.3Xl.7X0.9 

42-M 3 埋土 Ci 削り面と収縮面が明瞭に認められる。 2 .8 X 2. 2 XO. 75 

42-M 4 埋土 B2 完形品。 2.35 X 2.0 X 1.15 

43-M 1 床面下層 B2 略完形品。 3.0X (l.S+a) X0.65 

43-M 2 埋土 B2 完形品。 2.85 X 2 .35 XO .8 

43-M 3 埋土 B2 略完形品。 3.5X (3.05+a) XQ.7 

59-M 1 埋土 c,? 収縮面は明瞭。削り面は後にナデを行なう。 2.3X2.3Xl.2 

60-M 1 埋土 B1 完形品。 2. 9 X 1. 95 XO. 75 

60-M 2 埋土 B2 (2.2+ a) X 1. 7 X 1.25 

63-M 1 埋土 c, 削り面と収縮面が明瞭に認められる。 2 .25 X 3.2 X 0. 75 

63-M 2 埋土 B, B1の可能性を有す。 (1. 95+ a) X 2.65 X 0. 75 

63-M 3 埋土 B, 片面は平滑に仕上げている。 2. 25 X 2. 0 X 0. 55 

65-M 1 埋土 B, 3 . 3 X 5 . 05 X 1. 6 

67-M 1 埋土 B2 (2.9+a) X (l.9+a) X0.8 

67-M 2 埋土 B,? 指紋が多く付着。 3. 95 X 3. 75 X 1.4 

67-M 3 埋土 C1 重ね合わせている。 2. 75 X 2 . 3 X 1. 2 

67-M 4 埋土 B2 やや粗雑だが、完形品。 (3.6+a) X2.15XQ.85 

67-M 5 埋土 B2 完形品。 2 . 6 X 1. 55 X O. 8 

69-M 1 埋土 B, 2 . 15 X 1. 4 X O . 6 

69-M 2 埋土 B, 完形品。指紋付着。 (2.l+a) X l.4X0.5 

69-M 3 埋土 B2 完形品。 3.2 X 1.55 X 1. 05 

76-M 1 埋土 B2 片面は平滑に仕上げ、他面に指紋付着。 (3. 7+a) X (2. 7+a) X0.8 

①
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② 

番 万ロ 出土地点 型式 特 徴 法量（長x幅x厚） cm 

76-M 2 埋土 B,? 片面は平滑に仕上げ，指紋多く付着。 (4.S+a) X (3.5+a) Xl.0 

79・80-M 1 埋土 B, 完形品。 2 .2 X 1. 8 XO .45 

81-M 1 埋土 C 端部を摘む。指紋付着。 (3.05+a) X (l.8+a) X0.95 

81-M 2 埋土 c, 切削後，端部を丸く成形している。 2. 6 X 2. 7 X O. 75 

82-M 1 埋土 B2 完形品。 2 . 65 X 1. 6 X 1. 2 

82-M 2 埋土 B, 完形品。 2.2Xl.35Xl.2 

82-M 3 埋土 C 完形品。 3.4X2.9Xl.7 

82-M 4 埋土 C 完形品。指紋付着。 3.35 X 3.45 X 0. 7 

84-M 1 埋土 c, 収縮は殆んどせず，ナデ調整。 3.3 X 2 .4 XO. 85 

84-M 2 埋土 B2 完形品。指紋付着。 2 .5 X2.2 XO .35 

85-M 1 埋土 B2 略完形品。 (2.l+a) X2.25X0.3 

86-M 1 床面下層 B2 両面に指紋付着。完形品。 2. 9 X 1.85 XO. 75 

86-M 2 埋土 B, 完形品。 2. 9 X 2. 05 X 1.1 

86-M 3 埋土 c,? 収縮が認められるが，磨滅している。切削物？ 3.0X2.2X0.5 

86-M 4 床下層土壊 B, 片面は平滑に仕上げている。 2. 9 X (2 . 0 + a) X 1. 05 

87-M 1 床面下層 B, (2.2+a) X (1.85+a) X0.8 

87-M 2 埋土 B2 片面は平滑に仕上げている。 (3.0+ a) X 2 .15 X 1.25 

87-M 3 埋土 c, 焼成は良好で赤褐色を呈す。 2.7X3.0X0.6 

87-M 4 埋土 B2 指紋付落。完形品。 2. 7X 1.8 XO. 65 

92-M 1 埋土 C1 著しく湾曲している。 (3.0+a) X (2.65+a) X0.6 

92-M 2 埋土 B, c, の可能性も有るが，植物繊維痕付着。 2.6X (2.0+a) X0.55 

92-M 3 埋土 C 筒状支脚？カマド壁体？ (4.Z+a) X (3.9+a) X (1.6+a) 

93-M 1 埋土 B, 内湾面に指紋付着。 4 .3 X 2.35 X 0. 9 

93-M 2 埋土 B, 略完形品。 (1.9+a) Xl. 7X0.7 

95-M 1 埋土 B2 指頭痕あり。完形品。 2. 75 X 2. 2 X 1. 0 

95-M 2 埋土 B2 指紋付着。完形品。 1 . 95 X 1 . 35 X O . 65 

95-M 3 カマド付近 B, 若干粗雑な造り。完形品。 2.8X2.6X0.9 

95-M 4 埋土 B2 完形品。 2. 6 X 1.45 XO .5 

95-M 5 埋土 B2 完形品。 2.0 X 1.85 X 1.0 

95-M 6 埋土 B,? 植物繊維痕あり。磨滅しているも完形品。 3.9X2.5X0.5 

95-M 7 埋士 B2 若干湾曲した完形品。 2. 9 X 1.5 XO .55 

95-M 8 埋土 c, 焼成良好，赤褐色を呈す。削り・収縮は明瞭。 2. 4 X 2.85 XO .8 

96-M 1 埋土 B,? 粗雑な造りで，若干湾曲する。完形品。 3. 05 X 2.5 XO. 75 

97-M 1 埋土 B2 完形品。 2. 8 X 1. 8 X 1. 45 

97-M 2 埋土 B1? 土版状を呈す完形品。 5.4X4.3X0.8 

99-M 1 埋土 B2 布目痕あり。 3.5 X 2. 7 XO .65 
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③ 

番 号 出土地点 型 式 特 徴 法量（長x幅x厚） cm 

103-M 1 埋土 B2 (2.5+a) X2.15X0.65 

103-M 2 カマド内 B, ワラ状押圧痕が明瞭に残る。略完形品。 5.7X4.3Xl.3 

105-M 1 埋土 B2 焼成良好な略完形品。 4.15 X 1. 3 X 1.35 

105-M 2 埋土 c, 切削後指オサ工。 3.85X 1. 75X 1.2 

105-M 3 埋土 B2 簿手の略完形品。焼成良好。 (2. 7+a) X2.55X0.4 

105-M 4 埋土 B, 若干粗雑な造りの略完形品。 (3.55+a) X2.8X0.8 

105-M 5 埋土上層 B2 両面共に明瞭な植物繊維痕付済。 (4 .4+ a) X 3 .05 X 0.65 

105-M 6 埋土上層 B,? 片面は丁寧なナデ調整。 (3.S+a) X (2.9+a) X0.5 

105-M 7 埋土 B2 明瞭な指紋付着。完形品。 2.9X2.2Xl.0 

105-M 8 埋土 B,? 両面に指紋付着。 (2.6+ a) X 2. 7 XO. 55 

107-M 1 床面下層 B2 略完形品。 3. 3 X 1.45 XO .45 

107-M 2 床面下層 B2 布目痕あり。完形品。 2. 0 X 2.15 X 1.45 

108-M 1 埋土 B2 指紋付着。 (2 . l+ a) X 2. 2 X O . 7 

108-M 2 埋士 B,? 粗雑な造り。ワラ状痕が明瞭に残る。 4.4 X 4.1 X 0.65 

108-M 3 埋土 B2 完形品。 4 .05 X 3. 65 X 1.5 

108-M 4 埋土 c, 切削物を重ね合わす。 2 .05 X 2. 0 X 0. 9 

110-M 1 埋土 B2 指紋多く付着。 (2.35+a) Xl.75X0.75 

110-M 2 埋土 c, 切削後指オサエ。完形品。 3.1X2.5X0.6 

110-M 3 埋土 B, 指紋付済。完形品。 2.45 X 2 .35 XO. 7 

110-M 4 埋土 c, 切削後指オサエで平滑に仕上げる。 (3.6+a) X (2.3+a) X0.65 

110-M 5 埋土 B, 指紋付着。 1. 95 X 2.85 X 1.05 

112-M 1 埋土 B, 完形品。 2.5Xl.6Xl.4 

表採ーMl 住95周辺 B,? 円形になるか？ (2.8+a) X (2.6+a) X0.8 

表採ーM2 住86-98 B, 焼成良好な完形品。 3.7X3.0Xl.3 

表採ーM3 住86-98 B, 完形品。 3.1X2.7Xl.l 

表採ーM4 住95周辺 B, 完形品。 2.8Xl.8X0.6 

表採ーM5 住95周辺 c, 切削後指オサ工。 2. 6 X 1. 5 X O . 75 

D 6-M 1 c, ヘラケズリ・収縮が顕著に認められる。 3.4X2.8X0.9 

D 6-M 2 B, 植物繊維痕付着しているが、やや丁寧な造り。 (3.9+a) X (2.4+a) Xl.05 

D 6-M 3 B2 略完形品。 2.8Xl.9XQ.6 

D 6-M 4 Ci 3個の切削物を重ね合わせている。 3.5 X 3.1 X 2 .05 

D 8-M 1 c, 切削後植物繊維痕と指紋付着。 3.8X2.4X0.5 

D 8-MZ B, 略完形品。 2.0X (l.9+a) X0.4 

表採ーM6 D10西 B, やや粗雑な造り。完形品。 3. 6 X 2. 95 X 1. 2 

表採ーM7 DlO西 B, 平坦面は丁寧な仕上げ。焼成良好。 3.5X (3.3+a) Xl.4 

表採ーMS DlO西 B2 3.3X (2. l+a) XO. 75 
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④ 

番 号 出土地点 型式 特 徴 法量（長x幅x厚） cm 

表採ーM 9 DlO西 B, 2.lX (1.55+a) ><0.4 

D13-M 1 B, 完形品。 1.8Xl.7X0.4 

Dl3-M 2 C 小さな粘土塊を付着させている。 1. 85 X 1. 75 X 1. 7 

D15-M 1 c, 焼成良好、赤褐色を呈す。 3.0 X 2 .85 X 1.0 

D19-M 1 B2 略完形品。 2.2X2.6X0.5 

D20-M 1 c, 焼成良好。 1.35 X 2 .15X O. 75 

D20-M 2 B, 略完形品。切削物の可能性あり。 2.8Xl.4X0.5 

DZO-M 3 c, 削り・収縮が明瞭に残る。 2.45 X 2. 95X O .55 

D20-M 4 B2 完形品。 2.0 X 1. 75 X 1.05 

D20-M 5 c, 焼成良好。 2. 8 X 2.45 XO. 9 

D20-M 6 B, やや丁寧な造り。略完形品。 2・.6X (2.2+a) X0.75 

D20-M 7 B, 指オサエあり。略完形品。 2. 5 X 2.35 XO. 85 

D20-M 8 c, 切削物を爪ね合わせる。 3.0X2.3Xl.15 

D20-M 9 B, 完形品。 2.9Xl.8X0.7 

D20-MlO B, 両面共に植物繊維痕多く付着。 5.1X3.5X0.7 

D20-Mll B, (3.05+a) X (2.l+a) X0.6 

D22-M 1 B, 両面共に植物繊維痕多く付着。 (3.9+a) X (4.2+a) X0.75 

D22-M 2 Ci 切削後指オサエ。 3.35 X 2. 5 X0.8 

M 1-M 1 B1? 植物繊維痕付着するも円板状の略完形品。 2.65X (2.2+a) XQ.9 

M 1-M 2 C1 切削物を折り曲げ、重ねる。 3.15X (2.0+a) XQ.65 

M 1-M 3 c,? 切削物を板上に押し当てた？完形品。 2.65 X 2,6 XO .45 

M 1-M 4 c, 端部は丸味を有す。 2.4X2.8X0.8 

M 1-M 5 B, 両面共に植物繊維痕付箔。 3.15X (1.35+a) XQ.65 

M 1-M 6 B2 両而共に植物織維痕付着。 2.5X (1.65+a) X0.5 
- --

表採ーMlO Ml周辺 B2 切削物の可能性あり。 3. 8 X 1. 9 X 1. 45 
--

表採ーMll Ml周辺 B2 磨滅しているが完形品。 2 .1 X 2 . 0 X l . 35 
-・・-- - --

表採ーMl2 Ml周辺 c, 切削物が重なり合う。 2.8X2.3><;0.S5 
← -- -----.  -- ... 

柱穴ーMl P-689 Ci 丸めた後ヘラ状工具による刺突痕あり。 2.5 X 2. 7 X 3 .15 

柱穴ーM2 P-1120 B2 完形品。 3.3X2.1Xl.4 

柱穴ーM3 P-2004 c, 切削物を重ね合わせる。 3 .1 X 1. 95 X 1.1 
--

表採ーMl3 住81周辺 B, 指紋多く付着した略完形品。 6,25 X 4. 0 X 0.8 

表採ー1¥114 不明 B2 指頭痕・指紋付着。 4.2 X 2 .05 X 0. 9 

表採ーM15 DlO周辺 c,? 切削後指オサエ？ (2 . 8 + a) X (2. 7+ a) X O . 9 
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第 3表 宮原遺跡竪穴住居跡一覧表

① 

No. 図版 図 主軸方位
総面積 主柱間

SJS 
たて よこ a b C d P, P, P, P, カマド カマド対面

P, 下層 土器 手 土 鉄 石 備 考 旧No
(S) エリア (S1) C D A B (P,-P,) (P,-P,) (P,-P,) (P,-P,) C1 a1 d1 a, Cz b, 出 b, 位置支脚 粘土土猥 土壊 須土 捏 錘 器 器

31 14 4 N-17°-W? 145 102 117 140 
北

5 2 
耳環が出土。 91 

西 32-34より新。

32 14 4 N-21°-W? 398 164 164 141 106 130 129 100 
北

4 1 1 31より古， 33・34より新。 92 
西

33 14 5 N-30゚30'-W 23.603? 6.336 llS 127 
北

゜
， 

31・32・34より古。 94 26.8? 486 228 256 255 271 93? 113 136 
西

4 6 1 

34 14 4 N-21°-W? 24.651? 5.163 20.9? 499 241 229 226 217 145 146 146 112 
北

゜
1 2 31・32より古， 33より新。 93 

西

35 16 6 N-27゚30'-W 15.204 2.573 16.9 394 380 403 414 179 177 147 144 111 104 107 120 135 103 129 134 
北

゜゜
4 17 ＇ 36・溝 1より新。 81 

西

36 16 6 N-31°-W 14.487? 2.548 17.6 386? 378 165 171 146 161 149 106 109 99 北 2 10 35・37より古， 38より新。 83 

37 16 8 N-1゚30'-W 15.048 2.232 14.8 405 397 387 383 160 120 158 160 113 120 95 107 133 129 143 133 
北

゜
12 29 36・38より新。 82 

西

38 15 8 N-26"-W 2.693 433 160 172 164 163 125 143 111 
北

゜
1 2 1 36・37・39より古。 86 

西

39 15 11 N-59°-E? 15.964? 3.068? 19.2? 407 187 150 138 103 146 116 113 誓 1 18 40・41・D 7より古， 38より新。 85 

40 16 13 N-29"-W 8. 796? 1.473 16. 7? 289 312 313 109 120 134 126 84 104 100 71 112 77 81 北
西

15 24 3 D7より古， 39・41より新。 87 

41 16 13 N-28"-W 12.644? 2.016 15.9? 370 367 347 141 147 152 129 133 107 119 87 103 79 98 北
西

17 21 2 40・D 7より古，建32より新。 84 

42 18 15 N-12゚30'-W 11.572 1.920 16.6 350 345 338 346 145 145 138 127 102 96 98 98 110 111 120 90 北 13 42 溝 1より新。 88 

43 18 17 N-14'-W 13.672 2.900 21.2 393 379 371 368 153 182 172 178 98 llO 91 100 123 80 109 106 北

゜
6 32 44・溝 1より新。 89 

44 18 17 N-17"-W 2. 700 155 185 166 155 115 111 
北

゜
1 43より古，溝 1より新。 90 

西

45 19 19 西北？ ・ 

゜
5 46より新。 104 

46. 19 19 N-56'-W 29.635? 7.555 25.5? 554 548 285 282 265 271 143 131 135 138 129 137 胃 8 20 45・建34より古， 47・建33・35より帝t。 103 

47 19 19 N-57゚30'-W 8. 733 304 291 302 293 157 103 141 129 西

゜
4 46より古， 48・49より新。 102 

北

48 19 19 N-51°-W? 327 290 168 

゜
1 

， 
47より古， 49・51より新。 105 

49 19 21 N-48"-W 32.843? 8.227 25.0? 566 277 309 280 286 146 135 163 155 129 胃
゜

1 6 48・建34より古， 50・51・建33・35より新。 100 

50 19 23 N-51"-W 25. 787? 7.088 e1.5? 500 504 264 268 278 260 118 129 111 111 104 132 開 〇? 1 2 1 1 49より古。 101 

51 19 19 N-39'-W 259 234 132 118 7 

゜
48・49より古。 106 

52 22 25 N-127"-W? 460 226 114 127 121 121 3 4 53より新。 109 

53 22 25 N-47°-W? 571 342 287 131 117 123 113 閏 4 ， 1 52より古。
107 
108 

54 23 26 N-12'-W? 416 208 119 105 112 104 

゜
X 7 10 D 8より新。 52 

55 23 27 N-123°-W 18.536 4.204 22. 7 448 464 415 430 230 204 181 209 129 95 143 90 139 118 113 109 西 X 6 15 1 56・D 8より新。 55 
南

56 23 27 N-131゚30'-W? 181 170 92 98 西南？ ・ X 1 

゜
： 55より古。 54 

57 23 28 N-47゚30'-W 24. 924? 6.844 27.5? 463 484 538? 534? 290 284 236 241 111 108? 119 140 116 115? 124 135 西

゜
5 15 58・59より古。 5 

北

58 24 29 N-48°-W? 16.361 3.139 19.2? 416 184 183 173 172 129 123 llO 110 3 5 57・59・61より新。 56 



② 

No. 図版 図 主軸方位
総面積 主柱間

Si/S 
たて よこ a b C d P, P, P, P, カマド カマド対面

P, 下層 土器 手 土 鉄 石 備 考 旧Ne
(S) エリア (S,) C D A B (P,-P,) (P,-P,) (P,-P,) (P,-P,) C1 a, d, a, c, b, 出 b, 位置支脚 粘土土塘 土塘 須土 捏 錘 器 器

59 24 29 N-64゚30'-E 17. 799? 3.916 22.0? 480 214 176 223 182 112 170 90 128 112 
東

゜
X 13 17 1 58より古， 57より新。

40 
北 41 

60 24 30 
I 

3 12 61より新。 51 X 

61 24 30 104? 

゜
1 1 60より古。 50 

I 

62 25 31 N-6"-W 14.836 2.202 14.8 390 390 391 381 178 164 129 130 139 109 129 105 123 112 132 105 北 7 26 玉が出土。 D10より新。 3 

63 25 32 N-73"-W 19.754 4.088 20'. 7 426 423 478 466 220 183 204 204 103 132 143 125 119 142 114 141 西
7 54 1 1 建57・59より古。 1 

北

64 26 33 N-41°-W 20.049 4.728 23.6 203 450 450 456 218 203 449 212 125 132 120 100 102 133 119 105 
北

15 26 1 D10, 建58より古。 2 
西

65 27 34 
N-130"-W 

10 .080 
A2.520 25.0 295 293 366 350 167 170 151 155 76 106 72 92 68 114 68 65 西 。 35 2 1 製塩土器が出土。建49より新。 4 

N-117°-W B3.688 36.6 286 293 366 339? 167 169 222 222 77 106 75 92 -12 76? -3 95? 南
X 16 

66 27 35 N-43゚30'-W 13. 969? 2.887 20.7? 382 393 163 198 164 157 106 136 119 143 106 80 北
西

2 12 鞘の羽口が出土。 67より古。 49 

67 28 35 N-37゚30'-W 14.045 2.428 17.3 394 375 384 365 173 157 151 146 136 107 116 105 107 102 113 105 
北 X 5 22 罐の羽口が出土。 66・68より新 39 
西

68 28 36 N-70"-W 10.892 1. 708 15. 7 322 305 353 356 150 149 119 110 99 120 95 82 105 130 101 西
77 北

゜
7 20 67・69より古， 70より新。 42 

69 30 38 N-47"-W 25.037? 4.945 19.8? 500 502 510 238 226 229 203 146 138 118 139 139 159 145 塁
゜

25 50 3 71より古， 68・70・72より新。 38 

70 29 36 N-60'-W 18.465? 3.880 21.0? 425? 440 224 193 194 183 111? 114 120 121 130 126 塁 ゜
6 68・69より古。 37 

71 30 40 N-54°-W 16.908 2.605 15.4 409 419 411 413 155 154 170 170 124 115 126 140 115 147 122 112 西~t？・ X 2 10 69・72・73より新。 D18より古。 36 

72 38 2 3 69・71より古。 44 

73 40 105 

゜
2 

I 
5 I 71より古。 35 

＇ 

74 31 41 104 116? 1 11 
I 

34 
i 
' 

75 31 41 125 118 X 2 11 3 76より新。 33 

76 31 41 N-34°-W? 27. 613? 4.708 17 .O? 237 243 197 197 174 120 145 北？
西

1 7 75・77より古。 32 

77 31 42 N-26゚30'-W 36.164? 10.336 28.6? 611? 576? 602 617? 331 347 314 299 165 127 152 145 133? 124? 125? 145 
北 4 18 1 78より古， 76・Dl7より新。 31-B 
西

78 32 43 N-40'-W 32.661? 10.345 31.7? 560? 553 637? 323 376 298 298 131 120 144 109 146 119? 116? 
北

゜
3 15 79・80より古， 77より新。 31-A 

西
,, 

79 32 44 N-95"-W 12.449 2.000 16.1 364 362 357 357 127 143 150 148 107 122 126 109 107 114 139 100 西 6 6 スラッグが出土。 78・80・103・建51より新。 29 

80 32 45 N-38°-W 28.908 9.243 32.0 550 554 520 541 298 278 315 329 98 117 94 106 137 135 130 128 
北 14 20 79より古, 78より新。 30 
西

81 34 46 N-106"-W 13.663 3.280 24.0 347 362 390 408 179 177 190 180 91 110 107 101 67 114 75 116 雷 18 93 1 1 紡錘車が出土。 Dl6, 建47より新。 8 

82 35 48 N-47'-W 9. 723? 1.236 12 7? 325 322 312 306 107 104 117 120 112 110 109 95 97 106 92 96 開 X 8 12 84より古， 83・建42ょ`り新。 110 

83 35 48 N-43゚30'-W 12.667? 1.988 15. 7? 344 356 164 152 124 131 99 81 llO 102 114 103 北？
西 ゜

1 82より古。 111 

84 38 50 N-17'-W 14.113 3.229 22.9 378 401 379 363 180 159 197 190 84 100 88 99 98 102 123 102 
北 X 5 15 3 1 82・85・建46より新。 17 
西

85 38 50 N-41°-W 16.123? 2.556 15.9? 409 181 179 145 141 133 122 143 131 126 
北 2 7 1 1 84・建46より古。 16 
西 ， 

86 38 51 N-24°-W 11. 776? 2.263 19.2? 315? 316? 377? 403? 170 165 142 132 86? 109 101? 98? 87? 131 106? 〇? 21 97 1 1 95・D15より古， 87・89・92・96より新。 113 
121 



③ 

No. 図版 図 主軸方位
総面積 主柱間

Si/S 
たて よこ a b C d Pi P, P, P, カマド カマド対面

P, 下層 土器 手 土 鉄 石 備 考 旧No
(S) エリア(S,) C D A B (P,-P,) (P,-P,) (P,-P,) (P,-P,) C1 a, d, a, C2 b, d2 b2 位置支脚 粘土土壊 土猥 須土 捏 ，錘 器 器

87 38 51 N-12"-W 2.215 156 156 130 159 125 107 〇? 10 22 86・95・Dl5より古， 88-90より新。 114 

＇ 

88 38 51 

゜゚
87・90・D13より古。 122 

89 38 51 西

゜
12 29 86・87より古, 90・92・94より新。

10 
115 

90 38 51 158 117 133 X 1 6 87・89・D13より古， 88・91より新。 116 

91 38 51 N-19°-W? 2.079? 152 149? 144? 133 108 117 95 〇? 3 6 90・D13より古， D11・12より新。 117 

92 38 52 12. 521? 2.451? 19.6? 346? 117 88 97 北 X? 10 22 3 86・89より古， 93・94より新。 11 

93 38 52 N-11"-W? 2.512? 374? 166? 173 160? 140 95 98 北？ 3 12 92より古， 94・D16より新 12 

94 38 52 N-13"-W 11.612? 3.013 25.9? 361 174 196 166 162 80 93 82 94 北

゜
1 6 1 89・92・93・建46より古。 6 

95 40 53 N-102'-W 12.615 2,268 20.8 334 321 399 393 164 171 165 152 94 115 94 120 75 103 75 119 西

゜
〇? 16 44 1 5 (1) 1 新瓦，。 耳環が出土。 86・87・96・D14・建45より 112 

96 40 53 N-11°-W? 13. 786 2.497 18.1? 367? 115 170 144 154 109? 106? 114? 北

゜
26 41 '2 86・95・98・99より古。

13 
118 

97 42 55 N-93"-E 15.187? 1.993 13.1? 403? 407? 389? 376? 178 152 165 164 126? 102? 128? 109? 112? 129? 88? 103? 束 X 12 14 1 2 1 98・99・100・101より新。
15 

119 

98 42 55 454 444? 159 163 200 167 166 164 87 111 〇? 4 6 97より古， 99・100・106より新。
46 
120 

99 42 55 N-28°-W? 17 .411? 442 145 143 129 146 138 150 
北 3 14 1 1 97・98より古， 96より新。 7 
西

100 42 55 2.655 159 164 165 169 122? 90? 108? X? 

゜゚
97・98・106より古， 101・102より新。 123 

101 55 176 104? 3 6 土馬が出土。 100・106より古， 102溝 1より新。
14 

124 

102 55 171 176 144? 147? 

゜
2 101・105・106より古。 125 

103 43 56 N-43°-W 19.077? 4.360 22.9? 405? 452? 452 448? 233 214 194 195 115 114 137? 104 96? 122? 120 113 
北 7 13 1 1 79・104・建51より古，建48より新。 18 
西

104 57 N-65°-E? 2.172 448 162 158 137 134 166 106 144 106 X? 7 20 106・108より古， 103より新。 19 

105 43 58 N-99°-W 13.892 2.579 18.6 370 370 390 374 153 140 168 180 103 110 89 126 99 113 101 121 西 17 26 2 102・106より新。 20 

106 58 N-12°-W 23.517? 3.644 15.5? 480 469 496 181 192 177 218 140 169 122? 162 185 128 119 北 X? 

゜
12 

97・105・108より古， 98・100・102・104・107 22 
より新。

107 58 N-16°-W? 2.811 166 158 162 184 131? 130? 

゜
3 106・108より古。 21 

108 44 60 N-29'-W 23. 704? 3.644 15.4? 490 515 172 150 212 240 111 109 175 166 168 129 
北 土馬・青銅製品，スラッグが出土。 109・110よ

24 
西 り古。

10 18 (1) 3 

109 44 60 N-22'-W? 2.516? 156? 154? 170? 156? 155? 114? 122? 120? 

゜
108・110より古。 24 

110 44 60 N-21"-W 11.181 2.287 20.5 350 341 330 329 118 135 180 178 84 112 96 100 76 llO 68 83 北
西

゜
12 31 1 

2 紡錘車，スフッグが出土。 111より古,D19より
新。

27 

111 44 62 N-92"-W? 11.948 2.664 22.3 320 334 364 379 184 158 145 165 80 89 74 90 96 120 95 102 

゜
4 8 110より新。

28 
126 

112 63 N-13°-W 23.365? 5.623 24.1? 475 505? 485 481 255 239 218 238 122 120 132 llO 135 120 134 121 北？ 3 17 鞘の羽口が出土。 D22・建52より古。 43 

註．下層土横は中央土城が0印，壁隅土壊がX印とした。 Sとs,の単位はm'。A-Dとa-d及びP,-P4の単位はcm
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